
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　あるいは前提こそ結論を含ふくむ　to_the_Girl's_ABYSS.












　上かみ里さと翔かけ流るという一人の少年がいる。

　いいや、『いた』とでも呼ぶべきか。













　彼かれはどこにでもいる平へい凡ぼんな高校生だった。

　少なくとも自分ではそう公言して憚はばからなかった。




　ある時、少年は自分には不ふ釣つり合あいと呼べる力を授さずけられた事に遅おくれて気づく。しかし哀かなしいかな、彼かれの感性自体はどこまで行っても『どこにでもいる平へい凡ぼんな高校生』であるからして、突とつ然ぜん降ふって湧わいたチャンスに対処し順応するだけの柔じゆう軟なん性せいを有してはいなかった。これ自体は特におかしな心の動きではないだろう。例えば宝くじ売り場の前で、『一等が当たったら嬉うれしいけど、でも本当に当たってしまったら今の生活をメチャクチャにされる』などといらぬ心配をした事がある人は、きっと彼かれだけではないはずだ。




　言ってみれば、上かみ里さと翔かけ流るは身に覚えのない宝くじを当ててしまったようなものだった。

　彼かれは望まぬ幸運によって自分の生活がメチャクチャにされたと考えた。

　元々持っていたものさえ『それ』のせいで変わってしまったように映ってしまった。思わぬ大金を手に入れると、笑え顔がおで近づいてくる者全てが腹黒く見えてしまうのと同じように。

　何もかもが色いろ褪あせて見える少年が抱いだいたのは何だったか。

　上かみ里さと翔かけ流るは身勝手な抽ちゆう選せんを行った運営側を激しく憎ぞう悪おし、同時に彼かれらの存在を抹まつ消しようすれば抽ちゆう選せん自じ体たいを無効にできるのでは、と考えていく。




　復ふく讐しゆう。

　一言で言ってしまえば簡単だが、少年は実際に行動へ移すまでに至った。自分についてきた一〇〇人超ちようもの少しよう女じよ達たちと共に、『魔ま神じん』と呼ばれる存在を見つけ、追おい詰つめ、そして狩かった。よりにもよって、彼かれら『魔ま神じん』が与あたえた右みぎ腕うでを使って。

　ここまでなら、善ぜん悪あく好こう悪おはさておいて、上かみ里さと翔かけ流るの物語は奇き麗れいに輪が閉じていた事だろう。だがＴＰＯで言えば場所が悪かった。そこは学園都市だったのだ。




　たった一人の科学者が、世界の歴史を大きく変える。

　その者の名は木き原はら唯ゆい一いつ。

　上かみ里さと翔かけ流るが学園都市から放たれた刺し客かくであるゴールデンレトリバーを返かえり討うちにした辺りから、悪あく縁えんは明確に絡からみ付つく。

　彼かの女じよは師と仰あおぐ存在を撃げき滅めつしてみせた少年の実力を率そつ直ちよくに認めた上で、なお静かに牙きばを研といで首を刈かり取とるチャンスをひたすら窺うかがい続つづけた。

　結果は痛み分け。

　だがここで、木き原はら唯ゆい一いつは上かみ里さと翔かけ流るを特別にしていた『右みぎ腕うで』そのものを切断し、我わが物ものとして移植するという暴挙に出る。




　第二幕は摂せつ氏し五五度の学園都市から始まった。




　木き原はら唯ゆい一いつは還かん元げん生せい命めいと呼ばれる肉の器うつわに四大元素を加工して造り上げた『魂たましいのようなもの』を込こめた疑ぎ似じ生せい命めい・エレメントを大量にばら撒まく事で、ホームの学園都市そのものを血の海に変えてでも上かみ里さと翔かけ流るの炙あぶり出だしにかかる。

　対する上かみ里さと側がわはエレメントが高こう温おん環かん境きように弱い特とく徴ちようを摑つかみ、衛えい星せい軌き道どう上じようから膨ぼう大だいなマイクロ波をばら撒まく事で学園都市内を埋うめ尽つくす勢いで放たれたエレメント達たちの活動を阻そ害がいしつつ、こちらもこちらで木き原はら唯ゆい一いつの行ゆく方えを追っていた。




　この戦いもまた、最終的には痛み分けとなる。

　木き原はら唯ゆい一いつ自じ体たいは倒たおされたものの、自じ滅めつ覚かく悟ごのロケットエンジン点火を防ぐため、上かみ里さと翔かけ流るは自分が消しよう滅めつすると分かっていて、もう一度『理想送りワールドリジエクター』を自分の手首に繫つなげて最後の一いち撃げきを放った。

　これにて少年は目に見える世界から消しよう滅めつする。

　そして残された右手首は、またしても木き原はら唯ゆい一いつが手に入れる。

　彼かの女じよは後に残された少しよう女じよ達たちに言い放つ。

　上かみ里さと翔かけ流るは消しよう滅めつした。だが死んだ訳ではない。『理想送りワールドリジエクター』という門を使えば、万に一つ、億に一つくらいの可能性で救出は見み込こめるかもしれない。それをゼロにしても良いのか、と。

　それは呪じゆ縛ばくであった。

　何より上かみ里さと翔かけ流る自じ身しんが最も恐おそれていた、『右手の所有者が少しよう女じよ達たちの王となる』という安易極きわまりない呪のろいの完成であった。

　木き原はら唯ゆい一いつ自じ身しんが呪じゆ縛ばくの強度を確かめるため、最初にこう命じる。




　上かみ条じよう当とう麻まを殺せ。それで道具の忠誠心を測ってやる、と。




　崩ほう壊かいからの回かい復ふくすら見み込こめない灰色の街で、上かみ条じよう当とう麻まはがむしゃらに走る。

　傍かたわらにいるのは唯ゆい一いつ呪じゆ縛ばくに囚とらわれなかった少しよう女じよ・府フ蘭ラン。




「……ふざけるんじゃねえぞ」




　いつ関係が途と切ぎれるかも分からないたった一人の味方と共に、ツンツン頭の少年は世の理り不ふ尽じん全てに立ち向かうように、ただ吼ほえる。




「らしくないのはここまでだ!!　上かみ条じよう当とう麻まを見せてやる!!!!!!」




　これは、甚じん大だい極きわまる災害から学園都市が復旧するまでの四八時間の物語。

　絶対生存不可能と呼ばれた上かみ里さと翔かけ流るを、それでも救出しようと挑いどんだある少年の物語だ。













　そして、灰色に冷え切った街でその少年は目を覚ました。

（……さむ、い？）

　肌はだに突つき刺さすどころか内臓全体を内側から震しん動どうさせるような、不条理極きわまりない寒さであった。だが冷静に考えればこちらの方が正しいのだ。今日の日付は一二月九日。真冬も真冬である。こんな日に海パン一丁で表に出てほとんど凍こごえるようなアスファルトの上へ寝ね転ころがっていればどんな目に遭あうかは言うに及およばず、である。

　むくりと身を起こす。

　ぼんやりとしていた頭が再び回転を始める。

　右手を首の横に当てて骨を鳴らそうとして、上う手まくいかない事に遅おくれて気づく。

　手首から先は存在しなかった。おざなりにボロ布が巻いてあるだけだ。

（そうか、唯ゆい一いつと決着がついた事でエレメントが活動をやめて、府フ蘭ランも足止めに使っていたマイクロ波の『大熱波』を解除したんだな……）

　不思議な気分だった。

　もう二度と会話も接せつ触しよくもできない割に、意外なところで因果が繫つながっているものだ。

（それにしても……何だか感かん慨がい深ぶかいな。奈な落らくっていうのも）

　ここは天国や地じ獄ごくでもなければ、得え体たいの知れない剣けんと魔ま法ほうの異世界に魂たましいだけが転生した訳でもない。ベースとなるのはあくまで同じ学園都市。だが人の姿はない。時間という一本の線が映画のフィルムのようなコマ割で表現できると仮定した場合、通常の人間が認にん識しきしているのは一秒に一〇コマ程度。本来あるべき情報量が一秒三〇コマまであったと考えると、隙すき間まとなるべきコマが余ってしまっているのが分かるだろう。

　ある少年の右手にあった『理想送りワールドリジエクター』は、言ってしまえば人物・物品をこの余ったコマへズラして配置してしまう、といったものだ。なので、同じ世界にいても絶対に触ふれ合あう事はない。映画の合間にサブリミナル映像を混入したところで、作中の人物が挿さし込こまれた炭酸飲料のボトルを認にん識しきする事はないのだから。

　自分がこれからどうなっていくのか、少年自身も予想はつかなかった。自分以外に意い思し疎そ通つう可能な他人の存在しない世界。真の意味で全てを自給自足で賄まかなわなくてはならない世界。今日の食しよく糧りよう一つ取ってもお先は真っ暗だ。案外何ともないのかもしれないし、初日を乗のり越こえられずに飢うえと渇かわきと寒さに倒たおれてしまうかもしれない。あるいは物質的には満たされても精神的には破は綻たんしてしまう可能性も。何にしても試ためしてみるしかない。誰だれかが敷しいたレールはすでに存在しないのだ。

「やれやれ。……ん？」

　ふと右手に目をやってみて、そこで改めて思い知らされる。手首から先がない。まあ、『理想送りワールドリジエクター』によって吹ふき飛とばされたのだから、『手首以外の体全部』がターゲット指定されるのは筋だろう。逆に『理想送りワールドリジエクター』までついてきたら永遠に吹ふっ飛とばされ続けるのだから無理もない。

　が、彼かれが気になったのはそこではなく、出血が止まっている事だった。包帯……とも言えない、血の色を吸って元が何だったのか良く分からなくなっているボロ布が雑な感じで巻かれてある。

　先に一度目を覚まして止血してからまた倒たおれた……とかではない限り、少年以外の第三者の存在が示し唆さされた。

「そうか……」

　改めて立ち上がり、周囲をぐるりと見回してみれば、自分以外の『何か』がゴロゴロ転がっていた。あるいは兵器のような鉄くず。あるいはあまりにも巨きよ大だいなロケットブースターの成れの果て。あるいは大量の土ど砂しや。あるいは乾かわいて壁かべの汚よごれとなった泡あわの残ざん滓し。これまで少年が右手を使って吹ふき飛とばしてきたものだろう。今となっては一つ一つを思い出すのも難しいが。

　となると、ここへ来たのは物品だけとは限らなくなってくる。

　少年より前に、先客が存在していないとおかしい。

（でも、だとすると、それは……）

　かつん、という足音が聞こえたのはその時だった。

　彼かれがそちらへ振ふり返かえると、そこには一人の少しよう女じよ。肩かたの辺りで切きり揃そろえた黒くろ髪かみに、青白いと呼ぶのも生ぬるいほど病的な肌はだを包む丈たけの短いチャイナドレス。

　少年は先ほど辺りをぐるりと一周見回した。その瞬しゆん間かんには確実に誰だれもいなかった。なのに、隠かくれる場所もない大通りの交差点、彼かれの鼻先までその少しよう女じよは迫せまっていた。

　新参者はその名に触ふれる。

「娘ニヤン、々ニヤン……？」

「おうよ」

　こんな時までふざけているのか、その口調は軽い。

　そして彼かの女じよだけではなかった。気がつけばあちこちから気配。突つき刺ささるような視線。今度は振ふり返かえれない。何か強きよう烈れつな圧のようなものが彼かれの動きを阻そ害がいしている。

　今まで少年が消し飛ばしてきたものの内、最も顕けん著ちよな存在は何だったか。

　その全員が『ここ』に集つどっている。

　ざわ、ざわ、ざわ、ざわ、と。森の木々が風で揺ゆれるような、足元の地面を大量の小さな虫が這はっているような、奇き怪かいな感覚が上かみ里さとの耳に近い何かで知覚する。第六感、とも違ちがう何か。心しん霊れいスポットに入った際に一部の人間だけが感じるらしい、耳鳴りや鋭するどい頭痛に似ているのかもしれない。あるいはビルの屋上、あるいは車の下の影かげ、あるいは壁かべと自じ販はん機きの間にあるありえない隙すき間ま。一度気になってしまえば、どこにでもこちらを注視する誰だれかがいるような気がしてくる。

　さらに言えば、少年には特別な右手は存在しないし、周囲に侍はべる一〇〇人の少しよう女じよ達たちももういない。

「ま、ギフトを授さずけて一方的にやられたわたし達たち的てきにも言いたい事は色々あるんだけどさ」

　剝むき出だしの魂たましいに向けて、娘ニヤン々ニヤンは意地悪く笑う。

　放ほうっておけば出血多量で勝手に死んだだろうに、わざわざ止血してまで命を永らえた理由は単純明快。




「その、何だ。とりあえずお前、『魔ま神じん』総出でボコられろ」




　あるいはそこは、自殺者が漂ただよう辺へん獄ごくだったのか。

　持たざる者・上かみ里さと翔かけ流るへの、容よう赦しやのない三六〇度真っ赤なオンパレードが始まった。








第一章　あるいは遮しや断だんこそ拡散へ至る　Gray_City.









　　　　１




　一二月九日、午前五時前。

　動いている時計がないので正確な所は不明だが、おそらくそれくらいだろう。ようやく陽が昇のぼってきた時間帯の、吐はく息も白い真冬も真冬であった。直前までの『大熱波』から一転しての氷点下。摂せつ氏し五五度の感覚で水着一丁だった上かみ条じよう当とう麻まの寿じゆ命みようが物理的に削けずられていくような有り様だったが、今は気にしていられない。背中一面をチェーンソーでばっさりやられた時、そこが冷れい凍とう倉そう庫こかどうかなんてどうでも良くなるのと感覚は同じだ。

　平たく言えば、もっとヤバいのが真後ろから迫せまりつつある。

『旧』上かみ里さと勢せい力りよく、総勢一〇〇人以上の異形と異能を抱かかえた少しよう女じよ達たち。

　上かみ里さと翔かけ流るは自分が消しよう滅めつするのが分かっていて、みんなを助けるために『理想送りワールドリジエクター』を振ふるった。その時上かみ条じようは頼たのまれた。『あの子こ達たちを頼たのむ』と。その少しよう女じよ達たちは木き原はら唯ゆい一いつに右手を奪うばわれた事で心を縛しばられ、当の上かみ里さと自じ身しんが最も恐おそれていた『右手の所有者が少しよう女じよ達たちの王になる』構図が完成してしまった。

　絶対に許せない。

　命を救ってもらった身としては、この恩は仇あだで返せない。

　だから少しよう女じよ達たちを呪じゆ縛ばくから解き放つ。だがそのためには木き原はら唯ゆい一いつの下にある『理想送りワールドリジエクター』に頼たよらなくても上かみ里さと翔かけ流るを救出できる事を証明しなくてはならない。本当にあるんだかどうだかも分からないものにすがるしかない。

　その第一歩。

　とにかく腰こしを落ち着けて今後の方針を決めるためには、まず追っ手を振ふり切きらなくてはならない!!

　分かっていた。

　分かっていてなお、共に逃にげるパーカービキニの少しよう女じよ、府フ蘭ランからの声は絶望的だった。

「逃にげ切きれないです」

「っ!?」

「これは逃にげ足あしの速さとか互たがいの距きよ離りとか、そういう話をしている訳ではないのであしからず。……そもそも向こうには最さい新しん鑑かん識しき技ぎ術じゆつフル動員の『辿たどり屋や』絵エ恋レンがいます。汗あせ、唾だ液えき、毛もう髪はつ、靴くつ痕あと、その他色々。地面残留物を感知し続けるあのケミカルストーカーは私わたし達たちの足あし跡あとを一つ一つ辿たどって追おい駆かけてきます。つまり、時間の長い短いこそあれ、彼かの女じよは必ず一直線にゴールまで辿たどってしまうのです」

「ならどうしろってんだ!?」

「知れた事」

　パチンとパーカービキニにウサギアンテナの少しよう女じよは指を鳴らした。

　直後、音もなくふわりと上かみ条じようの頭上から影かげを落としたのは未み確かく認にん飛ひ行こう……、

「……バルーン？」

「足あし跡あとを消せば良い。もっと言えば、飛べば良いのです」




　　　　２




　当然、白衣に水着の絵エ恋レンや白いビキニの上から赤いパレオを巻いた巫み女こさん風ふう不ふ良りよう少しよう女じよの獲冴エルザもそれくらいは分かっていた。

　だから彼かの女じよ達たちはこう呼びかけていた。

「冥メイ亞ア～？　上の様子はどんなもんどすえー？」

　何かが天空を泳いでいた。これ以上ないくらい不ふ吉きつな白一色の着物を纏まとう長身で半はん透とう明めいの少しよう女じよ。胎たい児じのように体を丸め、胸元を妖あやしくはだけ、わずかに切きり込こみの入った三さん角かくの天冠を額にしっかり着けたまま、長い長い黒くろ髪かみを三日月のような軌き道どうでくるりと回して。上空からの監かん視し者しやはうっすらと目を開けてこう返答する。

「だいじょぶだいじょぶ。上に上がっていたら私の『呪じゆ詛そ』を絡からめつかせて落としちゃうから」

「ほなそういう事で」

　絵エ恋レンはちょうど差さし掛かかった陸橋の欄らん干かんに寄りかかり、ぶかぶか白衣の袖そでを上空へ軽く振ふりながら、

「……ウチらはウチらで地上を洗いましょ。どのみち、上は冥メイ亞アが抑おさえとる以上は府フ蘭ランのバルーンで逃にげ切きる事もできへん。何しろ彼かの女じよ自じ身しんが高出力のマイクロ波をばら撒まいたおかげでバスも電車も止まり、その辺の車やバイクも動きまへんよって。露ろ骨こつな『足あし跡あと』があるなら結構、さっさと辿たどって片付けましょ」

　絵エ恋レン自じ身しんは戦せん闘とう系けいではない。

　獲冴エルザを中心として、片目に眼帯の海かい賊ぞく少しよう女じよの琉ル華カ、コスプレ少しよう女じよの織雛オリビアなどなど、単たん騎きで銀行の大金庫を正面からこじ開けるほどの高火力持ちがぞろぞろと陸橋を越こえていく。

「暮クレ亞アはマイクロ波で焼かれてダウンだって？」

「……木き原はら唯ゆい一いつ。あいつについている限り、こんなのがずっと続くのかしら」

「でも他に選せん択たく肢しはない。私わたし達たちは上かみ里さとさんを見捨てられないもの。府フ蘭ラン達たちが何をたくらんでいるかは知らないけど、上かみ里さとさんの運命を預けられない。『理想送りワールドリジエクター』をキープするにはあのツンツン頭の首を差し出すのが一番『確実』っていうのは間ま違ちがいないんだから」

「大だい丈じよう夫ぶ、暮クレ亞アのヤツならすぐにケロッとした顔で戦線復帰してくれますよ」




　その陸橋の真下。まさに裏側へ張り付くような格好で、上かみ条じようと府フ蘭ランは一つのＵＦＯバルーンにぶら下がっていた。




「……、」

　直ちよく線せん距きよ離り一〇〇センチ未満。

　その場でピタリと静止したＵＦＯバルーンにワイヤー一本でぶら下がり、真冬だっていうのに上かみ条じようの額は嫌いやな汗あせでびっしょりだった。欄らん干かんに手をかけた絵エ恋レンが危なっかしい動きで身を乗り出せば、もうこちらの影かげを捕ほ捉そくされかねない位置取り。極限の緊きん張ちようはもはや吐はく息を荒あらくするだけの余よ裕ゆうすらも残さない。

　自分の呼吸に自分で詰つまり、肋ろつ骨こつの檻おりを突つき破やぶらんばかりの勢いで暴れ回る心臓がひどく聞き分け悪い。

　同じワイヤーを摑つかんでいる府フ蘭ランはと言えば、こんな時にも瞳ひとみから感情は読み取れなかった。真上を見上げる事さえしない。ただただ、頭のウサギアンテナやリュックぎっしりの通信機器が時折ぴくぴくと動いているだけだ。

　どうやら彼かの女じよのお手製バルーンは空気より軽いガスの出し入れで浮ふ力りよくを調整し、前後左右上下の移動も自由自在らしかった。しかし心が休まる暇ひまなど一秒もない。

　必死に息を殺し、だが恐きよう怖ふの内圧を抑おさえ切きれない。

　半ば口の中でおまじないでも呟つぶやくように、上かみ条じようの唇くちびるが自然と動く。

「（……冗じよう談だんじゃねえっ、冗じよう談だんじゃねえぞ）」

「（……静かにです）」

　地上は歩けない。かと言って上空も塞ふさがれている。

　八はつ方ぽう塞ふさがりな上かみ条じよう達たちが最後に行き着いたのが陸橋の真下の空間であった。本来なら地下鉄用なのだろう、鋼はがねの線路が走っている。すぐそこは地下に埋うめられた川の暗あん渠きよの入口のような格好で線路用のトンネルが口を開けていた。

「（……わずか二〇メートル、学校のプールより短い。このまま行くです）」

「（……見つかるよ、見つかって殺されるっ）」

「（……冥メイ亞アは空対空監かん視ししかしていません。地上は絵エ恋レン達たちが全部塗ぬり潰つぶしてくれると信じて疑っていないから、こんな半はん端ぱな高度で私わたし達たちがサンドイッチされている可能性を考えてないです。じっくり調べられたら絵エ恋レンは陸橋下にも気づくかもしれない。それまでにもっと距きよ離りを稼かせいでおかないとです）」

　どっちみち上かみ条じように選せん択たく権けんはなかった。

[image: ]

　アドバルーンのような未み確かく認にん飛ひ行こう物ぶつ体たい（まあ、言っている意味は正しいが）を操あやつるのはあくまでも未み確かく認にん飛ひ行こう少しよう女じよ府フ蘭ランだ。彼かの女じよは何度かお尻しりの丸いレーダーを小さく左右に振ふってから、

「今っ」

　勝手に飛び出した。

　一いち蓮れん托たく生しよう、運命共同体な上かみ条じようはそれだけで絶ぜつ叫きようしかかるが、かろうじて自分の悲鳴を嚙かみ殺ころす。無音で陸橋の下を飛び出し、そのまますぐ近くのトンネルへと低空飛行で流れていく。

　まだ何人か陸橋の上に残っているのを見かけて、上かみ条じようの心臓が縮む。ワイヤーに摑つかまりながら無む駄だに背中を丸くして体を小さく見せようとしてしまう。幸い、彼かの女じよ達たちは絵エ恋レンに呼ばれて陸橋の先へと向かってしまった。わずかでも首を横に振ふっていたらアウトだった。

　そのまま少しよう年ねん少しよう女じよはトンネルへ。

　学園都市の電でん気き状じよう況きようはすぐには回かい復ふくしない。とりあえず不意打ちでやってくる地下鉄車両に跳はね飛とばされる心配はないだろう。このまま地面に足あし跡あとをつけずに延々トンネルを進み続ければ、絵エ恋レンの追つい跡せきを振ふり切きれる公算が出てくるはずだ。

　思わずそっと息を吐はいた上かみ条じようは、そこで脇わき腹ばらの辺りにひやりとした感かん触しよくを受け取った。

　トンネルが真まっ暗くら闇やみだったから訳が分からないが、その時、自じ分ぶん達たちを支えているバルーンの下面全体が夜間工事用のぼんぼりライトのように輝かがやいた。

「うっ!?」

　芸が細かい。アブダクションごっこのために演劇用のスポットライトでも内部に仕し込こんでいるのかもしれないが、円形本体の真下にワイヤーが一本垂れているため、これでは『和室の天てん井じようにぶら下がっている蛍けい光こう灯とうのアレ』になってはいまいか。

　そして目が眩くらんだ上かみ条じようがしばし何度も瞬まばたきを繰くり返かえし、ようやく人並みの視界を取とり戻もどし、想像図とリアルを見比べようとした時だった。

　海パン一丁の脇わき腹ばらに触ふれているものの正体が分かった。

　ウサギアンテナの府フ蘭ランの小さな手でパーカーのぶかぶか袖そでごと握にぎり込こむように摑つかんでいる、人差し指程度の刃は渡わたりを持つ銀色の刃やいば。一いつ瞬しゆん、街の不良がヌンチャクの親しん戚せきみたいな感覚で振ふり回まわしているバタフライナイフかと思って胆きもが冷えたが、よくよく見ればツールナイフの一種だった。ペンチの柄えの部分にドライバーやキリなど、いくつもの工具を束ねて収納したものだ。しかも生意気にもスイス製だった。きっと職人は泣いている。

「今後のために、最初に一つ確かく認にんを取っておくのです」

「……、」

「私は上かみ里さと翔かけ流るの仲間であって、上かみ条じよう当とう麻まの仲間ではないです。こうしてあなたを助けているのは、それが上かみ里さとちゃんのためになると判断したからに過ぎません」

　まるで契けい約やく書しよの重じゆう大だい事じ項こうを音読しているような口くち振ぶりだった。

　その瞳ひとみは変化しない。子供用のビニールプールの水面で口からぶくぶく泡あわを吹ふいていた時も、大勢の少しよう女じよ達たちに追われていた時も、こうしてツールナイフを急所に押おし付つけている時も、いずれも変わらず。

　メロンソーダにストローでイタズラするのと同じ感覚で、上かみ条じようを刺させる。

　府フ蘭ランにとってツンツン頭の優先度はその程度でしかない。

「どうか、上かみ里さとちゃんのためになる事を。その間であれば、私はどのような力でも貸かし与あたえます。ただし一度でも上かみ里さと翔かけ流るより上かみ条じよう当とう麻まを優先した場合は、それまで。いついかなる状じよう況きようでも迷わずバッサリ切り捨てて他を当たりますので、あしからず」

「分かったよ」

　上かみ条じよう自じ身しん、吐はき捨すてるように応じていた。

　一秒も迷わずに。

「こっちだって命を助けてもらっている身だ。あいつがいなければ俺おれはあの地下で黒ずんだ炭の一つになっていた。だから今回は駆かけ引ひきナシだ。上かみ里さとの救出に命を懸かける」

「……ならばよし、です」

　驚おどろくほどあっさりとツールナイフが引ひっ込こんだ。

　そして片手一本でペンチ本体に刃やいばを収納したウサギ少しよう女じよは、そこで初めて、それも場ば違ちがい極きわまりない場面でうっすらと唇くちびるの端はしを綻ほころばせた。まるで冬の間じっと硬かたくなっていた花の蕾つぼみが春の知らせを受けてゆっくりと開きかかるように。あるいはそれは、『上かみ里さと翔かけ流るのために動く』者に対して向ける敬意と親愛の表情なのかもしれなかった。

「そんな訳で安心したらお腹なかがすいたのです。何か食べ物を探しに行きましょう」

「おいコラ五秒で自分を優先してんじゃねえーよ」




　　　　３




　学園都市第七学区、『窓のないビル』直下。

　無数の大規模ロケットブースターが鍾しよう乳にゆう洞どうのように天てん井じようからぶら下がる奇き妙みような地下空間で、白衣に赤ビキニの木き原はら唯ゆい一いつは優ゆう雅がに腰こし掛かけ、爪つめの手入れをしていた。左手は奇き麗れいにマニキュアを塗ぬっている一方で、右手はおざなりに爪つめ切きりで形を整えただけで、ヤスリも掛かけていなかった。いいや、それどころか根本的な手首が違ちがう。弱毒化させたサンプル＝ショゴスを使ってぬいぐるみのように縫ぬい付つけてあるのは、とある少年の右手首だったのだ。

『理想送りワールドリジエクター』。

　だが今となってはその絶大な効能よりも、無数の少しよう女じよ達たちを縛しばる鎖くさりとしての意味合いの方が強い。

「なるほど、なるほど、なるほどねえ」

　とりあえずヤスリで削けずって全体の輪りん郭かくに丸みを帯びさせるのは良いいとして、さて爪つめには何を塗ぬるか。流石さすがに男子高校生の爪つめに合う色まではカバーしきれない。そのまま左手と同じにしては違い和わ感かんが際きわ立だつし、さりとて右と左で極きよく端たんに色が違ちがうのもいただけない。そもそも一人の人間が左右にバラバラの手を備えている事自体が異質ではあるのだが。

「上かみ条じよう当とう麻まを殺せと命じて一〇分。一〇〇人ほぼ総出で出かけて人にん間げん狩がりを始めたのに、結局見失って右う往おう左さ往おう、ですか。取とり逃にがした事実といいさっさと切り上げて報告会に移っちゃったのといい、ちょおーっとブレーキが働いているのかなあ。無意識の内に」

　淑しゆく女じよと呼ぶにはやや艶なまめかしい白を見せつけすぎる格好で、唯ゆい一いつは長い脚あしを組みながらそんな風に呟つぶやいていた。視線はあくまでも己おのれの爪つめ。相手の顔など見てもいない。

　ぎしっ、みしっ、と椅い子すがわずかに軋きしむ。

　構わず体重を掛かけて、くつろぎながら水着に白衣の唯ゆい一いつはこう続ける。

「実際問題、あれだけ学園都市をしっちゃかめっちゃか揺ゆさぶりまくった『上かみ里さと勢せい力りよく』の本気はこんなもんじゃないと思うんですよねえ。それとも私の買かい被かぶりなのかな？　ねえ、その辺りどう思います？」

　うっ……、という小さな呻うめきのような声があった。

　唯ゆい一いつはうっすらと笑うと、左手の人差し指を立て、そして椅い子すへ無造作に突つき刺さした。




　いいや。四よつん這ばいになって押おし潰つぶされている褐かつ色しよく少しよう女じよ、去鳴サロメの首筋からわずかに下がった、背中の辺りを。




　そもそも、四よつん這ばいという表現も正確ではないのかもしれない。白いスクール水着にレインコートの少しよう女じよは直前までの戦せん闘とうで片かた腕うでを失っているため、椅い子すの脚あしにあたる部分は三つまでしか用意できなかったからだ。

　だが、関係なく木き原はら唯ゆい一いつは全体重を預ける。

　わずかでも傾かたむけば、躊ちゆう躇ちよなく無む抵てい抗こうの背中に深く指を突つき立たてて。背骨の連結をいたぶるような、落らく雷らいじみた痛覚の爆ばく発はつを叩たたき込こむ。

　去鳴サロメが自己改造サイボーグでなければとっくの昔に絶命していてもおかしくない。出血の有う無むの問題ではなく、激痛のショックの話でだ。

「はあー、はあー、かはあ!?」

「不満そうな顔ですね。まだまだ立場ってものが分かっていないのかな」

　くすくすと笑って、唯ゆい一いつはこれみよがしに脚あしを組み直し、

「……それとも、お兄ちゃんの指でしてほしいんですか？」

「っっっ!?」

　ぎぢりっ!!　と奥おく歯ばを嚙かむにしては壮そう絶ぜつ過ぎる音が空間全体に響ひびき渡わたる。だが唯ゆい一いつにはそれがたまらなく愛いとおしい。この小麦色の少しよう女じよが、ではない。狂きよう気きの科学者が愛しているのはこの状じよう況きよう、シチュエーションに過ぎない。

「やっぱり他人のものって何か違ちがう気がするんですよね。レアリティが」

　相手からの返事を期待していない辺りも含ふくめて、それが唯ゆい一いつの心を炙あぶっている略りやく奪だつの喜びなのか。

　その舌でべろりと少年の指の腹を舐なめ上あげて、彼かの女じよは語る。

「奪うばったものを通して持ち主の苦く悶もんの声を耳にしているような……。うーむ、まっさらな初雪を踏ふみつけるのとはまた違ちがった趣おもむきもあって、これはこれでなかなかのものかと」

　実際のところ、木き原はら唯ゆい一いつには上かみ条じよう当とう麻まを執しつ拗ように追い回して殺害する理由は特にない。

　彼かの女じよ自じ身しんが口にしている通り、少しよう女じよ達たちの手を汚よごす事で間接的に『すでにここにいない』人間への復ふく讐しゆうを遂とげているだけだ。

　上かみ里さと翔かけ流るが大切にしていたものを踏ふみつけられれば内容は問わない。何だったら手足を引ひっこ抜ぬいてどこぞの国の安宿にでも放ほうり込こんだって良いい。

　にも拘かかわらず、木き原はら唯ゆい一いつが自身の復ふく讐しゆうに上かみ条じよう当とう麻まを組くみ込こんだのは何な故ぜか。

　さして戦略的に意味はなく、漫まん然ぜんとした考え事の延長で彼かの女じよは自じ己こ分ぶん析せきを終えた。

「……ああ。先生を痛めつけた者全てに対する復ふく讐しゆうという話だと、上かみ里さと翔かけ流るだけでは食べ足りないって事かもしれませんねえ」

　ずぶずぶと、両の肩けん甲こう骨こつの間に指先を突つき込こみながら、唯ゆい一いつは椅い子すの体が小さく跳はねるのを楽しんでいく。

　上かみ条じよう当とう麻まは木き原はら脳のう幹かんの末路と直ちよく接せつ関わっていない。

　やはりこれも、他人の持ち物を破は壊かいする事で持ち主の悲鳴を思おもい浮うかべる行こう為いと同じ。

　すなわち、

「……学園都市に、上かみ条じよう当とう麻ま。アレイスターのヤツも自じ慢まんのコレクションを台無しにされて、そろそろ悲鳴を上げている頃でしょうかね」




　　　　４




　電気の落ちた地下鉄トンネルを二、三キロほど低空飛行で流れていった後、ウサギアンテナの府フ蘭ランは何気ない動きでワイヤーから地面へ足を乗のせ替かえた。どうやらここまで距きよ離りを離はなせば絵エ恋レンの直線的な『辿たどり』は回かい避ひできると判断したらしい。

　バルーン自体は府フ蘭ランの所有物なので、上かみ条じようも拘こう泥でいしていられない。何だか主導権を握にぎられたまま従っていく事に。

「人の気配がないな……」

「列車のトンネルだから当たり前なのです」

「そうじゃなくて、なんていうのかな、ちょっと離はなれただけで人間の匂においなんてのは簡単に消えちまうものなんだなって」

　摂せつ氏し五五度、表をエレメントが埋うめ尽つくしていたあの地じ獄ごくでは、こういう地下は避ひ難なん所じよにできなかった。エレメント自身が冷所暗所を好んで身を隠かくしていたため、巣そう窟くつと化していたからだ。たとえ大熱波を凌しのげたとしても、無む尽じん蔵ぞうにエレメントが押おし寄よせてくるのでは安全は確保できない。

「でも、エレメントは普ふ通つうの食事は採とらないみたいでした。駅のお蕎そ麦ば屋やさんとかは手つかずかもしれないのです」

「おい、冷蔵庫を覗のぞくのは結構だけど、きちんとカウンターにお金は置いていくんだぞ。多分真空パックとかレトルト以外はほとんど腐くさっているだろうけど、それでも人の物なんだ」

「業務用食材の流通相場なんて計算できないのです」

　しれっと返されて、上かみ条じようは思わず頭を抱かかえそうになった。確かにその通りだが、分からないから適当に、で喜ぶ人間なんかいない。というか、尻尾しつぽ代わりの丸いレーダーアンテナを左右に小さく揺ゆらして歩く府フ蘭ランは明らかにこちらを丸まるめ込こんでダース単位の竹輪やかまぼこを一〇〇円くらいでせしめようとしているみたいだった。これはスーパー特売セールの目め利ききこと上かみ条じよう当とう麻まのガンリキできちんと虚きよ実じつを見み極きわめなくてはならない。

　と、そんな風に考えながら、ひとまず最も寄よりの地下鉄駅まで向かおうとした時だった。

「？」

　ＵＦＯバルーンのアブダクションライトに照らし出されたそれを見て、上かみ条じよう達たちは思わず立ち止まった。

　白い砂。いいや、最近流は行やり（？）のマイクロプラスチックみたいなものか。とにかくトンネル一面へ雪な崩だれ込こんできたように、大量の砂が鋼はがねの線路を埋うめていた。高さは一メートルくらいの、小さな山。だがどこから流れてきたのか想像もつかない。近くに地上への出入口があるようには見えなかった。

　上かみ条じようはトンネルの真上を見上げて、

「……ダクトから、じゃないよな？」

「そんなものあるようには見えないです」

　立ち止まっている訳にもいかないから乗のり越こえて先へ進むと、やはり同じような小山がいくつかあった。中にはＹ字に分ぶん岐きした別のトンネルが丸ごと埋うまっている箇か所しよとも遭そう遇ぐうする。

　見た目は不ふ透とう明めいな白か銀の砂に見えるが、それは光の反射の関係であって、本当は極きわめて微び細さいな透とう明めいに近い粒つぶの集まり。

　そこまで考えて、ようやく上かみ条じようは思い至る節ふしがあった。

「まさかこれ……エレメントの残ざん骸がいだっていうのか……？」

　自分で言っていても完全な確信はない。上かみ条じよう達たちもあの地じ獄ごくを乗り切る中で何度かエレメントとは戦ってきたが、いずれも倒たおした時は全身の関節が外れてバラバラになるくらいで、こんな砂の塊かたまりのように風化する印象ではなかった。

　府フ蘭ランは府フ蘭ランで、屈かがみ込こんで両手で白い砂を軽くすくい、

「外から破は壊かいされたのと違ちがって、木き原はら唯ゆい一いつのコマンドで内から自じ壊かいした時特有の反応なのでは？」

「かもしれないけど、それ以上踏ふみ込こみようがないな」

　ともあれ、立ち止まってもいられない。上かみ条じよう達たちはいくつかの白い山を越こえて、今度の今度こそ明かりの死んだ地下鉄のホームまで辿たどり着つく。府フ蘭ランは一段高い縁ふちに両手の掌てのひらをつけて、

「んっ、よっ」

「小さなお尻しりを振ふって何をしているんだ。新手のダイエット体操？」

　呆あきれた上かみ条じようが下から府フ蘭ランの柔やわらかいお尻しりを押おしてやって、どうにかこうにか彼かの女じよはホームへ乗り上げる。続いてツンツン頭もプールサイドへ上がるような格好でホームへ昇のぼり、ようやく一息。やはり列車が来ないと分かっていても、線路の上を歩くのは緊きん張ちようする。

　ちなみにホーム沿いの小さなお蕎そ麦ば屋やさんはパーカービキニのツールナイフが大だい活かつ躍やくするまでもなく、シャッターも下りていなければ施せ錠じようもされていなかった。開店準備中にエレメントからの『第一波』に見み舞まわれたのかもしれない。店主がどうなったのかは不明だが、少なくとも辺りに血が飛び散っている様子はない。

　そして府フ蘭ランは早さつ速そく四よつん這ばいでお尻しりのレーダーアンテナを軽く持ち上げ、業務用冷蔵庫の中に顔を突つっ込こんでいた。

　ネギとか生肉とか悲ひ惨さんな事になっていて、ドアを開けた瞬しゆん間かんガス兵器にやられたようにパーカービキニの頭が仰のけ反ぞるものかと身構えていた上かみ条じようだったが、意外とそんな事もないらしい。もちろん生せい鮮せん食しよく品ひんは基本的に黒ずんでダメになってはいるが、さほど腐ふ臭しゆうはしない。

（……ん？　そうか、食材の移うつり香がを予防するために防ぼう臭しゆう剤ざいをしこたま突つっ込こんであったんだな）

「ふんふんふんふーん。おっ、真空パックされた鴨かものスライス発見！　いやあ、そのまま食べられるのは魚のネリモノばっかりだと思っていたから新しん鮮せんなのです」

「おい無む防ぼう備び尻しり少しよう女じよ、タダ喰ぐいしたら容よう赦しやなくその尻しり引ひっ叩ぱたいてお仕置きだからな」

　天下の仕分け人上かみ条じよう当とう麻まの壮そう絶ぜつレビューが始まった。

「いやあ鴨かもさんはね、お高いんじゃないかしら。しかもこれ生じゃなくてあらかじめ茹ゆでて熱を通しておいたものを真空パックしている訳でしょ。だとすると材料費の他に下味や加工、もっと言えば人件費ってものが発生しちゃってねえ」

「でもでもこんなトコで二〇〇円も三〇〇円もかかっているのは絶対おかしいです。だってかも南なん蛮ばんが一いつ杯ぱい二五〇円って書いてあるじゃねえか……っ！」

「何気に穴場だなこの蕎そ麦ば屋や!?　げふんっ。……あとねえ、このナルトさんも意外といくのよ？　だって一いつ杯ぱいのお蕎そ麦ばに入っているのはスライスしたのが二つか三つくらいでしょ。一本丸ごとって言われちゃうとおじさんはねえ」

「おめーのそのキャラ付けは何なんですか……っ!?　そんなのおかしい、だってほとんど作り方が一いつ緒しよのかまぼこさんは投げ売り状態なのに！　逆に心しん配ぱい性しようになってはいないのですか!?」

「だまらっしゃい。そもそもこっちは無許可で勝手にお店に踏ふみ込こんで冷蔵庫漁あさってんだ。適正価格で話が通る訳ねえだろ。ちょっとはイロつけて当然の状じよう況きようだ」

　なんだかんだ言いながらも上かみ条じようも交ざって冷蔵庫の中を物色している。電気は止まっていたはずだが、真空パックなどでしっかりガードされているものは無事なようだ。上かみ里さと救きゆう出しゆつ、世界の難題に挑いどむ二人だが、やっている事は山さん賊ぞく一歩手前の朝食タイムである。

　傍はたから見れば馬ば鹿か馬ば鹿かしいと思うかもしれない。だが上かみ条じようは笑わなかった。衣食住の確保がどれだけ価値ある行いかは、この数日間で骨身に沁しみるほど勉強してきたからだ。自分が生きるための基本なくして、他人を助けるなんて応用への積み重ねは成立しない。

　予想通り蛇じや口ぐちをひねっても水は出なかったが、ガラスでできた冷蔵ケースの中に小さなペットボトルのお茶があった。毒にも薬にもならない常温ぬるま湯状態だったが、それでも喉のどを潤うるおせるのは大きい。

「んーんーっ」

「おい府フ蘭ラン、あんまりがっつくなって。そんなに鴨かものスライス食べたいのかよ」

「醬しよう油ゆか麵めんつゆくらいしか味付けがないのが残念ですが、でもこれは誰だれにも渡わたさないのです」

「誰だれも取らないから、ほら真空パックの袋ふくろ開けてやるって。てかお前に渡わたしていると怖こわいっ、なんかポテチの失敗パターンみたいになりそう！」

「そんな事言って、私の鴨かもさんを横取りしようなどとは片腹痛……っ!!」

　言わんこっちゃないであった。

　何かが弾はじけて床ゆかに座すわり込こんでいた府フ蘭ランが勢い余って真後ろにひっくり返った。

「あー……」

「……しばらく話しかけないでくださいなのです」

「そうも言ってられないだろ。起きろよ府フ蘭ラン、床ゆかは汚よごれてないし、ちょっと落ちたくらいなら三秒ルールでまだ食べられるよ。大体あっちもこっちも鴨かも汁じるだらけになってるぞ、お前の体」

　せっせと鴨かものスライスを拾っている上かみ条じようを見て、ようやっと府フ蘭ランも奈な落らくの底から這はい上あがる気になったようだ。

「麵めんつゆ原液のままじゃしょっぱ過ぎるよな……？　なんかで割れれば良いんだけど。水はないし……こっちの紙パックは、調理酒か。流石さすがに危ないな。ガスがあれば煮に立たてて全部アルコールを飛ばしちまうって手もあったんだが」

　肉自体にはおそらくまともな味付けはされていないだろうが、それでも透とう明めいなパックの中には煮に汁じるらしきものがいくらか一いつ緒しよに封ふう入にゆうされていたようだった。眉み間けんに皺しわを寄せながらものろのろ起き上がったパーカービキニは、自分の控えめな胸むな元もとの辺りに目を落としつつ、

「むー、このままでは水着に染しみがついてしまうのです」

「布ふ巾きんはあるけど水がないのが問題だ。お茶とかでも大だい丈じよう夫ぶかな」

　言いかけた上かみ条じようの声が寸すん詰づまりになった。

　しゅるりという衣きぬ擦ずれの音が聞こえたと思ったら、ウサギアンテナの少しよう女じよがＶ字に大きく開いたパーカーの中から紐ひもを摑つかんでビキニのトップスを引きずり出したのだ。

「ちょ、おま!?」

「？」

　ぺたりと女の子座ずわりをしたまま、府フ蘭ランは自分で脱ぬいだビキニの布地をちゅうちゅう吸って鴨かもの煮に汁じるを取り除こうとしている。パーカーのファスナーががっつりへそまで下りているため、布を口に含ふくんだままこちらを見上げて小首を傾かしげる華きや奢しやな少しよう女じよの胸むな元もと辺りが大変危あやうい。

　当人はあんまり自覚がないようで、小さな唇くちびるを使ってしばらくトップスと格かく闘とうしたり口を離はなして布地を睨にらんだり。やがて満足したのか、布地の表面を舌先でぺろりと舐なめて、

「んむ。やっぱり味はついていなかったのです。……むっ？」

「今度は何だよ」

「なんか腰こしの辺りが落ち着かないと思ったら、下の方まで濡ぬれていたようで」

　適当に言われたから聞き流してしまったが、直後に上かみ条じようの心臓が跳はねた。

「ちょっと待て馬ば鹿かその一線は……ッ!?」

「えいや」

　マジノ線は崩ほう壊かいした。

　女の子座ずわりの府フ蘭ランが気の抜ぬけた掛かけ声ごえを出した直後、パーカーに包まれたキワッキワの太ふと股ももの辺りからビキニのボトムが抜ぬけ出だしてくる。パーカーのファスナーはへそ下辺りギリギリで留とめてあるためミニスカートのようになっているものの、それにしたって危あやうい。非常に危あやうい。今現在、府フ蘭ランの防ぼう御ぎよ力りよくはトランプでできたピラミッド級である。

（あっ、ああー。三角形の布ってサイドの紐ひも解ほどいて脱ぬげるとあんな形になるんだあ……）

　どちらかと言うと三角よりも砂時計とかアルファベットのＨとかに近いシルエットを遠い目で眺ながめる上かみ条じようの前で、府フ蘭ランは先ほどと同じように口で鴨かも汁じるを吸い上げて染しみ抜ぬきしようとする。が、何な故ぜかその寸前で動きが止まった。眉み間けんに皺しわが寄る。

　そう、お食事中の所申し訳ないが今度の布地はお股またなのだ。

　ウサギアンテナの少しよう女じよはＶ字に開いたパーカー以外上も下もノーガードという大変潔いさぎよい格好のまま首を右に左に振ふって、それから眼前のツンツン頭に気づく。

「……、」

「心底嫌いやそうな顔で差し出すくらいならやめなさいよ人に変態性を押おし付つけるの!!」

　上かみ条じよう当とう麻まとしてもこんな所で『お食事中にたくあん感覚で少しよう女じよのビキニ（下）にむしゃぶりついた男』などというド級のトロフィーを得る訳にはいかない。

「染しみ抜ぬきの基本は布を使って表面を軽くトントン叩たたく事ですう。まあこの程度なら乾かわいた布ふ巾きんでも十分だろ、どうせ元から水着で撥はつ水すい性せいには困らないんだからそうそう簡単に繊せん維いの奥おくまで絡からみ付つく事もないだろうし」

「ほんとにそんなので大だい丈じよう夫ぶなのです？　今着き替がえがないからこれを失うと大ピンチなのです」

「分かっているならさっさと上だけでもビキニを着けるんだ府フ蘭ラン。ここはサバイバルオープンワールド学園都市、いつ何なん時どきイタズラなにゃんこが紐ひもを咥くわえて逃とう走そうするとも限らんのじゃぞ」

　多分そのままでも問題ないだろうが、作業の終わりにペットボトルのお茶で軽く布ふ巾きんを湿しめらせてからトドメに拭ふき取とり。確かお茶には消しよう臭しゆう効こう果かもあったはずだし、これでお股またの辺りから蕎そ麦ば屋やの匂においを振ふり撒まく謎なぞの鴨かも汁じる少しよう女じよ府フ蘭ランにならずに済むとは思う。

「ほらできたぞ府フ蘭ラン」

「ん」

　だっていうのに、パーカーの奥おくに潜ひそむ領域でもぞもぞ手を動かしてボトムを自分の体に当てたウサギアンテナ少しよう女じよが、そこで背中を人差し指で撫なでられたようにぶるりと全身を震ふるわせた。

「？」

「な、何か……形容し難がたい不快な湿しめり気けが……」

「お前はさっきから文句ばっかりだな！　まったくこんなくだらないトコで全力全開のお姫ひめ様さまなんか出すなよもおーっ!!」

　と、そんなこんながありつつも。

　一通り食事が終わったところで（ようやく上下共にビキニを装着し直した）府フ蘭ランがパーカーぶかぶか袖そでの小さな手で自分の鼻を押おさえた。

「ふぇ、へくちゅっ！」

「そういや今、一二月なんだよな……」

「お腹なかが冷えたからなのです」

「俺おれが濡ぬらしたからじゃなくてお前が脱ぬいだからだよなそいつは!?」

　反射的に叫さけび返かえしながらも、上かみ条じようもぶるりと背せ筋すじを震ふるわす。

「なあ府フ蘭ラン、何もいきなり大熱波をオンオフするんじゃなくて、じんわり和やわらげていくとかできなかったのか？」

「上のステーションは元々マイクロ波は攻こう撃げきを企き図として設計したものじゃないです。攻こう撃げき自じ体たいが離はなれ業わざなので、細かい調整なんて効く訳ないじゃないですか」

「一体どれくらい無む茶ちやしていたんだ」

　虫眼鏡で黒い紙を焼くようなものなのかな、くらいの感覚だった上かみ条じようだが、

「原発で目玉焼き作るくらいの暴挙なのです」

「自分で言ってておっかなくはないのか？　なんてもんハンドメイドで作って衛えい星せい軌き道どう上じように泳がせてんだテメェ!?」

「リアル原子力ではないですよ。同じくらいのエネルギーを生み出せるだけで」

「どっちにしろ恐きよう怖ふしかねえわ！」

　自己改造サイボーグの去鳴サロメといい、全身の細さい胞ぼうが植しよく物ぶつ質しつに近くなった暮クレ亞アといい、上かみ里さと勢せい力りよくはやはりどこまでも奔ほん放ぽうだ。タガが外れて一いつ斉せいに暴走を始めたら……という上かみ里さとの妄もう想そうもあながち笑っていられない。

「……何にせよ、どこかで冬物を手に入れないとな」

「ん。上かみ里さとちゃんに、見せないなら肌はだをさらす必要もないのです」

　途と中ちゆう、わずかに言いい淀よどむような詰つまりがあった。

　おそらくは自分の口から『いなくなった』とは言いたくなかったのだろう。

「なあ」

　話を切きり替かえるため、上かみ条じようは意図して区切りを設けた。

「早めに冬物を手に入れたいんだけど、学がく生せい寮りようとかに取りに戻もどっても大だい丈じよう夫ぶだと思うか？」

「……そんな質問を飛ばしている時点で、すでに危険を認にん識しきしているじゃないですか」

「まあ、その」

「諦あきらめてください。学校関係は絶対に絵エ恋レン達たちが張っているのです。学がく生せい寮りようも、校舎の方も」

「うん？」

　おかしな方向へ話が飛んだ。

「住んでいる場所はともかくとして、学校の方もか？」

「あなたの交友関係を洗わない方がおかしいでしょう」

「それってつまり……青あお髪がみピアスとか土つち御み門かどとかの知り合いも危ないって話か？」

　背せ筋すじに異様な寒気が走る。

　どこまでいっても個人に過ぎない上かみ条じようにとって、同時多発的な攻こう撃げきは何より怖こわい。例えば特異な力を持った一〇〇人の少しよう女じよ達たちが付き合いの深さ浅さに関係なく上かみ条じようの知り合いを一〇〇ヵ所で同時に襲しゆう撃げきする……となってしまった場合、何人守れるかは保証できない。

　しかし、府フ蘭ランは首を横に振ふった。

「多分ないです」

「え、何で？」

　もちろんその方が嬉うれしいのだが……見積もりが甘あまくないか。むしろ追っ手としては、複数の人ひと質じちを取ってしまった方が簡単にチェックメイトを決められるんじゃないだろうか。

「まず第一に、今はマイクロ波は攻こう撃げきの直後でネットやケータイなどの情報インフラが破は綻たんしています。仮に人ひと質じちを取ったとしても、それをあなたに伝える方法がないのです」

「あ」

「そして第二に、ここで暮らしているあなたにとっては当たり前の風景かもしれないのですが、学園都市は『外』から見れば相当異様な街です。何気なく道を歩いている男の子女の子が、実は核かくが直ちよく撃げきしても死なない超ちよう能のう力りよく者しやなんて話もゼロではないからです。それがどれくらいの比率かは分かりません。ですが、ジョーカーをめくったら即そく死しの神しん経けい衰すい弱じやくなんて意い気き揚よう々ようと挑いどむはずがないじゃないですか」

　……それは上かみ里さと勢せい力りよくのど真ん中に飛とび込こんだ第一位や、去鳴サロメ辺りと接せつ触しよくしたと思おぼしき第三位の事を言っているのだろうか。だとすればあんなのは例外中の例外だが、そこまで考えて上かみ条じようはふと気づいた。

　そう、『それ』が絵エ恋レンや獲冴エルザ達たちには分からないのだ。

　ジョーカーの枚数は五三枚の内の一枚かもしれないし、五三枚全部かもしれない。全てのカードは伏ふせた状態で提示される以上、こんなのは鬱うつ蒼そうと茂しげるジャングルの地じ雷らい原げんと同じ。具体的に何個埋うめてあるかは問題ではなく、『一つでも埋うめてあるのか、否いなか』の段階でもすでに足が止まるはずなのだ。

　となると、

「安全策を取るなら、絵エ恋レン達たちはあなたの生せい活かつ圏けんを監かん視ししつつ、あなたが仲間と合流するのを妨ぼう害がいするような手立てを選ぶ事でしょう。たった一人の人ひと質じちが誰だれの心を動かすか分からない以上、積極的な襲しゆう撃げきや監かん禁きんなどは行わないはずです」

　もちろんこれは絶対じゃない。

　化けの皮が剝はがれて『あいつは無レ能ベ力ル者０だから安心』と分ぶん析せきを終えてしまえば容よう赦しやなくさらいに来るだろうし、追おい詰つめられ過ぎてなりふり構わなくなれば、チャンスとリスクの天てん秤びんは呆あつ気けなく傾かたむいてしまうかもしれない。

「ただし」

　付け足すように、パーカービキニの少しよう女じよは突つき刺さしてきた。

「すでにあなたと行動を共にしていた場合は話が別です。どっちみち争いを避さけられないなら短期決戦で被ひ害がいが広がらない内に叩たたき潰つぶそうとするでしょう」

「つまり、俺おれが無理して接せつ触しよくしたり保護しようとした方が危ないって事か!?」

「見ようによっては」

　絶対の安全なんてものはない。

　こうなってくると、確率の話で考えていくしかなくなる。

　上かみ条じようが目を細めた、その時だった。

「……？」

　音が聞こえた。

　ギャリギャリギャリギャリ!!　と分厚いゴムで地面を嚙かむような音が真上、天てん井じようのさらに先から響ひびいてきたのだ。

　加熱済みの鶏とり肉にくや魚の練り物などでお腹なかを満たした上かみ条じようと府フ蘭ランは怪け訝げんな顔を見合わせた。彼かれらは頭に浮うかんだ疑問をそのまま口に出していた。

「車が……走ってる……？」

「です？？？」




　　　　５




　平時であれば無数の雑音や生せい活かつ環かん境きよう音おんで隠かくれてしまうようなものであっても、乗り物の制せい御ぎよ系けいを含ふくむ大多数の電子基板がやられた今なら、その走行音はとてもとても大きく響ひびく。

　ホーム沿いの蕎そ麦ば屋やを出た上かみ条じようと府フ蘭ランの二人はＵＦＯバルーンのアブダクションライトを光源に真っ暗な構内を歩き、階段を上がって、機き能のうの死んだ自動改札で馬ば鹿かデカいリュックをパンパンに膨ふくらませた少しよう女じよの小さなお尻しりを押おして乗り上げ、そして外へと飛び出していく。

　地下鉄駅の出入口で、すぐさま異変に気づいた。

　表の街並みは前日までの混乱でビルからビルへ太いワイヤーが張はり巡めぐらされ、特に一階部分のドアや窓はバリケードで塞ふさがれ、それでも道路や壁かべには大きな破は壊かい跡あとが見て取れた。さらに地下鉄トンネル同様、あちこちが白い砂の山で不規則に埋うまっている。こちらはトンネルよりさらに規模が大きく、高い所だとビルの三階くらいまで盛り上がっている。街並み全体の三分の一くらいが半はん端ぱに砂さ漠ばくへ埋うもれていったかのような光景だ。アスファルトも残っているが、白い砂もひどい。

　こんな環かん境きようではまともな車は走れなさそうだが、それでもいた。

「何だ、あれ……？」

　思わず身を屈かがめ、体を隠かくして上かみ条じようは呟つぶやく。

　それからどうして自分がそんな行動に出たのか、彼かれは自分で首をひねっていた。

　大通りをゆっくりと進んでいるのは……ハーフトラック、で良いいのだろうか。後ろに大きな荷台のついたトラックだが、前輪と後輪で明らかに駆く動どう方ほう式しきが違ちがう。後輪全体は鋼はがねの履り帯たいになっているのに対し、前輪は……何だろう。無数の昆こん虫ちゆうの脚あしのようなものがわさわさと蠢うごめき、白い砂を深く嚙かんで山を乗のり越こえていた。仕組みは全然違ちがうがアンモナイトやオウムガイの口元みたいな動きだ。

　あれは何だ。

　そして誰だれが動かしている。

　その場で注意深く観察する上かみ条じよう達たちの前で、それが動く。剝むき出だしの荷台には新曲リリース用の広告車両のような大きなスピーカーがいくつも固定されていた。そちらから丁てい寧ねいな女性の声が響ひびいてくる。

『こちらは学園都市災害復旧委員会所属の「営巣部隊ユースフルスパイダー」です。現げん況きよう報ほう告こく。エレメントの通つう称しようで知られる敵性因子の活動停止を確かく認にんした事から、現時刻を基準時に設定し、「秩ちつ序じよ回かい復ふくの四八時間」に突とつ入にゆうします。非ひ公こう式しき避ひ難なん所じよをご利用の皆みな様さまは、これから「営巣部隊ユースフルスパイダー」の係員の指示に従って……』

　その滑なめらかな『大人おとな』の声を耳にして、上かみ条じようはそっと息を吐はいた。

　ようやっと復旧に向けて学園都市が動き始めたのだ。またエアコンの効いた部屋でテレビを点つけてケータイをいじくり回し、お腹なかがすいたら冷蔵庫の中身を確かめるあの毎日が帰ってくるのだ。上かみ里さとや唯ゆい一いつの問題は残っているが、それでも前進だ。気張っていた足あし腰こしから力が砕くだけそうになるのが分かる。

　あのハーフトラックはおそらく大人おとな達たちがマイクロ波の届かない地下深くにでも温存しておいた装備品なのだろう。これまで大人おとな達たちが駆かけつけてくれなかった時点で減点かもしれない。だけど台風だって過ぎ去ってから復旧復興に移るものだろう。そう考えれば責める事はできない。

　だが背負ったリュックのあちこちからアンテナを伸のばす府フ蘭ランは緊きん張ちようを解かなかった。

　そもそも部外者の彼かの女じよは、学園都市での生活に執しゆう着ちやくを持っていない。

「……おかしいのです」

「何が？」

「彼かれらは何な故ぜ、エレメントが活動を一いつ斉せいに止めたと終息宣言ができるのですか。木き原はら唯ゆい一いつと直ちよく接せつぶつかり、エレメントが何だったのか、誰だれが統とう率そつしていてどういう経けい緯いでスイッチを切ったのかを知るのはあなただけのはず。私だって又また聞ぎきです。あの地下にいなかった人間に、どうしてそれが分かるのですか」

「あ」

「考えられる明白なリスクは一つ」

　パーカービキニで控ひかえ目めな胸むな元もとを誇こ示じする府フ蘭ランは囁ささやくように、

「あの大人おとな達たちは、真実を知る者と裏で繫つながっているかもしれない可能性です。例えば、そう、同じ大人おとな達たちの木き原はら唯ゆい一いつとかに」

　それは最悪の想定だった。

　思わず反射的に上かみ条じようが嚙かみ付つこうとしてしまったのは、目の前でちらつかせられた希望を取り上げられるのが怖こわかったからかもしれない。

　だが直後にハーフトラックからこんな声があった。あくまでも落ち着いた女性の声で。




『なお、一連の騒そう動どうに深く関かん与よする重要参考人として、以下の名前が確かく認にんされております。一、上かみ条じよう当とう麻ま。二、烏丸からすま府ふ蘭らん。両名については我々の特別権限により一時基本的人権を凍とう結けつしております。避ひ難なん所じよなどで両名を見かけた場合にも迂う闊かつに話しかけず、「営巣部隊ユースフルスパイダー」への通報をお願いします。繰くり返かえします……』




「ッ!?」

　上かみ条じようは無意味と分かっていても、思わず体を縮めて地下鉄駅出入口の階段へ一歩戻もどっていた。

「くそっ、ここでも追われるのか!?」

　まずい状じよう況きようになってきた、と上かみ条じようは胃い袋ぶくろが煮にえる感覚に襲おそわれていた。今は府フ蘭ランの大熱波、膨ぼう大だいなマイクロ波の影えい響きようでネットもケータイもほぼ全ぜん滅めつだ。あんなアナログな拡声器でも、声の大きい者が勝利を摑つかむ。みんながみんな右向け右で上かみ条じよう達たちを敵視するようになったら、『旧』上かみ里さと勢せい力りよくどころか二三〇万人全員を敵に回しかねない。

「……やはり木き原はら唯ゆい一いつと繫つながっていた？　でもそれはそれでおかしいのです」

「何がだ今度はどうした!?」

「上かみ条じよう当とう麻まはともかく、学園都市の中において私の名前を出す事に意味はない。そもそもこの街に知り合いが一人もいないので、名前を出しても横の繫つながり、交友関係から情報を募つのる事はできないのです。だとすれば、どうして私の本名を出す必要が……？」

「そりゃお前。烏丸からすま府ふ蘭らんなんてフルネームを知っている人間じゃないと指示なんか出せないだろ。俺おれ達たちは府フ蘭ラン府フ蘭ランしか呼んでこなかったし、唯ゆい一いつのヤツは誰だれから聞き出したんだ？」

「……、いや」

　少しよう女じよはウサギアンテナを軽く垂らし、自分の顎あごに軽く手をやって、

「あるいは、唯ゆい一いつを挟はさむ必要はないかも、です」

「あん？」

「私が烏丸府蘭である事を知っている人間はごく限られている、という話です。でも、そうなると、彼かの女じよ達たちからどうやって『営巣部隊ユースフルスパイダー』とやらに情報が伝わったのやら。ケータイもパソコンも全ぜん滅めつとの話ですし、でも、まさか……」

　蟲むしの脚あしと履り帯たいを組み合わせた変則的なハーフトラックが目の前を横切って流れていくのを見送ってから、府フ蘭ランはその場でゆっくりと立ち上がった。

　お尻しりの丸いアンテナを小さく揺ゆらし、彼かの女じよは囁ささやく。

「これは、危険を冒おかしてでも調べてみた方が良いいかもしれません」

「どこに、何を？」

「ひとまず最も寄よりの避ひ難なん所じよに。そして彼かれらが今、どんな情じよう報ほう媒ばい体たいを利用しているのか、です」
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　大熱波が収まれば、みんな水の問題から解放されると思っていた。

　エレメントがいなくなれば、誰だれもが地上を安心して歩けると思っていた。

　二つが解決すれば、元の生活が戻もどるって。

　だけど、世界は少しずつ歪ゆがんでいく。大聖堂の壁へき画がの修復と同じ。傷を癒いやすために過去と同じように絵の具を塗ぬり重かさねていっても、それらが蓄ちく積せきしていくごとにオリジナルは少しずつ失われ、いつしか全く異なる解かい釈しやくが宿ってしまうように。

　異様な光景だった。

　あるいは大熱波やエレメントの脅きよう威いにさらされていた学園都市の中でさえ、ここまで胃い袋ぶくろに重くのしかかる圧は充じゆう満まんしていただろうか。

「公園……？」

　灰色に冷え切った街の中、上かみ条じよう当とう麻まはポツリと呟つぶやいていた。

　大熱波やエレメントがパッタリ消えても、未いまだに通勤通学のサイクルが完全に戻もどった訳ではない。最も寄よりの避ひ難なん所じよについてはとにかく人が多く集まっていそうな活気を目印に進んで行けば辿たどり着つけるのだが、その場所に到とう着ちやくしてから上かみ条じようは改めて疑問を持つ。

「意外だな。こんな開けた場所に人が集まっていただなんて」

　そこは住宅街の余ったスペースへ適当に遊具と砂場を設置しただけの児童公園などよりはグレードが高い。植樹や芝しば生ふによってコンクリートの都市部の中でも自然の色を保ち、大きな湖を抱かかえ、花火大会や野外ライブの舞ぶ台たいとしても利用されているような場所だ。外から見るだけでも木々は大熱波で枯かれてしまっているものの、やはりその水源は大きな意味を持っていただろう。だが一方で、エレメントは？　あんな開けた場所に大勢が集まっていたら、それこそ半日も保もたずに壊かい滅めつしてしまいそうなものだが……。

「そうでもないかもです」

　疑問に、パーカービキニの府フ蘭ランがあっさりと答えた。

「だって、実際には屋内だろうが屋外だろうがあんまり関係なかったですし。学校や病院にバリケードを築いていたとしても、あの一〇〇メートルクラスのエレメントが本気出して突つっ込こんできたらどうなっていたかは一いち目もく瞭りよう然ぜんです」

「……、」

　分かっていた事ではあったが、改めて人の口から聞かされるとゾッとする話だった。青あお髪がみピアスや吹ふき寄よせ制せい理りらと精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばって守ってきたあの校舎だって、いつ瓦が解かいするかは誰だれにも分からなかったのだ。

「そういう意味では、壁かべの硬かたさ厚さよりもエレメントに発見されない環かん境きようを整えた方がベストなのです。薄うす紙がみ一いち枚まい挟はさんだだけであっても、見つからなければ襲おそわれません。彼かれらがそれを計算で導き出したのか、偶ぐう然ぜんそういうスポットに収まったのかは知りませんけど」

　ともあれ、まずはあの避ひ難なん所じよに近づいて情報収集だ。

　大熱波やエレメントのいなくなった学園都市は一体どうなったのか。

　街を闊かつ歩ぽしている『営巣部隊ユースフルスパイダー』とは？　上かみ条じようや府フ蘭ランが目の仇かたきにされている経けい緯いとは？

　大きな公園に向けて歩ほを進めようとした上かみ条じようの手を、横からぶかぶか袖そでの府フ蘭ランが摑つかんで引き止める。

「ちょっと待つのです」

「何だよ」

「私わたし達たちは学園都市側から指名手配に近い状態にある疑ぎ惑わくがあります。この街と縁えんの少ない私と違ちがって、あなたは顔や名前など様々な個人情報を摑つかまれている事でしょう。素す顔がおのまま乗のり込こんだ途と端たん、避ひ難なん所じよの住じゆう人にん達たちに取り囲まれるリスクもゼロではないのです」

　言われてみればその通りだ。

　今の所は『営巣部隊ユースフルスパイダー』から追われている、くらいの情報しかないが、これがどれくらい拡散していて、どんなレベルの嫌けん悪おや憎ぞう悪おに膨ふくらんでいるかは想像がつかない。こちらが思っている以上に敵視が進んでいるとしたら面めん倒どうな事になる。

「何とかしないとな……」

　おざなりとはいえ水着の上からパジャマパーカーを着ている府フ蘭ランと違ちがって上かみ条じようは男の海パン一丁だ。変装うんぬん関係なしに、そろそろ普ふ通つうの服が恋こいしい。割と元気に寒中水泳をやらかすお国くに柄がらとはいえ、厳寒期一二月の空の下をいつまでも海パンでうろうろするのはよろしくないだろう。一方で、黙だまって念じていてもシャツやズボンは出てこないので、公園へ近づきつつ周囲に拝借できそうなものはないか見て回る事にする。

「完全に民家の壺つぼ割って薬草を拾い集める勇者様モードだぞ。いつになったらＡＴＭでお金を下ろしてスーパーの特売セールに走る毎日が戻もどってくるんだ」

「（……そもそも大元の口座情報データベースがまだ生きているかどうかも謎なぞですが）」

　そして実際に公園外周にある広々とした駐ちゆう車しや場じようまで踏ふみ込こんでみると、使えそうなものがゴロゴロ見つかる。というか……、

「トラックが多いな」

「お祭りの雰ふん囲い気きなのです」

　ウサギアンテナの府フ蘭ランの言う通りだった。数日前の早朝、諸もろ々もろの設営準備の途と中ちゆうで大熱波やエレメントに襲おそわれたせいなのか。元々業務用のトラックがやけに多い中、中ちゆう途と半はん端ぱに放ほうり出だされた鉄パイプやビニールシート、鉄板に一ひと抱かかえの小さなガスボンベなどがたくさんあった。きちんと組み立てれば縁えん日にちの露ろ店てんに化けていた事だろう。

　他に多いのは楽器関係か。ギターやドラムセットにハンドマイクといったお決まりの品から、どちらかというと裏方に近い大型スピーカー、配線ケーブル、業務用のライトまで。ＤＴＭ関係の機材も含ふくめて、電気を使うものは軒のき並なみ壊こわれているようだったが。

　いくつかの大きな段ボールの中身を検あらためていくと、気になる横断幕があった。

「……着ぐるみロックフェス？」

「です？」

　馬ば鹿かデカいリュックを背負った府フ蘭ランと二人で首を傾かしげてしまう。意図は不明だが、とにかくそういうイベントが中断されてそのまま避ひ難なん所じよに化けたようだ。横断幕に描えがかれている開かい催さい初しよ日にちは一二月四日。見覚えがある。忘れもしない大熱波とエレメントがこの街を襲おそった日だ。やはり準備期間中にやられたらしい。

　そしてやはり、公園側は偶ぐう然ぜんだろうが何だろうが幸運だったかもしれない。水質の問題はあるが人造湖には豊富な水があり、屋台用の鉄パイプやビニールシートは様々な構造物に活用されただろう。簡易なガスボンベや発電機も注目度は高い。そして何より食材。この手の屋台では何かとタコ焼きやお好み焼きなどコナモノの出番が増えるため、小麦粉が豊富にあったはず。当然、あの大熱波の中では冷蔵庫なしで保存が利きく食材の価値は本物だ。

　ともあれ、

「ここらへんから拝借していくのが最善か。着ぐるみなら顔も隠かくせるし、何より普ふ通つうにあったかそうだ」

　実際の避ひ難なん所じよ生せい活かつがどういうものだったかは不明だが、着ぐるみロックフェスの途と中ちゆうだったというのなら案外普ふ通つうにクマやウサギがうろうろしていても不自然ではないかもしれない。好みは特にないので、その辺にある段ボールから適当にワンセット引っ張り出す上かみ条じよう。

「府フ蘭ランは……」

「むんっ」

「……無理そうだな。何しろ背中のリュックがデカ過ぎる」

　呆あきれたように言いながら上かみ条じようが両手で摑つかんだのは、なんか宇宙人のようなウサギのような、ヘンテコなキャラクターだった。キモカワイイのかもしれない。

　と、ここでパーカービキニの府フ蘭ランが目を見開いて意味不明な声を上げた。

「わ、わふっ」

「？」

「げふん。い、いえ別に」

　怪け訝げんな目を向けると、何な故ぜだか無表情無感情なウサギアンテナ少しよう女じよが顔を逸そらしてちょっと顔を赤くしている。

　上かみ条じようとしてはあまり付き合ってはいられない。指名手配状態が顔写真付きだった場合、人口密集地で素す顔がおをさらし続けているのは危険なのだ。背中のファスナーを開けて、少々防ぼう虫ちゆう剤ざいの匂においがきつめな胴体へと潜もぐり込こみ、上からヘッドパーツを被かぶっていく。

『うわっ……視界が狭せまい。玄げん関かんのドアの覗のぞき穴あなみたいな感じだな』

　幸い、着ちやく脱だつに府フ蘭ランの手を借りる必要はなさそうだった。寝ね袋ぶくろと一いつ緒しよで、ファスナーには内と外の両方につまみがついている。視界は悪く、足元もぐにゃぐにゃしていて不ふ安あん定ていだが、やっぱり自分の体温がこもるので温かい。

　その時だった。

　未いまだ着ぐるみに慣れない上かみ条じようへ、横から猛もう烈れつな勢いで体当たりをぶちかましてくる影かげがあった。驚おどろいて必死になって踏ふみ止とどまると、相手はなんとあの府フ蘭ランだ。

「わふっ！　わふわふ、うさぎぐれーい!!」

『なっ、何だ!?』

　言っても聞きやしない。いきなり少しよう女じよの頭の線が焼き切れてしまった。小さな子供が懐なついてくるように、両目を瞑つぶってむぎゅーっと全身で抱だき着ついてくるパーカー水みず着ぎ少しよう女じよ。完全なゼロ距きよ離りの密着で、お尻しりの丸いアンテナも小さく左右に揺ゆれていた。ようやく上かみ条じようはどういう状態に陥おちいったのか遅おくれて気づく。

「あのウサギグレイが……目の前に立って、動いているのです……わふっ」

『おいよせっ、俺おれだ！　上かみ条じよう当とう麻まだ、ウサギグレイとかいうのは横に置け！』

「ッッッ!!!???」

　彼かの女じよ自じ身しんも我に返ったのか、今度はいきなり両手で目め一いつ杯ぱい突つき飛とばされた。上かみ条じようはバランスを保てず着ぐるみごとひっくり返ってしまう。

「けっ、汚けがらわしいのです！　こんな姑こ息そくな手で私の信しん頼らいを得ようなどと……っ!!」

『おま、勝手に……』

「こ、こんなもので、私は、うさっ、こんな、うさぎぐれい……じゅるり……」

　どうやらこの未み確かく認にん飛ひ行こう少しよう女じよは妄もう想そうと相あい性しようがよろしいらしく、いったん夢の国に入ったらバイトも集客術も頭の中から奇き麗れいに消えてなくなる種類の人間らしい。そわそわもじもじ落ち着きがなくなっている府フ蘭ランに一二〇％の警けい戒かいを継けい続ぞくしたまま上かみ条じようはゆっくりと起き上がる。

『ともあれ避ひ難なん所じよと化した公園の中を見て回ろう』

「ん」

　なんだかんだで横から引っ付いてくるウサギアンテナ少しよう女じよを従えたまま、モテ王ウサギグレイが現場視察へ突とつ入にゆう。公園中央にある湖をぐるりと回る格好で歩いていく。

　外周部には複数の鉄パイプを針金で縛しばって櫛くしのように並べたバリケードがおざなりに置いてあったが、エレメントどころか人間の上かみ条じよう達たちもあっさり素す通どおりできてしまう程度のものでしかない。代わりに、人の流れから外れた人造林の辺りにシャワーに似た機材があった。ただしもっと目は細かく霧きりのようなものを振ふり撒まくヤツだ。夏場に体感温度を下げるために設置されるアレに似ている。

『エレメントは冷所暗所を好む……』

「壁かべの強度ではなく、わざとよそへ逸そらす方向に尖とがっていったみたいなのです」

　噴ふん霧む器きは点てん滴てきと同じで、タンクを高い所に置く事で電気の力を借りずに水を通す仕組みを作っていたようだ。そして人造林の枝々は言わずもがな。元々は冬場にも葉を落とさない針葉樹のようだし、あの陽ひ射ざしの中でも大きな影かげを作っていただろう。

　鉄筋コンクリートの校舎に籠ろう城じようしていた上かみ条じよう達たちとは根本の発想が違ちがった。ただしもちろん、これは浴びるほどの水がなければ実現不可能な方法ではあるが。

　実際の避ひ難なん者しや達たちの生活空間は、やはり着ぐるみロックフェスの色が濃こい。どういう基準でグレードが決まっているのかは不明だが、段ボール、ビニールシート、金属コンテナなどを活用して家々が築かれているようだった。当然、わざとエレメントを誘さそうために用意された冷所暗所からは離はなれた位置に、だ。あちこちに着ぐるみが転がっているのは寝ね袋ぶくろ代わりなのか。

　全部が全部最適解ではないようで、見て回る途と中ちゆう、いくつかのブロックがメチャクチャに破は壊かいされている所も目もく撃げきした。試し行こう錯さく誤ごしながらエレメントへの対処法を見つけていった黎れい明めい期きのものか、あるいは確立後もコントロールを誤って何度か襲しゆう撃げきを受けたのか。そこまでは窺うかがい知れない。

　それよりも、

『何だ……？　思ったよりも人が少ないな。家の数を考えればもっとたくさんの人が集まっているはずなんだけど』

　確かに大熱波やエレメントはすでになりを潜ひそめているから、住じゆう人にん達たちが避ひ難なん所じよに留とどまる理由は特にない。各おの々おのの足で元の家や学がく生せい寮りようへ帰る事もできる。一方で、彼かれらは知らないのだ。どうして二つの脅きよう威いがいきなり去ったのかを。恐おそる恐おそる避ひ難なん所じよの外を観察する事はあっても、大手を振ふって自由に歩き回るのは難しいだろう。大熱波にエレメント。これらの恐きよう怖ふはあまりにも鮮せん烈れつ過ぎる。

　現に、たまに行いき交かう中高生らしき集団を見かけると、彼かれらは肌はだ寒ざむそうに両手で自分の体を抱だいてはいるが、基本的には水着ベースで、上からコートや毛布を羽織っている。文句はあっても着き替がえられない。心の動きと状じよう況きようの変化とが追い着いていない証しよう拠こと言えるだろう。

　となると、

『彼かれらはまだ避ひ難なん所じよに残っている。でも、どこか一ヵ所に集まっているのか……？』

「ぐれーい、あっちがざわついているのです」

　横から（着ぐるみのウサギグレイに）引っ付いてくるパーカービキニの府フ蘭ランが遠くを指差した。彼かれらの目的は、大熱波とエレメントが収まった学園都市で何が起きているのか、どんな情報が錯さく綜そうしているのかを調べる事だ。その目的に沿うなら当然、できるだけ多くの人が集まる人口密集地に紛まぎれ込こむのが最短となる。

　しかし、何な故ぜだか着ぐるみ少年上かみ条じようの足が止まりそうになった。

　何か。

　とてつもなく禍まが々まがしい、絶対に吞のみ込こまれてはいけない、そんな目に見えない瘴しよう気きの壁かべのようなものを感じる。堤てい防ぼうで夜よ釣づりをしている最中に通りかかった漁船へ軽く手を振ふったら、実はそいつらはバラバラにした死体を練ねり餌えに混ぜて海面に撒まき散ちらしている真っ最中だったのを知ってしまった、とでも言うか……。

『はっ、離はなしてください佐さ天てんさん！　私はやっぱり……』

『風紀委員ジヤツジメントだからって一人で何ができるのよ初うい春はる！　あれだけの「数」だもん、騒さわぎに巻まき込こまれたら誰だれだってアウト。だからこっちもそれなり以上の大人おとなを集めてこないと!!』

『で、でも！　でもですよ!!』

　そんな事を言い合う少しよう女じよ達たちともすれ違ちがった。まるで地平線の辺りから灰色の巨きよ大だいな渦うずを巻いて迫せまるハリケーンを見て必死に逃にげ惑まどうような。

　触ふれるな、立ち去れ、知って得する事は何もないぞ。上かみ条じようの頭の中で得え体たいの知れない警告が繰くり返かえされる。

　瘴しよう気きだ予感だ、そんなものはオカルトだ。上かみ条じようは粘ねばつくような何かを必死に振ふりほどくように、傍かたわらの府フ蘭ランへこう言い放った。

『行ってみよう』

　その傍ぼう若じやく無ぶ人じんなウサギアンテナの少しよう女じよは、何な故ぜか言葉を返さなかった。

　二人して一歩一歩そちらへ進んでいくと、不ふ吉きつな瘴しよう気きの密度が上がった。心臓へ妙みような圧あつ迫ぱくを加えるものの正体は音だった。いや、もっと厳密には人の声か。いくつもいくつも重なり合って響ひびくそれは、ある一つの方向性を持ちつつも、しかし明確な音声としては聞き取れない。公園のスピーカーから津つ波なみや山火事の警報が発令されても、山やま彦びこの反はん響きようを繰くり返かえす内に言葉として聞き取れなくなってしまうのに似ているかもしれない。

　具体的な内容は分からないのに、良からぬ事態が迫せまっていると灼しやく熱ねつの負の感情だけは突つき刺さすように伝わってくる。それらを生み出している人だかりのようなものも見えた。何かのセレモニー用だろうか。湖のほとりに旗を掲かかげるための金属ポールが何本か立っている辺りだ。中心で何が起きているのか、遠目には分からない。例の人の山が邪じや魔ましてしまっているためだ。

『……な！　独どく……を……!!　徹てつ……な裁さば……下くだ……だ!!』

『お……せいで……死ん……思っ……るんだ、こ……は奴ど……ゃね……だぞ!!』

『みん……苦し……いる中、王……取どり……人りだ……等とう席せき……占せんしや……て!!』

　最初、意味は分からなかった。

　だけど近づいていくにつれて、それは何かを責め立てる声だというのが分かった。

　着ぐるみの足が怒いかれる群衆へと近づいていく。

　上かみ条じようと違ちがって剝むき出だしの鼻で空気の匂においを感じ取ったのか、一足先にお尻しりの丸いレーダーアンテナをぴくんと持ち上げた府フ蘭ランが囁ささやいた。

「ぐれい、警告なのです」

　直後だった。

　人だかりの頭と頭の間から、『それ』は見えた。




　両手を後ろ手に縛しばられたまま、首に太いワイヤーを巻きつけられた一人の男。

　そして絞こう首しゆ台だいのように役割を変えた、旗を上げ下げするための金属ポール。




「何がみんなのリーダーだ！　王を気取って好き放題搾さく取しゆを繰くり返かえしやがって!!」

「暴君なんか殺せ!!　こんな独裁者処しよ刑けいしちまえ!!」

「もう大熱波もエレメントもないのよ。アンタに媚こびを売る理由なんてあるもんか!!」

　ゾッと。

　手足の先からぞわぞわとした震ふるえが走り、それが背せ筋すじの一番太い所を縦に貫つらぬいていくのを上かみ条じようは自覚していた。

　二つの脅きよう威いはなくなった。だけどここの避ひ難なん所じよにいた人ひと達たちは外の様子を確かめるよりも、元いた家に帰る事よりも、まず別の方向へ変化を促うながした。……用済みの王を処しよ刑けいする。今の今まで溜たまっていた鬱うつ憤ぷんは、災さい厄やくの消失と共に一気に噴ふん出しゆつしたのだ。

　避ひ難なん所じよを束ねるには、ある程度自由を制限する必要もあっただろう。上かみ条じよう達たちの学校だって、配給のように手て渡わたされるペットボトルの水だけで満足していた生徒はいなかったはずだ。そうしなければ維い持じできなかった。だけど終わってしまえば、そういう必要性は消えてなくなり、後にはくすぶっていた不満だけが取り残される。塩水を徹てつ底てい的てきに煮に立たてて、焦こげ付ついた塩分だけが固形物として残るように。

　ここでの『王』は、青年から中年に差さし掛かかるくらいの男性のようだった。

　首にワイヤーを掛かけられた作業服のおっさんの正体は分からない。着ぐるみを着て演奏する側だったのかもしれないし、屋台を束ねる立場にいたかもしれないし、公園の管理運営をしていた人間だったのかもしれない。

「もういい、吊つるせ!!　判決は出たんだろう、殺しちまえ!!」

「何が民主主義の【裁判】だ、インテリなアンタが望んだ方法で殺してやる。満まん場じよう一いつ致ちで死し刑けいだ!!」

「あれだけ水や食しよく糧りようをばら撒まいて周りを煽あおって、自由な意思もクソもあるもんかっ!!」

　すでにギリギリのところまで来ているようで、『王』は爪つま先さき立だちの状態だった。首にも深くワイヤーが喰くい込こんでいる。気管や頸けい動どう脈みやくはすでにある程度絞しめられているのか、その顔は不自然に赤いどころか全体が若じやつ干かん膨ふくらんでいるようにも見える。

　傍はたで見ているだけで軽い貧ひん血けつに似た立ちくらみが上かみ条じようの頭を襲おそった。

　二歩、三歩と思わず後ろへ下がるウサギグレイを、横からパーカービキニの府フ蘭ランが小さな体全体で支えてくれた。彼かの女じよは密着したまま、白い息と共に囁ささやいた。

「（……そう、それで良いいのです）」

『？』

「（……私わたし達たちの目的は上かみ里さとちゃんの救出です。その障害となるかもしれない指名手配について調べに来ましたが、これは明らかに蛇だ足そく。注目がよそに向いている間に離はなれた方が無難です。興奮した群衆は『王』一人の処しよ刑けいでは満足できず、そのままよそへ雪な崩だれ込こむ可能性もありますし）」

『ふざけ……っ』

　ほとんど反射的に叫さけび返かえそうとした上かみ条じようは、そこでお腹なかの辺りからぶつりという鈍にぶい音を耳にした。今の上かみ条じようは分厚い着ぐるみを着ているので外からの感覚には疎うとい。だから痛みはなかった。ただ抱だき着ついてくるパーカービキニの府フ蘭ランの小さな手にはペンチを改造したようなツールナイフが握にぎり込こまれていて、いつの間にか人差し指大の刃は物ものがウサギグレイのお腹なかの辺りに浅く刺ささっていた。

「（……この私にウサギグレイをざっくりやらせるとは何事かなのです）」

　息が詰つまる上かみ条じように、ウサギアンテナの少しよう女じよは抑よく揚ようのない声で吐はき捨すててから、

「（ですが私は最初に言いました。上かみ条じよう当とう麻まよりも上かみ里さと翔かけ流るを優先しろと、その間に限り私は無条件で力を貸かし与あたえると。契けい約やくを破るのであれば、ここまでです。あなたを切り捨てて私はよそへ行く）」

　本気だ。

　府フ蘭ランはどこまでも本気だ。一〇〇人の少しよう女じよ達たちを襲おそう混乱を取り除き、消失した上かみ里さと翔かけ流るの救出を阻そ害がいするつもりであれば、わずかな芽でも摘つみ取とる。そういう決意を固めているのではなく、当たり前のようにそれができてしまう。

　確かに、意味なんてないのかもしれない。

　今まさに断罪されかかっている『王』を助けたって、上かみ里さとには繫つながらない。群衆の正確な数は分からないが、三さん桁けたに届く連中を敵に回してどうなる。徒と手しゆ空くう拳けんで取り囲まれるだけでも大問題だし、手製の武器で武装している人間も少なくない。長めの鉄パイプを斜ななめに切って竹たけ槍やり状じように尖とがらせたもの、杭くい打うち用ようの大きなハンマー、布ぬの袋ぶくろにペンキ缶かんを詰つめたもの……。バズーカみたいに肩かたで担かついでいるのはライブ演出の打ち上げ花火か何かかもしれない。なまじ『能力』が絡からんでいないからこそ、余計に付け入る隙すきがない。

　百害あって一利なしだ。敵味方どっちからも命を狙ねらわれてまで深入りするような事じゃない。

　だが上かみ条じようは即そく答とうした。

『……上かみ里さとは、アンタ達たちのそういう所に脅おびえていたよ』

「……、」

『あいつのためを想おもうなら、だからこそ、俺おれは脇わき道みち寄り道にも構わず飛とび込こんでいく。上かみ里さとは色々ねじれていたけど、根っこは普ふ通つうの感性を持った人間だ。自分が助けられた後に、実はその裏で人死にが発生していましたなんて余計なお手付きがあるのを後から知りたくはないだろうからな』

　しばらく、大きなリュックを背負った府フ蘭ランはそのまま動かなかった。

　分厚い着ぐるみへ浅く刺ささったままの刃やいばが、抜ぬくか押おし込こむかで細かい逡しゆん巡じゆんを繰くり返かえす。

　ゆっくりと息を吐はき、やがてパーカービキニの少しよう女じよは決断した。

　ツールナイフが動く。そのまま引ひき抜ぬかれる。

「（……ですが具体的にどうするのです？　怒いかり狂くるう群衆は一〇〇人に届きます。一発逆転の極ごく太ぶとレーザーかボンバーでもない限り蹴け散ちらせそうにありませんけど）」

『じゃあボンバーで行こう』

　皮肉のつもりだったようだが、シリアスな声で上かみ条じようが即そく答とうした事で、さしもの未み確かく認にん飛ひ行こう少しよう女じよとて目を丸くしていた。だが構わずにウサギグレイはこう囁ささやいた。

『確かに今のヤツらは沸ふつ騰とうしている。まともな説得なんて応じる状じよう況きようじゃないだろう。でも、その土台にあるのは何だ？　それを考えれば、今なら何とかなるかもしれないって事さ。……ついてこい、府フ蘭ラン』




　　　　７




　着ぐるみロックフェスの準備期間中にアクシデントに見み舞まわれたのは、誰だれにとっても幸運だったのかもしれない。おかげで公園には様々な資材が集まっていた。避ひ難なん所じよの面々はそれらを使ってエレメントを効果的によそへ逸そらし、生活空間を確保し、小麦粉を中心とした食材を調理して飢うえを満たしていたのだろう。

　その恩おん恵けいは上かみ条じよう達たちにももたらされた。

　ちょっと辺りを見て回るだけで、いっそ不用心なくらい簡単に目的のものは見つかった。

「ガスボンベ、です？」

『だよ』

　プロパンガスの詰つまった灰色の分厚い金きん属ぞく缶かんだ。とはいえ、建物の裏にあるような、身みの丈たけに匹ひつ敵てきする大型サイズではない。屋台で鉄板を温めるためなので、ちょっとしたダルマさんくらいのものだ。

　展開に不満があるのか、パーカービキニの府フ蘭ランは手の中でツールナイフを弄もてあそび始はじめた。

「あのど真ん中に投なげ込こんで爆ばく発はつでも起こすつもりですか？　全周ドーナツ形に『王』を取り囲んでいるから端はしを爆ばく破はしても全員は仕留められません。そして中心に投なげ込こめば『王』を殺す羽目になるのです」

『そんな物ぶつ騒そうな事するもんか。というか、被ひ害がいなんて出ない方が良いいくらいなんだ。より大きな衝しよう撃げきと恐きよう怖ふを与あたえるためにはな』

「？」

　怪け訝げんな顔をする府フ蘭ランをよそに、上かみ条じようは着ぐるみのミトンみたいな手を使って器用に作業を続ける。安全対策の施ほどこされた金きん属ぞく缶かんを爆ばく発はつさせるにはいくつかの手順がいる。確か、日曜日の夜にやっていたヘヴィーなんちゃらとかいうリメイク前の古いアクション映画の中でだと……。

「ライター？」

『正確には着火装置だけで良いい。うん、静電気を使うヤツなら水の中でも困らない』

　いくつかの細工を施ほどこしてダクトテープで縛しばりつけ、上かみ条じようは危険物を片手でぶら下げた。目的地はさっきの群集のすぐ近く。何しろ時間はない。みんながみんな『王』の末路に注目している中、上かみ条じようはどこからでも見える湖の冷たい水面に向けてガスボンベを放ほうり込こんだ。

　ズボアッ!!　と、ドーム状というより縦に大きく広がる水柱のようなものが爆ばく音おんと共に大きく伸のび上あがった。

　誰だれもが首を縮めて湖の方を振ふり返かえるが、これだけで処しよ刑けいが中断される事はない。放ほうっておけばすぐにでも元の流れに戻もどって絞こう首しゆ刑けいが再開されてしまう。だから着ぐるみの上かみ条じようはもう一ひと押おしする事にした。彼かれらの持つ最大の恐きよう怖ふ、古傷を抉えぐる格好で。




『エレメントだっ、ヤツらが来たぞお!!　目に見えないからって油断するな！　あいつらは半はん透とう明めいに透すき通とおる体と擬ぎ態たいを駆く使しして風景に紛まぎれ込こむ!!　思っていたよりずっと近い、みんな逃にげろお!!!!!!』




　沈ちん黙もくがあった。

　だけどそれは疑いの目線ではない。あまりの事態に頭が真っ白になっているのだ。さながら出で会あい頭がしらにいきなりダンプカーのバンパーが目の前いっぱいに広がったように。

　ワンテンポ遅おくれて、そこから先は早かった。

　わっ!!　とあれだけ結束し、怒いかりに震ふるえていた群衆が四方八方へと散らばっていく。意味不明な事を叫さけびながら全力で逃にげ出だしていく。時にはぶつかり合い、派手に転んで、将しよう棋ぎ倒だおしになって。目を覆おおう事態も起きているが、それでも明確な『死』だけは避さけられた。処しよ刑けい場じようは瓦が解かいした。

「でも、何でこんなに鮮あざやかに？」

『連中がどれだけ凶きよう暴ぼうだろうが、避ひ難なん所じよからまだ出ていない。口ではどんなに勇ましい事を言っていたって、大熱波やエレメントの恐きよう怖ふは抜ぬけ切きれていないんだよ。それは俺おれだって良く分かる。木き原はら唯ゆい一いつや上かみ里さと翔かけ流ると同じ場所に立っていなかったら、説明されたってしばらく納なつ得とくはしないで校舎に籠こもり続つづけていただろうし』

　地域性や社会性と結びついたトラウマというものもある。

　爆ばく弾だん、集団自殺、鉄道脱線、通とおり魔ま、銃じゆう乱らん射しや……。過去の哀かなしい事件は、それを連想させる後追い犯が出てくるだけで大きなパニックの引き金になりかねない。学園都市にとっては、大熱波とエレメントはもはやその域に達していた。鏡のように磨みがかれたビルが太陽光を集めるスポットでは不自然な暑さを受けただけで呼吸困難に襲おそわれるかもしれないし、キチキチと風に揺ゆられて金属が軋きしめば怪かい物ぶつかと思って夜も寝ねられなくなるだろう。

　その恐きよう怖ふを、呼び起こす。

　治りかけたかさぶたを無理矢理剝はがすように、傷そのものより大きな痛みを与あたえる。

　暴走して自制が利きかない集まりだったからこそ、恐きよう怖ふの伝でん染せんもまた迅じん速そくだった。冷静に事態を観察する者は現れず、みんながみんな混乱の坩堝るつぼへと投なげ込こまれていく。

　今なら行ける。取り残された『王』の首に食くい込こんだワイヤーを外せる。

「それにしても、そこまで手早く決める人とは思っていなかったのです」

『俺おれの思考じゃない』

「？」

『あいつだったらこうする。そんな風に考えただけさ。まあ上かみ里さとのヤツなら特別な右手なんかなくたって、もっとスマートに決めているとは思うけど』

　ともあれ、今はとにかく処しよ刑けい台だいの『王』の救出だ。

　パニックは永遠には続かない。互たがいが互たがいの叫さけび声ごえで爆ばく発はつを繰くり返かえすような状じよう況きようを脱だつすれば、誰だれしも疑問に気づくだろう。それまでに『王』を助けてよそへ逃にがさないといけない。

　絞こう首しゆ台だい代わりになっていた金属ポールの周りには、将しよう棋ぎ倒だおしにやられたのか何人か水着の男女が転がって呻うめいていたが、上かみ条じよう達たちは気にせずまたいで『王』に向かう。

　爪つま先さき立だちのおっさんの瞳ひとみには恐きよう怖ふがあった。

「おいこの着ぐるみ野や郎ろうっ、エレメントってのはどういう事だ!?　こんな状じよう況きようで泣なきっ面つらに蜂はちどころじゃねえぞっ!!」

『裏声出さなくても大だい丈じよう夫ぶだ。ブラフだよ。あれくらい言わなきゃみんな逃にげないだろ』

　首に食くい込こんでいた太いワイヤーは柔じゆう軟なん性せいが悪く、硬かたい結び目は作れなかったようだ。取り外すのには苦労しない。

「ばはっ!!」

　詰つまっていた息を取とり戻もどしたように咳せき込こんだ男がふらつくが、パーカービキニの府フ蘭ランは無表情で汗あせびっしょりのおっさんをかるーく避よけた。おかげで地面を転がるような格好になったが、それでも首元をさする作業服の『王』はこちらに感謝の言葉を投げてくる。

「うえっ、けほ。すまねえ、助かった」

　涙なみだ目めで何度か咳せき込こんでから、

「どいつもこいつも危険が去ったと思ったらこれだ。大体、何が【裁判】だ。大熱波の最中だって俺おれは自分で望んで『王』になった訳じゃねえ。勝手に持ち上げて梯はし子ごを下ろしたのはあいつらの方じゃねえかっ、くそ」

『何でも良いいけど、ひとまず避ひ難なん所じよから離はなれた方が安全なんじゃないか』

「ああ、ああ。勝手にトンズラさせてもらうさ。ほんとに大熱波やエレメントがいなくなったんなら、こんな所で人柱ごっこを続ける意義もねえんだしな」

　作業服の男は片手で頭を抱かかえて、

「……にしても、ちくしょう。何が『秩ちつ序じよ回かい復ふくの四八時間』だ。あいつらもう少しやりようってのがあるだろうが。あのスフィアとかいうガラクタも管理不足で余計なデマばっかり撒まき散ちらされるし」

『うん？』

　知らねえのかよ、と吐はき捨すてて、『王』は作業服のポケットから何かを取り出した。ＵＳＢメモリのようなスティック状の機材を着ぐるみへ放ほうり投なげる。

「トンズラする以上は必要ねえ。この避ひ難なん所じよ【裁判】にあるスフィアの鍵かぎだ、『営巣部隊ユースフルスパイダー』とかいうのから預かった。そいつがあればフルアクセスできる、一いつ般ぱんの馬ば鹿かどもと違ちがってな。アンタ達たちがどこの誰だれだか知らねえが、沸ふつ騰とうしてねえって事はこの避ひ難なん所じよの人間じゃねえだろ。潜もぐるなら上う手まい事やんな。じゃあな」

　ふらつく足取りで消えていく『王』の背中を眺ながめてから、上かみ条じようと府フ蘭ランは改めて手の中のスティック状機材に目をやる。

『スフィア……？』

「です？」

　これだけ見ていても答えは出ない。着ぐるみにポケットはないのでひとまずパーカービキニの府フ蘭ランに鍵かぎとやらを預け、上かみ条じよう達たちはさらに湖に沿って公園の探たん索さくを再開していく。

　先ほどまでとは様子が変わっていた。おそらく上かみ条じようが投なげ込こんだ『エレメントの恐きよう怖ふ』がぶり返しているせいだろう。だが、無む秩ちつ序じよに逃にげ回まわるといった感じでもない。右う往おう左さ往おうする水着の集団が、やがて一つの方向へ整えられていくのが見て取れる。

「どうなってんだよ、くそ!!」

「スフィアにはなんて書いてあった？　何か警報とか出ていない？」

「結局避ひ難なん所じよに残るのか出るのか、どっちがマシなんだ。スフィアスフィア!!」

　慌あわてふためく集団は、しきりにその名を呼んでいる。どうやら『スフィア』とかいう機材を『見に行く』事で安心を得られるらしい。首を傾かしげながらも上かみ条じようと府フ蘭ランは彼かれらの後について流れへ乗っかった。途と中ちゆうで水着の他ににんじんやカエルの着ぐるみも目にした。寒さに負け、手足のついた寝ね袋ぶくろみたいな感覚で身に纏まとっているのかもしれない。

「その、スフィアとやらも気になるのですが……」

『他にも何か？』

「私わたし達たちを追う絵エ恋レンや冥メイ亞ア達たちは、変化に敏びん感かんなはずなのです。あなたはここで爆ばく発はつ沙ざ汰たを起こした。彼かの女じよ達たちの耳に入れば、いずれ実働部隊の獲冴エルザや去鳴サロメ達たちが送おくり込こまれるはずなのです」

『っ』

　何にしても急がなくてはならない。彼かれらも彼かれらで逃にげる側なのだから。

　そして上かみ条じよう達たちはスフィアを見つけた。

『何だ、あれ』

　おそらく最初は、直径二メートルくらいの金属球体だったのではないだろうか。それが蓮はすの華はなみたいに一方へ大きく開いていた。感じとしてはプラネタリウムに近いのかもしれない。頂点からうっすらと撒まかれる化学的な煙けむりの層に映し出される格好で、スフィアから半径二、三〇メートルほどのドーム状に、数百数千ものウィンドウが重なり合って開いている。それらの一つ一つに、他の避ひ難なん所じよの状じよう況きようや、今後の天気予報、道路の通行止め、電気や水道などのインフラ復旧作業の目め途ど、水や食しよく糧りようなどの配給場所などが表示されている。

「災害時用の通信インフラ基地……」

　小さくお尻しりの丸いレーダーアンテナを振ふって、府フ蘭ランがそんな風に呟つぶやいた。

「ネットや電話が寸断される大きな災害では、デマがたくさん流れるという話を耳にします。個々の防災ラジオやテレビに頼たよるのも心細い。だから、電でん波ぱ塔とうと広こう告こく塔とうを兼かねる専門機材の開発が急がれている、なんていう話は耳にした事はありますが」

　それは『外』での話だ。科学技術が二、三〇年進んでいる学園都市では、とっくに実用化されていたという訳か。

『時計だ』

　着ぐるみが当たり前の事を言った。

　そう、いくつかのウィンドウの端はしにはテレビ画面のように、当たり前のものがついていた。

『時計がある……。そうか、今が何時か、誰だれでも分かるようになったんだな』

　ケータイもネットも使えない中、多くの少しよう年ねん少しよう女じよが集まっていた。情報という栄養素が欠けつ乏ぼうしているかのような顔つきだ。大昔の記録映像の中にある、街頭テレビの野球やプロレスを眺ながめている群衆にも近い。

　そしてこうして見る限り、基本的に情報はニュースや政府広報という形で受け取る一方で、こちらから発信できる事は極ごく限かぎられているようだった。自分が今どこの避ひ難なん所じよにいるか、災害伝言板のようにボードへ自分の名前を投なげ込こむくらいしかできないらしい。

　そのボードにも書かき込こみ時間が付け足されていた。

　なんて事はないはずだが、何だか上かみ条じようにはそれがひどく新しん鮮せんに思えた。ここに集まっている少しよう年ねん少しよう女じよ達たちが、どんな風に『飢うえ』を満たしているのか、分からなくもない。

『余計なデマや混乱を避さけるための通信インフラだから、無む秩ちつ序じよな情報発信は避さけているって訳なのか……』

　このネットワークは蜘く蛛もの巣すみたいに縦糸横糸自由に結びついている訳ではないようだ。言ってみれば、いくつかのブロックに分かれたトーナメント表に近いのだろうか。本選出場者の集まるてっぺんの太いラインは全国の情報が混ぜ合わさっているけど、予選ブロックの山一つ一つは地方色が大きく出ている、とでも言うべきか。

　でも、それはブロックという山の中に入ってしまえば否いや応おうなくそのカラーに染め上げられ、上から降りてきた一つの発表を疑問の余地もなくみんな揃そろって鵜う吞のみにする事も意味している。デマの膨ふくらみやすい災さい害がい環かん境きようという『開かれた密室』でだ。受け取る一方の少しよう年ねん少しよう女じよには最低限のチャンネル権もない。ある意味、これだって危険な状じよう況きようではないだろうか。

『……ああ、そうか』

　ウサギグレイの着ぐるみの中からしばらく眺ながめて、ようやく上かみ条じようは頭の中にあった違い和わ感かんを言葉にできた。

『なんて事はない。仕組み自体はソーシャルのアカウントと似ているんだけど、これ、枠が広いんだ。個人個人じゃなくて避ひ難なん所じよ単たん位い、学校単位のユーザーネームで情報を出し入れされているんじゃ、そりゃあ右向け右になる訳だ。言ってみれば走る電車の中でスマホやケータイを持っているヤツが一人しかいなくて、みんなその赤の他人の肩かた越ごしに小さな画面を覗のぞき込こんで外の世界の流行を必死に追おい駆かけているようなものなんだから』

『王』とは良く言ったものだ。

　たった一つのアカウントの行ゆく方えが、傘さん下かにいる数十人数百人の意思決定を直ちよく接せつ左右する。

　パーカービキニの少しよう女じよはもこもこ膨ふくらんだウサギグレイの着ぐるみに抱だき着ついて顔を埋うずめたまま、ややくぐもった低い声でこう呟つぶやいていた。

「やな感じなのです」

『スフィアを扱あつかう「王」の賛同を得るって事は、テレビで言うならキー局が地方局を獲かく得とくして放送エリアを拡大していくようなものなのかもしれないな。その地域の善悪論は直ちよく接せつ染め上げられるだろうし、局が集まればエリア外に対しても大きな発言力を得るようになっていく』

「何だろう、まるであの右手を取り巻く環境みたいなのです……」

『……、』

　そして、そんな状じよう況きようを打破する特権が一つだけある。

　当の『王』本人から手て渡わたされた、ＵＳＢメモリに似たあのスティック状機材だ。

　ウサギアンテナの府フ蘭ランを連れて着ぐるみの上かみ条じようが一方へ蓮はすの華はなのように開いたスフィアへと近づいていく。先ほども言った通り、スフィアはほとんど受信専門で送信は限られている。水着の少しよう年ねん少しよう女じよが集まっているのは映像が表示される二、三〇メートルのラインであって、肝かん心じんのスフィア本体の近くには誰もいなかった。例の災害伝言板に自分の名前を書かき込こむ以外に使い道はないのだろう。こちらに注目は集まっていない。

　府フ蘭ランがパーカーのポケットから取り出した『鍵かぎ』を見て、それからあちこちスフィアを観察する。こちらへ開かれた花弁の一つ一つが操作用のコンソールブースのようだったが、それらを良く見ると小さなスロットがある。

　虫が蜜を求めるように花の中に入って端たん子しを突つき刺さすと、ＡＴＭのように一つきりの画面を突つき付つけていた分からず屋の画面がいきなり切きり替かわる。普ふ通つうのパソコンの普ふ通つうのブラウザのようだが、これだけで上かみ条じようは震ふるえが走った。失われた文明に触ふれたような気がしたのだ。摂せつ氏し五五度の中、ビルからビルへ飛んで水を探し回っていた生活に比べれば雲うん泥でいの差さだ。

　蓮はすの華はなの内側に浮うかぶモニタ上の仮想キーを叩たたけば何でも答えてくれる画面を前にして、主にぶかぶか袖そでからちょこんと指先を出した府フ蘭ランが操作を担当する事になる。理由は単純で、ミトンのような着ぐるみの手では上う手まく操あやつれないからだ。

　知りたいのはとにかく自じ分ぶん達たちの指名手配の詳しよう細さいだ。

　これについては上かみ条じようと府フ蘭ランが自分の名前を打うち込こむだけで回答を得られた。




『大熱波の正体は衛えい星せい軌き道どう上じようから降り注ぐ大規模なマイクロ波で、こちらについては電子機器の破は損そん状じよう況きようなどを調べる事で裏付けは取れる。ステーションの所有者は烏丸からすま府ふ蘭らん。彼かの女じよは今でも管理者権限を所持しており、いつでも大熱波を再開できる状じよう況きようを維い持じしている。要よう警けい戒かい』




　上かみ条じようは頭を抱かかえた。

　間ま違ちがってはいない。確かに府フ蘭ランは上かみ里さとの指示で学園都市全体に甚じん大だいなマイクロ波を浴びせ、都と市し機き能のうを奪うばっていたからだ。だけどここには肝かん心じんの情報が含ふくまれていない。何な故ぜ、府フ蘭ランがそんな事をしたのかという点だ。そうしなければエレメントの活性化を抑おさえられず、学園都市が血の海に沈しずんでいたという論点が飛ばされている。




『大熱波とエレメントは同時期に発生した事から強い関連性が指し摘てきされる他、問題の烏丸からすま府ふ蘭らんの逃とう走そうを支し援えんする共犯者の存在も見み逃のがせない。上かみ条じよう当とう麻ま。この二人は今回の件に深く関かん与よしているものと推測される。今は二つとも小康状態だが、いずれも再活性の危険があるものとみなし、両名の捕ほ縛ばくでもって可能性の芽を封ふうじる事ができると判断するのが妥だ当とうだろう』




　……その上で、都合の悪い部分は言葉を濁にごしている。大熱波とエレメントに関連性はあるが、エレメントの元げん凶きようは木き原はら唯ゆい一いつだ。府フ蘭ランではない。完全に噓うそはついていないからこそ、否定するのが難しい、奇き妙みような信しん憑ぴよう性せいを伴ともなった悪意ある誤報であった。

　そして、これらの情報から分かってくる事もある。

『「営巣部隊ユースフルスパイダー」とやらだけじゃこんな情報は集められない』

　上かみ条じようはそう指し摘てきした。

『大熱波の原因がマイクロ波だっていうのは調べれば分かるかもしれない。でも宇宙ステーションの持ち主が府フ蘭ランだっていうのは学園都市の中を聞き取りして回ったって分かるもんか、元々「外」の住人なんだから。まして、俺おれと府フ蘭ランが一いつ緒しよに逃にげているのを知っているのは、「窓のないビル」の直下で一いつ緒しよに戦っていた「旧」上かみ里さと勢せい力りよくの女の子達たちだけだ』

「……絵エ恋レン達たちも絵エ恋レン達たちで、どこかのスフィアの鍵かぎを握にぎってる。そして自分に都合の良いい情報を流して、住人や『営巣部隊ユースフルスパイダー』も巻き込んで、私わたし達たちを孤こ立りつさせる気でいるんです」

　これが普ふ段だんの学園都市なら、誰だれかが疑問に思ったかもしれない。その情報は本当に正しいのか、一体どこから持ってきたものなのか、と。だけど今はケータイもネットも取り上げられている。みんながみんなスフィアから送られてくる情報を一方的に受け止めるだけで、精査も反論もできないのだ。そして『一ヵ所』に集まって目にするからこそ、集団心理も働きやすい。頭の中に疑問の種は浮うかんでも、周りの大勢が頷うなずいているのを目まの当あたりにしてしまえば芽は出ない。そのまま流されて萎しぼんでしまう。

　結果。

　さっきの『王』のような暴発にも繫つながりかねない。

『冗じよう談だんじゃねえぞ。こんな不ふ安あん定ていな状じよう況きようでＳＮＳ情報戦でも仕し掛かけてくるって言うのか……？』

「でも波は状じよう攻こう撃げきを放ほうっておけば捏ねつ造ぞうされた真実がパズルゲームみたいにどんどん積み上げられていきます。こちらも手を打たなければそれだけ不利になっていくのです」

　ただし、少なくともこの避ひ難なん所じよには居い座すわれない。『王』を助けるために爆ばく発はつ騒さわぎを起こしているから、それを嗅かぎ取とられればいずれ『旧』上かみ里さと勢せい力りよくの実働部隊の少しよう女じよ達たちが調査に踏ふみ込こんでくる。

　問題は分かっているのに、摘つみ取とれない。何もできずにこの場を離はなれるしかない。アンテナだらけの大きなリュックを背負う府フ蘭ランがスティック状の鍵かぎを引ひき抜ぬこうとした時だった。上かみ条じようの着ぐるみの手がそれを止めた。

『……、』

「どうしたのですか？」

『これがあれば避ひ難なん所じよ同どう士しで通信のやり取りができる。通常ブラウザクラスなら、あんな災害伝言板と違ちがってメールフォームで細かい指示出しみたいな事もできるかもしれない』

　上かみ条じようは慎しん重ちように言葉を選びながら、

『つまり、インデックスや御み坂さかに届く。俺おれ達たちの目的は上かみ里さとだ。逃にげ回まわるのは良いいけど、こっちの準備が進まない事にはどうにもならない。……何しろ、助ける助けるって言うのは簡単だけど、具体的な足あし掛がかりは何もないんだ。魔ま術じゆつにしても科学にしても、専門家の協力は絶対に取り付けたい』

　事は『魔ま神じん』さえ葬ほうむる『理想送りワールドリジエクター』への逆転劇だ。並なみ大たい抵ていの事ではないだろう。一〇万三〇〇〇冊の魔ま道どう書しよを記き憶おくしたインデックスと、正しよう真しん正しよう銘めいの『魔ま神じん』であるオティヌス。この辺りの協力は早い段階で摑つかんでおきたい。

　だがウサギアンテナの府フ蘭ランは否定的だった。

「特別権限は避ひ難なん所じよの『王』に限定されています。ピンポイントに個人を選んでメッセージを投げるのは難しいはずです」

『俺おれの学校なら心配しなくて良い。ビクビクウサギか秋あき川かわ未み絵えかは知らないけど、どっちにしたってトップは俺おれの知り合いだ。メッセージを投げればそのままインデックスやオティヌスに繫つないでくれる。……向こうの避ひ難なん所じよが、こっちと同じような混乱に巻まき込こまれていなければだけど』

「どっちみち、長居はできません。さっきも言った通り実働部隊が来る。レスポンスを待っている余よ裕ゆうはないのです」

『～～～っっっ』

　焦あせる。

　一秒一秒を無む駄だにはできないはずなのに、無む駄だにしたくないがために考かんがえ込こんで停てい滞たいしてしまう。進むか、退ひくか。今この状じよう況きようで一〇〇人の異能や異形に取り囲まれればひとたまりもないだろう。判断ミス一つで全てが瓦が解かいしかねない瀬せ戸と際ぎわだ。

　考え、悩なやみ、懊おう悩のうし、そしてウサギグレイは言った。

『それでもやる!!　目の前の問題に囚とらわれて延のばし延のばしにしていても楽な方へ流されるだけだ。上かみ里さとから目は背そむけられない!!』
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　インデックス、オティヌスへ。理想送りワールドリジエクターの件でちょっと大たい変へんな事になっている。お前まえ達たちの知ち恵えを借りたい。第七学区の駅前広場で落ち合おう、時間はお昼の一二時。ちなみに諸事情あって一〇〇人の少しよう女じよ達たちから追われている。結構危険な状じよう況きようだ。ヤバいと思ったら切り上げて逃にげてくれ。




「っ!!」

「てめ、ぶつかっといて謝あやまらねえのかよ！」

　人混みをかき分け体をぶつけ合うようにして前へ進む影かげがあった。

　避ひ難なん所じよ【裁判】での爆ばく発はつの知らせを受けて、無数の一〇円玉を詰つめたペットボトルを抱かかえた獲冴エルザと片目に黒くろ薔ば薇らの眼帯を着けた海かい賊ぞく少しよう女じよの琉ル華カが第七学区の大きな公園へとやってきた。あちこち見回し、爆ばく発はつがあったと思おぼしき湖のほとりでの人だかりを目にして、それから息を吐はく。

「エレメントではないみたいだな」

「あっちも調べてみよ」

　羽根付きの大きな海かい賊ぞく帽ぼう子しと船乗りが使うような分厚いコート。その下に青いビキニを着き込こんだ眼帯の少しよう女じよの言葉に淀よどみはない。肩けん甲こう骨こつ辺りまであるカールした金きん髪ぱつを払はらい、先へ足を向ける。

　と、そこで獲冴エルザの肩かたを後ろから摑つかむ手があった。

「ふざけてんじゃねえぞどおいうメンタルしてんだ、ちょっと顔貸せコラ！」

「───、」

　こういうメンタルだと物理的に教えてやろうかとざく切ぎり髪がみの少しよう女じよの目が音もなく細くなっていくが、そこで横合いから別の動きがあった。

「う、ひっく」

　ぶかぶかの服を着た一〇歳さいくらいの少しよう女じよがサイレンみたいに泣なき喚わめいたのだ。

　いいや、その少しよう女じよは確かに眼帯に海かい賊ぞく帽ぼう子しの『彼かの女じよ』のはずなのだが、

「うぶえええっ!!　だれかっ、られかたしゅけてえ！　この変な人に連れていかれるう!!」

　なっ、待てよ、ちがっ、などとうろたえるどこかの誰だれかさんを絶ぜつ対たい零れい度どの視線が取り囲んだ。というかそのまま両りよう脇わきを固められ、リトルグレイの捕ほ獲かく写しや真しんのようにどこかへ連れ去られていく血けつ気き盛さかんな類るい人じん猿えんを見て、海かい賊ぞく少しよう女じよの琉ル華カは小さく舌を出す。

　獲冴エルザの見ている前で、みるみる体型が変わる。小学生くらいから高校生くらいまで。

　海軍コートの下に着ているビキニも、内側から再びメリハリがついていく。

「えげつないねえ、弱者のカードをこれみよがしに切るだなんて」

「あんなＩＱ一ひと桁けたにかまけている暇ひまないでしょ。さっさと先に行きましょう」

　少なくとも上かみ条じよう当とう麻まと府フ蘭ランの二人は、大熱波とエレメントの問題は去った事を知っている。つまり、これ以上水や食しよく糧りよう、武器なんかに執しゆう着ちやくする理由はない。それでもなお避ひ難なん所じよに用があるとしたら、飢うえているのは情報くらいしかないはずだ。

『営巣部隊ユースフルスパイダー』が各かく避ひ難なん所じよにばら撒まいているスフィアへと急ぐ。

　総勢一〇〇人もの異能や異形を束ねる『旧』上かみ里さと勢せい力りよくは万ばん全ぜんの戦力に見えて、実は学園都市全体を眺ながめればアウェイは継けい続ぞくのままだ。上かみ条じよう当とう麻まには上かみ条じよう当とう麻まの世界がある。下へ手たに連れん絡らくを取られて全員集合の運びとなった場合、どちらが数の優位を得るかは結構未知数な部分もあった。現実的に考えれば『命を張れる』レベルでの親友一〇〇人なんぞそうそう手が届くものではないが、可能性だけなら否定はできない。そう思わせるのが孤こ独どくなアウェイでの心境なのかもしれない。

「何にしても、ここで吞のん気きに上かみ条じようと府フ蘭ランがスフィアにしがみついていればそれまでだ」

　獲冴エルザが吐はき捨すてるように言う。

「まったく忌いま々いましい。忌いま々いましいからさっさと終わらせようぜ、大将のために」

「ええ。唯ゆい一いつが自分で縫ぬい合あわせた右手を金かな槌づちで叩たたき潰つぶしたりする前に、ね。……今は従っているふりで良いい。あの右手さえあれば、『理想送りワールドリジエクター』さえあれば、まだ上かみ里さとくんを引きずり上げられる『かも』しれないんだから」




　秋あき川かわかビクビクウサギがこれを受け取っているとしたら、そのままインデックス達たちに伝えてくれ。俺おれ達たちは大だい丈じよう夫ぶ。ただし、さっきも書いた通り結構追っ手はヤバいレベルだ。秋あき川かわは去鳴サロメについては知っていると思う。あれと同じクラスがわんさか出てくるから、下へ手たに首は突つっ込こむな。こっちは全員庇かばってやれるほど余よ裕ゆうはない。




　そして追っ手はスフィアに到とう達たつした。

　最初ドーナツ状に広がる群衆へ目をやり、それから管理者権限がないと使いこなせない蓮はすの華はなのようなスフィア本体に近づいていく。全てをくまなく精査していく。

　やがて、少しよう女じよ達たちは息を吐はいた。

　片目に眼帯をつけた海かい賊ぞく少しよう女じよの琉ル華カの方が、腰こしに差したカトラスの柄つかを苛いら立だたしげに指先で叩たたきながらこんな風に言った。

「標的なし」

「くそ、空から振ぶりか。それともすでに用を済ませて立ち去った後だっていうのか！」
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　そのドーナツ状の人だかりからわずか一〇メートル。

　ウサギグレイの着ぐるみを纏まとう上かみ条じようは彼かの女じよ達たちに丸めた背を向けてパーカービキニの少しよう女じよを抱だき締しめ、何とかして視界から隠かくし続つづけていた。

　ドッドッドッドッ!!　と心臓が不規則に跳はね続つづけている。

　……着ぐるみの上かみ条じようは接近されてもすぐにはバレないかもしれないが、素す顔がお丸出しの府フ蘭ランは別だ。そして対策はエレメントと同じ。薄うす紙がみ一枚でも良いいから、とにかく最悪の天敵から見つからない状じよう況きようを維い持じし続つづければ命を繫つなげられる。

『ゆっくりだ、ゆっくり離はなれよう。府フ蘭ラン』

「ん」

　ウサギグレイに包まれながら、分厚い布地に鼻先を埋うめるような格好でアンテナまみれの大きなリュックを背負う府フ蘭ランは小さく頷うなずいた。そうしながらも、スフィアは動いている。こうしている今も上かみ条じようが滞たい在ざいしていた学校へメッセージを投げ続けていた。

　本体の傍そばに留とどまり続つづける必要はない。

　元々府フ蘭ランは衛えい星せい軌き道どう上じようの宇宙ステーションと連れん絡らくを取り合ってマイクロ波を照射し、大熱波を演出していた。つまり高性能の通信機器を有している。スティック状の鍵かぎを使ってスフィア側の権限を書かき換かえ、背中のリュックに詰つまった通信機器との間にラインを繫つないでしまえば、頭の先からお尻しりまでアンテナだらけの府フ蘭ランはどこからでもスフィアを中ちゆう継けいして情報を送り出す事ができるようになる。

　この場に留とどまる理由はもうない。

　抱だき合あったままじりじりと人の山を離はなれ、それが一定まで広がった所で弾はじかれたように彼かれらは動いた。手を取り合って全ぜん力りよく疾しつ走そうで大きな公園を離はなれていく。




『メッセージは投げた。次はインデックスとオティヌスだ！』




　時間を知り、場所を指定して、待ち合わせができるくらいには文明が回かい復ふくした。

　ここから先は大熱波でもエレメントでもない、人にん間げん達たちの時間だ。








行間　一









　ずだ袋ぶくろのような、とはまさにこんな状じよう況きようを指し示すのかもしれない。

　もはや自分の力では起き上がる事もできないくらい徹てつ底てい的てきに痛めつけられた上かみ里さと翔かけ流るを、ぶかぶか袖そでのミニチャイナを纏まとう血色の悪い少しよう女じよ……『魔ま神じん』娘ニヤン々ニヤンは両手を腰こしに当てて傲ごう然ぜんと見下ろしていた。

「まあ遊びはこの辺りにしておいて」

「……、」

　痛みも出血も本物だ。奈な落らくまで落ちたら無限に責め苦を受け続ける訳でもないらしい。この世界でも、死ぬ。当たり前だが、何となく上かみ里さとには確信があった。

「嫌いやだなあ、そんな目で見ないでよ。わたし達たちは売られたまんま放ほうったらかしだったケンカを今になってきちんと買ってあげただけだし、大体、ほんとに殺す気だったら最初の一発で粉々になってるでしょ？　何しろわたし達たちは天下の『魔ま神じん』サマなんだから」

　適当に言いながら、娘ニヤン々ニヤンは道みち端ばたに転がっていた金属製のガラクタのようなものへ腰こし掛かけた。ろくに動けない上かみ里さとは地面に這はいつくばったまま、それがかつてA.A.A.と呼ばれていた残ざん骸がいだと遅おくれて気づく。

「そもそも、わたし達たちは言うほどアンタに恨うらみを抱いだいていない」

「えふっ、けほっ。これだけやっておいて、かい」

「ゼロとも言っていないってだけ」

　娘ニヤン々ニヤンは危なっかしい動きで細い脚あしを組みながら、

「ほら、わたし達たちは誰だれにも迷めい惑わくを掛かけずに世界全体でのびのびと生きていきたかった、っていう集団だから。そういう意味では、どれだけ暴れても誰だれにも迷めい惑わくをかけない孤こ独どくな世界へ飛ばされるっていうのは悪い選せん択たくじゃあなかった。いっそ感謝していると言っても良いくらい。ねえ、ネフテュス？」

　……？　と、上かみ里さとはその呼びかけに疑問を持った。しかし情報の整理が終わるより早く、長い銀の髪かみに褐かつ色しよくの肌はだを包帯で覆おおう美女が受け答えをしてしまう。

「そうね。第一志望とは言わないまでも、第二、第三くらいで落ち着いたような気分だわ。僧そう正じようやゾンビがいないのは残念だけど、それくらいかしら。もっとも、神に対する敬意が足りないのでちょっぴり意地悪をしてしまったけれどね」

「くっくっ。カミサマじきじきに演武のお相手してあげたんだから、むしろ感かん涙るいにむせび泣いてほしいくらいだよ。こんなのは本気の天てん罰ばつじゃない。だから言ったでしょ、これは遊びだって」

　しかし、上かみ里さとは言葉を上う手まく繫つなげられなかった。

　ぶつ切りのまま、遮さえぎるような格好で、呟つぶやいてしまう。

「ねふ、テュス……？」

「うん？」

「いや、だって、きみは……」

　言いかけて、ようやく上かみ里さとは気づいた。

　ゴールデンレトリバーはここにおらず、武装のA.A.A.だけが飛ばされてきた事からの連想で答えを得る。

　娘ニヤン々ニヤンと同じ場面で抉えぐり取とった『九割』と、パトリシア＝バードウェイの血肉となって彼かの女じよを救った『一割』とは、もはやバラバラなのだ。こちらにいるのはあの選せん択たくをする前に消えてしまった『九割』の方だろう。傲ごう岸がんで不ふ遜そんな魔まの神かみそのものである。

　彼かの女じよ達たち、だけではない。

『魔ま神じん』はどこにでもいる。ビルの屋上にはヴェールで素す顔がおを隠かくす黒い西せい洋よう喪も服ふくのプロセルピナ、車の下には隻せき腕わんに上半身裸はだかでタトゥーだらけのヌァダ、他にも路地の出入口に佇たたずむ影かげやマンホールの蓋ふたに開いた小さな穴の全てからこちらを覗のぞく無数の眼球などなど。その全てが本物なのか、あるいは『魔ま神じん』の強過ぎる存在感に上かみ里さとの知覚が狂くるい始はじめているのか。それさえ定さだかではなくなってきているが。

「本題入って良い？」

　娘ニヤン々ニヤンがそんな事を言った。

「わたし達たちとしては、今のこの現状をこころよーく受け入れているの。人の献けん上じようした神域として受け取ってやっても良いって判断している訳ね。そうなると、上かみ里さと翔かけ流る。アンタの存在ははっきり言って不ふ穏おんでしかない。せっかくこっちでわたし達たちが落ち着いているのに、台風の目がすぐ近くでくすぶっているんだもの。第二志望とはいえ、すでにわたし達たちは収まるべき所へ収まっているんだよ。……ここからさらにひっくり返されるのは、流石さすがに望んでいない。するとアンタが取るべき末路は二つ」

　ぶかぶか袖そでの中から、どんな武具にでも変化する指先が二本飛び出る。

　その気になれば、今この瞬しゆん間かんにでも上かみ里さとの首だろうが胴どう体たいだろうが躊ちゆう躇ちよなく切断できる爪つめをちらちらと誇こ示じして、『魔ま神じん』は告げる。

「アンタが立ち去るか、ここで死ぬか。二つに一つ」

「……、」

「どっちが良いい？」

　娘ニヤン々ニヤンは、あくまでも楽しそうに問いかける。

「余よの眠ねむりを妨さまたげる者よ、この安あん寧ねいのためならば、神はそなたに手を貸そうぞ？」








第二章　あるいは逃とう走そうこそ逆ぎやく襲しゆうを得る　Social_Network_Slayer.









　　　　１




　公園から出て行く段階で、上かみ条じようはウサギグレイの着ぐるみを脱ぬぎ捨すてていた。あの格好が許されるのは着ぐるみフェスという下地のあった公園内だけで、よそではとことん浮ういてしまうのである意味当然だ。

「ううー……ウサギグレイ……しんなりしているのです……」

　ちなみに脱ぬぎ散ちらかされた胴体の抜ぬけ殻がらと転がった生首みたいなのを見て、パーカービキニの府フ蘭ランが小さな唇くちびるを尖とがらせていたのはご愛あい嬌きよう。

「一体こんな不気味な目をしたキモカワイイが何だというんだ」

「んっ！」

「痛いてえ！　蹴けるなよ!!」

「ウサギグレイはストーンヘンジを仲間の調査員が置いた着陸サインのミステリーサークルと勘かん違ちがいして下りてきちゃったお茶目さんなのです。現地で出会った物知りなジョンやおしゃまなマリーの手を借りてネス湖の秘密に触ふれたり大英博物館でホルマリン漬づけにされかけたりと大だい冒ぼう険けんを繰くり広ひろげているのです」

「ああ、なんか海外のＣＧアニメでそんなのあったっけか。ぬるぬる動き過ぎて逆にちょっと表情が気持ち悪いとか言われてたようなっぐはあ!?」

「ウサギグレイは単なる作り物ではなくて史実を基もとにしたスペクタクルなのです！　ロンドン名めい誉よ市し民みんとして登録もされているから間ま違ちがいないのです!!」

「おま……今、みぞおちにパンチしたつもりかもしれんが、両目をぎゅっと瞑つぶりながらのグーがもうちょい下へ落ちたという事実を重く受け止めてはくれまいか……」

　おそらく本番直前に舞ぶ台たい衣い装しようの上から羽織ったりして体を寒さから守るためのものだろう（着ぐるみフェスに必要なのかどうかはちょっと謎なぞだが）、断熱仕様の緑系のスタッフ用ダウンコートを拝借して水着の上から羽織り、上かみ条じようはウサギアンテナの府フ蘭ランと共に脱だつ出しゆつを遂とげる。膝ひざ近くまであるので、気分は高級ホテルでくつろぐガウンが大好きハリウッド映画の悪役か、あるいは道みち端ばたに現れる露ろ出しゆつ系けいの変態であった。

「ついでに靴くつも借りておくか。ほら、府フ蘭ランも」

　上かみ条じよう達たちが公園を離はなれて大通りに出ると、ちらほらと人の影かげが見て取れた。大熱波もエレメントも過ぎ去った。そんな情報の真しん偽ぎを確かめたくて、危険な『表』に出てきた人ひと達たちなのかもしれない。

　しかしこうして見ると不思議なものだが、競泳水着の上からライフジャケットみたいに羽う毛もうで膨ふくらんだダウンを着き込こんだり、ビキニの上に毛布を巻いている少しよう女じよ達たちも珍めずらしくない。防寒具と水着のおかしな組み合わせは、進化の途と中ちゆうで踏ふみ止とどまったカモノハシのようだった。早く次の時代へ行きたいが、前の時代を捨て去るのも怖こわい。そんな心の表れが形になって浮うき出でている。

　上かみ条じよう達たちは指名手配を受けている身の上だ。パーカービキニや海パンダウンコートといった服装の奇き抜ばつさで怪あやしまれる事はないが、あまり一ヵ所に長居しているとじっくり観察されて顔バレしてしまう恐おそれもある。なのでこそこそと移動する事に。

「一二時集合は意外と長いのです」

「悪かったな。向こうにだって準備はあるだろうよ」

　上かみ条じようは吐はき捨すてるように言いながら、

「それに、待っている間に確かめてみたい事だってあるだろ」

「？」

「ＳＮＳ情報戦」




　　　　２




「ふん、ふん、ふん、ふーん……」

　第七学区から境をまたいだお隣となりの第五学区であった。中高生よりも大学生が多いこの学区にあった大きな避ひ難なん所じよの通つう称しようは【学会】。バリケードで要よう塞さい化かした大学構内を拠きよ点てんとし、中央にある掲けい示じ板ばんに古い壁かべ新しん聞ぶんのように様々な『学説』を匿とく名めいで貼はりつけては、優すぐれたものをみんなで選んで水や資材の活用方法を決めていく。

　一見すれば自由で平等に聞こえるかもしれないが、所しよ詮せんは多数決だ。懸けん賞しようプレゼントで当選しやすいハガキの書き方の極ごく意いといったような、見み栄ばえ優先の書き方を覚えている人間が圧あつ倒とう的てきに有利で、『学説』の真しん偽ぎなどに拘こだわらず実質的には何人かの『常連』が舵かじ取とりを掌しよう握あくしてしまっているような状態だった。

　だからこそ、乗っ取るのも容易たやすい。

　大熱波の真実。府フ蘭ランの操あやつる未登録宇宙ステーションからの高出力マイクロ波。

　これ以上にセンセーショナルな『学説』は他にないからだ。

　この避ひ難なん所じよのスフィアが『旧』上かみ里さと勢せい力りよくのキー局となる。ここからどう発言力を増やしていくかで、学園都市での動きやすさも変わってくる事だろう。

「できたっ。波は状じよう攻こう撃げきはこんな感じかなー？　わざと相手を感情的にさせてー、敢あえていったん沈ちん黙もくして間ま違ちがった方向の反論を散々やらせてからーっ、良し来た！　ここで論破!!　ぐわははは今さら気づいたって自分で書かき込こんだ持説はなかった事にはできないぞう、あらかじめ予測済みのディスりなんかいくら集まったって怖こわくないのだー!!」

　この避ひ難なん所じよに割わり振ふられたスフィアのマスターキーを弄もてあそんでいるのは、仲間内からは幽ゆう霊れい少しよう女じよなどと呼ばれている冥メイ亞アだ。前のめりというかやや猫背気味になっている長身を真っ白な死しに装しよう束ぞくで包んだ長い黒くろ髪かみの少しよう女じよだが、その姿は時折透すけたり浮うかんだりしている。まるで霧きりの中に浮うかぶ映像のようだが、厳密には違ちがう。

　プラズマ、認にん識しき障しよう害がい、磁気異常……。いわゆる『幽ゆう霊れいの科学的な正体』はさんざん珍ちん説せつ奇き説せつが囁ささやかれてきたが、その中にはこんなものがある。いわく、可か聴ちよう域いき外がいの極ごく低てい周しゆう波は。人は自分の五感で処理のできない刺し激げきを長時間受け続けると落ち着きをなくし、ついには幻げん覚かくや幻げん聴ちようにまでさらされるのだという。廃はい屋おくや洞どう窟くつなど、『出る』場所は大たい抵てい隙すき間ま風かぜや床ゆかの軋きしみなどそうした条件を揃そろえている事が多いのだとか。

　冥メイ亞アの場合は『香こう炉ろ』と呼ばれるカトンボのようなドローンから知覚不能な低てい周しゆう波はや匂においを振ふり撒まき、その真下で顕けん現げんする事が多い。今も彼女の周囲で人ひと魂だまじみた淡い燐りん光こうを放っているそれだ。なので実のところ、府フ蘭ランのマイクロ波は攻こう撃げきはかなり危なかった。シールドが甘あまければあそこで消失していたかもしれない。

　実際のところ、冥メイ亞アは幽ゆう霊れいが、いいや魂たましいがどういうものであるかは分かっていない。

　それは匂いのようなものだとイメージしている。時の流れで命の匂いが消える前によそへ擦りつけて移せば保つ事はできる。ただし大元の匂いは生み出せない以上、やはりこの匂いは守り続ける必要がある。一度消えてしまえば『それまで』なのだ。

　ひょっとしたら自分はエレメントの胸に宿っていたコアと大して変わらないのかもしれない、と少しよう女じよは思う。そうであっても構わない。上かみ里さと翔かけ流るのために何かができるのならば。

「……幽ゆう霊れいがネット漬づけでステルスマーケティングに勤いそしむとはねえ」

　横から口を挟はさんだのはやりすぎコスプレ少しよう女じよの織雛オリビアだ。今は超機動少女マジカルパワードカナミンの初代だったか。俗ぞくに言うファースト至上主義者のはず。そのナリを見れば分かる通り、茶色の髪を短めのツインテールにした織雛オリビアはサブカル系なのでネット漬づけの冥メイ亞アとの相あい性しようは悪くない。

　陰のある長身の少女はわずかに切り込みの入った、見ようによってはハートにも見える三さん角かくの天冠を着けた頭を小さく振って、

「なーに言ってんの。幽ゆう霊れいが死んだ事に気づかず掲けい示じ板ばんで大暴れを続けているなんて都市伝説はゴロゴロあるでしょ。霊れい感かんある人が見ると幽ゆう霊れいの書かき込こみは区別がつく、なんて話知らない？」

「知らない。そもそも霊れい感かんってナニ？　って話だし。どっかに元ネタはあるんだろうけど、明らかに広めたのはテレビでしょ。バレンタインデーが製せい菓か関かん係けいに利用されたのと一いつ緒しよで、原形なくなっちゃっているんじゃないの」

　プラスチックにしては随ずい分ぶんずしりとした質感のステッキを手の中でくるくる回しながら、コスプレ少しよう女じよが後ろから冥メイ亞アの首っ玉に抱だき着つく。半はん透とう明めいで消えたり浮うかんだりしている幽ゆう霊れい少しよう女じよだが、知覚不能な音と匂においに支えられた彼かの女じよはしっとりとした肌はだの質感をきちんと保っているように感じられる。

　こうしている今、冥メイ亞アが手て掛がけているのは災害時伝言を主しゆ軸じくに置いたスフィアの機き能のうの確かく認にん作業に近かった。あらかじめ設定しておいたメッセージを指定の時間、あるいは一定の期間を空けて定期的に発信する機き能のう。だがこれを少しいじれば便利なオモチャになる。

　有人アカウントのふりをして機械的に連れん続ぞく投とう稿こうを続けるプログラム、いわゆるＢＯＴである。

「こんなのでバレちゃったりしない訳？」

「普ふ通つうに考えれば連投パターンにフローチャートや乱数処理を使ってもいつかバレる。でも今は誰だれもが端たん末まつをいじくれる平素の状じよう況きようじゃない。一つの避ひ難なん所じよにスフィアは一つ。映画館のスクリーンや街頭テレビみたいにみんながみんな同じ方向からの情報を眺ながめるしかない集団心理に流されやすい状じよう況きようだもん。個に浮うかぶ小さな違い和わ感かんは全が押おし流ながしちゃう時代なのよ」

　シナモンの香かおりがあった。

　大きな胸元を妖あやしくはだけた幽ゆう霊れい少しよう女じよの傍かたわらには、上面に白い泡あわで蓋ふたをしたミルクティーがあった。その上に振ふりかけた粉末状の香こう料りようを楽しみながら、幽ゆう霊れい少しよう女じよはくすくすと笑う。大熱波の頃ころには貴重な飲み水を少しでも確保するため煮しや沸ふつ消しよう毒どくをしていた関係からこうしたお茶が流は行やった事もあったが、それにしても装そう飾しよく過か多ただ。

「何だったらわざとバレるＢＯＴを作ってヘイト値を吊つり上あげても構わない。ヤラセやステマも使いようだよ。そう、あたかも逃にげ回まわる府フ蘭ランが民衆を攪かく乱らんするために放ったように見せかけたりして、ね？」

　一体どこで手に入れてきたのやら緑黄色でカラフルになった野菜スティックを摘つまみながら、冥メイ亞アも冥メイ亞アでそんなコスプレ少しよう女じよの胸に頭の重さを預けていた。

　織雛オリビアは呆あきれたような顔で、

「体がないのに食べ物は必要だなんてね」

「何言っているの。幽ゆう霊れいだってお供そなえ物ものくらいは頂ちよう戴だいするわ」

「ディップソースを脇わきにのけて野菜オンリーで？」

「冗じよう談だん言わないでちょうだい、あんな化か合ごう物ぶつの塊かたまりどうやったら口に入るの？　これでもバランスには気を配っているんだから。野菜なら何でも良いいって訳でもないのよ」

　スフィアの画面に指先で触ふれて細かい調整を繰くり返かえしている冥メイ亞アが口笛を吹ふいた。

「どれどれ。私の発言にきちんと周りのＢＯＴちゃん達たちが追従してくれるかな、と。うまーく府フ蘭ランを悪役に仕立てて『多くの人が脅おびえています、暴れたいのはあなた一人じゃありません』アピールに結びつけば良いんだけど。実際に賛同者の『王』を束ねてキー局から地方局へと放送ネットを広げていく間の仮組みとはいえ、やるなら凝こりたいところよねえ」

「結構反論来てない？」

「とーぜん。さあて、これが良識あるオトナの意見なのか、焦あせった府フ蘭ランやその仲なか間ま達たちの話わ題だい逸そらしなのか。ちょいとふるいにかけてみますかにゃん」

「どうやって？」

「ネットの発言って意外とクセがあるものなのよ。企き業ぎようアドレスのなりすましの標ひよう的てき型がた攻こう撃げきなんて珍めずらしくなくなってきたし、そういうパターン分ぶん析せきもそろそろ体系化されてきてる」

　こちらを振ふり返かえらず、死しに装しよう束ぞくから肩かた越ごしに指で摘つまんで差し出された大根の白いスティックを口で受け止めながら、コスプレ少しよう女じよは本題を促うながす。

「それより私はどこへ行って何を壊こわせば良い訳。そいつを早く炙あぶり出だしてちょうだいよ」

「ま、そろそろ府フ蘭ラン達たちもスフィアの存在に気づいて接せつ触しよくしている頃ころだろうから、さっきも言った通りデタラメな書かき込こみ波は状じよう攻こう撃げきへ過か剰じように嚙かみ付ついてくるところがあれば割り出しできるかもしれないけど」

「けど？」

「……織雛オリビア、アンタもう染まっちゃった？　木き原はら唯ゆい一いつの色に。なんか疑問は残っていない？」

　幽ゆう霊れい少しよう女じよの後ろから抱だき着つき、本物そっくりな柔やわらかいほっぺたに頰ほおずりしながら、コスプレ少しよう女じよはこう答えた。

「何かに集中していたいのよ。それはどんな事でも構わない。有意義だと思える事をしていないと頭がおかしくなりそうで」

「……、」

「府フ蘭ランの手で状じよう況きようを引ひっ搔かき回まわされる訳にはいかないの。上かみ里さと翔かけ流るの命運は私わたし達たちが預かる。あの子が何をしようとしているかは知らないけど、『門』の右手は木き原はら唯ゆい一いつと繫つながっているわ。何にしたって、あれなしで状じよう況きようが好転するとはとても思えない」

　幽ゆう霊れいや呪じゆ詛その存在に脅おびえる人間は必要以上に何度も部屋の戸と締じまりを確かく認にんしたり、塩を盛ったりお札ふだを貼はったりを繰くり返かえす。もちろん心の安あん寧ねいを守るための防ぼう御ぎよ行こう動どうだが、さて、部屋の壁かべ全てをお札ふだでびっしり埋うめ尽つくす人間を見て、周りはそれを異常から身を守る人間と見るか、異常な行動そのものと見るか。判断は難しい所だ。

　冥メイ亞アも保留にしておいた。

　彼かの女じよも彼かの女じよで、与あたえられた役割をこなしていく。

「おっ、はっけーん☆」

「？」

「デマ尽づくしの波は状じよう攻こう撃げきに飽あき飽あきしたのか、当の本人にしか分からない情報を使って反論してくる正直者を見つけたわ。府フ蘭ランのヤツ、意外と堪こらえ性しようがないなあ。正直者が使っているスフィアを調べれば色々ヒントが出てくるかもね」




　　　　３




　昼前になって、パーカービキニの府フ蘭ランはリュックから家いえ電でんみたいなぐるぐるコードで繫つなげたカードサイズの画面を見ながら、片手でぺちんと自分の額を叩たたいた。

「……やっちまったのです」

「何がどうしてどうなった？　ちゃんと説明してお願いだから!!」

　上かみ条じようが細い肩かたを摑つかんで前後に揺ゆさぶるが、何な故ぜだかウサギアンテナはこっちを見てくれない。

「分かったのは二つ。あらかじめ波は状じよう攻こう撃げきのシナリオを組んである以上、場当たり的に反はん撃げきを繰くり返かえしてもフローチャートで対応されて潰つぶされてしまう事。そして詳しよう細さいは話したくありませんが基本匿とく名めいだっつーのに身元特定されました。超ちようヤバいです」

「あのー、それはつまりー、でも俺おれ達たちはスフィアを直ちよく接せつ陣じん取どっている訳じゃなくてー、お前のリュックの通信機器からスフィアを経由してネットを使っている訳だからー」

「結論先延ばさなくても結構ですっ」

　府フ蘭ランは自分のミスを認めてほっぺたを膨ふくらませ、

「確かに中ちゆう継けいマシンのスフィアの位置を特定されただけでは私わたし達たちまで届きません。言ってみればキー局と現場に出向いた移い動どう中ちゆう継けい車しやの関係みたいなものなので。今すぐ一〇〇人の猛も者さに取り囲まれて十じゆう字じ砲ほう火か、なんて事にはならないでしょう」

「ホッ」

「……ただー、そのうー、非常に申し上げにくいのですがー、キー局そのもののスフィアを特定されると物理的に破は壊かいされてしまえば放送車がどう動いても番組は電波に乗らないというかネットワークから締しめ出だされてしまいますしー、何よりスフィア内の一時キャッシュに残るデータを解かい析せきされてしまうリスクもありますのでー……おそらく今までやり取りしたメッセージはみんな盗ぬすまれてしまうんじゃないかなと思いますっゴメンナサイ!!」

「おい途と中ちゆうから小声の超ちよう早はや口くちで何言った？　もう一度ちゃんと言って!!」

　状じよう況きよう的てきには難しいラインだ。

　待ち合わせの時間と場所を向こうに知られてしまえば、当然待まち伏ぶせと奇き襲しゆうのリスクはとことん跳はね上あがる。自じ分ぶん達たちはもちろん、インデックスやオティヌスまで危険にさらすだろう。

　しかし一方で、もうすぐ問題の一二時になる。『王』の鍵かぎで認にん証しようしたキー局のスフィアを奪うばわれてネットワークから締しめ出だされるのは苦しいが、メッセージの抽ちゆう出しゆつまでは手が届かない可能性もある。さっさと待ち合わせ場所に行ってインデックスやオティヌスを見つければ、『旧』上かみ里さと勢せい力りよくがやってくる前に撤てつ収しゆうできるかもしれない。

「ひとまず、それに賭かけるしかないか……」

「……、」

「貸し一な」

「ほとんど何もしてないくせにっ!!」

「運動神経ゼロのお前の尻しりを何度両手で押おしてやったと思っているんだ！　駅のホームの時も自動改札の時も……っ!!」

「～～～っっっ!!」

　珍めずらしく顔を真っ赤にしたご乱心の府フ蘭ランサマがきゅっと目を瞑つぶってツールナイフを振ふり回まわし始はじめたので、全身総毛立った上かみ条じようは本気で転げ回って逃にげた挙げ句、背後から羽は交がい締じめにしようとして馬ば鹿かデカいリュックに邪じや魔まされた。さらに七しつ転てん八ばつ倒とうしながら最終的に足あし払ばらいを掛かけて馬乗りになり、両手首を地面へ挟はさむ格好で押おさえ付つけようとすると、例のリュックにまたも邪じや魔まされる。何だかバランスボールに背中から倒たおれ込こんだ人みたいになっていた。背中が反る関係か、慎つつましい胸は張るわパーカーの裾すそに守られた太ふと股ももの付け根は前へ突つき出だすわで大たい変へんな事になってきている。何だか見た目には華きや奢しやな女の子を小さなテーブルに押おし倒たおしてコトに及およぼうとしているコートの変態にしか見えなくなってきた。

「落ち着け妄もう想そう狂きよう！　バカに刃は物ものの組み合わせだと脳が食あたりを起こすぞっ、もっと上じよう手ずに自分の頭と付き合っていけ!!」

「妄もう想そうじゃねえわ私の首にはほんとにチップが埋うまってんですっっっ!!!!!!」

「やめてぇーこの局面での刃は物もの付つき自己主張!!」

　しばらくベルト付きのベッドの代わりにパーカービキニを全身拘こう束そくして安全をお守りいたすコートの変態上かみ条じよう当とう麻ま。たとえ手足を押おさえ付つけられようが胴どう体たい部ぶ分ぶんだけでもおへその辺りで艶なまめかしいウェーブを作るようにどったんばったん暴れて真上の変態を振ふり落おとそうともがくパーカービキニだったが、やがて不毛だと頭が追い着いたのかいい加減ビキニの結び目が限界近くに達していると悟さとったのか、府フ蘭ランも府フ蘭ランで暴れるのをやめてくれた。

　賽さいは投げられたのだ。

　状じよう況きようが動いてしまった以上、自じ分ぶん達たちに不利であったとしても巻まき戻もどす事はできない。すでに進んでしまった分ぶん岐きから最善を選んでいくしかない。

　スフィアは奪うばわれたが、府フ蘭ランのリュックをパンパンに膨ふくらませている電子機器が生きているのはやはり心強い。何かのおまけみたいな感覚でデジタルの時と計けい機き能のうがついているからだ。




　間もなく昼の一二時。

　第七学区駅前広場で、インデックスやオティヌスとの待ち合わせに挑いどむしかない。
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「何だかお腹なかが減ってきましたねー」

　それだけ耳にするならば、何なんの変へん哲てつもない言葉だっただろう。

　だけどその一言で場の全体が凍こおり付ついた。

『暴君』の言葉は重みが違ちがう。ここからどんな命令が飛んでくるか分からない。古今東西いろんなトコで脳みそを使った料理の伝説があるんですけどどんな味がするんでしょう、とか言われても少しよう女じよ達たちには抗あらがう事ができないのだ。

　右手の主、木き原はら唯ゆい一いつ。

『理想送りワールドリジエクター』を有する資格者だが、顔色自体はあくまでのんびりしたものだった。

「この近くにも避ひ難なん所じよがありましたよね。確か、あなた達たちが掌しよう握あくしている……」

「は、い……」

　掠かすれた声で答えるのは、腕うでが一本ないままろくな治ち療りようもさせてもらえずに従い続ける去鳴サロメ。

「冥メイ亞アのアシスト役として、精錬セイレーンが食くい込こんでいる、【博愛】が」

「んふ、名前からして面おも白しろそう。じゃあとりあえず何かもらってきましょう。一いつ緒しよにご飯を食べたい子はこの指とーまれっ」

　見せびらかすように繫つなぎ合あわせた右手の人差し指を立て、くるくると回し、木き原はら唯ゆい一いつは『窓のないビル』直下の地下空間から出口に向けてあっさりと歩ほを進めてしまう。

　外でどんな些さ細さいなトラブルがあろうが、暴漢に襲おそわれるどころか餅もちを喉のどに詰つまらせる程度の事でも、それで右手の力も失われてしまうかもしれない。

　慌あわてた召めし使つかいのように後をついていくレインコートの『絶ぜつ滅めつ犯はん』達たちを引き連れて、暴ぼう虐ぎやくの女王木き原はら唯ゆい一いつは長い長い上りのスロープを歩いていく。

「なんていうかバーベキューとか食べたい気分です」

「……、」

「お肉はラムかな。ちょっとクセが強いくらいの方が驚おどろきがあって面おも白しろい。でもでもお野菜も多めに串くしに刺さして、全体的には六対四、いや七対三くらいでへるすぃーな感じに……」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　誰だれもまともに答えられない。

　お肉がない？　それなら誰だれかまな板の上に寝ね転ころがればよいのでは？　この狂きよう人じんなら何のきっかけでそんな事を言い出すか分かったものではないのだ。

　第七学区の街並みを歩いて唯ゆい一いつ達たちが近場の避ひ難なん所じよまで足を運ぶと、そこはリゾートホテルを軸じくにした避ひ難なん所じよのようだった。

「衣食住の三つ目重視とは珍めずらしい。【博愛】とか言っていましたけど」

「っ」

「そんなに硬かたくならないでくださいよう。で、具体的にどんなルールのトコなんです？」

「ええと、確か、どれだけ人に施ほどこしを与あたえられるかで、発言力が高まっていく、とか」

　普ふ段だんの快活さはどこへやら。しどろもどろでつっかえつっかえレインコートの少しよう女じよは答えていく。白衣にビキニの唯ゆい一いつも唯ゆい一いつでくすりと笑って、

「にゃるほど。つまり逆に言えば親切されたらステータスが下がるから、低姿勢の揉み手合戦で相手の好意をかわしていくのが基本スタイルになっている訳ですね。うーん、歪ゆがんでいるなあ☆」

　時間は昼時。おそらく厨ちゆう房ぼうから業務用の寸ずん胴どう鍋なべを持ち出し、表で火を熾おこして料理を作っているのだろう。若い男おとこ達たちがえっちらおっちら二人ふたり掛がかりで大きな鍋なべを運んでいるのが分かる。そちらへ近づいていった唯ゆい一いつが小首を傾かしげてこう言った。

「クリーミーな匂においですねえ。ホワイトシチューかにゃん？」

　その何の気ない声に、去鳴サロメの全身にゾクリとした怖おぞ気けが走はしり抜ぬける。

　いいや、原因は言葉ではない。その瞳ひとみが好こう奇き心しんで爛らん々らんと輝かがやいていたからだ。




「じゅうーっ☆」




　いきなりだった。

　ぐつぐつと煮にえたぎる寸ずん胴どう鍋なべの中へ躊ちゆう躇ちよなく右手を突つっ込こもうとした木き原はら唯ゆい一いつを、慌あわてて去鳴サロメが押おし留とどめる。上かみ里さと翔かけ流る救出の要かなめとなる門、『理想送りワールドリジエクター』。こんな所で茹ゆであげられる訳にはいかない。当然、唯ゆい一いつは分かっている。その瞳ひとみは愉ゆ悦えつを堪こらえるように細められている。

「あっ！」

　無理な体勢から食い止めようとしたのが裏目に出たのか、レインコートの少しよう女じよがバランスを崩くずす。泡あわを食った男おとこ達たちをよそに寸ずん胴どう鍋なべに腰こしからぶつかり、いっしょくたに転んでしまう。

　全てがロータリーにぶちまけられ、全身を突つき刺さす灼しやく熱ねつの痛みにのた打ち回りかけた絶ぜつ滅めつ犯はんの頭を、唯ゆい一いつは鼻歌でも歌いながら上から踏ふんづけた。地面に縫ぬい止とめられたまま、もがく事も許されずにどろどろになった少しよう女じよは奥おく歯ばを嚙かみ締しめて悲鳴を押おし殺ころす。

「ぐうううううー……っっっ!?」

「ふんふんふふーん、そのままそのまま、もうちょっと。うん、そんな感じ」

　意味不明な美学でぐりぐりと頭の上の靴くつ底ぞこが動き、おかげで少しよう女じよは顔を上げる事も許されない。だから体も頰ほおもぬめる液体で汚よごした去鳴サロメは、目ではなく耳で災さい厄やくの始まりを察知した。

「何だ何だ？」

「ていうか誰だれだよあれ、よそ者だろ」

「それよりメシっ！　あいつら一体何で遊んでやがるんだ!?」

　騒さわぎに気づいて寄ってきた【博愛】の老ろう若にやく男なん女によが、地面にばら撒まかれた食べ物とその海に沈しずむレインコートの少しよう女じよを見て目の色を変える。

　子供のような笑えみを浮うかべて悪あく魔まは語る。

「あっれー？　あんまり臭くさいんで失敗作の残飯かと思っちゃいました。でもでも可愛かわいい女の子の全身にべたべたに塗ぬりたくっちゃえば味とか関係なく笑え顔がおでいただけちゃいますよねえ？　あなた達たちみたいなくっさい人種なら」

「ふざけてんじゃ、ねええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!」

　褐かつ色しよく少しよう女じよの頭を踏ふむ唯ゆい一いつは、囁ささやくようにこう提案した。

「……さあて番犬さん、準備の方はよろしいかな。わんわん、どうあってもここで私を守らなければ『理想送りワールドリジエクター』の右手もろとも八やつ裂ざきにされてしまうかも。大好きな大好きなお兄ちゃんを助け出す細い糸もここでぷっつり途と切ぎれちゃうかなー？」

「……ッッッ!!!???」

「ほうらリードを外しますよ。三、二、一、ゴーッ!!」

　ふざけたようなカウントと共に、ホワイトシチューの中に沈しずんでいた去鳴サロメの頭の上から足の重みが取り除かれた。

（ちくしょう……）

「……ちくしょうがッッッ!!!!!!」

　元々はエレメント対策だったのか、各おの々おの手製の武器を抱かかえて殺気を破は裂れつさせた群衆へと、レインコートの少しよう女じよが真正面から飛とび込こんでいく。

　無数の手が巨きよ大だいなイソギンチャクのように健けな気げな少しよう女じよの全周を取り囲む。空気を溜ため込こんで大きくはためくレインコートの端はしを一度でも摑つかまれれば群衆の中へと沈しずめられる。地じ獄ごくの海で舞まうように戦い続ける褐かつ色しよくの少しよう女じよの背中を眺ながめ、唯ゆい一いつはお腹なかを抱かかえてけらけらと笑い続けている。

　おそらくレインコートの少しよう女じよはこうしている今も信じているだろう。

　自分と同じ境きよう遇ぐうの少しよう女じよ達たちを。

　いいや、あるいは敵対する上かみ条じよう当とう麻まや烏丸からすま府ふ蘭らんさえ。

「いやあ、上出来上出来」

　騒さわぎを聞きつけ、青い顔をしてやってきた避ひ難なん所じよの『王』の座を奪うばった少しよう女じよ、精錬セイレーンの手元から薄うすく切って揚あげる事で水分を飛ばしたパンを受け取る唯ゆい一いつ。おそらくホワイトシチューにつけて食べるためのものだろうが、それを直ちよく接せつ指で摘つまんで口に放ほうり込こみながら、

「むぐむぐ、唯ゆい一いつちゃんの命令の半分は嫌いやがらせでできています。例えば上かみ条じよう当とう麻まを殺せなんてのも。でも逆に言えば、もう半分は嫌がらせ以外のものでできているんだなあーこれが。この調子で、しっかり芽め吹ぶいてきれーいな花を咲さかせてくれると良いいんですけど。毒々しいほど極ごく彩さい色しきのお花をな☆」
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『現在、学園都市は「秩ちつ序じよ回かい復ふくの四八時間」を進行中です。皆みな様さまは何も心配する必要はありません。ただし、より状じよう況きようをスムーズに進めるため、以下の人物の情報提供をお願いしております。一、上かみ条じよう当とう麻ま。二、烏丸からすま府ふ蘭らん。彼かれらは学園都市を見み舞まった通つう称しよう「大熱波」に深く関かん与よしており、エレメントの件についても因果関係が……』

　複数の鉄骨をワイヤーでぶら下げたヘリコプターが頭上を飛んでいた。それを耳にした途と端たん、上かみ条じようは先行する府フ蘭ランの手を引っ張って、半分白い砂の山に埋うもれかけた近くの枯かれた街路樹に寄より添そう。

　しかし上かみ条じようが身を隠かくす素そ振ぶりを見せたのは、『営巣部隊ユースフルスパイダー』とかいう連中に発見されるのを恐おそれたから、ではない。

「くそっ」

　頭上の枝々ではなく太い幹で身を隠かくすようにしながら、上かみ条じようは小こ柄がらなパーカービキニを抱だき締しめたまま小さく呻うめく。

「……まだ五分前だっていうのにもういるじゃないか、上かみ里さと勢せい力りよくの連中っ」

　正確に一〇〇人全ての顔と名前を覚えている訳ではない。だが所々に白い砂の山ができた駅前広場にある狼おおかみの銅像の周りを退たい屈くつそうに回遊している影かげには覚えがあった。足首以上に伸のびた長い黒くろ髪かみに引きずるような白衣。ある意味、一番厄やつ介かいな『辿たどり屋や』の鑑かん識しき少しよう女じよ・絵エ恋レンだ。ここで見つかったら延々と一いつ本ぽん道みちで追おい駆かけ回まわされる状じよう況きように逆ぎやく戻もどりである。

　府フ蘭ランは府フ蘭ランで、抱だき寄よせられたまま特に顔色を変えずに囁ささやく。

「銅像の周りにいるのは絵エ恋レンと、後は芽李メリー。目立つ外見だから見分けはつきますよね」

　ああ、と上かみ条じようはうんざりしたように呟つぶやいた。

　何しろ豪ごう快かいな金きん髪ぱつ縦たてロールに真っ赤なドレスのグラマラスな少しよう女じよが、狼おおかみの銅像よろしく四よつん這ばいでその辺をうろついているのだ。赤の他人だろうが何だろうが、一〇〇万人の群衆の中に放ほうり込こんだってあいつだけは見分けられる。今は放置されたケバブの屋台に首を突つっ込こんでは他の少しよう女じよ達たちに止められていた。とっくに中の肉は腐くさっているだろうに元気な事だ。

「芽李メリーはそのまんま狼おおかみ少しよう女じよです。噓うそつきの少年ではなく、狼おおかみに育てられた少しよう女じよの方。こっちが風下で良かった。それだけで五感、筋力、消化などが上じよう昇しようする事はないはずですが、彼かの女じよはその辺りの合理性を無視しているのです」

「何だ？　まんま組み付かれて骨まで嚙かみ砕くだかれるっていうのか……？」

「それも問題ですが」

　冗じよう談だんで言ったのに否定してくれなかった。背せ筋すじに冷たいものが走る。

「芽李メリーの一番の脅きよう威いはその嗅きゆう覚かくです。人間の六〇〇〇倍と言われる犬よりもさらに鋭えい敏びんです。一度捕ほ捉そくされるととことん面めん倒どうな事になるのです。風向き次し第だいでは、ここにいるだけでももうアウトかもしれないのです」

「鑑かん識しきに、今度は警察犬かよ……」

「空の上に冥メイ亞アが飛んでいないだけマシと見るしかないです。……あの自じ堕だ落らく幽ゆう霊れい、さてはネット荒あらしの方に集中しているな」

　ともあれ、それでは広場の方には近づきようがない。

　さらに府フ蘭ランはあちこちを指差して、

「中心の二人から外れると、さらに外周に海かい賊ぞく系けいの琉ル華カとコスプレ系の織雛オリビア。高火力の二人を軸じくにして、『現代』兵器マニアの愛燐アイリーン、微び生せい物ぶつ博士はかせの燦泥サンデイ、暗器使いの姪龍メロン、捕ほ食しよく女じよ王おうの瑛魅エイミとより取り見取りです。この辺はみんな実働部隊の戦せん闘とう要よう員いん。一人一人でも厄やつ介かいですし、全周取り囲まれると収しゆう拾しゆうがつかなくなるのです」

「……紹しよう介かいされて穏おん当とうに聞こえたヤツが一人もいないぞ、クソ」

　呻うめくように上かみ条じようは言う。

（にしても、直ちよく接せつ戦せん闘とうじゃ最強っぽく振る舞ってた去鳴サロメのヤツを見てないな。どっかで温存されてんのか……？）

　されるがままの府フ蘭ランは抱だき寄よせられた状態で顔を上げてツンツン頭を見やりながら、

「どうするのです？」

「強きよう行こう突とつ破ぱはナシだ。できる事なら広場に入る前のインデックス達たちと接せつ触しよくして合流するのが一番安全なんだろうけど」

　そんなラッキーパンチを天が上かみ条じよう当とう麻まに許す訳もない。

　予定より二分も早いのに、もう白地に金きん刺し繡しゆうのティーカップみたいな色しき彩さいが目についた。思わず舌打ちしそうになるのを必死に堪こらえる。上かみ条じようの良く知る修道女が両手で三み毛け猫ねこを抱かかえ、肩かたに着きせ替かえ人にん形ぎようのような『魔ま神じん』を乗せて駅前広場に踏ふみ込こんでしまった。

　ちょうど狼おおかみの銅像を挟はさんで向かいだ。これでは制止を促うながす事も小声で呼びかける事もできない。『旧』上かみ里さと勢せい力りよく側がわに絶対バレる。

「（ちくしょう……っ）」

　何としても上かみ里さとを助けたい側としては、インデックスやオティヌスと合流できずに終わるのはあまりに厳しい。

「ぷはっ」

　一方、ようやっとぐいぐいと上かみ条じようの胸むな板いたを小さな手で押おして拘こう束そくを解いた府フ蘭ランが、何やらその場でしゃがんで適当に拾った石で路面に何かゴリゴリと描えがき始はじめた。

「何をやっているんだ」

「この状じよう況きようじゃ合流できないです。次の待ち合わせ場所を指定してさっさと立ち去りましょう。上う手まい事あっちの小こ娘むすめだけに伝わる難易度の暗号にしないといけませんが」

　的当てゲームみたいな同心円をいくつかと、円の縁ふちに縦線横線を付け足しながらパーカービキニが何か言っていた。リトルグレイが使う宇宙語なのかもしれないが、上かみ条じようの意見は否定的だった。

「一回ここまで来ているんだ。絵エ恋レンだの芽李メリーだのが中ちゆう継けいに使ってるキー局扱あつかいのスフィアから情報引ひっこ抜ぬいてここを突つき止とめていたんだとすれば、インデックス達たちはマーク対象になる。常に尾び行こうがつくからもう出だし抜ぬけない」

「ならどうするのですか？」

　半分白い砂に埋うまった街路樹の陰かげから、上かみ条じようも広場の中心へそっと目をやる。時間よりも早くここへ駆かけつけてくれたインデックスはおそらく本気で自分の事を心配してくれている。あちこちきょろきょろ見回す少しよう女じよを見てゆっくりと息を吐はき、だが彼かれは彼かれで決断した。

「こだわり過ぎるのはやめよう。ここで下へ手たに強きよう行こう突とつ破ぱすれば広場は地じ獄ごくになる。流ながれ弾だまがどう飛ぶかも分からない」

「で？」

　言うまでもなく、今の上かみ条じよう達たちは仲間が欲ほしい。新たな天地とやらにぶっ飛ばされた上かみ里さとを助けるために、それも魔ま術じゆつサイドでも極きわめて異質な知識を備えた専門家の手が、だ。インデックスやオティヌスとの合流は諦あきらめるとして、そこはどうするのか。逃にげているばかりではじり貧ひんに追おい詰つめられる。

　そして上かみ条じようは言った。

「……府フ蘭ラン。お前はずっと上かみ里さとと一いつ緒しよにいたんだ。あいつの周りにいたお友達の事も詳くわしいはずだよな」

「何をさせる気です？」

「中心までは近づけない。でも外周ギリなら何とかなるかもしれない」

　死の包ほう囲い網もうを外から眺ながめ、そして上かみ条じようは賽さいを振ふった。




「上かみ里さと勢せい力りよくの中から専門家を引ひき抜ぬこう。府フ蘭ラン、魔ま術じゆつサイドに詳くわしい人間を指差してくれ」




　　　　６




　駅前広場は完全には開けていない。先ほども言った通り、エレメントの残ざん骸がいと思われる白い砂があちこちで大小の山を作っていたからだ。高いものでは上かみ条じようの身長の二倍以上のものもあるので、身を隠かくせない事はない。他にも街路樹や自じ販はん機き、ベンチなどもある。

　とはいえ、それでも一歩一歩近づいていくのは容易ではない。何しろ誰だれかにチラリと発見される事は、そいつ一人とのいざこざを意味するのではない。大声と共にその場の全員を呼びつけられ、取り囲まれる羽目になる。

　だからこそ、だった。




　白い砂の山の陰かげで屈かがんでじっと息を潜ひそめていた上かみ条じようは、何度か同じコースをなぞるように歩く眼帯の海かい賊ぞく少しよう女じよ・琉ル華カの背後から勢い良くその口を塞ふさぎにかかる。




　見つかったとしても、声さえ出されなければ良い。

　空いた手を少しよう女じよの細い胴どうに回し、真後ろへ体重を崩くずさせるような格好で引きずり倒たおす。背せ丈たけよりも高い砂の山があっという間に彼かれらの姿を広場側から見えない死角へと隠かくしていく。

「～～～っ!!」

　羽根付きの大きな海かい賊ぞく帽ぼう子しに船乗りが使うような藍あい色いろの分厚いコートに袖そでを通した少しよう女じよだった。金色のカールした髪かみは肩けん甲こう骨こつの辺りまで伸のびていて、青い瞳ひとみは片方が眼帯で覆おおわれている。コートの下にあるビキニの青い水着がそうした印象を覆くつがえすほどに色香を振ふり撒まいていて、何だかアンバランスだった。

　戦術として意味があったのか、本能的な恐きよう怖ふによる行動か。琉ル華カが塞ふさがれた口を使って上かみ条じようの掌てのひらに思い切り嚙かみ付つく。もう保もたない。

　とっさに力を緩ゆるめてしまった時だった。

　相手を見失う。

　いいや身長がいきなり縮んだのだ。意味不明だが一五歳さいくらいの少しよう女じよが一〇歳さいくらいに若返っている。そのせいで真下に屈かがんで逃にげたように見えたのだ。

「このっ！」

　逃にげようとする海かい賊ぞく少しよう女じよの背中、腰こしの辺りに体当たりして地面に引きずり倒たおす。右手が触ふれた途と端たんに不自然な見た目の年ねん齢れいが元に戻もどった。急なサイズの拡縮に衣服の方がついてこられず、水着やコートが不自然にずれたりめくれそうになったりする。それでも少しよう女じよはなお身をよじってのしかかる上かみ条じようの下から何とか抜ぬけ出だしてしまう。まるでウナギや濡ぬれた石せつ鹼けんみたいに摑つかみ所どころのない女の子だ。袖そでを通したコートを翻ひるがえして、転がるように距きよ離りを取ろうとした琉ル華カが一つ目でこちらを睨にらみつけながら、

「ぶはっ!!　この状じよう況きようで『群れ』に飛とび込こんでくるだなんて、アンタよっぽど命知ら……っ」

　そこで白い砂まみれの彼かの女じよは気づいたようだ。叫さけべば多くの仲間が飛んでくる状じよう況きようで、しかしその言葉が途と切ぎれる。上かみ条じよう当とう麻まの手にはナイフと呼ぶには大おお振ぶりな、三〇センチ定規二つ分以上もの刃は渡わたりの刃やいばが握にぎられていた。いわずもがな、海かい賊ぞく少しよう女じよの腰こしに差さっていたカトラスである。そう、上かみ条じようが少しよう女じよの華きや奢しやな腰こし回まわりにタックルしていたのは単に動きを止めるためではない。あらかじめ、剣けんを固定していた太いベルトの留め具を摑つかんでおく事にあったのだ。

「くっ」

　海かい賊ぞくは海かい賊ぞくらしく背中に大型のマスケット銃じゆうも備えていたが、銃じゆう口こうから火薬と弾だん丸がんを詰つめる先さき込ごめ式しきの銃じゆう器きに即そく応おう性せいはない。そもそも弾たま込こめに使う細長い洗い矢はカトラスと同じ鞘さやに差してあった。没ぼつ収しゆうされてしまえばどうにもならない。

　そして白い砂の山を背にしていた眼帯の琉ル華カに、さらなる展開が待っていた。

「……立ち話はその辺にして、さっさと入るのです」

「な、あっ？」

　真後ろからの声に、両りよう脇わきを通して絡からみついてくる細い腕うで。羽は交がい締じめにするような格好の府フ蘭ランであった。だが後ろから抱だき着ついてくるという事は、当然、琉ル華カの背後に隠かくれていなければならない。その背後は壁かべのようにそびえる白い砂の山だというのに、だ。

　表からは刃は物もの持もちの少年、裏からは金の髪かみの匂においでも嗅かぐように羽は交がい締じめにしてくる府フ蘭ラン。肉体、精神、どちらの抵てい抗こうも奪うばわれた琉ル華カがそのままずるずると引きずられていく。

　どこに？

　白い砂の山を掘ほって作ったと思おぼしき、かまくらのような小さなスペースに、だ。

「意外と誤ご魔ま化かされちまうもんだろ。白一色で埋うまっていると遠近感や凹おう凸とつが分からなくなるんだ。海外なんかじゃ大きな塩湖でわざと遠近感を狂くるわせた映像を撮とったりして遊んでいるらしい。おまけに目の細かい白い砂は匂においの粒りゆう子しも吸着してくれる。活性炭に似ているのかもな。芽李メリーのヤツで気づかされたんだよ。俺おれ達たちは風下に身を隠かくしていて、広場にはケバブの屋台があったはずなのに、肉の腐くさった匂においは全く感じなかったからな。だから今ならあいつの鼻も頼たよりにならないぞ」

「こんなっ、こんな間に合わせの……」

「ああ、いつ崩くずれるか分からない即そく席せきだ。だから暴れるなよ、琉ル華カ。こんなのでも生いき埋うめになれば助からないぞ」

　分厚い砂の壁かべに守られている今なら、多少の話は外へは洩もれない。

　実際には野の晒ざらしの白い砂は真冬の吹ふきさらしの中でも散らばって消えてしまう事はないので、結構重たい粒りゆう子しなのでは、と上かみ条じようは思っていた。つまり安定感はある。が、それをいつ暴れて抵てい抗こうするかも分からない海かい賊ぞく少しよう女じよに伝える義理はない。

　歯は嚙がみする琉ル華カの背中から府フ蘭ランが離はなれた。

　ただしもちろん、眼帯の海かい賊ぞく少しよう女じよが背負っていたマスケット銃じゆうを装着するためのベルトごと没ぼつ収しゆうする形でだ。銃じゆう器き本ほん体たいはもちろん、発射装薬の黒色火薬を入れたドクロ形の容器もベルトに留とめているため、癇かん癪しやく玉だまのような使い方ももうできない。

　上かみ条じようは自分で摑つかんだカトラスを呆あきれたように見ながら、

「……な、なあ府フ蘭ラン。刃は物ものとか鉄てつ砲ぽうとか……ほんとにこいつで合ってるのか？　俺おれ達たちはインデックスに匹ひつ敵てきする魔ま術じゆつ知ち識しきを持った人間を引ひき抜ぬきたいんだぞ。スカウトする人間間ま違ちがえていないか？」

「間ま違ちがえていないのです。琉ル華カの根っこにあるのはカリブ海を席せつ巻けんした海かい賊ぞくと同地域のブードゥーとが結びついた結果の特とく殊しゆな戦せん闘とう職しよく。特に限られた船上で多様な儀ぎ式しきを行うため、あらゆる儀ぎ式しきを管理する門の神レグバ＝アティボンを師事する魔ま術じゆつ師しです。レグバ＝アティボンはブードゥーにおいて全ての儀ぎ式しきに間接登場するため特定の儀ぎ礼れい日びというものが存在せず、あらゆる時間に存在しているとも定義できます。これを利用して琉ル華カは主観時間の制せい御ぎよに手を伸のばし、外見上の年ねん齢れいを自在に変へん更こうしたり、一〇年に一度の大だい魔ま術じゆつを一秒で整えたりもするのです」

「時間の制せい御ぎよ……？」

「姉としても妹としても上かみ里さとちゃんに甘あまえまくれる他、月に一度のアレが面めん倒どう臭くさくなったらみんなが苦しんでいる中で一人だけ飛ばして楽ができる悪あく魔まのような魔ま術じゆつ師しなのです」

「急に話がゲスくなった！」

　さっき捕まえようとした時に伸びたり縮んだりしたのはそういう事か。

　しかし、と上かみ条じようは思わず眉まゆをひそめる。

　確か、上かみ里さとも『理想送りワールドリジエクター』について語る時に難しい事を言っていたような気がする。完全な異世界に飛ばすのではなく、同系時系列にある別の天地に飛ばすとか、同じ一本のフィルムの中にある余よ剰じようスペースに叩たたき込こむとか、そんな話だ。

　ただでさえ頭がぶつかるかどうかの狭せまい空間で、武器を取り上げられ、前後を敵に挟はさまれ、挙げ句に下へ手たに暴れれば生いき埋うめのリスクもあるとまで信しんじ込こまされた琉ル華カ。海かい賊ぞく少しよう女じよは忌いま々いましげな目を向けつつも、次の一手を頭に浮うかべられないようだった。

　彼かの女じよは両手を静かに上げて、

「……何の用？　私わたし達たちは上かみ里さとくんを守る。そのためなら『門』の右手を持つ木き原はら唯ゆい一いつからの屈くつ辱じよくだって耐たえてみせる。あなた達たちが今さら何を言った所でここは絶対に揺ゆるがない！」

「……、」

「処しよ刑けいの命令だって私を殺したくらいじゃ取り下げられないわよ。分かっているでしょう、木き原はら唯ゆい一いつとのラインは一方的で、あの女はこっちの意見なんか聞きやしないもの」

「そんな事は頼たのんでいない」

　扱あつかい慣なれないカトラスをおっかなびっくり持ちながら、上かみ条じようはこう続けた。

「上かみ里さと翔かけ流るを助ける。そのためにアンタの力を貸してほしい」

「あなた達たちと？」

　イエスノーの判断に迷うというより、青いビキニの琉ル華カは何な故ぜそんな提案が飛んできたのかが見えないといった顔だった。

「ハッ、あなた達たちと!?　だって意味が分からない、私はこうして辛しん酸さんを舐なめて木き原はら唯ゆい一いつに従っているだけですでに上かみ里さとくんを助けているもの。彼かれを呼よび戻もどせるかもしれない『右手』を守る形で!!」

　おそらくこれが『一個目の歪ゆがみ』だと上かみ条じようは思った。

　眼帯の海かい賊ぞく少しよう女じよの肩かた越ごしに、弾たまも火薬も入っていないマスケット銃じゆうを弄もてあそぶ府フ蘭ランと目を合わせる。彼かの女じよも彼かの女じよで小さく頷うなずいていた。上かみ条じようは頭の中に浮うかんだ言葉の中から、何を告げるべきかを慎しん重ちように考える。

「……何か勘かん違ちがいしているようだけど」

「何よ」

「アンタはそうしているだけじゃ上かみ里さとを助けている事にはならない。木き原はら唯ゆい一いつに従っている事は、上かみ里さとを助ける事とイコールで繫つながっていない」

「っっっ、アンタに……ッ!?」

「だって上かみ里さとは言ったか!?　『理想送りワールドリジエクター』を上手じようずに使えば消し飛ばしたはずの人を助けられるって！　あいつは送り出す話ばっかりで、取とり戻もどす話なんてしてなかったろ!?」

「!?」

「だから根本が間ま違ちがっている。あの右手を守る事は、上かみ里さとを連つれ戻もどす事とは繫つながっていない。どんなに辛つらくてもまずはそれを認にん識しきするんだ、琉ル華カ!!」

　だとしても、琉ル華カは動かないかもしれない。

『二個目の歪ゆがみ』を見る。誰だれだって木き原はら唯ゆい一いつに従い続けるこの状じよう況きようがおかしい事なんて分かっている。では、分かっていながら従う方向に流れている理由は何だ。

　上かみ条じようは答えを言った。

「とりあえず従っておけば、少なくとも、これ以上悪い事にはならない」

「な……」

「そんな風に思っているんじゃないのか、琉ル華カ。あるいは木き原はら唯ゆい一いつの目を盗ぬすんでちょっとずつでも上かみ里さとを帰き還かんさせる方法を探して積み上げていこうって。だとすればそいつは間ま違ちがいだよ。その『いつか』っていうのは、具体的に『いつ』の事なんだ。そんな風に考えている間は、お前は一歩も前に進んでいない。考えているふりして考えていないのと一いつ緒しよで、ただそのポーズが格好良く楽できるってだけの話だろ！」

「ふざけないでちょうだい！　私はちゃんとやってる、こんなボロボロになってプライドも何もかも捨てて、上かみ里さとくんのために……っ」

「疲ひ弊へいの度合と実際の成果もまた、イコールではないのです」

　府フ蘭ランが海かい賊ぞく少しよう女じよの後ろから呆あきれたような声を放った。

「そしてこれも、歪ゆがみの一つ。人間は疲ひ労ろうを続けると何かを積み上げている気になってしまう生き物です。例えばジグソーパズルや知ち恵えの輪わ、テレビゲームのレベル上げ、気き泡ほう状じようの緩かん衝しよう材ざいシートをぽちぽち潰つぶしていくのもそう。琉ル華カ、その疲つかれは本当に実用と結びついていたものだったのですか？　それとも、あなたの趣しゆ味みと娯ご楽らくの産物に置おき換かわっていたのですか？」

「わたっ、私は……」

「時間は常に前へ進んでいるんだ。立ち止まっていればこれ以上悪化しないなんて事もありえない。木き原はら唯ゆい一いつはどんどん足場を固めていくぞ。今はまだ一〇〇人の女の子がどういう異能や異形を備えているかは分からないかもしれないけど、それだって密みつ告こく奨しよう励れいで互たがいの弱点を言い合いさせればすぐに補完されちまう。出だし抜ぬけるのは今しかないのに、その今を捨てているんだよ、お前まえ達たちは！　本当にそれで良いいのか、先細りのどん詰づまりまで追おい込こまれてから後こう悔かいしないのか。もう一度考えてみろ!!」

　ぐらつく。

　海かい賊ぞく少しよう女じよの片方しか解放されない瞳ひとみが確実に揺ゆらいでいる。

　確かに『旧』上かみ里さと勢せい力りよくは強大で、何より異質だ。上かみ里さと翔かけ流ると一いつ緒しよに群れで行動していた時の彼かの女じよ達たちは世界の常識だって食い破りながら進むグンタイアリのようにすら思えた。だけど、逆に言えばそこがネックなのだ。群れから切きり離はなされた個となり、さらには中心を支えていた上かみ里さと翔かけ流るを失ったら？　ここにはもう集団心理もカリスマもいない。過去に黄金比は完成していたからこそ、今さらどこをどう手を加えても全てが蛇だ足そくになる。今の『変化する状じよう況きよう』に追おい込こまれた琉ル華カは、想像以上に脆もろい。

　しかし。

　それでも。

「だとしても……」

　眼帯の海かい賊ぞく少しよう女じよは口の中で呟つぶやいた。

「だとしても、あなたを信じる理由になんかならない！　だってあなたは上かみ里さとくんじゃないもの。私の信用に足る積み重ねなんて一つもしていないじゃない！　あなたの言葉の確度がどうあれ、どうして私がそんなものを二つ返事で信じなければならないの!?」

　そう。

　ここが最後の歪ゆがみだと上かみ条じようも思っていた。

　上かみ条じよう当とう麻まは上かみ里さと翔かけ流るではない。そして府フ蘭ラン同様に、琉ル華カも上かみ里さと翔かけ流るのためにしか動かない。他の誰だれにも代役を頼たのめない以上、どれだけ説得したって彼かの女じよ達たちは他の誰だれかのためには絶対に動かない。

　それくらい分かっていた。

　だから上かみ条じようもこう言った。

「何か根本的な勘かん違ちがいをしているんじゃないのか？」

「？」

「俺おれ達たちにはアンタの魔ま術じゆつが必要だ。いいや、上かみ里さとを助けるためなら魔ま術じゆつも科学も関係なく、ありとあらゆる知識が欲ほしい。『理想送りワールドリジエクター』っていうのはそれくらいのデタラメな難問だからな」

「それが、だから、どうしたの？　何で私はあなたの言葉を聞かなくちゃならないの!?」

「だから、俺おれ達たちには、何もできないんだ！」

　あまりにもストレートな物言いに、かえってコートに水着の琉ル華カは面食らった。

　大前提を否定するような真実だが、上かみ条じようは臆おくしない。

「だから、俺おれ達たちは、どこまでもお前の後あと押おしをする！　持ち上げて、手の届く場所まで連れていく！　だけど最後の仕上げはアンタの仕事だ。琉ル華カ、お前の魔術を使ってお前の上里を助け出すんだ!!　それでも駄だ目めなのか!?」

　海かい賊ぞく少しよう女じよの言葉が詰つまった。

　いいや、空白に埋うまったのは思考そのものか。

「もしもダメならここまでだ。持ち上げるべき人がいないんじゃアシスト役の俺おれ達たちにはどうにもならない。上かみ里さとは助けられない！　お前の選せん択たくのせいで!!」

　ずるい言い方だとは思った。

　あるいは、誰だれでも彼かれでも背中を押おしてしまう、もう一人の少年のような言い草だとも。

　そして上かみ条じようは手にしたカトラスをくるりと回した。分厚い刃やいばの方を摑つかみ直なおし、危なっかしい手つきで柄つかの方を海かい賊ぞく少しよう女じよの鼻先へ突つき付つける。

「ダメなら自分で幕を下ろせ。俺おれ達たちを斬きって元いた場所へ戻もどれ、琉ル華カ!!　お前が本当にそれで良いいのなら、木き原はら唯ゆい一いつの敷しいたレールからはみ出る事を恐おそれて楽な方へ流れたいって願うなら、ここで自由の切きつ符ぷを自分で破いて捨ててみせろ!!」

「……ぁ……」

「お前が今まで言っていたのはそういう事だ！　自分で選んだ選せん択たく肢しが目に見えていないようだったから、形を与あたえてやったぞ、琉ル華カ。さあどうする？　今目の前にある可能性を生かすか、可能性を殺すか。自分のその手で選ぶんだ!!!!!!」

　それでも。

　ここまでやっても、海かい賊ぞく少しよう女じよの琉ル華カはしばらく動かなかった。

　違う、簡単には動けなかったのだろう。これを茶番だ何だと言って片手で跳はね除のけられないほどに、選せん択たくの重さを実感しているのだろう。

　上かみ条じようとて、無限にここにはいられない。何かの気き紛まぐれで少しよう女じよ達たちの巡じゆん回かいルートが変われば、いいや風向き一つで芽李メリーの鼻に気づかれ、察知され、かまくらの出入口が見つかるかもしれない。琉ル華カが長時間持ち場を離はなれていると勘かん付づく者がいるかもしれない。この声が完全に一デシベルも外に洩もれていないとは断言できない。こうしている一秒一秒が発見と死のリスクを増ぞう幅ふくさせている。それは間ま違ちがいない。

　だが待った。

　自みずからの手で追おい詰つめた少しよう女じよからの言葉を。

「……海が好きだったの」

　やがて、琉ル華カはそんな事を唇くちびるの合間から洩もらしていた。今この状じよう況きように関係ない言葉に思えるが、そうではないはずだ。海かい賊ぞく少しよう女じよの頭の中ではきちんと連結しているはずなのだ。

「地球の七割を占しめる液体の話じゃない、塩えん分ぶん濃のう度ど三％の液体なんかどうでも良いい。窮きゆう屈くつで、退たい屈くつで、息苦しくて、誰だれも彼かれもが切きり離はなされた灰色の街と違ちがって……渡わたってしまえば必ず新しい陸地がある、必ず世界のどこかと繫つながっている、水平線の向こうに誰だれかが待っている、そんな海が好きだったの」

『元々の琉ル華カ』に何があったのか、どういう境きよう遇ぐうにいたのかは上かみ条じようは知らない。

　上かみ里さとは誰だれも彼かれもが平へい穏おんな教室に生き、それぞれがそれぞれの世界を持って夢に向かって進んでいたと言っていたけど、ひょっとしたら『当たり前の場所で当たり前の問題に』悩なやまされていたのかもしれない。

「あの人だけだったんだよ」

　吐と露ろするように、震ふるえる声で琉ル華カは告げる。

「ナントカ賞を獲とったとか、お偉えらい審しん査さ員いんのナントカ先生が特に気に入ってくださったとか、そんな話じゃない。私のキャンバスを見て、何だか青い扉とびらみたいな海の絵だねって。込こめられていた魂たましいをきちんと言い当ててくれたのは、上かみ里さとくんだけだったんだよ……」

「……、」

　眼帯で片目を封ふうじた少しよう女じよ。それは偶ぐう発はつだったのか意図しての事だったのか。何にせよ、絵筆を握にぎる者にとって瞳ひとみを傷つけるのはそれだけで大きな意味のある事のはずだ。

「本当に」

　海かい賊ぞく少しよう女じよは、そういう風に尖とがっていった教室の誰だれかは、やがてそんな風に尋たずねてきた。

「本当に、私の手で上かみ里さとくんを連つれ戻もどせるの？　誰だれかの命令に従うだけじゃない、私の手で」

　即そく答とうすべき材料は何もない。上かみ条じようも府フ蘭ランも、やりたいやりたいだけが先行していて、具体的な方策なんて一つも揃そろっていない。

　だが断言した。




「アンタが本気でそう望んでくれるなら、絶対に」




　琉ル華カは目の前に突つき付つけられたカトラスの柄つかを勢い良く摑つかんだ。判断一つで上かみ条じようの頭はスイカ割りのように叩たたき割わられる。だが少年は瞬まばたきすらしなかった。それを見て、呆あきれたように大おお振ぶりな刃やいばをくるりと回し、誰だれかは告げる。

「私は豊と山やま琉る華か。改めてよろしく」

　誰だれかを斬きるためではなく。

　刃やいばを鞘さやへと収め、空いた手で戦友と握あく手しゆを交かわすために。

「吐はいた唾つばを吞のんだら殺す。私からの条件はそれだけよ」
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　後うしろ髪がみを引かれる想おもいだった。

　だが第七学区駅前広場には長居できない。多勢に無勢となれば人を守りながら切きり抜ぬける事ができない以上、上かみ条じよう達たちはインデックスやオティヌスを待たせたままその場を去るしかなかった。それが彼かの女じよ達たちを守る選択だと信じるしか。

「しかし意外ね」

　琉ル華カがそんな風に呟つぶやいていた。

　大きな海かい賊ぞく帽ぼう子しに眼帯の少しよう女じよが現場から消えたと分かれば、自分から消えたか襲しゆう撃げきされたかはさておいて、周辺の捜そう索さくが始まるはずだ。『辿たどり屋や』の異名を持つ鑑かん識しき少しよう女じよの絵エ恋レンに常人の六〇〇〇倍オーバーの嗅きゆう覚かくを持つ人じん狼ろう少しよう女じよの芽李メリー。他に有う象ぞう無む象ぞうの直ちよく接せつ戦せん闘とう担たん当とうの実働部隊の手も借りれば、辺り一面包囲されて逃にげ場ばはなくなるはずであった。

　が、実際には海軍コートに青いビキニの琉ル華カは膝ひざを抱かかえた体たい育いく座ずわりをしたまま、まったりしている。

　あちこちに放置された、街並みを半ば埋うめかかっている砂の山の一つ、その中に掘ほったかまくらの中は安全なのだ。

「……迂う闊かつに外は出歩けない一方で、段ボールハウス並にそこらにある白い砂を活用して自由に家を作れる環かん境きようだったなんて」

　言いながら、彼かの女じよは腰こしに留とめたドクロの容器を掌てのひらで撫なでている。奇き抜ばつな形だが、上かみ条じようもスーパーのお酒コーナーの横を通る時に、ああいう形の瓶びんを見た事があった。

「絵エ恋レンの『辿たどり』や芽李メリーの鼻も……この調子だと上う手まく誤ご魔ま化かせているようなのです」

「あの白い砂を道路にばら撒まきながら逃にげていただけなんだけどなあ」

　何にせよ一つの拠きよ点てんに留とどまっていられない上かみ条じよう達たちからすれば大きな収しゆう穫かくだった。絵エ恋レン達たちもじきにかまくらの可能性に気づくかもしれないが、少なくともヒントはない。駅前広場でビキニの上から分厚いコートを纏まとう琉ル華カを引ひきずり込こんだ最初の一品は去り際に崩くずして埋うめてあるし、その痕こん跡せきから事実に気づかれるのはまだ先だろう。

「午後一時半……」

　こんな時もリュックの荷物を下ろそうとしない府フ蘭ランが、自前の通信機器についているデジタル表示を確かく認にんしていた。

「そろそろちょっとお腹なかが空すいてきたのです」

　マイクロプラスチックのような細かい粒りゆう子しは空気を溜ため込こむのか、意外と中に収まってしまえば暖かいのも嬉うれしい項こう目もくだ。

「こっちも話を先に進めたい。琉ル華カ、上かみ里さと救きゆう出しゆつに使えそうなものなら何でも良いい。知っている事を全部教えてくれ」

「……言っておくけど、私一人の知識や技術で何とかなるなら初めから木き原はら唯ゆい一いつなんかに尻尾しつぽを振ふっていないわよ。基本的に、私一人だけじゃ解けない難題だっていうのは理解してほしいわね」

　はあ、と眼帯の海かい賊ぞく少しよう女じよは息を吐はいてから、

「異世界？　同系時系列の別天地？　とにかくその辺への具ぐ体たい的てき干かん渉しよう方ほう法ほうはさておいて、ひとまず地点Ａから地点Ｂへ干かん渉しようするとしたら、絶対に外せないのが類感の概がい念ねんね。偶ぐう像ぞう崇すう拝はいとでも置おき換かえても良いけど」

「うん？」

「説明するわ。魔ま術じゆつの世界では『似たような形の物品同士は互たがいに影えい響きようを及およぼす』って考え方があるの。例えば、人間が負うべき傷を人形に肩かた代がわりさせたりとかね」

　説明されてもついていけるとは限らない。

　上かみ条じようと府フ蘭ランは座すわったまま顔を見合わせ、

「ええと、その、何だ？　……前にもアニェーゼとかバードウェイとかから説明してもらったような、もらっていないような……。とにかく真夜中に五ご寸すん釘くぎでわら人形を打ちまくるとかいうアレで良いいのか？」

「アレは神社の御ご神しん木ぼくを傷いためつけるからマジでノーサンキューなのです……」

「そっちは似ているようで違ちがうわね。『感かん染せん』……わら人形に詰つめる標的の髪かみの毛けの方が重視されている呪じゆ詛その一つよ。当人の血、爪つめ、髪かみなんていう体の一部は体全体に影えい響きようを及およぼす、って考え方。わら人形自体は、実は民間伝承で出典や由来のない技法だけどね」

　例えば、と海かい賊ぞく帽ぼう子しの琉ル華カは言葉を区切ってから、

「必ずしも全てが当てはまる訳ではないけど、地面に描えがく魔ま法ほう陣じんなんかも月や太陽を簡略化したものだったりするわ。星座表みたいに原形を失うほどの有り様になっているけど、そういうものを刻む事で、そういう天体の力を引ひき込こもうと考えている訳ね」

　分かったような分からないような話だ。

　上かみ条じようは首をひねってから、

「つまり結局問題は何なんだ？」

「ああもう」

　琉ル華カは自分の前まえ髪がみを片手でくしゃくしゃにしてから、

「上かみ里さとくんを助けるためにどんな手を使うにせよ、絶対にこの『類感』の取とっ掛かかりが必要って事。『こっちの世界』と『あっちの世界』で、非常に良く似た何かを一つずつ用意して、その二つの始点を軸じくにトンネルを空けていく。魔ま術じゆつ的てきな『力』に頼たよるなら、そういう形でまとめていくしかないわね」

「……、」

「でも、それができれば苦労しないっていうのは分かるでしょ。何しろ私わたし達たちの都合でトンネルを空けたいのに、そのためには私わたし達たちの都合で目印を『あっちの世界』に送らなくちゃならないんだから。車の中に鍵かぎを閉とじ込こめているような状態よね」

　パーカービキニの府フ蘭ランはちょっと俯うつむいてから、

「……ただ、片かた道みち切きつ符ぷですけど『こっち』から『あっち』に物品を送れる可能性は残っているのです」

「木き原はら唯ゆい一いつの右手の話？　それこそ、どうやって近づけっていうのよ。向こうの密度はさっきの広場の比じゃない。こっそり近づいて望みの物品だけを的確に『理想送りワールドリジエクター』を使わせて安全に逃にげおおせるなんて絶対に無理だわ」

　難題について語り合う二人の少しよう女じよに挟はさまれ、上かみ条じようは思案していた。

　こっちの世界とあっちの世界。

『理想送りワールドリジエクター』を使って吹ふき飛とばした物品、人間。

　類感。非常に良く似た形を持つ二つの物品は互たがいに影えい響きようを及およぼす。

「……いや、待てよ」

「？」

「できるかもしれない。というか、今さら唯ゆい一いつの手なんか借りなくても、最初から条件は揃そろっていたかもしれないんだ」

「どゆことです？」

「言っておくけど、上かみ里さとくん本体と切きり離はなされた右手の二つを使った感かん染せん魔ま術じゆつの線なら無理よ。『理想送りワールドリジエクター』の力が強過ぎて触しよく媒ばいとして機き能のうしない。言ってみれば超ちよう強きよう力りよくな電磁石に取り囲まれた鉄の針に外から別の磁石を当てて方位磁石を作ろうとしているようなものなんだから」

「そうじゃない。感かん染せんとかいうのじゃなくて類感の方だ。あくまでも、似ている形をしているもの同士が干かん渉しようし合うってヤツ」

　府フ蘭ランと琉ル華カは怪け訝げんな顔をしながらも先を促うながしてきた。

　完全な正解でなくても構わない。今は議論の取とっ掛かかりとなるものなら何でも良いい。そんな心境だったのかもしれない。

　上かみ条じようはこう投なげ込こんだ。




「A.A.A.。上かみ里さとと唯ゆい一いつの因いん縁ねんで、全てのきっかけとなったゴールデンレトリバーが抱かかえていたっていう武装だ。上かみ里さとがそいつをやっつけたんなら、A.A.A.だって『あっちの世界』に飛ばされているんじゃないのか？」
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　そもそも上かみ条じようはA.A.A.について深い知識がある訳ではない。それどころか、『元々の定義は何だったのか』さえ正しく答える事はできない。大熱波の中でも平気な顔して美み琴ことが扱あつかっていたアレは、そもそも何を動力にしていてどんな仕組みのものなのか。本当に科学だけで説明がつくものなのか。その段階からだ。

　ただ、御み坂さか美み琴こと、木き原はら唯ゆい一いつ、デコイで良ければ植しよく物ぶつ少しよう女じよの暮クレ亞アについても。多くの人間が使っていたA.A.A.には、大元となるオリジナルが存在していたであろう事は分かっていた。

　持ち主については全ぜん盛せい期きだった上かみ里さと翔かけ流るに倒たおされ。

　そして先日、御み坂さか美み琴ことが破は壊かい的てきなインスピレーションを得るきっかけとして接せつ触しよくし、拾っていたはずの、始まりの機材。

「御み坂さかのヤツを捜さがそう」

　上かみ条じようはそう提案した。

　オリジナルのA.A.A.がそのまま使えるなら、美み琴ことは常盤ときわ台だい中ちゆう学がくの手を借りて自分専用の武装を新たに組み立てる必要はなかっただろう。きっと参考例として回収したオリジナルは機き能のう停てい止しに追おい込こまれている。だけど上かみ条じよう達たちにはオリジナルのA.A.A.が動くか否いなかは関係ないのだ。『類感』とかいう魔ま術じゆつの起点として、同じような形や役割を持った物品Ａ１とＡ２さえ揃そろっていれば構わないのだから。

「あいつならオリジナルのA.A.A.そのものの残ざん骸がいか、あるいはスペアパーツの群れなんかをかき集めてどこかに保管しているかもしれない。それを貸してもらえれば、『こっち』と『あっち』の目印は揃そろうんじゃないのか」

　常盤ときわ台だい中ちゆう学がくにあった整備場ハンガーは木き原はら唯ゆい一いつの手で徹てつ底てい的てきに破は壊かいされている。仮にあそこにオリジナルの資料が眠ねむっていた場合は結構まずい展開になりそうだが、それもまた、『兵器としてのA.A.A.を扱あつかうなら』の話だ。ボロボロのスクラップになってでも『成分・組成的に同じパーツ同士だと証明できれば問題ない』とかいう話なら、案外何とかなってしまうかもしれない。

　この辺りの魔ま術じゆつのさじ加減は、学園都市で暮らす上かみ条じようには摑つかみ切きれない。

　やはり、海かい賊ぞく少しよう女じよの琉ル華カに直ちよく接せつ見てもらうのが手っ取り早いだろう。

　善は急げだ。

「ひとまず常盤ときわ台だい中ちゆう学がくに向かってみよう」

「んむ？　でもあそこは、なのです」

「ああ。唯ゆい一いつの引き入れたエレメントにやられて壊かい滅めつしたって話だったな。確かに御み坂さか達たちが今もあそこにいるとは限らないけど、どこへ行ったのか、手がかりを摑つかめるかもしれないし」

　多少の異があるのは当然だ。だけど次の目的地が決まった事で、府フ蘭ランも琉ル華カも結構簡単に流れに乗ってくれた。今は遅ち刻こくも門限もない。三六〇度どこでも行ける代わりに明確な目的がないと途と方ほうに暮れてしまう学園都市。そんな中で他人の手でゴールを指定してもらえるのは、ひょっとしたら気が楽なのかもしれない。

　現在地と常盤ときわ台だい中ちゆう学がくのある『学まなび舎やの園その』の位置を案内板で確かめ、ルートを決める。

「ちょうど高こう架かが走っているので、その下を通っていくのが安全なのです」

「？」

「幽ゆう霊れいの冥メイ亞アが上じよう空くう監かん視しをしているかもしれないって事よ。気休めでも屋根のある場所を進んでいった方が見つかる可能性は少ないわ」

　おそらく列車用ではなく自動車用のものだろう。長く伸のびる高こう架かの下、等とう間かん隔かくに立つＨ字に近い鉄筋コンクリートの柱をガイドにして、上かみ条じよう達たちは歩いて進む。やはり普ふ通つうの場所と比べて人ひと気けは少ないのか、建物はほとんどなかった。縦に長いスペースを無理矢理活用して月つき極ぎめ駐ちゆう車しや場じようになっていたり、放ほうったらかしの場所は資材置き場やバスケットコートになっていたり。たまに小さなお店を見かけるが、中古のトレカを高値で売買するショップだったり傷いたんだジーンズを以下略だったり、何にせよジャンクでカオスな空間ばかりだ。

　やはり平素の道を歩くのとは感覚が違ちがう。

　形は特とく殊しゆであっても災害下だ。自分の足で目的地に向かうだけでもかなりの時間を潰つぶしてしまう。

　ウサギアンテナの府フ蘭ランがお尻しりの丸いアンテナの辺りをいじくりながら話しかけてくる。

「仮に、その……A.A.A.？　が手に入ったとして、勝算はどんなもんなのです？」

「だから私一人に何でも押おし付つけないでちょうだい。そもそも個人の力で何とかなるなら最初から木き原はら唯ゆい一いつのヤツに振ふり回まわされていないんだし」

　答えたのは上かみ条じようではなく、水着のお尻しりを軽くはたいている琉ル華カ。

「こっちとしては、むしろ学園都市の異形のテクノロジーとの化学反応に期待したいところね。時間や空間に関してもえげつない研究が進められているんでしょう」

　さらに何か気になるのか、府フ蘭ランはビキニのお尻しりの辺りに鉤かぎ状じように曲げた指を差し入れてくいくい調整。

「ふうむ、光速の壁かべに挑いどむ話にはロマンがあるのです。ワームホールそのまんまは流石にちょっと食傷気味なのですが」

　合わせて琉ル華カもくいくい。何だか全校集会で一人が咳せき込こむと周りも追従するような格好だ。

「直接遠大な宇宙の果てまで挑いどむ必要はないわ。人体の消失くらい青い星の中でも起きているんだし。後はそういう身近にある小さなタネを宇宙規模まで膨ふくらませられるかどうかよ」

　そしてみんなのツッコミ役上かみ条じようさんが爆ばく発はつした。

「さっきっから何なんだよっ、二人揃そろってお尻しりもぞもぞして落ち着かないな!!」

　先を進む二人がこちらを振ふり返かえった。府フ蘭ランは小さな唇くちびるをちょっと尖とがらせて、

「……落ち着かないのはこっちなのです」

「白い砂の中に造ったかまくらで身を隠かくそうって言い出したのはあなたよ。あんな所に長時間座すわっていたから、その、水着の中に入ってきているのよ。砂が」

　自分の口から出した事で再さい認にん識しきしたのか、二人とも収まらなくなってきたようだ。何だか体がかゆいな、と明確に蚊かに刺さされた痕あとを見つけてしまった後、の違ちがいなのか。

「やっぱり全部落とさないとお話にならないのです。最高のパフォーマンスが出ない」

「上かみ里さとくんのいたショッピングセンターじゃ普ふ通つうにお湯も石せつ鹼けんも使えたしね。あなた達たちって本場の学がつ校こう籠ろう城じよう戦せんやってる間はどうしていた訳？」

「俺おれ達たちも学校のプールの水があったけど、でもやっぱり無む駄だ遣づかいはできなかったよ。汗あせは水で濡ぬらしたタオルで最低限拭ぬぐい取とるくらいで、匂におい消けしには高級品扱あつかいのミント系とかが横行してた。水一本か二本くらいだったかな。何でも化学部の話だと匂においの基き礎そは六種類とか七種類とかしかなくて、ミントはその内の一つで赤青緑の原色みたいな扱あつかいだから他の匂においを打ち消しやすいんだって。まあ、持ち合わせがない時はゴミ箱から出で涸がらしのコーヒーフィルターとか紅茶のティーパックとか漁あさっていたけど」

　いや思わず聞かれた事に答えてしまったが、今はそんな豆知識の出番ではなく。

「おいちょっと待てよ。表じゃ『営巣部隊ユースフルスパイダー』とかいうのが『秩ちつ序じよ回かい復ふくの四八時間』とか景気の良いい事言ってるけど、実際にはどれだけインフラが復活してるか分かんないんだぞ。水道なんて動いているのか？」

「んー……」

　ちょうど金かな網あみのフェンスを越こえて、月つき極ぎめの駐ちゆう車しや場じようへ差さし掛かかった時だった。琉ル華カはアスファルトの端はしにあった掃そう除じ用ようらしき蛇じや口ぐちをひねってみる。金属の擦こすれる音が鳴るだけで、相変わらず一いつ滴てきも出ない。

　が、二人の少しよう女じよはそこまで期待していなかったらしい。辺りをぐるりと見回し、いくつか停とめてある車に目をやると、

「清せい掃そう業ぎよう者しやのワゴンがあるのです」

「そうね。あそこから道具を拝借しましょう」

　上かみ条じようが止める間もなかった。

　元々冷所暗所を好むエレメントに踏ふんづけられていたのか。シャーシが歪ゆがみ全部の窓ガラスが割れたワゴンへ手を突つっ込こんで内うち鍵かぎを開けた府フ蘭ラン達たちが中の物色を始めてしまう。タオルでも借りるのかな、くらいに思っていた上かみ条じようだったが、

「そんなもんでスケベな砂が取れるなら誰だれも苦労はしないのです」

「おっ、カーペット用のコロコロ発見。これなら水を使わなくてもいけそうじゃない？」

「ベタつく汗あせも流したい所ですが、水はないようなのです」

「……消毒用のアルコールがサラダ油のボトルみたいなのに詰つめてあるけど、これ、肌はだに触ふれても大だい丈じよう夫ぶなものよね？」

　がさごそと物音が続く。布の擦こすれるような音が響ひびき、そのまんま『作業』に移ったと知った上かみ条じようは慌あわてて後ろを向いた。

　向かいの車のガラスに結構映っちゃっていた。

（ぎゃーっ!!）

　とはいえもう賽さいは投げられたのだ。何だか便利な言葉かもしれないが、今から正直に申しん告こくしてもみんなが心に哀かなしい傷を負うだけである。

『ここを、こう、こうして……やった、取れたのです！　あれだけしつこかった内うち腿ももの悪あく魔まがこんなにあっさりと!!』

『痛てっ、痛てててててっ。なんか引っかかる、テープが、あー、テープが毛にーッ!?』

『アルコールぶっかければ粘ねん着ちやくなくなるんじゃないですか？　壁かべに貼はったシールを油で剝はがすみたいな感じで』

　そして上かみ条じよう当とう麻まは両手で顔を覆おおってめそめそしていた。見み込こみが甘あまかったのだ。今となっては早い段階で止めなかったのは自分の怠たい慢まんとしか思えない。

　が、自みずから視界を隠かくしたのは間ま違ちがいだったかもしれない。

　両手で顔を覆おおったまま後ろのスライドドアに体重を預けようとした上かみ条じようは支えを失ってひっくり返った。元から窓も割れているような有り様だったが、歪ゆがんだドアを向こうが開け放ってしまったらしい。

　為なす術すべもなく清せい掃そうワゴンの車内に転ころがり込こんだツンツン頭の見たものは……、

「あーつーいー……」

「ふっ、府フ蘭ラン？」

「……ヴぁー……。ふらーん、もっと窓開けてー、風ちょうらーい……。てかあなたまた大熱波のスイッチ入れてないれしょうねえ？」

「ぎゃああああっ!!　ちゃんと着て、せめてコートを上手に使ってっ。結構笑えないトコまでがっつり見えそうだけども琉ル華カァ!!!???」

　慌あわてて叫さけぶが二人の耳には入っていないようだ。顔どころか全身をほんのり桜色に上気させたまま、右に左にふらふらと小さく頭を振ふっている。

（そんなに恥はずかしいなら何でこんな事したし!?）

　と上かみ条じようは思ったが、どうやらそういう訳ではないらしい。

　彼かの女じよ達たちの全身を伝う透とう明めいな液体……というか、その臭しゆう気きに異変を感じ取る。床ゆかに転がっているサラダ油のボトルみたいな容器へ目をやった。

　消毒用アルコール。

　度数七五、第三類医薬品。

「何かと思えばウォッカ以上じゃねえのかこれ!!　こんなもん頭から被かぶって瞼まぶたとか鼻とか唇くちびるとか、とにかく体じゅう諸もろ々もろの粘ねん膜まくから吸収しまくってんのかお前まえ達たちーっ!?」

「えへうふふー」

「うっぷ、なんか込こみ上あげてきた……」

「だから出るなってズラしたまま表に出るな琉ル華カ!!」

「……そんな事言われてもカラダが熱すぎて……」

「そして何だかぱっつんぱっつんになってないか？　一体どうなってんだその体!?　さっきまでそんなじゃなかったはずだろお!!」

「わらひは見た目の年ねん齢れいは自由に変えられるからあ、オトナになった方がダメージ少なくかわせるんじゃにゃいかなあって……」

　そういえば初めて取とり押おさえた時も自分の肉体を幼くして逃にげようとしていたか。

　そんなこんなで要よう介かい護ごの二人である。上かみ条じよう当とう麻ま、酔よっ払ぱらって前後不覚に陥おちいった女の子の水着を着せてあげる（複数人同時）という貴重なトロフィーをゲット。

　ぐでんぐでんで目も当てられない有り様だが、長居もできない。

「とにかくっ、ほら……行くぞ。少しずつでも良いいから常盤ときわ台だい中ちゆう学がくに向かわないと」

「れんれんらいりょうぶよらりをひんぱいひへるのよ」

「はひふへほとらりるれろしか出なくなっちゃってるヤツの言葉なんか信用できるかっ」

「ぴーひょろひょろぴーきゅるきゅるきゅる……」
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「お前もお前でファックスみたいな電波で宇宙人と交信始めてんじゃねえよ府フ蘭ラン!!」

　右に府フ蘭ランで左に琉ル華カ、二人の水みず着ぎ少しよう女じよに肩かたを貸して腰こしへ腕うでを回す両手に華はなの上かみ条じよう当とう麻まは何だかグランプリを制せい覇はしちゃった人みたいな絵え面づらになっているが、実際は完全に足を引っ張られている。サバイバルはトラやクマと戦うだけが命の危機ではないのだ。どこでやられるか予測がつかないから怖こわい。

「午後三時……ひっく、もうおやつの時間になってるのです」

　それでもどうにかこうにか月つき極ぎめ駐ちゆう車しや場じようの敷しき地ちからの脱だつ出しゆつを図はかる。こんな状態でフェンスを乗のり越こえるのは無理なので、いったん正規の出入口から外へ出て、フェンスを迂う回かいする格好になる。

　体温が平素より〇・七度くらい高くなっている少しよう女じよ達たちに密着されて何だかほこほこしてきた上かみ条じようは、ついこんな事を思ってしまう。

（こんなのでほんとに上かみ里さとまで届くのかよう、くそ）

　直後の出来事であった。




　ぐしゃん!!　と。

　青く突つき抜ぬけた天空から足元のアスファルトに向けて、何か柔やわらかいものが落ちた。




　一いつ瞬しゆん、上かみ条じようには目の前で起きた出来事を正しく認にん識しきできなかった。

　自分までワゴン車内で気化していた消毒用のアルコールに当てられたのかと思ったが、そういう訳でもなさそうだった。

　足元の異変ではなく、青空の方を見上げてしまったのは、おそらく極限の異常から目を逸そらそうとした防衛本能の働きもあったのだろう。

　時間が止まっていた。

　高こう架かの上から真まっ直すぐ落下し、こちらに目を合わせてくる目線の数は、五や一〇では利きかない。それこそ『たくさん』の視線に射い貫ぬかれる。

「うっ、うわっ、うわああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」

　叫さけぶ事しかできなかった。

　それはまるで、真夏の急激な天候の崩くずれで降り注ぐ大おお粒つぶの雹ひよう。バタバタッ！　ドタ!!　ゴトンゴトン!!　と。とんでもなく生々しい衝しよう突とつ音おんが連続して響ひびき渡わたる。

　現実に今何が起きているか、理解できなかった。

　人が落ちてくる。

　それも土ど砂しや降ぶりの雨のように。

　じわりと実感が追い着いて視界が滲にじむ。涙なみだと共に猛もう烈れつな吐はき気けが襲おそいかかってきた。

　これならまだ頭から高こう濃のう度どのアルコールを浴びて自家生産の悪夢の世界にでも囚とらわれていた方がマシだ。夢は自分で得た記き憶おくのツギハギでしかないのだから、理解不能なパーツは混ざらない。

　とにかく事故で酩めい酊ていしている府フ蘭ランと琉ル華カを抱かかえたまま真後ろへ倒たおれ込こむ。つまりは高こう架かの下へ。直後に、ついさっきまで自じ分ぶん達たちが立っていた場所へピンポイントに誰だれかが落ちた。あそこまで行ったらもはや絨じゆう毯たん爆ばく撃げきだ。高所で割れた窓がガラスの雨を降らせるように、一帯全域に危険を感じる。

　とはいえ、放ほうってもおけない。いつ何なん時どきどこの誰だれが降ってくるか分からないが、二段重ねのアイスクリームみたいな『追おい討うち』の可能性もゼロではない。府フ蘭ランと琉ル華カを安全な高こう架か下したに残し、上かみ条じようはうつ伏ぶせで這はうような格好で『外』へじりじりと手を伸のばす。最初に落ちてきた誰だれかの腕うでを摑つかみ、高こう架か下したへと引ひきずり込こむ。

　小さな女の子だった。

　上かみ条じようよりも年下だ。ひょっとしたら美み琴ことと同じ中ちゆう学がく生せいくらいかもしれない。学校の水着におざなりな毛布を巻いて防寒対策を施ほどこした、首を引ひっ込こめ忘れた亀かめのような防ぼう御ぎよ。ロングヘアの少しよう女じよは朦もう朧ろうとしているようだが、見たところ、派手な骨折や内出血はなさそうだ。

　ただ、下へ手たに肩かたを摑つかんで揺ゆさぶるのも怖こわかった。

　意識を呼よび戻もどすためにも、耳元で大きな声を出すに留とどめる。

「何があった、一体何が!?」

「……ぅ、あう……」

　高こう架かの高さはざっと一〇メートル弱くらいだったはずだ。建物に換かん算さんすれば、校舎の三階から飛び降りる程度。下がアスファルトである事を考えれば、救いはあるのやらないのやら。

「わたし……バック、ダンサー……」

「？」

　何を訴うつたえたいのか、断だん片ぺん的てきな言葉だけでは摑つかみにくい。

　そうこうしている間に、『上』の騒さわぎも聞き取れてきた。つまり高こう架か上じように集まった連中はこんな事をしたいようだった。

『早くっ、早くしろ!!』

『準備の終わった者からワイヤーへ！　向こうの窓まで飛とび込こめっ!!』

『コートに毛布に寝ね袋ぶくろ、とにかく何でも良いい！　中にあるものは全部回収だ!!』

　改めて地じ獄ごくの高こう架か下したへ目をやれば、確かに寄より添そうように大型のディスカウントストアがあった。出入口のシャッターは閉じ、さらにはエレメントの白い砂の山がいくらか壁かべを埋うめている。無理矢理中へ入るため、高こう架かから高所の窓へワイヤーを張っているようだが……、

（……でも、何でそこまで防寒具を？　寒かったら水着をやめて自前の制服にでも着き替がえれば良いのに）

　そんな風に思っていた上かみ条じように、思わぬ一言が飛とび込こんできた。




『こんな急激に炎えん天てん下かだの氷点下だの行ったり来たりするのはおかしいっ！　やっぱりスフィアにあった通りだ。間もなく氷河期がやってくるぞお!!』




　　　　９




「ふん、ふん、ふん、ふーん」

　第五学区、大学構内を利用した避ひ難なん所じよ【学会】を牛ぎゆう耳じっている幽ゆう霊れい少しよう女じよの冥メイ亞アは周囲に人ひと魂だまじみた燐りん光こうを放つドローンを飛ばしながら、自分で撒まいた情報の拡散度合に満足そうな鼻歌を歌っていた。

「マイクロ波による大熱波の正体は、太陽風によるもの、と」

　ネットやケータイの全ぜん滅めつした学園都市は居い心ごこ地ちが良いい。街頭テレビみたいにみんながみんな同じ情報にさらされているから、右向け右で大衆心理が簡単に動く。それこそ、風に揺ゆられる麦の穂ほのように。

「太陽風の異常はそのまま太陽全体の活動の異変と捉とらえるべきであって、今のままでは氷河期が起こる。摂せつ氏し五五度から氷点下〇度に、だけで留とどまらず、今度はマイナス方向に五〇度以上下がり続ける時代がやってくる、と。よし、良いい調子！」

　タカタカターン！　とモニタ上の仮想キーに埋うめ込こんだ効果音を派手に鳴らす猫背気味の幽ゆう霊れい少しよう女じよ。

　彼かの女じよ達たち『旧』上かみ里さと勢せい力りよくが掌しよう握あくした避ひ難なん所じよは、何もこの【学会】だけではない。ハート形天冠に白しろ装しよう束ぞくの少しよう女じよは自分の手で摑つかんだガラスのコップに入っている色とりどりの野菜スティックを前に、迷まよい箸ばしのように指先を動かしながら、こちらを包むように操作系の花弁を広げるスフィアを通じてよその避ひ難なん所じよと連れん絡らくを取り合う。

「魔鈴マリン、好楽スカラー、診華ミルカ。そっちの反はん響きようはどんな感じいー？」

『良好良好。【健康】なんて半分以上目に見えないジンクスとオカルトでしょ。血けつ液えき型がた占うらないと一いつ緒しよでちょっと科学や数字のフレーバーを香こう水すいみたいに振ふってるだけ。こういう噂うわさとの親和性は高いですう☆』

『うちんトコの【監かん獄ごく】も大体問題なしだけど、でもこれっておかしくない？　マイクロ波の原因は府フ蘭ランのステーションって情報は明かしているんだよね。その上で太陽風の乱れが原因で太陽活動全体が低調する兆きざしだーなんてデマ流してもさ』

『わらわの【報道】が水面下で調査を始めておるが、これについては潰つぶしておくべきかのう？』

　ネットの主格は冥メイ亞アにあるが、キー局の彼かの女じよ一人でできる事は限られる。

　アシストしてくれる地方局、他のスフィアの存在はやはり代えがたい。

（ようやっと仮組みのＢＯＴ軍団ともお別れかあ。ようし、これからは生身のアカウント使っての身内同士の自作自演、アクセス稼かせぎに持もち込こむぞう!!）

「問題ないわ。新説っていうのは常に上書きされるんじゃなくて並へい行こうして並べられていくものだから。府フ蘭ランに疑ぎ惑わくの目を向けつつ、でも氷河期も怖こわい、って感じで恐きよう怖ふを重複させる事に矛む盾じゆんを持たない生き物なのよ、人間って。幽ゆう霊れいは非科学的と笑いながらも否定しきれないようにね」

　ミントのエキスを軽く振ふったココアのカップを両手で包むように持ちながら、全体の指示を出す幽ゆう霊れい少しよう女じよはうっすらと笑う。

　画面を切きり替かえて検けん索さくモードをちょっといじくれば、学園都市に散らばっている避ひ難なん所じよの賛さん同どう状じよう況きようが良く分かる。幽ゆう霊れい少しよう女じよをキー局とした放送ネットに賛同する『王』には、合言葉や符ふ丁ちようを織り交ぜるよう指示を出しているのだ。逆に言えば、そのフレーズで検けん索さくすればグラフィカルに勢せい力りよく図ずが浮うかび上あがる。

「それに情報は正確さよりもセンセーショナルでショッキングなものが好まれる。摂せつ氏し五五度から氷点下にズドン。でもこれは元に戻もどったんじゃなくて、ここからさらに落ちていく。そんな風に漠然と不安に思っている人は決して少なくない。府フ蘭ランのステーションのスペックを正しく知っている人間は意外と少ないからねえ」

　この符ふ丁ちようの頻ひん度どで、忠誠心が透すけて見える。

『旧』上かみ里さと勢せい力りよくなら一〇〇％返してくる。どっちつかずの半々くらいならこちらに気持ちが傾かたむいていて、まばらな連中は探さぐり探さぐりの中立。逆に全くやらないのはこちらを敵視している。

『はっはあ。仮に府フ蘭ラン側がわがこのデマを払ふつ拭しよくしたいとなると、自みずからステーションのデータを開示しなくてはならぬという訳かのう。すなわち、大熱波自体を自分で起こしたと自白しなければ』

「そゆこと。デマが肯こう定ていされても否定されても混乱は収まらない。そんな訳で波は状じよう攻こう撃げきよろしくう。人は一方向からの情報には強いけど、多方向から同時に肯こう定てい意い見けんが飛んでくると途と端たんに瓦が解かいする生き物よ。普ふ段だんは笑い話の除じよ霊れい体たい験けんが、狭せまい密室の中で正しい正しいって囁ささやかれ続つづけると、被ひ験けん者しやを寄ってたかって集団暴行で殴なぐり殺ころしてしまうのを止められなくなるようにね。つまり、時間差を空けて肯こう定てい意い見けんを連発するだけで『複数のソースからの確定情報』っていう錯さつ覚かくを呼び起こせる」

　はだけた胸元、その襟えりを使って無造作にバサバサ風を送りつつパチンと半はん透とう明めいの冥メイ亞アは指を鳴らして、

「あと診華ミルカ、あなたのところの【報道】は三頭政治だったわよね。こっちで外から圧力加えて瓦が解かいを狙ねらってみるから、念のため震動に備えて」

『構わんが、三みつ巴どもえのリーダーの誰だれに注力してもバランスは壊こわれんぞ？』

「そんなやり方ならね。ＡとＢは結けつ託たくしてＣの意見を封ふう殺さつしている。……と、王ではなく民衆にばら撒まくのよ。決定権を取り上げられた事で内情を知る機会も失った群衆は簡単に箍たがが外れるわ。特に……そうね。【報道】の避ひ難なん所じよを襲おそったエレメントは口減らしのためにわざと内側から引ひき込こまれたものだ、なんて虚きよ実じつ入り乱れたデマとセットにすれば」

『悪あく魔まめ』

「美び人じん幽ゆう霊れいとでも呼んでちょうだい。耽たん美びにね」

『まあ、上かみ里さとの坊ぼう主ずを「確実」に命いのち綱づなで繫つなぐためなら、修しゆ羅らや悪あつ鬼きと化して「理想送りワールドリジエクター」を握にぎる唯ゆい一いつとやらの駒こまとなってやるがの』

　言うまでもないが、冥メイ亞アの目的はスフィアを介かいしたネットワークで主導権を握にぎる事でも、学園都市の住人を見えない位置から顎あごで動かす事でも、氷河期のデマを流して高こう架かから多くの人を突つき落おとす事でもない。

「ありゃ？　第七学区……【芸能】の動きがおかしいな。高こう架かルートねえ。地上へ広がりながら暴れてくれないと『炙あぶり出だし』に活用できないんだけどにゃあ」

　上かみ条じよう当とう麻まと烏丸からすま府ふ蘭らんを炙あぶり出だす。

　さらに言えば、行ゆく方え知しれずとなった豊と山やま琉る華かについても真意を見み極きわめる。

　全てはそのための撒まき餌えでしかない。

　つまり、

「……あてなんてない」

　冥メイ亞アは聞く者の背せ筋すじをぞっと震ふるわせるほど美しい声でそう囁ささやいた。

「だから二三の学区全てにキー局から全国ネットで火種を巻いた。さあて府フ蘭ラン、あなたはどう出る。混乱の海を渡わたるために『得とく意い技わざ』を持ち出せば、即そく座ざにその目もく撃げき情じよう報ほうはこちらの耳じ目もくに引っかかりますよん☆」
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　次から次へと落ちてくる人のペースを考えれば、全員は救出できない。

「関係あるか……」

　そもそも彼かれらをいくら助けても上かみ里さとまわりの事情は何も好転しない。

「関係あるかッッッ!!!!!!」

　そうと分かっていても上かみ条じようはさらに数人、できるだけ多くの人を高こう架か下したへ引ひっ張ぱり込こんだ。できるのは清せい掃そうワゴンを漁あさって消毒用のアルコールを振ふりかけ、折れた手足に即そく席せきの添そえ木ぎを当ててダクトテープを巻きつけるくらいだ。

　でも、そんな事をしている内に分かってきた事がある。

　彼かれらは避ひ難なん所じよの人間だ。

　そこは【芸能】と呼ばれていたらしい。

　物事の決定は基本的に多数決だが、一人が持つ票数は一つではなく、ついてきてくれるファンの数だけ増やせるようだ。敢あえて堅かた苦くるしい言葉を使うなら代表議会制、とでも呼ぶべきか。

　バックダンサー、と先ほどの少しよう女じよが呟つぶやいていたのもこの辺りに繫つながるらしい。どれだけ票数を手元に集めているかでクラス分けされているのだ。レギュラーとかセンターとか国民的とか、一体どれだけあるのかは知らないが、バックダンサーという響ひびきからしてあまり上位の『アイドル』ではなかったようだった。

　おそらく母体の学校自体が声楽やダンス中心だったのも手伝ってそんな形になったのだろうが、上かみ条じようが気にするのはもう一つ、他にあった。

「何なんだ氷河期って!?　一体どこからそんな情報出てきた、おい府フ蘭ラン、スフィアを経由して何か分からないのか!?」

「んむ……」

　いまいちとろんとしていて背せ筋すじに芯しんの入っていない府フ蘭ランは、高こう架か下したのアスファルトにぺたりとお尻しりをつけたまま、くまのぬいぐるみみたいに首を傾かしげて、

「そのスフィアなのですが」

「？」

「断線しています。待ち合わせの現場に絵エ恋レン達たちがやって来た事から中ちゆう継けいスフィアの位置は十じつ中ちゆう八はつ九く勘かん付づかれていたと推測できますが、このタイミングで物理的にキー局の元を断たたれたのではないかと」

「くそっ!!」

（……俺おれ達たちの居場所を知って、誰だれかが暴動に巻まき込こもうとしている？　いいや、そこまでピンポイントで分かっているなら主力の女の子達たちが直ちよく接せつ来るはず。だとすると、その前段階。そこらじゅうで暴動を起こして俺おれ達たちがボロを出すのを待っているとでも言うのか!?）

　殺さつ人じん的てきなデマが発生しているのに、こちらは反論の余地さえない。しかも仮にデマが敵方のキー局スフィアから複数の地方局を繫つないで一方的にばら撒まかれた場合、混乱は【芸能】一ヵ所に留とどまるとも限らない。早い所払ふつ拭しよくしなければ、街中の避ひ難なん所じよを介かいして暴動が飛び火する。ありもしない氷河期に脅おびえ、毛布を奪うばい衣服を破き、不毛な殺し合いを続ける時代がやってくる。

　とにかくスフィアだ。新しい情報ターミナルを手に入れない事には指を咥くわえて見ている状じよう況きようから脱だつせられない。

　ふうー……と上かみ条じようは細く長く息を吐はいた。

　そして言った。

「乗り切ろう。そして【芸能】のスフィアを奪うばって新しいキー局を手に入れる。最短最速で氷河期のデマを火消しするにはそれしかない」

「……でも、スフィアの『鍵かぎ』は」

「ああ。前の公園を陣じん取どっていた【裁判】の時と同じなら、『王』が持っているはずだ」

　上かみ条じようは真上、分厚い高こう架かの鉄筋コンクリートを指差しながら、

「現場の先頭で旗を振ふって他の連中を扇せん動どうしているなら……ふん捕づかまえてここで奪うばう。振ふり回まわされている【芸能】の連中と戦う羽目になってでも。そうしないとみんなを助けられない！」

　スフィアは数少ない情報ツールで、公園の『王』のようにやめたがっていた人間ならともかく、率そつ先せんして『使いたがる』人間にとっては垂すい涎ぜんの品だ。【芸能】は人気が発言力に直結するようだから、旨うま味みも大きいだろう。渡わたせと言われて従う方が珍めずらしいくらいだ。

　だがやる。

　この暴動に、加害者も被ひ害がい者しやもなかった。こんな根も葉もない情報が街の隅すみ々ずみまで侵しん食しよくし、全く意味がないのに全員で命を懸かけ、今どうしているかも分からないインデックスや美み琴こと達たちが立て続けに高こう架かからダイブする様は想像するのも気が引けた。そうなる前にケリをつける。コンピュータウィルスみたいに人の脳や良識を冒おかす流言飛語にトドメを刺さす。

　そう思っていた時だった。

　それは来た。

　未いまだ文明も死んでいる街並みでは突つき抜ぬけるように響ひびき渡わたる、金属の履り帯たいがアスファルトを嚙かむ音。例の機械の脚あしと履り帯たいを組み合わせたハーフトラックだ。前と違って頭の上にあるスピーカーは拡声器くらいでとにかくひび割れた音声だったが、そいつは落ち着いた女性らしき声でこう告げた。

『こちらは「営巣部隊ユースフルスパイダー」です。「秩ちつ序じよ回かい復ふくの四八時間」を継けい続ぞく中ちゆう。皆みな様さま、落ち着いて係員の指示に従ってください。氷河期の発生に科学的な根こん拠きよは見当たりません。どうか冷静に現在の状じよう況きようを受け止め、復旧への協力をお願いいたします』

　そんなアナウンスくらいでどうこうできる状じよう況きようではない。

　そしておそらくハーフトラックの方も理解している。相手の反応を待っている素そ振ぶりがないのだ。どこか通つう過か儀ぎ礼れいめいた放送を終えると、開けた荷台に積んでいた機材が重たい音を立てて旋せん回かいを始めた。レッカーのようにも見えたが、何かが違ちがった。

（砲ほう……台だい……？）

　思わず見送ってしまったのは、それがあまりに非現実的だったからか。

　直後にこんな言葉があった。

『平常マニュアルでは対処不能と判断し、緊きん急きゆう措そ置ちへと移行します。特別権限により該がい当とう者しやの人権を一時停止し、最も寄よりの病院への収容活動に入りますが、これは皆みな様さまの身命財産を可能な限り守るために必要な行こう為いであると認にん識しきしてください』




　発射。

　ボンッッッ!!!!!!　と。壮そう絶ぜつな音と共に、地上から真上に放たれた超ちよう高こう水すい圧あつの奔ほん流りゆうが一直線に高こう架か上じようへと襲おそいかかる。




　高圧放水車、と上かみ条じようの頭の中にそんな言葉がよぎった。

　ただでさえ不ふ安あん定ていなワイヤーで体を支えて死の綱つな渡わたりを決行していた【芸能】側はたまったものではなかっただろう。

　直ちよく撃げきの瞬しゆん間かん、何か鈍にぶい音がここまで響ひびいた。

　そして幅はば広ひろな高こう架かを挟はさんで反対側へと複数の人ひと影かげが躍おどり出でる。全然関係ないビルの壁へき面めんへとぶつかり、バスケットゴールへボールが吸すい込こまれるように真下へ落ち、溜たまった白い砂の山へと転がっていくのが分かる。片側三車線の高こう架かの反対側まで、だ。たとえ落下、墜つい落らくの衝しよう撃げきを砂で抑おさえられたとしても、放水を受けた段階で最低でもむち打ちになっている事だろう。

「どうなってんだっ、くそ!!」

　次から次へとやってくる三六〇度全方位の地じ獄ごくに上かみ条じようの頭がパンク寸前になる。そこでバタ、バタ、バタ、バタ、と大きな布で空気を叩たたくような音が頭上を旋せん回かいした。ヘリコプター。次に何が起こるか、もう想像するのも嫌いやだった。

『緊きん急きゆう措そ置ちに対する支し援えん行こう動どうを開始します。どうかその場で伏ふせて投降の意志を示してください』

　ゴドン!!　と何か重たいものが落ちた。これまでのダイブとも違ちがう。高こう架かの上に大おお粒つぶの雹ひようでも落ちているようだった。その内の何発かは外れたのか、すぐそこの道路へと墜つい落らくする。

　バケツ一いつ杯ぱい分ぶんほどの水か……あるいは、ゼリーのような塊かたまりか。

　それだってネジや釘くぎの一本が凶きよう器きと化す高度から落とせばどれほどの衝しよう撃げきを与あたえる事やら。地上から狙ねらえる暴徒は高圧放水でこそぎ落とし、高こう架か中ちゆう央おうへ逃にげた者についてはヘリから水の塊かたまりを落として昏こん倒とうさせる。完全に逃にげ場ばのない人にん間げん狩がりの様相だった。

　その行こう為いそれ自体もさる事ながら、わざわざ得え物ものに『水』を使っている事に上かみ条じようは強い悪意を感じ取っていた。前日まで貨か幣へいのように取引されていた命の源を、それこそ雑に撃うちっ放ぱなしにする贅ぜい沢たく。インフラ回かい復ふくを担にない、掌しよう握あくする、『営巣部隊ユースフルスパイダー』とやらの優ゆう越えつ感かんが透すけて見えている。

　そしてこれ以上黙だまってもいられなかった。

『営巣部隊ユースフルスパイダー』は速すみやかに混乱を終息させるつもりのようだが、一方でそのためなら当の【芸能】の少しよう年ねん少しよう女じよを高こう架かから突つき落おとしても構わないとまで考えているようだ。ヤツらに状じよう況きようを預けても改善しない。単に早送りで被ひ害がいを増やしているだけだ。

「府フ蘭ラン、琉ル華カ！」

　一応声はかけたが、消毒用アルコールの事故で酩めい酊てい状じよう態たいにある少しよう女じよ達たちは戦力的にあまり当てにはしていなかった。

「ふにい……。どこかに行くなら、ＵＦＯバルーン持っていくのです？」

「そうか、いや、待った。『旧』上かみ里さと勢せい力りよくにこの暴動も観察されているようならパスだ。良いいか、バルーンは呼ぶなよ！　居場所がバレる!!」

　返事を待たず、上かみ条じようは走り出す。高こう架かの高さはざっと一〇メートルほどで、普ふ通つうに考えれば手出しできそうにない。が、等とう間かん隔かくで並ぶ鉄筋コンクリートの柱を見ると整備点検用の梯はし子ごの金属タラップが埋うめ込こまれていた。普ふ段だん使い慣れない冷たい金属を摑つかんで昇のぼる。

　そうしている間にも、絶ぜつ叫きようと噴ふん射しや音おんが続いていた。音源へ目をやると空中で逆さになった誰だれかと視線が合う。目を覆おおう惨さん事じを乗のり越こえ、上かみ条じようは四角いマンホールじみた鉄の扉とびらまで辿たどり着ついた。押おし上あげ、高こう架かの路ろ肩かたへと身を乗り出す。

　地じ獄ごくの有り様だった。

　そもそもマラソン大会でもない限り、こんな所に一〇〇人以上の男女が集まる事はない。いかに片側三車線の広い道路とは言ってもぎゅうぎゅうだ。そこへ容よう赦しやなく襲おそいかかる横方向の高圧放水と、縦方向のゼリー爆ばく撃げき。サンドバッグみたいな化か学がく繊せん維いの袋ふくろをぶら下げたヘリが旋せん回かいするたびに、あちこちで水が弾はじけて誰だれかが倒たおれる。

　単純に人一人の被ひ害がいではなかったのだ。放水にしても爆ばく撃げきにしても、一発放たれれば連れん鎖さ的てきに周りも巻まき込こまれる。強制的な将しよう棋ぎ倒だおしにも近い犠ぎ牲せいが広がっていく。やはり『営巣部隊ユースフルスパイダー』は事件の早期解決しか考えていない。人がどうなるかなど二の次だ。

（冗じよう談だんじゃないぞ、くそっ。こっちは上かみ里さとの件だけでいっぱいいっぱいなのに!!）

　ここから先は上かみ条じようも身の安全は保証されない。放水や爆ばく撃げきを操あやつる『営巣部隊ユースフルスパイダー』からすれば区別なんてつかないだろうし、【芸能】は【芸能】で自じ分ぶん達たちの中に異物が紛まぎれ込こみ、ましてリーダー格のトップアイドル『王』への接せつ触しよくを狙ねらっているなどという事が分かれば袋ふくろ叩だたきにしてくるかもしれない。獣けものにも鳥にもなれなかったコウモリが、身を低くしたまま氷点下の飛沫しぶきにまみれた戦場を走る。

　一体群衆の中の誰だれが『王』なのか、明確な情報は何もない。

　人気取りの華はな々ばなしさと防寒性能の両得でも考えているのだろう、少し離はなれた場所にいるフィギュアスケートみたいな衣い装しようを纏まとう少しよう女じよを狙ねらってひとまず突つき進すすむ。

　ボン!!　ゴン!!　と、とても水が出す音とは思えない衝しよう撃げき波はが間近で炸さく裂れつする。そのたびに真横から押おされた人ひと達たちが将しよう棋ぎ倒だおしを起こして濡ぬれたアスファルトへ引きずり倒たおされる。中にはそれさえ許されず、スリーポイントシュートのように大きく宙を舞まう少年まで見受けられた。さらには中ちゆう央おう分ぶん離り帯たいを基準に放水から逃のがれた水着の少しよう女じよ達たちの頭上へゼリー状の鈍どん器きが容よう赦しやなく降り注ぐ。口先では紳しん士し的てきに投降を促うながしているが、ぺたりと座すわり込こんで呆ぼう然ぜんとする彼かの女じよ達たちに戦意があるようにはとても見えなかった。

　何から何まで最悪だ。

　だから一歩でも前へ進む事に全力を注ぐ。一秒でも早く氷河期のデマを払ふつ拭しよくして、この地じ獄ごくのスイッチを切って落とすために。

『スフィアにあった動画の通りよ!!　本来なら冬ふゆ越ごししていなければおかしいカエルやテントウムシがもぞもぞ動いているのは太陽磁気の変化を敏びん感かんに感じ取っているから。これは予言、メッセージなの。異常気象はここで終わりじゃないっ、むしろこれからが本番なのよお!!』

　前方でプラスチックのメガホンを口に当てたフィギュア少しよう女じよが喚わめき立たてていた。

『ご覧の通り大人おとな達たちは私わたし達たちがここへ来た途と端たんに邪じや魔ましてきた、これが何よりの証しよう拠こ！　やっぱり氷河期の話は本当だったのよ!!　摂せつ氏し五〇度から〇度以下に、だけじゃない。このまま下がり続ければ〇度から氷点下五〇度への転落もありえる!!　彼かれらに毛布や寝ね袋ぶくろを奪うばわせないで！　ここは私わたし達たちが見つけたオアシスだーっ!!』

（馬ば鹿かか!?　これだけ気温が乱高下すれば間ま違ちがって冬とう眠みんをやめる生き物なんかいくらでもいるだろうに!!　大体、動物の異常行動が災害の完全確実な前まえ触ぶれだなんてそもそもの考え方がオカルトの一歩手前じゃないか!?）

　言葉で話して聞き入れるような輩やからではない。

　上かみ条じようは全力で走ってその細い腰こしを抱かかえ込こむようにして体当たりをぶちかました。きゅっ、と喉のどから変な音が出たフィギュア少しよう女じよもろとも濡ぬれた道路へと転ころがり込こむ。馬乗りになって両手を首に当て、気管を半ば潰つぶしながら上かみ条じようは鼻先で吼ほえた。

「お前が『王』か!?　スフィアの『鍵かぎ』はどこにある!!」

　何か理性や計算で口を開こうとしたのが瞳ひとみの色から受け取れたので、上かみ条じようは迷わず両手に体重を掛かけた。今度こそ気管が潰つぶされ呼吸すら難しくなったのか、顔を真っ赤にした少しよう女じよが上かみ条じようの下で首をぶんぶんと横に振ふる。

「質問に対してイエスかノーかだ。それ以外は応じる時間がない！　分かったのか、どうなんだ！　質問に対して頷うなずいてみせろ!!」

　ようやっと、首が縦に振ふられた。

　両りよう腕うでに掛かける体重を落として、上かみ条じようは改めて尋たずねる。

「アンタが『王』か？」

　首は横に。

「じゃあ誰だれが『王』なんだ？　指を差すだけで良いい!!」

　フィギュア衣い装しようの少しよう女じよの瞳ひとみには、明らかな恐きよう怖ふがあった。のろのろと片手を持ち上げ、震ふるえる指先で示した方向に間ま違ちがいはないだろう。噓うそや演技をいちいち挟はさんでいる心の余よ裕ゆうなどないはずだ。

「おいアンタ、そこで一体何してる!?」

　意外とすぐ近くから正義感溢あふれる誰何すいかの声があったので、上かみ条じようは少しよう女じよの襟えり首くびを摑つかんで腰こしを上げた。そのまま真横へスイングするような格好で弱った少しよう女じよを正義の紅しょうが色レンジャーへと投げつけ、押おし付つける。向こうが衝しよう撃げきを抑おさえている間に、暴れる群衆の中へ身を隠かくすように、体を小さく折おり畳たたんだ上かみ条じようがさらに走る。

　あのフィギュア衣い装しようの扇せん動どう家かが指差したのは方向だけだったが、誰だれが怪あやしいのかはすぐに見て取れた。基本的に水着の上からコートや毛布などでおざなりに身を守る少しよう年ねん少しよう女じよが多い中に、男装の麗れい人じんとでも呼ぶべきか、金きん刺し繡しゆうの海軍コートを纏まとう長身の美女が完全に浮ういている。人気が全ての【芸能】の中で中性を維い持じし、男女どちらの支持も集めるのに成功しているようだった。

　向こうもこちらに気づいたらしい。一歩二歩と後ろへ下がる素そ振ぶりを見せるが、この混乱下では周囲への指示出しも退路の確保もままならないだろう。先ほどのフィギュア少しよう女じよと同じく低い位置からの体当たりで仕留める。上かみ条じようはそう決める。

　が、直後に真後ろから強い力で肩かたを摑つかまれた。

「何してるって……」

　走る勢いすら殺され、強制的に後ろを振ふり向むかされた先にいるのは、さっきの正義感の塊かたまり。そいつは迷わず拳こぶしを握にぎると、

「……聞いてんだボケがァ!!」

　放たれた拳こぶしと共に上かみ条じようが真後ろへ棒切れのように倒たおれ込こんだのは、あまりの威い力りよくに意識が昏こん倒とうしたから……ではない。

　わざと後ろに倒たおれて身を伏ふせた。

　直後に地上から斜ななめ上うえへ向けて、恐おそるべき放水が解き放たれた。

　ぼぎゅえっ!!　とレンジャーの口から変な音が響ひびき、そして体がくの字に折れ曲がった。さらに転がって将しよう棋ぎ倒だおしの餌え食じきになるのを逃のがれる上かみ条じようの目と鼻の先で、見知らぬ少年が流星と化す。高こう架かを越こえたビル壁かべに激げき突とつし、そこから真下へ落ちていく。生死不明の一〇メートルを、だ。

（何もできなかった、一言警告を挟はさむ事も。くそっ!!）

　立て続けの放水から身を守るため、這はってでも低い位置を進もうとする上かみ条じようだったが、ここで彼かれは間ま違ちがえた。

　少年がいるのは学園都市。

　ならば警けい戒かいすべきは『営巣部隊ユースフルスパイダー』とやらの次世代兵器だけに留とどまらないのだ。




　轟ごう!!　と。

　うつ伏ぶせに這はうのに近い格好の上かみ条じようの、何な故ぜだかみぞおちの辺りに衝しよう撃げきが走はしり抜ぬける。




　下から上への突つき上あげだ、と気づいた直後、その体が一メートル以上浮うかび上あがっていた。猛もう烈れつなボディブローを受けたように、吐はき気けというより空気が搾しぼり出だされて呼吸が詰つまる。見れば先ほどの男装の麗れい人じんが脅おびえた目でこちらに掌てのひらを向けていた。風か、あるいはダイレクトに衝しよう撃げき波は。とにかく何かしらの『能力』をまともにぶち当てられた。

　そして問題はここだけに留とどまらない。

　体が強く浮うき上あがり、這はうような状態を解除され、高圧放水の射線にさらされたという事は……。

「く……ッッッ!!!???」

　脅おびえが実感を伴ともなう事さえ相手は待ってくれなかった。

　高こう架か下した、外からの砲ほう撃げきが無防備な上かみ条じようの全身へ直ちよく撃げきした。真横に体が跳はねる。中ちゆう央おう分ぶん離り帯たいの仰ぎよう々ぎようしいガードレールに腰こしを激しくぶつけ、そのまま真上へ不自然に飛んだ。だがベクトルがずれたのは幸いだったかもしれない。さっきの赤レンジャーと違ちがって高こう架かの反対まで飛ばされる事なく、ギリギリ高こう架か内ない、防ぼう音おん壁へきの辺りへ落下する。

　それでも甚じん大だいなダメージだった。

　まともに起き上がれない。のた打ち回るだけの気力もない。感覚的には自動車とまではいかずとも、いきなり交差点で横から中型のバイクで吹ふっ飛とばされたくらいの衝しよう撃げきを感じる。体の芯しんがずれてしまったような感覚だった。

「か……はっ……」

　仰あお向むけに転がったままぼんやりする目をやれば、逆さになった視界の中で男装の麗れい人じんの『王』がこっちに掌てのひらを向けたまま、じりじりと後ずさりしていた。逃にげる。このままでは取とり逃にがす。そう分かっていても体は動かなかったし、あの詳しよう細さい不ふ明めいの『能力』を乱射されればそもそもこっちの体が保もちそうにない。怒いかりではなく脅おびえに包まれた向こうが手加減してくれるとも思えなかった。

（冗じよう談だん、じゃ……）

　幻想殺しイマジンブレイカーを使った戦術など関係なく、ふらつく手つきでただ右手を伸のばす。

　途と切ぎれ途と切ぎれになる意識の中で、

（ここで、『鍵かぎ』を手に入れてキー局からデマを打ち消さないと……。何も……収まらな、）

　そんな上かみ条じようの精神の糸を千ち切ぎるように、男装の麗れい人じんから『何か』が放たれる。

　その直前。




　ズバチィ!!!!!!　と。

　真上を旋せん回かいするヘリコプターから、ネオン管に塩水を被かぶせるような轟ごう音おんが炸さく裂れつした。




　青白い紫し電でんを伴ともなうその現象を、最初、仰あお向むけのまま眺ながめる上かみ条じようは理解できなかった。しかし現に不調を起こしたヘリは慌あわてて不時着場所を探し、ふらふらとどこかへ落ちていく。

　驚おどろきを感じている暇ひまもなかった。

　続けて真下。立て続けの轟ごう音おんと共に、高こう圧あつ放ほう水すい塔とうを備えたハーフトラック達たちが沈ちん黙もくした。パチパチと何かが弾はじける余よ韻いんだけが残ざん響きようし、上かみ条じようも、【芸能】の集団自殺めいた暴ぼう徒と達たちも、誰だれも彼かれもがどうして良いいのか分からなかった。

　ただ、ここまできて上かみ条じようはようやく思い当たる節ふしがあった。

「でん、き？」

　自分の口で呟つぶやいてから、慌あわてて上かみ条じようは仰あお向むけからうつ伏ぶせに転がり、自分の右手の掌てのひら全ぜん体たいを濡ぬれた路面へと押おし付つけた。

　直後。

　何か恐おそろしいものが高こう架か全ぜん体たいを突つき抜ぬけた。それは大量の水にさらされた路面全体を走り回り、そこに立っていた全ての人間の意識を正確に刈かり取とっていく。本当に、生命体の首の後ろにスイッチでもあって見えない指で弾はじいているような有り様だった。鈍にぶい音を立てて、いっそ危なっかしいくらいの動きで次々に少しよう年ねん少しよう女じよが倒たおれていく。抵てい抗こうらしい抵てい抗こうなんて何もなかった。あのフィギュアの少しよう女じよも、男装の麗れい人じんも、大も小も関係なく、たったの一いち撃げきであった。

　ドッドッドッドッ!!　と上かみ条じようは自分の胸の鼓こ動どうを強く感じる。

　彼かれだけが無事だったのは、やはり『攻こう撃げき』の直前に右手の掌てのひらを濡ぬれた路面へつけていたからか。

　電気。あれは高圧電流の放電だ。そして落らく雷らいじみた一〇億ボルトの域に達する人間を上かみ条じようは一人しか知らない。そいつを基もとにした軍用クローンだってあそこまでの出力には達していなかったはずだ。

　つまりは、

（……御み坂さか、美み琴こと……？）

　真冬でずぶ濡ぬれだというのに嫌いやな汗あせが止まらなかった上かみ条じようは、ようやく安あん堵どの息を吐はいた。大熱波の時もそうだったが、彼かの女じよには助けられてばっかりだ。そしてこれで常盤ときわ台だい中ちゆう学がくまで直ちよく接せつ赴おもむく必要もなくなった。今まで何かに耐たえて弓の弦げんをずっと弾ひき続つづけてきたのが、ここにきてようやく全ての力を解放する時に恵めぐまれたような気分だった。

　キン、という小さな金属音が耳についたのはその時だった。

　いいや、相手が本当に御み坂さか美み琴ことで、それが上かみ条じようの思っている通りだとすれば、高こう架かの上から聞こえるかどうかは怪あやしいものだった。

　まるで、親指でゲームセンターのコインを弾はじくような音。

　ただ、そうだとすればおかしい。御み坂さか美み琴ことの代名詞をここで出す必要はない。もう頭上のヘリも地上のハーフトラックも全ぜん滅めつしていて、高こう架か上じようの暴ぼう徒と達たちまで残らず昏こん倒とうしている。これ以上の攻こう撃げき対たい象しようは存在しないはずなのだから。

　しかし直後に、そのおかしな事が目の前で起きた。




　ボゴンッッッ!!!!!!　と。

　真下からの突つき上あげによって、少し離はなれた場所にある高こう架かの道路が砕くだかれた板チョコのような格好で吹ふき飛とばされる。




「なっ……あ……？」

　何が起きたのか理解できなかった。だがそんな上かみ条じようを放ほうっておいて、さらに不可解な現象は続く。ドゴン!!　ボガン!!　と、音速の三倍で断続的に放たれるオレンジ色の槍やり。それらが下からの突つき上あげによって高こう架かの道路を砕くだいていく。十数メートル単位でブロック化された路面を一つ一つ破は壊かいしていく格好で、こちらへ迫せまる。

　真下にいる誰だれかは、生存者の存在に気づいているはずだ。そうでなければわざわざ濡ぬれた路面を利用して高圧電流を伝わせる意味がない。

　にも拘かかわらずの、追おい討うち。

　このままいけば昏こん倒とうしている少しよう年ねん少しよう女じよもお構いなしに高こう架か道どう路ろは嚙かみ砕くだかれていく。

「く……っ」

（何を、しているんだ、あの野や郎ろう……ッ！）

　衝しよう撃げきの伝でん播ぱによって砕くだけてしまった透とう明めいな防ぼう音おん壁へきに手をついて、ボロボロになった体に無理な力を加え、上かみ条じようはもう一度ゆっくりと立ち上がる。高圧電流の源は地上だ。だが悠ゆう長ちように整備点検用のタラップを使っていたら間に合わない。砕くだけた防ぼう音おん壁へきの隙すき間まから真下に目をやると、エレメントの残ざん骸がいと思おぼしき白い砂の山があった。その高さに眩暈めまいがする。自分の手で手当てした、あちこち折れ曲がった少しよう年ねん少しよう女じよが目に浮うかぶ。

　だが躊ちゆう躇ちよしていられない。

　もう一つ、確実に高こう架か道どう路ろが真下からの突つき上あげで崩くずされたタイミングで、息を吐はいた上かみ条じようは一線を越こえた。防ぼう音おん壁へきの隙すき間まから欄らん干かんへ身を乗り上げ、お腹なかを支点にしてシーソーを傾かたむかせるような格好で宙へ身を乗り出す。

　やってから失敗したと実感が追い着いた。

　ただでさえシビアなダイブなのに、わざわざ回転をつける馬ば鹿かがどこにいる。

「ぎゃあっ!!」

　ぐるりと視界が回り、何の心の準備もできないまま背中に衝しよう撃げきが走った。どうやら無事に白い砂の山へ落ちたようだが、完全に偶ぐう然ぜんだ。目は細かいくせに妙みように重たい砂に体を取られながら、それでも滑すべって地面へ降りていく。

　凶きよう暴ぼうな紫し電でんを纏まとう少しよう女じよがいた。

　名めい門もん常盤ときわ台だい中ちゆう学がくの競泳水着の上から、やはり学校指定のものだろう、ダッフルコートを羽織った極ごく悪あく極きわまる生せい物ぶつ砲ほう台だい。

「御み坂さか……」

　全身ボロボロで砂にまみれた上かみ条じようは、ふらふらとおぼつかない足取りで少しよう女じよへと近づいていった。

　彼かの女じよは反応もしなかった。

「何やっているんだ、おい！　御み坂さかってば!!」

　まだ生きている高こう架かへとゆっくり歩きながら斜ななめ上うえへ掲かかげた手の中にゲームセンターのコインが乗っているのを見て、上かみ条じようは抱だき着つくようにして彼かの女じよの動きを止めた。目測を誤ったオレンジ色の軌き跡せきが高こう架かの断面、その端はしを発はつ泡ぽうスチロールのように容易たやすく砕くだいていく。

　ぞっとした。

　その威い力りよくに対して、ではない。こうして全力全開で正面からしがみついて止めているのに、なお御み坂さか美み琴ことが躊ちゆう躇ちよなく次のコインを取り出している事が、だ。そして華きや奢しやな脚あしの歩みもまた止まっていない。

「待て、待てって!!　もう終わったんだ、お前が終わらせた!!　これ以上何をどうしようって言うんだ!?」

　上かみ条じようとしては、何な故ぜ美み琴ことがここにいるのかも分かっていないのだ。少なくとも上かみ条じよう達たちの動向を知って追おい駆かけてきた訳ではないだろう。ヒントがないからだ。ならば大熱波当時と同じくその高火力で無む作さく為いに人を救って回っている？　トラブルの気配を嗅かぎ取とって？　だとしても、何かがおかしい。A.A.A.を纏まとっていた頃ころの、頼たのもしいけどどこか不ふ安あん定ていさを感じたあの美み琴こととも違ちがう。

　殺意を感じる。

　そう。明確に、誰だれかを害するために御み坂さか美み琴ことが能力を振ふるっているのを見るのは、これが初めてかもしれなかった。

「……たと、思う？」

　抱だき寄よせられたまま、上かみ条じようの胸むな板いたに顔を埋うずめたまま、少しよう女じよの唇くちびるが何かを呟つぶやいた。異性と裸はだかの肌はだを重ね合わせる照れや恥はずかしさなど微み塵じんも感じられない。どこまでも冷たく、重たく、怨えん嗟さと憎ぞう悪おにまみれたその声こわ色いろ。

「アンタが消えた後、常盤ときわ台だいで何が起きたと思う？」

「っ」

「木き原はら唯ゆい一いつとかいう学者は追おっ払ぱらった。あいつが連れていたエレメントもどうにかこうにか倒たおしてみせた。でも、ボロボロになった私わたし達たちを待っていたのは、何なんの変へん哲てつもない一いつ般ぱん市し民みんサマだった!!　平素のバリケードが破られたせいで、顔も名前も知らない連中がどんどん『学まなび舎やの園その』に雪な崩だれ込こんできた。そこで何があったと思う!?」

　答えられなかった。

　その頃ころ、上かみ条じようは上かみ里さとに連れられてショッピングセンターで回かい復ふくを待っていたはずだ。そして大熱波とエレメントの問題を解決する事が、一刻も早い秩ちつ序じよの回かい復ふくを促うながし、みんなのためになると考えてきた。

「あいつらは、ボロボロになって助けを待つ私わたし達たちになんか目もくれなかった」

　そうではなかったのか。

　もっと別の方向からも、助けを求める声はあったのか。

「崩くずれ落おちた校舎を眺ながめて、宝の山だって言ったのよ!!　能力開発の名門、そこで溜ため込こんでいる薬や機材は金になるって。今まで門を閉ざして自じ分ぶん達たちを助けなかった分だけ搾さく取しゆされろって、あいつらは笑っていた!!　それが当然の権利で、それが自じ業ごう自じ得とくなんだって!!」

「御み坂さか……」

「私はちゃんと助けてきた。自分のために作ったA.A.A.の存在を公表して、常盤ときわ台だいのみんなを守って、余った力で『学まなび舎やの園その』の外まで巡じゆん回かいしてきた。やらなくても良い仕事を率そつ先せんしてこなしてきた！　なのに怠たい慢まんだって。やるべき事をやっていないって。だからその分だけ償つぐなえって……どうして顔も名前も知らない連中なんかに糾きゆう弾だんされなくちゃならないのよォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!!!!!」

　それ以上は何も聞かなかった。

　ただ、もう一度強く、上かみ条じようは少しよう女じよの折れそうな体を抱だき締しめた。

「『連中』が許せない……」

　水に濡ぬれたスポンジを手で搾しぼるように、悪意ある言葉が溢あふれていた。だけど上かみ条じようはそのまま聞き続けた。捌はけ口ぐちが必要だと、強く思った。

「でも私わたし達たちには、有う象ぞう無む象ぞうの『連中』が誰だれだったのか覚えていない。路ろ傍ぼうの石みたいに人間様を捨て置いて、崩くずれた校舎へ向かっていった、それはそれは楽しそうな希望に溢あふれた後ろ姿しか焼きついていない……っ」

　御み坂さか美み琴ことが絶望したのは、おそらく個人個人の行いではないのだろう。

　一〇を与あたえれば一〇〇を求め、一〇〇を与あたえれば一〇〇〇を求め。それが普ふ通つうで当たり前だと思っている群集心理、低い位置に意図して留とどまる者もの達たちの際限ない欲望みたいなものに蝕むしばまれたのだろう。

　復ふく讐しゆうの対象を覚えていない、と彼かの女じよは言っていた。

　おそらく常盤ときわ台だいで物資の略りやく奪だつに乗り出してきた当とう人にん達たちを捕つかまえて美み琴ことの前に差し出しても、彼かの女じよは首を傾かしげると上かみ条じようは思う。そんなに単純な話ではないのだ。御み坂さか美み琴ことが向き合ったのは、被ひ害がい者しやも加害者もない、災害時の極きよく限げん環かん境きよう下かに現れる一つの巨きよ大だいな悪意の塊かたまりのようなものだったのだから。

「大だい丈じよう夫ぶ……」

　あまりにも小さな少しよう女じよの髪かみを撫なで、やがて上かみ条じようはそう言った。

「お前が倒たおしたい『そいつ』に形はないけど、でも絶対に倒たおせる。『そいつ』は人を傷つけたってびくともしないけど、だけど殺す方法は必ずある。だから迷うな、もう大だい丈じよう夫ぶだ」

「本当に？」

　幼い子供のように震ふるえながら、美み琴ことは尋たずねてきた。

「本当に、あんな怪かい物ぶつを倒たおす方法があるの？」

「ああ」

　秩ちつ序じよが回かい復ふくすれば。いつも通りの生活が当たり前に戻もどってくれば、あんな悪意の塊かたまりに居場所はなくなる。誰だれの心からも消えてなくなる。その時こそが、形のない怪かい物ぶつがズタズタに引ひき裂さかれる瞬しゆん間かんなのだ。そう信じて戦い続けるしかない。

　そして絵エ恋レンや冥メイ亞アを中心とした『旧』上かみ里さと勢せい力りよくは、避ひ難なん所じよ限げん定てい情じよう報ほう基き地ちのスフィアを使って、そうした怪かい物ぶつをある程度意図してコントロールしようとしている。上かみ条じようや府フ蘭ランを炙あぶり出だして自前の大部隊をけしかけるため、ただそれだけのために。

　やはり放ほうってはおけない。

　上かみ里さと翔かけ流るの救出、木き原はら唯ゆい一いつに命じられた少しよう女じよ達たち、街を覆おおう悪意の塊かたまり……。一見散り散りなようでいて、でも実はお互たがい意図せずに繫つながっている。

「協力してくれ、御み坂さか。お前の力が必要だ」

　戦わなくてはならない。

　この悪意の連れん鎖さのような『何か』から、大切なものを守るために。

「全部元に戻もどす。俺おれが必ずそうするから」
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　随ずい分ぶん寄り道したらしい。

　府フ蘭ランに確かく認にんすると、もう午後四時を回っていた。辺りの空気も昼というより夕方に近いものに切きり替かわっていた。切きり裂さくような肌はだ寒さむさが一段増ましたような気がする。

「うっぷ。んあ、琉ル華カぁ……？　何であなただけシャッキリ元気な顔になっているのです」

「ほら私、主しゆ観かん年ねん齢れいを自在に操あやつるからアルコールの分解もやりたい放題だったみたい」

　消毒用のアルコールで酔よっ払ぱらう、という不幸な事故からウサギアンテナはまだまだ脱だつしていないようであった。普ふ段だん通どおりの無表情ながら、時々こめかみの辺りを指先で押おさえている。

「おい御み坂さか」

「っ」

「歩くの速いって。そのペースだと琉ル華カはともかく府フ蘭ランが置いてきぼりになる」

「つかまたもや誰だれなの拾ってきたの!?」

　思わず振ふり返かえって嚙かみ付つくように叫さけんだダッフルコートに競泳水着の美み琴ことだったが、実は彼かの女じよは彼かの女じよで本心は別にあり、

（……えええーあんな事言われて抱だき寄よせられてどんな顔すれば良いのなんて話を切り出せば良いの距きよ離り感かん一気に分かんなくなっちゃったんだけどこれどうすんのーっ!?）

　何やら顔じゅうがカッカしているのは鏡を見なくても分かるのだが、このカッカしているのが怒いかり以外の何かである事は知られたくない。よって先に進んでツンツン頭に背中を見せるか、何か理由をつけて怒おこった顔をするかの二に択たくくらいしか逃にげ道みちがない。

　のだが、

「何だお前、そんなにせかせか歩いて。ひょっとしておトイレでも我が慢まんどふえあっ!?」

　ここだけは演技の必要性は特になかった。

　真正面から『雷らい撃げきの槍やり』で胴どう体たいを貫つらぬいて黙だまらせる。

　ちなみに【芸能】の『王』からスフィアの『鍵かぎ』を拝借するのはそんなに難しい事ではなかった。まだ濡ぬれた高こう架かの上で男装の麗れい人じんが気を失ったままだったからだ。

　スフィアは避ひ難なん所じよに置いてあるはずだが、こちらについても探すのは簡単だ。その男装の麗れい人じんの肩かたを揺ゆさぶって起こせば良い。どんな能力を使う相手なのか詳しよう細さいも分からないままだったが、寝ね覚ざめ一発目に紫し電でんを纏まとわせた御み坂さか美み琴ことが仁に王おう立だちするだけで趨すう勢せいは決した。

「質問に答えて」

　魔ま法ほうの言葉だった。震ふるえる手でスティック状の機材を差し出す『王』を見て、流石さすがにちょっと悪い事をしたかもしれないと上かみ条じようは心の中だけで思う。

　そして実際に【芸能】の避ひ難なん所じよに向かってみると、そこはハコモノの大型フィットネスジムのようだった。どうやら歌や踊おどりで頂点を目指す少しよう年ねん少しよう女じよにとっては、学外活動の進しん学がく塾じゆくみたいな扱あつかいだったらしい。メンバーのほとんどが氷河期のデマに当てられて出で払はらっていたため警備はザルで、スフィアに近づくのも容易だった。

「ここが新しいキー局になるのか……」

　琉ル華カは近くにあった茶色い小こ瓶びんのラベルを見て府フ蘭ランの方に放ほうり投なげながら、

「なんかウコンのドリンクだって。作業入る前に吞のんどけば？」

「うえ、苦そうなのです……やっぱり苦い!!　言わんこっちゃない!!」

　舌を出して小こ瓶びんを全力で遠ざけるパーカービキニに、怪け訝げんな顔をしたのは上かみ条じようだった。

「そんなにヤバいのか？　オレンジ味って書いてあるじゃないか」

「このケミカル満まん載さいのどの辺がオレンジだってんですかっ!?　何なら自分で吞のんでみろなのです!!」

「うわやめろ馬ば鹿かこれ健康な人が吞のんでも良いものなのか!?」

　慌あわてふためく上かみ条じようの傍かたわらでは、競泳水着にダッフルコートの美み琴ことが何か落ち着かなかった。

（えっ、あ、ちょ、あれがああするとつまり間接キスって事になってそれはええと）

「ふえっくし!!」

　くしゃみと共に前まえ髪がみから『雷らい撃げきの槍やり』が飛んだ。事故だ事故、断じて経けい口こう飛ひ沫まつ感かん染せん阻そ止しのために動いた訳ではないのだ。

　でもって真上に跳はねた上かみ条じようの腕うでに弾はじかれ、茶色い小こ瓶びんもまた宙を舞まって、

「うぶっ!!」

　気がつけばツンツン頭がオレンジ色を思い切り被かぶっていた。

　美み琴ことはわなわな震ふるえながら、

「……間接キスどころか、間接全身舐なめ回まわし、ですって……っ!?」

「この館やかたは実は丸ごと回転するんですくらいのトーンで何言っているんだ御み坂さか!?」

　直径二メートルの球体。蓮はすの華はなのように開いたそれに、パーカービキニの府フ蘭ランが『王』の『鍵かぎ』を差さし込こんで認にん証しようをパスしている。

「？」

　ちなみに美み琴ことは府フ蘭ランや琉ル華カが何者なのか、良く分かっていないらしい。時折、妙みように専門的な事を口走ったり手先が器用だったりする彼かの女じよ達たちを怪け訝げんな目で追おい駆かけている。

「そういやこれ、御み坂さかの能力で直ちよく接せつ操あやつる事はできないのか？」

「うーん……。表層なら」

　美み琴ことは困ったような顔で、

「内部のコアがちょっとおかしいのよね。量子信号……とも違ちがうのか。とにかく普ふ通つうの電気を使ったプロセッサじゃないみたいなのよ」

「ゼーマン効果を利用した光分散式計算プロセッサなのです」

「府フ蘭ラン、ドヤ顔しながらで良いいから丁てい寧ねいに頼たのむ。無理に難しい言葉使わなくたってお前が一番頭が良いいのは分かっているから。な？」

「……いちいち馬ば鹿かにしないで欲ほしいのですが。自みずから光を発する粒りゆう子しを磁場の中に入れると、一つきりの波長が複数に分散する、というのがゼーマン現象。さらに、どんな波長の波であれぶつかれば融ゆう合ごうしますから、極小プロセッサの中で複数の光を当て、その振しん幅ぷくによって〇と一を表現する非電子式演算回路の走りみたいなものなのです」

「まだドヤ顔」

「ッッッ!!　つまり光を波と粒りゆう子しで使い分ける方式の量子コンピュータの足あし掛がかりとなる過か渡と期きのマシンです！　カモノハシやシーラカンス、あるいはＰＤＡやＰＨＳと同じで、進化を辿たどるのに貴重な資料とはなっても、いずれ特とく殊しゆな現場を除いて消えゆくサダメの機械でしょう!!　まるっっっ!!!!!!」

　何でそんなに信号とかコンピュータとかに詳くわしいのかは、いちいち聞かない方が身のためだろう。きっと宇宙から降り注ぐ『彼かれら』のメッセージは複ふく雑ざつ怪かい奇きなのだ。それ以上深入りすると映画好きにオススメの一本を尋たずねて得え体たいの知れない詩的なフランス映画について夜通し延々語られるのと同じ目に遭あう。

「これでよし、と。……中ちゆう継けい処しよ理り完かん了りよう。これで今まで通り、リュックからこのスフィアを新しいキー局にして経由すれば現地のレポーターから大々的に放送を乗せられるのです」

「で、府フ蘭ラン。そのネットワークの方はどんな感じになっている訳？」

　羽根付きの海かい賊ぞく帽ぼう子しに眼帯の琉ル華カから尋たずねられ、ウサギアンテナの顔が曇くもる。

「ちょっと見ない間にしっちゃかめっちゃかになっている、としか。大熱波の原因は高出力マイクロ波、という所まではブレないのですが、大元については烏丸からすま府ふ蘭らんの宇宙ステーション説と太陽風の異常による氷河期カウントダウン説とに分散している印象です。しかもどっちも明らかに扇せん動どうの痕こん跡せきあり。おそらく引きこもり幽ゆう霊れいの冥メイ亞アの仕し業わざでしょう」

「わざわざ自分から？」

「仮説が一本しかないと人じん為い的てきな流れが透すけて見えるから、噂うわさの派生パターンを自じ分ぶん達たちのコントロール下で流しておきたかったんでしょう。あらかじめ反対意見用の受け皿を用意して不満を誘ゆう導どうしてしまえば、制せい御ぎよ不ふ能のうの大だい炎えん上じようになる事もありませんし。そもそもどっちが盛り上がった所で私が苦しめられる構図になるのは目に見えていますから。良いいマッチポンプなのです」

　ちょいちょい、と上かみ条じようの脇わき腹ばらを誰だれかが小さくつついた。

　例の御み坂さか美み琴ことその人であった。

「……ちょっと。ねえちょっと」

「何だよ」

「今、なんか変な事言っていなかった？　烏丸からすま府ふ蘭らんの宇宙ステーションとか、私が苦しめられる構図とか。だって、府フ蘭ランって、ええと、その子の……？」

　ああ、と上かみ条じようはちょっと呻うめいた。

　どこから切り出すべきか迷っている間にずるずる来てしまったが、時間や空間に特化したブードゥーの使い手、魔ま術じゆつサイドの海かい賊ぞく少しよう女じよ琉ル華カに加えて、学園都市製科学サイドの知ち恵えを借りて上かみ里さと救きゆう出しゆつに挑いどむならやはり逃にげられない。

　だから彼かれはこう答えた。

「去鳴サロメのヤツには前に会っていたんだよな？　こいつらは府フ蘭ランと琉ル華カ。あいつと同じで上かみ里さと翔かけ流るの知り合いだ。今はかなり揉もめてるけど……大熱波を起こしてくれたおかげで、エレメントの猛もう威いから学園都市を守ってくれた事実は変わらな




　紫し電でんが空気を割る轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　即そく座ざに上かみ条じようが羽は交がい締じめにしていなければ、パーカービキニは焦こげた肉にく片へんになっていた。




「放せっ!!　この馬ば鹿か！　なにヘラヘラ笑って状じよう況きよう受け入れてんのよっ、こいつが！　こいつらが全部……っっっ!!!!!!」

「こうなると思ってた！　でも俺おれは正直に言ったぞ!!　それにただ学園都市を混乱に陥おとしいれるだけだったら俺おれも協力してない!!　ややこしいけど、こいつらの大熱波が木き原はら唯ゆい一いつのエレメントを弱体化させていたのは事実なんだっ!!」

　ある学者の名前が表に出て、ようやく暴れ回る美み琴ことが強こわ張ばりながらも動きを止めた。

「木き原はら、唯ゆい一いつ……？」

「ああ！　お前の学校を襲おそった例のあいつだ!!　全部説明する。だからひとまず落ち着けって!!」

　説明は困難を極きわめた。

　そもそも『上かみ里さと翔かけ流るって誰だれ？　一体どんなヤツ？』というのを実際に見て聞いて触ふれてきた訳ではない美み琴ことにとって、あの少年と取り巻く環かん境きようの異質さを実感してもらう所がすでに大きなハードルでもある。

　去鳴サロメとは会った事がある、というのはせめてもの救いだっただろう。

　あいつの兄貴、と紹しよう介かいすると大体の不条理を吞のみ込こんでくれるようだったからだ。

　それでもたびたび美み琴ことはちゃぶ台をひっくり返すような勢いで全身から紫し電でんをまとわせ、その都度上かみ条じようが競泳水着の細い腰こしにしがみつき、顔を真っ赤にした美み琴ことから平手で張はり倒たおされながらも、どうにかこうにか核かく心しんに近い部分の説明を終える。

　つまり、大熱波とエレメントは別口で。

　木き原はら唯ゆい一いつのエレメントの大だい洪こう水ずいが本命。これの被ひ害がいを少しでも抑おさえるために、府フ蘭ランは受動的に宇宙ステーションのマイクロ波を使わざるを得なかった、という部分だ。

　まだ完全には納なつ得とくしていないのか、美み琴ことはそっぽを向いて低い声で呟つぶやいた。

「……良いいけど」

「ぶごぶぶぶう。ぶひっぶぶう」

「そんなにブタ語になるまで顔叩たたいてないでしょ!!　だっ、大体アンタも色々気安すぎるのよ。一体どこで箍たがが外れたの!?」

「ともあれ」

　割とギリギリでタマの取り合いの渦か中ちゆうにいたにも拘かかわらず、当の府フ蘭ランは相変わらず感情の読めない瞳ひとみのままだった。かえって、その傍かたわらで腰こしのカトラスに意識を集中している琉ル華カの方がそっと安あん堵どの息を洩もらしているくらいだ。

「これでスフィアを手に入れられましたが、いつまた絵エ恋レンや冥メイ亞アが攻せめ込こんでくるかは未知数なのです。それに向こうと同様、こちらもネット内でキー局の他に地方局とリンクして波は状じよう攻こう撃げきに使える手数が欲ほしい。できる事なら一つに満足せず、複数のスフィアの権限を掌しよう握あくしておきたいのですが」

「分かるけど、大元の上かみ里さとの件も放ほうっておけないぞ。あんまり長い時間をかけて他の避ひ難なん所じよに忍しのび込こむっていうのもな」

「ええもちろん」

　ピッ、とパーカービキニはぶかぶか袖そでからはみ出た人差し指の先で美み琴ことの鼻先を指差して、

「なのでもう一ヵ所。あなたが身を寄せている避ひ難なん所じよを紹しよう介かいしていただければと」




　　　　12




　御み坂さか美み琴ことの案内があると、あれだけ危険に思えた死んだ街並みも随ずい分ぶん安心感があるものだった。大熱波の時もそうだったが、彼かの女じよの存在は大きい。

　それでもやはり、あちこち瓦が礫れきや白い砂の山で埋うまった学園都市を徒歩で移動するのは容易ではない。到とう着ちやくした頃ころには完全に陽は暮れていた。パーカービキニに尋たずねると、もう七時を過ぎているらしい。完全に夜だ。

　そして美み琴こと達たち、常盤ときわ台だい中ちゆう学がくのお嬢じよう様さま達たちが身を寄せているのは、意外な事に上かみ条じようも良く知る場所だった。

「……病院？　ここって、いつもお世話になってる？？？」

「木き原はら唯ゆい一いつとの戦いでほとんどの子こ達たちは身動き取れなくなったからね。あれだけの事があって、命があるだけでもマシな方よ」

　一応上かみ条じようや府フ蘭ランは指名手配に近い扱あつかいを受けているはずだが、身構える彼かれらとは反比例して、時間の流れはゆったりしていた。

（どうなって……？）

　ともあれ観察だ。名門のお嬢じよう様さま学がつ校こうと言っても二〇〇人弱はいたはずである。流石さすがに全員で押おしかけて病室のベッドを使わせてもらう訳にもいかなかったのだろう。

　表の駐ちゆう車しや場じようにはかなりの数の立体物が浮うかび上あがっていた。それらは段ボールや青いビニールシートを張り合わせて作ったと思おぼしき手製の『家屋』であった。時折、ビニールの出入口をめくって競泳水着にダッフルコートのお嬢じよう様さま達たちがこちらを覗のぞき、小さく会え釈しやくしてくれる。

　エレメント対策にコンクリートの壁かべの有う無むはあまり関係ない。有効に逸そらす方法さえあれば屋外に拠きよ点てんを作っても問題ない。それはあの『公園』でも教えられた事ではあった。

　が、それにしたって、

「……お嬢じよう様さまに段ボールハウスとか、また似合わない事やってるなあ。ちゃんと適応できてる？」

「馬ば鹿かにしてる？」

　呆あきれたように言う美み琴ことだったが、その顔色に若じやつ干かんの疲ひ労ろうが滲にじむのも事実だった。何にせよ初はじめて尽づくしには違ちがいあるまい。いいや、ひょっとしたら表面上は笑っていても、悪意をぶつけられた名な残ごりがまだ残っているのかもしれない。

　ただし、中には見た事のない環かん境きようを新しい刺し激げきとして楽しんでいる少しよう女じよ達たちもいるらしい。

『段ボールをただテープで留とめるだけではへたってしまいますわね。そうですわっ、針金ハンガーなどで補強してみるのはどうでしょう』

『流石さすがですわ婚こん后ごうさん！』

『ついでですから周りも発はつ泡ぽうスチロールで固めてしまいましょう！』

　なんか秘密基地感覚に目覚めているようだ。どんな時でも温かい毛布や食べ物は人の心を慰い撫ぶしてくれる。衣食住のサイクルを満たす事で、少しでも胸にわだかまるストレスを吐はき出だそうとしているのかもしれない。何にしてもサウナの後の水みず風ぶ呂ろみたいにすぐ飽あきが回らなければ良いのだが。

「ウサギグレイ……っ」

　と、なんか府フ蘭ランが両手を口元に当てて感かん極きわまっていると思ったら、キャラグッズのレジャーシートを扉とびら代がわりにしている段ボールハウスを見つけたようだった。放ほうっておくとここに住みたいとか言い出しかねないので首根っこは押おさえておく。

　なんか美お味いしそうな匂においが漂ただよっていると思ったら、アスファルトの駐ちゆう車しや場じようにドラム缶かんと金かな網あみを置いたお嬢じよう様さま達たちが大きな鍋なべをかき回していた。おそらく中身はカレーか何かだろう。流石さすがに数十種類のスパイスがああだこうだの次元ではなく、上かみ条じようもスーパーでお世話になっているアリモノのルーそのまんまの匂においではあるが。

　美み琴ことの顔が利きくためか、紙皿に載のったそれらを分けてもらえる事に。特に座すわる所はないので、火を囲んでの立ち食いスタイルだ。

　ちなみに上かみ条じようや府フ蘭ランが最後に口にしたのは地下鉄の蕎そ麦ば屋やの冷蔵庫から拝借した、冷たいままの鴨かものスライスに練り物のちくわやナルトくらいのものだ。単純にしっかりと味のついた温かいものがお腹なかの中に入っていくだけでちょっとした感動が込こみ上あげる。上かみ条じよう当とう麻まは今生きているのだ。

　隣となりでは何だかひどく幼い声が、具体的には七歳さいくらいがこんな風に訴うつたえかけていた。

「おねーちゃーん、ううー、おかわりー」

「琉ル華カぁ!!　キサマ人の善意を逆手に取るようなビジュアルを……っ!?」

「何の事だか分からないわ。それよりおねーちゃんおかわりー」

　が、そこで思わぬ事態が発生した。

　一人二人と、などという話ではなく、競泳水着にダッフルコートの少しよう女じよ達たちがわらわらと小さくなった海かい賊ぞく少しよう女じよの周りに集まってきたのだ。

「まあ、この子は一体どなたかしら」

「迷子になってしまったのかもしれませんわ」

「何から何まで面めん倒どうを見て差し上げなくてはなりませんわね！　むん!!」

　え、ちょ、わわわわわ!?　待った待ったー!!　という声が人の山の中に埋うもれていく。パーカービキニはもくもく口を動かしながら遠い目をしたものだった。

「ふっ。男子禁制の修道院では母性が抑よく圧あつされ過ぎて妙みような幻げん覚かくを見たり、その母性を無理に発散させるために木き彫ぼりの赤ちゃん人形が横行したという話を知らないのですか琉ル華カ」

　何でそんなに幻げん覚かくに詳くわしいのかは知らないが、このウサギアンテナがＵＦＯや宇宙人に詳くわしい所を考えるとあんまり深入りしない方が良さそうにも思えてくる。
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「カレーは何気に水を使うよな。煮に込こむにしても、お米を研といでご飯を炊たくにしても」

「普ふ通つうに蛇じや口ぐちひねってって考えたらね。まあウチの子こ達たちは普ふ通つうに水を操あやつる能力者も少なくないから」

「……、」

「あれ？　アンタどうしたの、手なんか止めて」

　こいつは一体ナニ汁じるで煮に込こんだカレーだがじゃあ!?　と上かみ条じようの脳のう裏りを疑問が貫つらぬいていくが、すでに口に入れてしまった後だ。軽めの感動を織り交ぜて無心で食べちゃったから皿の上には何も残っていない。

「しかしまあ」

「？」

「一日二食、か。考えてみればちゃんとメシ食ってるんだよな、俺おれ」

　パーカービキニや海かい賊ぞく帽ぼう子しを引き連れて外来入口から廊ろう下かに入ると、こちらもカオスだった。病室や診しん察さつ室しつはもちろん、待合室のベンチや車輪のついたストレッチャーの上にも人が寝ね転ころんでいて、廊ろう下かのあちこちに資材の山が積んであった。大熱波にせよエレメントにせよ、問題発生と共にキャパシティをはるかに超こえる急きゆう患かんが押おし寄よせたのだろう。今日まで病院の体てい裁さいを保っていられたのが奇き跡せきのような状じよう況きようだった。例えば、架か空くうのゾンビパニックの発生から終息までをタイムテーブルごとに網もう羅らしたニッチなサバイバル本などでも、真っ先にやられるのは病院と警察署だと聞く。悪意のあるなしに拘かかわらず、あまりにも多くの人はそれだけで施し設せつの機き能のうを寸断する。

「おや？　ここの所は入にゆう院いん沙ざ汰たから遠ざかったかと思えば」

　奥おくから見慣れたカエル顔の医者が出てきた。健康な高校生として医者の顔を見慣れてしまうのもどうかと思うのだが、それくらいにはお世話になっている人だ。

　今はとにかくスフィアの存在である。

「先生、ここは【病院】っていう避ひ難なん所じよに指定されているとかいう話を聞いたんですけど」

「うん？　自分で名乗っていないから分からないなあ？　誰だれかが勝手にそう呼んでいるのかもしれないけど？」

「スフィアについては？」

「あれかい？　手回し発電機をつけたラジオに頼たよっている方がマシだと思うけどね？」

　当人があまりこだわりを持っていない事は、上かみ条じよう達たちにとってはかえってありがたかった。言われてみればここに身を寄せているはずの美み琴ことなども、上かみ条じよう達たちが指名手配に近い扱あつかいを受けている事は知らないようでもあったし、おそらく避ひ難なん所じよ全体でスフィア断だちをしていたのだろう。病院の中心人物の許可をもらって、カエル顔の医者から直ちよく接せつＵＳＢメモリに似た『鍵かぎ』を借り受ける。

　スフィアについては病院の中庭に、適当に置いてあった。

　屋内ですらない。いかにぞんざいに扱あつかっているかが窺うかがえる光景だ。

　蓮はすの華はなのようにこちらへ開いた情報基地にアクセスする府フ蘭ランとアシストしている琉ル華カ。彼かの女じよ達たちを見ながら、上かみ条じようはちょっと気になっていた事を美み琴ことに聞いてみた。

「この病院ってどうやってエレメントの侵しん入にゆうを防いでいたんだ？」

「分かんないけど、超ちよう音おん波ぱだって。敷しき地ちの外周にガラスで作った細長い風ふう鈴りんみたいなのがいくつも取り付けてあったけど、本当にあんなので誘ゆう導どうできたのかしら」

　ぞっとする話だった。

　エレメントはマイクロ波は環かん境きよう下かでも手に入れたデータを木き原はら唯ゆい一いつに渡わたすため、超ちよう音おん波ぱを利用していたのは上かみ里さと翔かけ流るが暴いている。カエル顔の医者はその域にしれっとした顔で届いている。ひょっとすると常盤ときわ台だい同様、いくつかのエレメントを捕ほ獲かくして解かい剖ぼうでもしていたのかもしれない。

　つくづく身近におかしな人ひと達たちがいる街だ。

　魔ま道どう書しよ図と書しよ館かんや本物の神様と一いつ緒しよに毎日ご飯を食べている身の上で言うような事ではないかもしれないが、別に上かみ条じよう本ほん人にんが何か自じ慢まんできる訳でもない。

　ポン、という軽い電子音が上かみ条じようの思考を遮さえぎった。

「終わったのです。えっへん。地方局ゲット！」

　ここの所、無表情無感情がデフォルトだった府フ蘭ランがドヤ顔を見せ始めている。上かみ条じようについて警けい戒かい心しんを解いてきたのか、美み琴ことに対して優位に立ちたいのか。この辺りはまだ読み切れないが。

「これで二ヵ所同時にスフィアを動かせます。こちらからも情報の波は状じよう攻こう撃げきができますから、ネットでの攻こう防ぼうに幅はばが生まれるはずなのです」

「良く分からんが……冥メイ亞アだっけ？　あいつはどんだけスフィアを掌しよう握あくしているんだ」

「もちろん確証はないですが、低く見積もっても一五以上」

　ぶっ！　と良く分かっていないのに上かみ条じようは噴ふき出だした。

「桁けたが違ちがう……ッ!?」

「地方ネット局の直ちよく接せつ支し配はい地ち域いきはさておいて、ネット上で論戦するだけなら、実は数の差はあまり関係ないのです。ある意見に対して注力できるのは、一人、二人、三人以上、の三パターンだけ。変に数を持っていても宝の持もち腐ぐされになる事も多いので、さほど気にする必要はないのです」

「……でも俺おれ達たちは『二人』で、冥メイ亞アは『三人以上』ではあるんだよな」

「誰だれが完全優位に立ったなんて言ったのです？」

　反論のチャンスがあるだけでもマシ、といった所か。

　上かみ里さとの件もあるのに、まだまだ問題は山積みのようだった。ゆっくり息を吐はいて寒空を見上げた上かみ条じようは、ふと居並ぶ窓の一つからこちらを覗のぞき込こんでいる小さな影かげを見かけた。相手も気づいたようで、軽く手を振ふってくれる。

（パトリシア＝バードウェイだっけ。姉の方が強きよう烈れつ過ぎるせいか、いまいち印象は薄うすいけど……）

　かつてサンプル＝ショゴスに寄生され、上かみ里さとと共に行動し、結果として自じ壊かい寸すん前ぜんだった『魔ま神じん』ネフテュスの『断だん片ぺん』に空いた隙すき間まを埋うめるような格好で命を救ってもらった一人の少しよう女じよ。彼かの女じよを見ていると、予想外の行動で散々こちらを振ふり回まわし続つづけた上かみ里さと翔かけ流るの別の顔が覗のぞくようであった。

　思えば、あの頃ころから上かみ里さと翔かけ流るには自分を殺して相手を助ける心はあったのか。

　もっと早く気づいていれば、『窓のないビル』の地下で起きた出来事を事前に予測し、食い止める事ができたのだろうか。

　一度小さく頷うなずいて、そして改めて上かみ条じようは口を開く。

「府フ蘭ラン。氷河期のデマは何とかできそうなのか」

「確約はできないです。そもそも派手に動けば冥メイ亞アにキー局きよく扱あつかいの中ちゆう継けいスフィアを察知されて物理的に破は壊かいされます。今は真っ向から否定材料をぶつけるというより、噂うわさの拡かく散さん状じよう況きようを調べ、肯こう定ていするふりをしながら端はし々ばしをねじって別の話に組くみ替かえていく事に注力するので精せい一いつ杯ぱい。つまり即そつ効こう性せいはないのです」

「歩きながらでもできるよな。とにかく継けい続ぞくしてくれ」

　とはいえ、このルートだけ追求しても暴動の広がりは止められない。

　ならばやはり元を締しめるまでだ。木き原はら唯ゆい一いつと繫つながった『理想送りワールドリジエクター』がなくとも上かみ里さと翔かけ流るは助けられると証明すれば、冥メイ亞アや絵エ恋レン達たちから戦う理由を丸ごと奪うばい取とれる。

「本題に入ろう」

　上かみ条じようはそう切り出した。

「御み坂さか。俺おれ達たちは上かみ里さと翔かけ流るを助けて問題を終息させるために、A.A.A.が必要になってる。それはお前が作った機械部品じゃなくて、大元となったオリジナルだ。一体どこにある、教えてくれ」
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　病院を出た時点でもう夜の八時を越こえていた。

　そして白い息を吐はく御み坂さか美み琴ことに案内されたのは、予想外の場所だった。

「第一一学区？」

「そう。東とう端たんにある学区で、陸路の物流基地になっている場所ね」

　あちこち白い砂の山で埋うまった街並みを歩きながら、競泳水着にダッフルコートの御み坂さか美み琴ことはそんな風に言った。

「学園都市ではゴミの九〇％以上を再利用で活用しているわ。鉄くずを溶とかしたり生ゴミを肥料に変えたりしてね。でも、どうやってもリサイクルができないものだってある。何度も何度も再利用を繰くり返かえして劣れつ化かしてしまった凝ぎよう縮しゆく廃はい棄き物ぶつについては、コンテナに詰つめてよその街にある処分場へ送り出すしかないんだって」

「で、その廃はい棄き用ようコンテナの中に？」

　海かい賊ぞく帽ぼう子しに眼帯の琉ル華カの言葉に美み琴ことは頷うなずいて、

「そう。搬はん出しゆつスケジュールをちょちょいといじって、ゴミの山にありながら永遠に現状待機を続けているコンテナがある。その中に隠かくしてあるわ。木き原はら唯ゆい一いつと戦ったあの夜、冷れい凍とう倉そう庫こに偽ぎ装そうした火薬庫の中で発見した『オリジナル』のサンプルパーツをね」

　上かみ条じようとしては、『グレムリン』の雷らい神じんトール辺りと『一いち端はな覧らん祭さい』の最後にぶつかったのがあのコンテナヤードだった。正直に言ってあんまり良いい思い出はない。

　長い時間をかけて学園都市を踏とう破はする。何しろ目的地は街の端はしだ。府フ蘭ランに時間を確かく認にんしてもらうと、たっぷり三時間以上もかかってしまったらしい。もうすぐ日付が変わる勢いであった。

　街灯も信号も死んだ街並みはやっぱり異質だ。

　そうそう車なんて通らないと分かっていても、視界の確保すらままならない道を一本横断するだけでも少し心臓を締しめ上あげられる。

　そして実際にやってきた第一一学区はワンルームマンションをとことん肥大化させたＳＦ世界の街並みみたいだった。明かりのない暗くら闇やみの中、どこもかしこも規格化された金属製の箱が山積みになっていて、その幾き何か学がく的てきな影かげだけで景色が完成している。本来なら大型のガントリークレーンが絶えずトレーラーから荷を下ろしているはずだが、そちらの機き能のうは完全に止まっていた。保ほ冷れい機き能のうのついたコンテナでは、死んだ箱の中で生せい鮮せん食しよく品ひんがそのまま腐くさっているかもしれない。

　結構な物資が留とどまっていたはずだが、こちらに人の影かげはない。そもそも大熱波とエレメントの猛もう威いをかい潜くぐって、この孤こ立りつした学区まで辿たどり着つく方法がなかったのか。

「そのコンテナは？」

「こっちよ。例のマイクロ波で管理データもやられたんなら、こっちのリストももう一度偽ぎ装そうの挟はさみ直なおしをしなくちゃならないのよね……」

　ピラミッドのように堆うずたかく積まれたコンテナの山の中腹であった。電磁波の反はん響きようで地形を走査し、磁力を使って簡単に壁へき面めんを足場にする美み琴ことと違ちがい、上かみ条じよう達たちは大たい変へんだ。下から府フ蘭ランの小さなお尻しりを押おしたり四よつん這ばいになって琉ル華カの細い脚あしで背中を踏ふんづけられたり、そんな少しよう女じよ達たちに上から腕うでを摑つかんでもらって引っ張り上げてもらったり。とにかく四苦八苦しながらコンテナを昇のぼっていく。

「ここよ」

　先に到とう着ちやくしていた美み琴ことが、親指でコンテナの扉とびらを指差した。

　扉とびらにはおざなりなダイヤル式しきの南なん京きん錠じようが一つあるだけだった。どんな鍵かぎでも能力で開けてしまう美み琴ことにしては珍めずらしい気がする。鍵かぎは所しよ詮せん開けられるものとみなしているのか、セキュリティよりも悪目立ち防止の意味を込こめて偽ぎ装そうに注力しているのかまでは分からないが。

　やはり暗くら闇やみの中で鍵かぎの番号を確かめている様子もなく、磁力を使って内部構造を直ちよく接せつ動かして鍵かぎを開け、美み琴ことが両開きの扉とびらに手をかける。

　中を覗のぞき込こみ、月明かりも入らない濃のう密みつな黒に上かみ条じようは眉まゆをひそめ、そして府フ蘭ランが背中のリュックと家いえ電でんみたいなぐるぐるケーブルで繫つながった小さなモニタをコンテナ内へ突つき付つけた。どこぞの印いん籠ろうの後光のようにバックライトが光り、ようやっと内部の様子が分かってくる。

　中を覗のぞき込こむと、禍まが々まがしい機械の群れが待っていた。

　……実際には金属コンテナを丸々使ってもあれだけ大きな兵器類を収める事はできないので、かなりの部品が分解されていた。専門知識を持たない上かみ条じようには、それらの組み立て完成図を頭の中でイメージできていない。

　にも拘かかわらず、一目見た瞬しゆん間かんに血の海を見るような感覚に胃い袋ぶくろが底冷えしたのは、やはりそれが人殺しの兵器だったからかもしれない。えもいわれない、独特の忌き避ひ感かん情じようが上かみ条じようの胸の中心を締しめ付つけてくるのが良く分かる。

　御み坂さか美み琴ことは、これを見て『使える』と思ったのだろう。だから回収し、手元に収め、さらに改良して自分好みの形に作つくり替かえた。そこに上かみ条じようはわずかな棘とげを感じる。まるで名刀の妖あやしい刃は紋もんに魅み入いられているような、優すぐれた武器が持つ独特の色いろ香かに惑まどわされているような、そんな危険な匂においをだ。

　美み琴ことのA.A.A.がなければ上かみ条じようも、青あお髪がみピアスも、吹ふき寄よせ制せい理りも、エレメントの猛もう威いから逃のがれられずに命を落としていた。こうして今、上かみ里さと救きゆう出しゆつの手がかりを得るチャンスもなかった。何もかもプラスに働いているのに、どうしても手放しで喜べない。

「これは……」

　やはり、真っ先にコンテナへ踏ふみ込こんだのは時間や空間に詳くわしい魔ま術じゆつ師しの琉ル華カだった。光源を持つ府フ蘭ランもついていっているが、どちらかというと友人の背中を追っているように見える。

「イシス、オシリス、ホルスの三神……。ただしエジプトの伝承からは遠い。こっちのは呼び出されし従わぬ者……。アブラ・クアタブラ。同一アルファベットを使った逆三角、呪じゆ詛そ返がえしの護ご符ふ……。そうか、思春期の心性と薬物作用を網もう羅らした超ちよう常じよう誘ゆう発はつ方ほう式しき自じ体たいがかの僧そう院いんテレマの、いや、だとすると!?」

「琉ル華カ、琉ル華カ。うん？　どっかとチャネリングでもしてるです？」

「科学と魔ま術じゆつ？　これ、こんなの、片腹痛いじゃない！　ここにあるのが全部本当だとするなら、そもそも二つの世界なんか存在しない。たった一人の邪じや悪あくがそう見えるように切り分けているだけ!!　世界は統一した理論で説明できてしまうじゃない!!」

　明らかに様子がおかしくなってきた。躁そうというか、アッパーというか、トランスというか。小刻みにがくがくと震ふるえる琉ル華カは本当に自分の意思で考えて話しているのか。それとも何か外からの力に引きずられているのか。弓なりに大きく背を反らす彼かの女じよは何を見ているのか。彼かの女じよの心臓の鼓こ動どうさえ、離はなれた位置にいる上かみ条じようからでも聞こえてしまいそうなほどに、その体内は暴あばれ狂くるっている。

「えいや」

　と、そこで府フ蘭ランが間延びした掛かけ声ごえと共に海かい賊ぞく少しよう女じよの首の後ろに雑なチョップをかました。

　がくんっ!!　と想像以上に大きく頭を揺ゆさぶられた琉ル華カが、そこでハッと目を覚ました。彼かの女じよ自じ身しん、訳が分からないといった顔で水に濡ぬれた犬のように首を横に振ふる。

「えっ、あう？　何が、あれ……わたし、何で？？？」

「琉ル華カ。結局これは使い物になるのです？」

「あ、ああっ。そうね、そうだった」

　どこか寝ね起おきのようにおぼつかないやり取りを挟はさんで、改めて琉ル華カが観察に入る。

「……でもこれ、思った以上だわ。せいぜい私わたし達たちのいる『こっち』と上かみ里さとくんのいる『あっち』に共通物質を安置する、くらいの気持ちだったのに、元から魔ま術じゆつ的てきな意い匠しようや記号を内包しているんだもの」

「何だって……？」

　上かみ条じようが訝いぶかしげな声を上げると、海かい賊ぞく少しよう女じよも肩かたをすくめた。

「そのまんまよ。科学の皮を被かぶっているけど、コアの部分はがっつり魔ま術じゆつ。エジソンの降こう霊れい装そう置ちでも見てるみたい。それも遠方から力を現場に導くためのエネルギー転送装置って感じ。私わたし達たちの目的は分かっているわよね？　トンネルを作って、上かみ里さと翔かけ流るを、引きずり出す。……なんて事はないわ、半分以上もう完成しているようなものなのよ。このエネルギーラインを使って、どう物質転送にまで変へん換かんするかが鍵かぎになるけど」

　今度は上かみ条じようと美み琴ことが顔を見合わせる番だった。

　第三位は第三位で、眉まゆをひそめて首を横に振ふっている。

「しっ、知らない！　私、そもそもブラックボックスの部分は訳が分からずにそのまんま複製しただけだから。大体魔ま術じゆつって何の事なの？　単純にそういう瞑めい想そう方ほう法ほうって訳じゃあないのよね？？？」

（まずい……。じゃあ今までの御み坂さかの鼻血って、まさか能力者が魔ま術じゆつを使う事での副作用か!?）

　気づいたが、どう話すべきか。詳くわしい事は分からないけど病びよう巣そうがあるんだよ、ただしどんな病院に行っても絶対に治ち療りよう法ほうは見つからないよ。こんな説明では相手を不安にさせるだけだ。病は気から、を悪い意味で実じつ践せんしかねない。やはりインデックスなりオティヌスなり、専門家を交えての話が必要になってくるだろう。

　心には留とめておく。だが先へ進むしかない。

　海かい賊ぞく少しよう女じよの琉ル華カは美み琴ことの方に身を乗り出して、

「ねえ、ねえ！　あなたはこれを起動できるの？　聞いた話にある派生形じゃなくて、ここにあるそのものを！」

「ま、まあ。でも効率悪いわよ。私のためにチューニングされた専用機じゃないんだから。言ってみれば他人のシューズを借りてそのままバレエを踊おどらされるっていうか……」

「良いいからっ!!　あなたは自分で思っているよりずっとすごい事をやってる。これに火を入れて、システムに命を吹ふき込こんで。それだけできっと大きな手がかりが見えてくるわ!!」

　っ、と息を吞のんだのは美み琴ことではなく上かみ条じようだった。

　仮にA.A.A.のコアが魔ま術じゆつ側がわのもので、能力者である美み琴ことに強い負ふ荷かをかけるものだとするなら、無理な連続使用は強しいられない。今までだって何とかなってきたが、それは地じ雷らい原げんとは気づかずにいつもの道を歩いていただけかもしれないのだ。昨日たまたま踏ふまなかった事が、今日も必ず踏ふまないという証明にはならない。

「ちょっと待った。それなら魔ま術じゆつ師しの琉ル華カが直ちよく接せつ動かせば良いんじゃないのか？　お前の領分にある魔ま術じゆつの話なんだろ」

　そう、本職の魔ま術じゆつ師しがA.A.A.に触ふれる分には問題ないはずなのだ。副作用は能力者が魔ま術じゆつに関わらない限り発生しない。

　ところが、海かい賊ぞく帽ぼう子しに眼帯の少しよう女じよは首を横に振ふった。

「こんなゲテモノ、いきなり触ふれられる訳ないでしょ。下へ手たすりゃ嚙み付かれるわよ」

　何やら意味深な言葉を引き合いに出しつつ、

「まずはすでに受け入れられている経験者にイグニッションを任せて、エンジンが回っている状態で調べさせてもらうわ。れっきとした成功者が目の前にいるんだもの。リスクの測れない方法で試ためして、せっかくの『門』を破損させるより全然安全なはずよ」

　おそらくリスクについては気づいていないのだろう。

　琉ル華カは笑え顔がおのままそんな風に即そく答とうしてきた。

「……、」

　だがそれこそが、上かみ条じよう当とう麻まの胃い袋ぶくろに重たい圧を落とす。

　御み坂さか美み琴ことが起動しなければ先に進めない。上かみ里さと翔かけ流るは助けられないし、木き原はら唯ゆい一いつの呪じゆ縛ばくに囚とらわれた少しよう女じよ達たちは解放されないし、学園都市の混乱は収まらない。

　だけど、それは。

　危険を知ってしまった今となっては。

「うん？　どうしたのアンタ？」

　当の本人に下から顔を覗のぞき込こまれた。

　本当に何でもない顔。自分が背負ってきたリスクを全く理解していない無防備な少しよう女じよの顔。たった一度じゃないか。上かみ条じようはそんな風にも思う。不自然な鼻血を出すなど、ややイレギュラーな事は起きていたが、土つち御み門かど元もと春はるのように全身から血を噴ふいて倒たおれるような目には遭あっていない。だったら今回も大だい丈じよう夫ぶじゃないのか。ほんの少し、わずかな間だけならば。

　そうこうしている間にも、美み琴ことは美み琴ことで何の気なしにガラクタの寄せ集めへと手を伸のばしてしまう。美み琴ことの磁力が引き寄せているのか、あるいはその逆か。彼かの女じよの掌てのひらへゆっくりと複数の鉄くずが蠢うごめき、その先せん端たんを接せつ触しよくさせようとしていた。

　考えた。

　悩なやんだ。

　そして目を瞑つぶり、歯を食いしばって、だがどうしても決断できなかった。

「ちょっと待て、みさ……ッッッ!!!???」

　待たなかった。

　直後にそれは起きた。




　ズドンッッッ!!!!!!　と。

　最強の発電能力者エレクトロマスターに似合わず、まるで落らく雷らいでも浴びたように少しよう女じよの全身が跳はねたのだ。
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　その瞬しゆん間かんから、上かみ条じよう当とう麻まの意識下で体感時間が狂くるっていたかもしれない。

　無限に引き延ばされた時間の中、府フ蘭ランのバックライトに拭ぬぐわれた闇やみの奥おくで、こぷっ、という水っぽい音が耳に残る。弓なりに大きく背を反らした御み坂さか美み琴ことの口から何かが溢あふれていた。宝石のように輝かがやく丸い珠たまが放つのは、赤とも黒とも違ちがう独特の色しき彩さい。もうそれしか答えはないのに、どうしても空回りを続ける上かみ条じようは単語をまとめられない。

　少しよう女じよの目は、大きく見開かれていた。

　恐きよう怖ふや苦痛によるものではない。何な故ぜ自分の身にこんな事が起きたのか。そもそもそれが分からないといった、戸と惑まどいの色で満みち溢あふれていた。

　美み琴ことは弓なりに反らした自分の体を支えきれない。そのままゆっくりと後ろへ倒たおれていく。上かみ条じようはようやっと両手を伸のばして。




　しかし、届かない。

　どうしても、間に合わない。




　ごとん!!　と重たい金属質な音がコンテナの中に響ひびき渡わたった。それで全ての時間が戻もどった。仰あお向むけに転がった少しよう女じよの手足と言わず、胴どう体たい全体が大きく蠕ぜん動どうして飛とび跳はねていた。口から溢あふれたはずの血の珠たまが、重力に引かれて床ゆかへと散らばっていく。びしゃばしゃと汚きたならしい水音を立ててたくさんの赤い華はなを咲さかせていく。

「御み坂さかァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

[image: ]

　叫さけんで、慌あわててその体を抱だき寄よせようとする。だが横から割って入った海かい賊ぞく少しよう女じよの琉ル華カがしがみつくようにして食い止める。そして痙けい攣れんを続ける美み琴こと自じ身しん、必死になって右手を動かそうとしていた。いいや、彼かの女じよの中では片手を上げて、掌てのひらでこちらを制止しようとしているのだ。

　右手で触さわるな、と。

　府フ蘭ランだけが、蚊か帳やの外にいるように皆みなの顔を順番に眺ながめていた。

「どうしてだ!!　A.A.A.は埒らち外がいの産物で、能力者が魔ま術じゆつに触ふれたからこうなったんじゃないのか!?　だったら俺おれの右手を使えば……ッ!!」

「これはA.A.A.じゃないわ!!　ピンポイントで外から呪じゆ詛そを打うち込こまれている。攻こう撃げきされているのよ、彼かの女じよは!!」

「呪じゆ詛そ……？」

　ようやっと暴れるのをやめて、上かみ条じようは聞き返した。

　細かい定義は分からない。だけど手て垢あかのついたその言葉は、明らかに科学サイドの枠わく外がいにある単語だ。

「呪じゆ詛そって何だ!?」
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　足首まで伸のびた長い長い銀ぎん髪ぱつに、緑色の薄うす手での手しゆ術じゆつ衣い。

　男性にも女性にも、大人おとなにも子供にも、聖人にも罪人にも見えるその『人間』は、細く細く、ゆっくりと息を吐はき続つづけてきた。

『人間』は、この時を待ち続けた。

　上かみ里さと翔かけ流るを任せた木き原はら唯ゆい一いつが勝手に暴走してエレメントをばら撒まいた時も、その対たい抗こう策さくとして高出力のマイクロ波を照射され摂せつ氏し五五度の灼しやく熱ねつ地じ獄ごくを作られた時も。こうしている今現在の問題さえ脇わきに捨てて、ただこの一いつ瞬しゆんを。

　経けい緯いはどうあれ、木き原はら唯ゆい一いつは上かみ里さと翔かけ流るを仕留めた。

　ならばこちらは『計画プラン』成じよう就じゆのため、もう片方に手を下すのみ。

『人間』。

　アレイスター＝クロウリーにはいくつか金きん字じ塔とうとされる魔ま術じゆつが存在するが、その内の一つがおそらく世界で一番有名な、とある呪じゆ文もんであった。

　アブラ・クアタブラ。

　あるいは『オカルト信しん奉ぽう者しやを小こ馬ば鹿かにする時』にさえ使われるほど浸しん透とうしてしまったこのフレーズだが、口で唱える呪じゆ文もんというより護ご符ふや魔ま法ほう陣じんに組み込むものだった、という事を知る人間は意外と少ない。

　その効能は言ってしまえば呪じゆ詛そ返がえし。

　ホルスの目やアンクといった、敵対者から掛かけられた呪のろいを逸そらす、または弾はじいて送り返すために広められていたお守りといった方が正しい。

　ただし。

　技術それ自体に善悪はないのと同じく、魔ま術じゆつもまた使い方次し第だい。

　光にたとえてみよう。

　光を反射する鏡だって、表面を湾わん曲きよくさせれば一点に集束させる事もできる。本来なら無害なはずの温かい陽ひ射ざしを使って火を熾おこし、風景全体を埋うめ尽つくす山火事に発展させる事だって。

　呪じゆ詛その湾わん曲きよく。

　それだけなら古今東西あらゆる文ぶん化か圏けんで自然発生してきた。例えば人形を自分の身代わりにしたり、床ゆかに描えがいた陣じんの中に逃にげ込こむ事で狙ねらいを逸そらしたり。

　呪じゆ詛そそれ自体だって、格別に珍めずらしいものではない。

　具体的な指向性を持たない恨うらみ妬ねたみのみならず、一定の術じゆつ式しきを経て見えざる鏃やじりや弾だん丸がんと化した呪じゆ詛そだけでも、有う象ぞう無む象ぞうがインターネットの高速回線のように地球を何重にも取り囲んでいる。

『人間』それ自体は魔ま力りよくを練る必要もない。

　自身が魔ま術じゆつを使えると明かす必要すらない。

　ただ辺り一面で無線ＬＡＮの電波のように飛とび交かう見えない呪じゆ詛そを捉とらえ、軽くひねって、その方向性をよそへ向け直してやれば良い。あくまでも他人の呪のろいを踏ふみ台だいにしているため、万が一呪じゆ詛その経路を辿たどられても誰だれも『人間』まで辿たどり着つけないというおまけまでついている。

　アブラ・クアタブラ。

　一定のアルファベットを規則的に並べて逆三角形の陣じんを描えがく『人間』。

　太古より水面下に薄うすく広く溶とけ込こんでいたその陣じんを、『人間』は新たな解かい釈しやくと共に自みずからの魔ま術じゆつ体たい系けいの中へと組くみ込こむ事に成功した。

　呪じゆ詛そ返がえしの陣じんに込こめられた真の名は以下の通り。




　汝なんじの死に雷らい光こうを与あたえよ。

　最強の発電能力者エレクトロマスターに見み舞まうにしては、あまりにも皮肉の利きいた一言である。
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「似ている……」

　上かみ条じようを押おし留とどめながら、海かい賊ぞく少しよう女じよの琉ル華カがそんな風に呟つぶやいた。

「A.A.A.の組成と今こうして蝕むしばんでいる呪じゆ詛その組成がすごく似ている！　これはきっと作者が同じなんだわ。ここを紐ひも解といていけば答えは見つかる。二つを照らし合わせて共きよう通つう項こうを探し出すだけで複ふく雑ざつ怪かい奇きなA.A.A.は完全に紐ひも解とけるかもしれないの!!」

「でもっ、だったら御み坂さかのヤツはどうすんだ!?」

　答えはなかった。

　いいや、しがみつく琉ル華カはそのまま首を横に振ふった。

　そう、そうだ。

　根本的に琉ル華カや府フ蘭ランの第一優先は上かみ里さと翔かけ流るだ。消えてしまった少年と他の何かを同時に天てん秤びんに載のせれば、どちらを取るかは明白なのだ。だから彼かの女じよ達たちは選んだ。たとえその過程で別の少しよう女じよが倒たおれてしまうとしても。

「ふざけん……ッッッ!!!!!!」

　全部ご破算にしてやろうと思った。どれだけ遠回りをしたってこんな犠ぎ牲せいを踏ふみ倒たおすようなやり方を認められるかと。

　だけど、その時。

　上かみ条じよう当とう麻まは目もく撃げきしたのだ。

「……、」

　当の倒たおれたまま蠕ぜん動どうする御み坂さか美み琴ことが、最後の力を振ふり絞しぼって、無む秩ちつ序じよに暴れる自分の右手を抑おさえ込こんだのを。そして上かみ条じように向けて、はっきりと掌てのひらを見せて動きを制止したのを。

「……、んでも、する……」

　血まみれの唇くちびるが、動く。

　それどころか、彼かの女じよは意図して笑えみの形まで作って、囁ささやく。

「アンタ、言ったでしょ。『連中』を倒たおすって。形のない悪意の塊かたまりみたいなのものを、それでも倒たおせるんだって。だったら、先に進んで。私を、踏ふみ台だいにして、先へ進みなさいっ。そのためなら、何でもするからっっっ!!」

「御み坂さかッ!!」

「……約束を、守って」

　血を吐はくよりも重く、美み琴ことはそう言い放った。

「呪じゆ縛ばくに囚とらわれているのは、私だけじゃないの。私はアンタのおかげで解いてもらった。だけどみんながみんなそうじゃない！　表面上は笑っていても心の奥おく底そこじゃ絶対に根を張ってる!!　だから、『連中』を倒たおして。倒たおして、証明して！　やっぱりこの学園都市にいて良かったって思えるような何かをあの子こ達たちに示して!!」

　できない、と上かみ条じようは思った。

　彼かの女じよを踏ふみ越こえて先に進む事が、ではない。ここまで歯を食いしばって協力してくれた美み琴ことの努力を、最後の最後で感情的に否定して台無しにしてしまう事が、だ。

　ぶるぶると震ふるえる拳こぶしは、いつまでも振ふり下おろせなかった。

　仰あお向むけに倒たおれたままの美み琴ことは、それを見て優やさしく笑った。

　笑ったまま、再び体の制せい御ぎよが心から離はなれていく。不規則に蠕ぜん動どうし、飛とび跳はねるのを止められなくなる。一体薄うす皮かわの奥おくで何が起きているのか。猛もう毒どくでも呷あおったように暴れ回る。

「いつまでかかる、琉ル華カ……」

「今やってる」

「いつになったら御み坂さかを助けられる!?　答えるんだ!!」

「だから全力でやってるわよ!!」

　じりじりと時間だけが流れていく。

　目を瞑つぶって口の中でぶつぶつ言っている琉ル華カを眺ながめても進しん捗ちよくは分からない。それが余計にもどかしい。倒たおれている美み琴ことの方からは、いつしか蠕ぜん動どうや痙けい攣れんが小こ幅はばになってきた。だけど状態が安定したとはとても思えない。まるで外から生きるための力を抜ぬかれて弱っているようにすら見える。

　どれくらい経たったか。

　嚙かみ締しめた奥おく歯ばがどれほどすり減ったか。

　こちらを押おし留とどめる琉ル華カの両りよう腕うでの力が緩ゆるんだ。それを許可と受け取った。上かみ条じようはほとんど倒たおれ込こむような勢いで美み琴ことと向かい合い、右手の掌てのひらを競泳水着のお腹なかの辺りへ勢い良く押おし付つけた。

　反応なんてなかった。

　外からの攻こう撃げき、呪じゆ詛そとやらが本当に切れたかどうかも定さだかではない。

　そして彼かの女じよ達たちの決断に任せるままならどういう末路を辿たどるかは分かっていたはずだ。分かっていて、見送った。上かみ里さとが消えていった時と同じだ。それが最適という文句に押おし潰つぶされ、結局何もできなかった。

「ちくしょう……」

　ぐったりと動かない小さな体を抱だき寄よせて、上かみ条じようは嗚お咽えつを洩もらした。

　誰だれが悪いでもない。

　みんなが最善を選んだから、こうなった。

「ちくしょうがァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」








行間　二









　右手を失ってから、少年は意外な不便さに気づかされていた。

　例えば茶ちや碗わんを持ったままお箸はしを使えない。ナイフとフォークは言わずもがな。左手一本でも刺さしたり摘つまんだりはできるが、どうしてもポロポロ落とすのが前提となってしまう。

（……どうしようかな、水着の紐ひもとか。解ほどくのは良いいけど片手一本で結べる気がしないんだけど）

「ねふてゅーす、これも燃やしちゃうー？」

「良いいんじゃないかしら。天に還かえして神に捧ささげたという解かい釈しやくで収まるなら」

　なんか周りでは黄色い声が弾はずんでいた。

　人も車も全くやってこない、馬ば鹿かデカい交差点のど真ん中だった。カーテン、ベッド、ボロ布、とにかく諸もろ々もろが山積みにされて派手にキャンプファイアが燃え上がっている。ぴょこぴょこ気ままに飛とび跳はねている改造ミニチャイナや全身包帯は自身の格好について無む頓とん着ちやくなようで、何かと女の子達たちに囲まれていた上かみ里さとから見ても結構危あやうい感じになっていた、お尻しりとか。

　現世と隔かく絶ぜつされた場所にいるはずだが、物を壊こわすのは容易たやすい。最初は双そう方ほう向こうで干かん渉しようできるのかと思って顔を青くした上かみ里さとだったが、『魔ま神じん』達たちの話によるとそういう訳でもないようだった。

　物は壊こわせる、だが『向こう』には影えい響きようしない。

　そして一日の終わり、午前〇時を基準に破は壊かいされた痕こん跡せきは全て修正される。元に戻もどる、ではなく、『向こう』を基準とした世界が新たに作り直される。簡単に言えば、こっちで街路樹を切きり倒たおしても、『向こう』で隣となりに植うえ替かえていた場合、次の〇時ではこっちでもひょっこり隣となりに移動している、という訳だ。

　だったら何でもやり放題だと喜んでいられるのは、きっと自由気ままな『魔ま神じん』くらいのものだろう。全ての痕こん跡せきが消えてしまうという事は、何も残せない世界、という事だ。人類がこれまで行ってきた積み重ねが全くできない世界。なおかつ、全ての基準は『向こう』にあるため、砂さ漠ばく化かや氷河期に吞のみ込こまれれば、進行が分かっていても手出しできない。ただただ広がっていく破は滅めつを眺ながめ、埋うもれていくだけだ。

　こうして今食べているざく切り焼きじゃがいもの栄養はどこに行くのか、〇時基準という事は地球の自転に合わせてぐるりと一周しながら修正は執しつ行こうされていくのか。考えればキリはないが、焦あせる必要はないだろう。考える時間なら、これから腐くさるほどあるだろうから。

「食べてみたら意外とイケるな、がじがじ」

「あらあら。貴女達たちって四よん本ほん脚あしでもテーブルは食べないんじゃなかったかしら」

　そうして世界の変化に自分が関わる事をとことん嫌きらった頂ちよう点てん達たちは無む邪じや気きなものだった。きっと彼かの女じよ達たちなら賽さいの河か原わらでも延々石積み遊びを繰くり返かえし、かえって妨ぼう害がいを担になう獄ごく卒そつの鬼おにの方が音を上げてしまう事だろう。

『魔ま神じん』の娘ニヤン々ニヤンは言う。

「結論出た？」

「結論も何も、『向こう』には帰れないんだろう？」

「へえ、じゃあ死ぬんだ」

「……、」

　何にしても、えらく軽い。まるでＲＰＧの村人とでも話はなしているような調子で人の生き死にの話を振ふってくる。

「てかさあ」

　ミニスカートだっつってんのにバレエの真ま似ね事ごとみたいに片足立ちで背を反らし、もう片方の足を天へ大きく伸のばしながら、やたらと血色の悪い娘ニヤン々ニヤンが適当な感じで続ける。大きく開いた胸むな元もとや細い脚あしなどが危あやういくらい強調されていく。神様は大らかなので、ストレスさえ解消してしまえばもう敵味方とかはどうでも良いいらしい。

「元の世界に戻もどるって、そんなに難しい事な訳？」

「言われてみれば、ヌァダの左ひだり腕うでとか虚こ空くうから呼び出していたわよね。そんな機き能のうをつけた覚えはないのだけれど、『理想送りワールドリジエクター』そのものがあれば案外何とかなってしまうものなのかしら」

　はあ、と上かみ里さとは左手一本でフォークをくるくる回していた。

　気がつけば、それは二本に三本に増えている。

「……意外と気が回らないな、神様。目の前に人知を超こえた超ちよう常じようがあるからって、全部が全部『そう』とは限らないだろうに」

「あら、奇術ブラフだったの？」

「復ふく讐しゆう心しんの塊かたまりとしては、かえって一発で瞬しゆん殺さつできてしまうと消化不良を起こしかねなかったからね。色々勉強して、少しでも長く味わえるよう努力をしてきたつもりなんだ。どこにでもいる平へい凡ぼんな高校生としては、保険としての得え物ものを隠かくし持もてる技術に興味もあったしね」

　もちろん映画でドヤ顔を決める暗殺者みたいに袖そでの中から飛び出すようにナイフや鉄てつ砲ぽうが顔を出すのは格好良さそうだなどと思ったのは絶対に秘密である。授業中に学校へテロリストがやってきたらどうするかと考える人間ならこれくらいは派生しても不思議ではない。実際に図書室に足を運んで物静かな文系の園えん芸げい少しよう女じよの暮クレ亞アにオススメされるがまま手品の本を借りてみるかどうかはさておいて。

　が、袖そでがどうのこうのというより一〇本指全体を『宝貝パオペイ』に置おき換かえる、どこにもいないし平へい凡ぼんでもないし高校生ですらありえない娘ニヤン々ニヤンは口元をぶかぶか袖そでで隠かくしながら笑って言った。

「気持ちは分からんでもない。わたし達たちみたいな『魔ま神じん』だって似たようなもんだしね。結局神話って大体が機き能のう美びよりも様よう式しき美びじゃん？　最初から神様の協力をフルコンタクトで受けられたら苦難もクソもないだろうって場面をわざわざ人間だけの力で乗のり越こえさせたりするもんだし」

「一いつ緒しよにしないでほしい」

「ならついでにもう一つ」

　明らかに悪意を含ふくむ、自分本位の笑えみを浮うかべて娘ニヤン々ニヤンはしなやかに体を曲げる。一体どうやって体重を支えているのか、両手を地に着けるでもなく、それでいて奇き麗れいなブリッジを描えがいたまま、上下逆さまの顔で彼かの女じよはこう続けた。

「ひょっとして、ここで話が終わっていると思ってる？」

「？」

「鬱うつ陶とうしいから元の世界に帰るの手伝ってやる。そう言われた所で、別に成功しても失敗してもどっちでもいいやって。勇気ある決断をしてこんなトコまで飛ばされた段階で自分の物語はもう閉じていて、後は何をやっても蛇だ足そくにしかならないんじゃないかって、そんな事」

　答える義理はなかったが、上かみ里さとの表情を見ていれば明らかだろう。

　彼かれは喰くいついていない。『魔ま神じん』の顔色を窺うかがい、言葉を選んで、その真意を確かめようとしていない。普ふ通つうだったらもっと焦あせって、動どう揺ようして、醜しゆう態たいをさらすはずなのだ。たとえ敵から贈おくられた塩であったとしても、そこに毒が混ざっているかもしれなくても、恐おそる恐おそる舌を伸のばしてみるはずなのだ。

　なのに、それをしない。

　やらない。

「人は死んでも、その影えい響きようは残る」

　娘ニヤン々ニヤンは知ったような口を利きいた。

「わたしみたいな風化した神であれば、後あと腐くされもないんだろうけどさ。アンタはそういう意味では新しん鮮せんだ。まだまだ世界に対する鮮せん度どってものがある。だとすると、『向こう』はちょーっとまずい事になっているかもしれないよ？」

「……何が言いたい？」

「だからさあ」

　ブリッジを描えがいて大きく開いた胸むな元もとと言わずスリットに彩いろどられた腰こし回まわりと言わず、全身で大きく曲線の蠱こ惑わくを見せつけながら、尸し解かい仙せんは嗤わらう。

　俗ぞく世せの垢あかを脱ぬぎ去さるため、敢あえて自みずから命を絶つ事で仙せん人にんとなった誰だれか。

　れっきとした仙せん人にんでありながら、時に血を吸う鬼おにのように恐おそれられた存在。

　あるいはその肢し体たいから香かおる美の源とは、敢あえて人肉の味を追求・再現した料理や生き血を画材に描えがかれた幽ゆう霊れい画がなどと同じく、見てはいけない、やってはならない、そんなねじくれた好こう奇き心しんを刺し激げきして土俵の際のような一線に自みずから足を掛かける事を求める、禁きん忌きの妖あやしさなのかもしれない。

「本人は跡あとを濁にごさず奇き麗れいに去ったつもりかもしんないけど、案外現場はしっちゃかめっちゃかになってんじゃない？　僧そう正じようなんかは見た目ジジィだけど若じやく輩はいな方でさ。わたしもネフテュスも、そういう震しん源げんにならないよう風化した神って冠かんむりを戴いただくまでに四〇〇〇年くらいかけてんだよ。四大文明の角と角を取って丸ごと付き合ってんの。たかだか十何年か生きてきただけのあんたに、本当の意味で誰だれにも迷めい惑わくをかけず世界から奇き麗れいに飛び立つような洒しや脱だつな真ま似ねができるとは到とう底てい思えないんだけどねえ」

「っ、それは……？」

　明らかな示し唆さだった。いいや相手が相手なので神しん託たくとでも呼ぶべきか。

　そして自分のもたらした結末が残された者もの達たちに、あの少しよう女じよ達たちに影えい響きようを及およぼすのであれば、流石さすがに黙だまって聞き流せない。

　だが、詳くわしく問とい質ただすより早く、次の動きがあった。

　長い銀ぎん髪ぱつに褐かつ色しよくの肌はだ。健康的と呼ぶには少々妖あやしい魅み力りよくが溢あふれ過すぎる肢し体たいに包帯を巻いた『魔ま神じん』ネフテュスが、軽く注意を促うながすような調子で呟つぶやいたのだ。

「娘ニヤン々ニヤン」

「なにー？」

「来るわ」

　ここにいるのは正しよう真しん正しよう銘めいの『魔ま神じん』。そもそも隔かく絶ぜつされた時系列の中に警けい戒かい感かんを与あたえるような他の存在など許されるのか。

　上かみ里さとは少し考えた。思い当たる節ふしは一つしかなかった。

　ズン……!!　と。

　世界が揺ゆらぐ。上半身裸はだかで全身のタトゥーを惜おしげもなくさらす、隻せき腕わんの男であった。

『魔ま神じん』ヌァダ。

　ケルトの中に口伝でその存在が語かたり継つがれる神々の王。片かた腕うでを失った事で一度はその座を追われるも、医術の神の力を借りて再び返かえり咲ざいたとされる『魔ま神じん』の一角。

　その成功から転じて、度胸試しのように腕を切った者の一人。這はい上あがった者が万物の王となるという試練を実際に乗のり越こえた存在。

「……そろそろ良いいか？」

「わざわざ日本語なんかで吹ふき替かえ対応してくれちゃってどしたのヌァダちゃーん？　……ひょっとして、上かみ里さと翔かけ流るをビビらせようとしてる？？？」

「第二ラウンドを始めたい」

　安い挑ちよう発はつには眉まゆ一ひとつ動かさなかった。

　ミニチャイナの仙せん人にんもまた、わずかに纏まとう空気を変える。今のヌァダは、笑ってなかった事にする一線を自みずから放ほう棄きした。自分の手で最終電車を走らせた。

　ここから先は、途と中ちゆう下げ車しやはできない。

「しかしまあ、何でまた」

「賽さいを振ふった」

　一言だった。

　出た目やその結果についてはいちいち口にしない。今日はたまたまそんな日だったから、人間の手足をもぎ取り顔を潰つぶし臓物を引きずり出す。それくらいの感覚でしかない。

「神様とやらが、堪こらえ性しようがないねえ」

「そうか？　これでも『理由』を設けている分だけ理性的とは自負していたのだがな」

　声に、上かみ里さとはその場でぐるりと首を巡めぐらせた。

　他にも、いる。

　あるいはビルの屋上に、あるいは車の下に、あるいは路地の闇やみに溶とけ込こんで。複数の視線がこちらを取り囲むように上かみ里さと達たちへ集中しているのが、右手の力を失った人にん間げん風ふ情ぜいにも分かってしまう。

　確かに。

　上かみ里さと翔かけ流るの五体をゆっくりたっぷり時間をかけてすり潰つぶしたいと考えている『魔ま神じん』も少なくないだろう。娘ニヤン々ニヤンは自じ分ぶん達たちは誰だれも恨うらんでいないなどと達観したような事を言っていたが、それは彼かの女じよの主観だ。起きた事を考えれば報復、いいや不ふ遜そんを極きわめた人間へ罰ばつを与あたえたいと願う神の方が普ふ通つうかもしれない。

　ネフテュスは呆あきれたように、

「なら、どうして今まで賽さいを振ふるのを待ったの？」

「敢あえて言うならば」

　戦いくさの神はわずかに唇くちびるを歪ゆがめ、残ざん酷こくという概がい念ねんをこの世界にもたらした。

「与あたえなければ奪うばえない。先ほど軽く小こ突づいてみたが、さっきのそいつは歯は応ごたえがなかった。娘ニヤン々ニヤン、ネフテュス。そういう意味では、お前まえ達たちは良くやった。やはりこういう役どころは女め神がみに限る。おかげで今の革かわ袋ぶくろの中には、わずかではあるが殴なぐって潰つぶせる中身がいくつか詰つまってそうに見える」

「はあ」

　ため息をついた娘ニヤン々ニヤンが見たのは、ヌァダでも同格の『魔ま神じん』達たちでもなく、あくまでも同じ側に立っているネフテュスの方だった。

「どうしよっか？」

「私は葬そう儀ぎの席で涙なみだを流す泣き女に紐ひもづけられた女め神がみだからねえ。死を賭とした行こう為いを踏ふみにじるのはちょーっと腹が立つというか」

「いやいや、そういう次元ではなく」

「かもしれないわね。あるいは」

　わずかに眉まゆをひそめたヌァダに対し、二人の女め神がみはお互たがいの両手の掌てのひらを重ね、頰ほおを寄せて、声まで合わせてこう笑ったものだった。




「「やっぱりか弱い人間の命運を握にぎらされると張り切っちゃうのよね、神様って☆」」




　ドゴァッッッ!!!!!!　という大だい爆ばく発はつがあった。

　衝しよう撃げき波はが上かみ里さとの体を追おい抜ぬき、続けて膨ぼう大だいな粉ふん塵じんが膨ぼう張ちようするよりも早く。全身包帯のネフテュスが上かみ里さとの胴どうへ腕うでを回して後ろへ跳はね飛とぶように下がる。同じように裾すその布地を危なっかしくはためかせて併へい走そうするミニチャイナの娘ニヤン々ニヤンが口の中に笑えみを含ふくみながら、

「ははーはーっ!!　始めちゃったもんは仕方がない！　アンタも歯を食いしばるんだね、上かみ里さと翔かけ流る！」

「えっ、えっ、な……」

「来るぞお!!　正しよう真しん正しよう銘めいの『魔ま神じん』どもが!!」

　いっそ誰だれもいない世界で無む間げん地じ獄ごくの闘とう争そうを楽しむような咆ほう哮こうと同時だった。

　粉ふん塵じんが切きり裂さかれた。

　そこから飛び出したのは、あまりにも巨きよ大だいな立方体。無人の大通りすら幅はばが足りず、周囲のビルの群れを根元から次々押おし潰つぶすような格好で転げ回るそれを、かろうじて上かみ里さとはこんな連想で補完していた。

「……賽さいを、投げた……？」

　対する改造ミニチャイナの尸し解かい仙せんは右手の指で左手の手首の辺りの肌はだを摘つまんだ。

　いいや、それは紐ひもだ。そう思った時には勢い良く引かれ、そしてドルゥン!!　とエンジンじみた爆ばく音おんが彼かの女じよの体から発せられる。

　ぶかぶかの袖そでから飛び出したのは、都合五本の高速回転するチェーンソーであった。爪つめが伸のびた、と呼ぶにはあまりにも極ごく悪あく極きわまるその得え物ものでもって、大通りへ不時着するような挙きよ動どうでこちらをすり潰つぶそうとする巨きよ大だいサイコロをたった一ひと振ふりで、容よう赦しやなく、輪切りにしていく。

　直後だった。

「っ？」

　ネフテュスに抱かかえられた上かみ里さとの喉のどが不自然に鳴る。

　立方体が、ばらけた。単純に娘ニヤン々ニヤンの力によるものではない。ビルの群れすら薙なぎ倒たおす大質量、その輪切りにされた残ざん骸がいは数ミリ単位の細かい残ざん骸がいとなって、あたかも雪崩なだれのように崩くずれていったのだ。だが安心できない。できる訳ない。空中分解したままこちらへ迫せまる『それら』の正体を上かみ里さとの瞳ひとみは捉とらえていたからだ。

　蟲むし。

　たった数ミリの、牙きばも脚あしもないウジのような白い蟲むし。

　それが何億何兆集まって、人の命を弄もてあそぶ巨きよ大だいな賽さいの形を取っていたのか。

「にーひひぃ!!」

　娘ニヤン々ニヤンも臆おくしない。チェーンソーに火が回ったかと思ったら、薙なぎ払はらいと共に空気が焼けて爆ばく炎えんが辺り一面を薙なぎ払はらった。たった一ひと振ふりで風景全体を埋うめ尽つくす山火事でも起こしているかのような大だい破は壊かいであった。

　膨ぼう大だいな蟲むしの海を、やはり膨ぼう大だいな炎ほのおでもって強ごう引いんに焼やき尽つくす。

「ダルヴ＝ダオル。銀の義手の隙すき間まから肩かたの傷口に潜もぐり込こんで精気を奪うばっていった蟲むしどもか!!」

「不ふ遜そんにも神の血肉を喰くらった蟲むしだ。無罪で放ほう免めんするほど私の天てん秤びんは甘あまくない。口にした分だけ働かせねば等とう価か交こう換かんに反するだろう」

　ピン、と薄うすい金属を指先で弾はじくような音があった。

「そして諦あきらめろ。ここからは出られない。何しろ薄うす汚よごれた下げ手しゆ人にんである貴様が一番良く分かっているはずだ。『向こう』がどうなろうが貴様は何もできない。……いや、新しい右手の持ち主によっては女が何人かこちらへ転ころがり込こんでくるかもしれんがな」

「……、───」

　チリッと。

　うなじが薄うすく炙あぶられるような感覚が、上かみ里さとの魂たましいを刺し激げきした。

　直後に粉ふん塵じんを突つき破やぶり、スタジアム球場よりも巨きよ大だいな円えん盤ばんが回転しながら垂直に天空へと解き放たれていく。今度はコイントスのつもりかもしれないが、あんなものが一〇〇〇メートル以上の高空から重力に引かれて再び地上へ落ちて来れば、学区全体がクレーターと化しても不思議ではない。しかも音源は複数。まるで空中で分解して無数の弾だん頭とうを落とすＭＩＲＶのような猛もう威いである。

　頭上から迫せまる破は滅めつを前に、しかし娘ニヤン々ニヤンは獰どう猛もうに笑う。

「楽しいなあ……」

　ジャコン!!　という奇き怪かいな音が、短い裾すそを危なっかしく翻ひるがえして生なま脚あしをさらすミニチャイナから響ひびいた。

　もう片方のぶかぶか袖そでからも、勢い良く剣けんや槍やりや斧おのなどがペン立てに束ねて突つっ込こんだ文ぶん房ぼう具ぐの頭のような乱雑さで飛び出してくる。

「世界の行方を気にせず思う存分やれるだなんて!!　周りをどれだけ巻まき込こむか気にしなくても良い孤こ独どくの世界だなんて!!　やっぱりどうしても楽しいなあ、じゅるり!!」

　燃もえ盛さかるチェーンソーが爆ばく炎えんを、無数に束ねた武具の山が切断を、それぞれ上空一帯を瞬またたく間まに埋うめ尽つくす。小しよう惑わく星せいじみた巨きよ大だいコインの雨は着ちやく弾だんすら許されず、形も保っていられずに天高くで無数の蟲むしへと散らばり、その本ほん性しようさえ地表に達する事なく焼やき尽つくされていく。

　そうしている間にも、ザザザザザザ!!　と森の木々が突とつ風ぷうで擦こすれ合あうような音が響ひびいていた。今度は大量の蟲むしで作ったカードか。放たれればビルを一棟とう丸ごと切断しかねない巨きよ大だいなギロチンじみた得え物ものが粉ふん塵じんの中から次々と浮うかび上あがる。

　唇くちびるを尖とがらせて娘ニヤン々ニヤンはこんな風に評価していた。

「あいつめ、わざわざ自分の伝承にない道具ばっかり顕けん現げんしやがって。マジでギャンブル感覚の遊びで殺しに来てるな。逆に言えば全部凌しのぎ切きればそれも強運の為なせる業わざとか言い出しそうだけど」

「神はサイコロ遊びをしないんじゃなかったのか」

「それ誰だれの言葉だっけ？　確か学者絡がらみだからうちら神様はいい迷めい惑わくだよね？？？」

　一方で、気軽に上かみ里さとを担かついだままネフテュスが囁ささやく。

「他にも来るわよ」

「分かってるう!!」

　むしろ楽しそうな娘ニヤン々ニヤンと違ちがって、上かみ里さとはぎょっとしていた。

　無数のビルの群れのそのまた向こう。主観的には世界の果てが、何かおかしい。白。右から左まで、一面を埋うめ尽つくす純白の何か。まるで街全体を吞のみ込こんでしまう砂すな嵐あらしのようだが、違ちがう。もっと清らかで、だからこそ生身の人間には到とう底てい耐たえられない猛もう毒どく。そんな匂においに全身の皮ひ膚ふがピリピリとした痛みに似た警告を伝えてくる。

「今度はプロセルピナかなー？　確か冥めい王おうに連れ去られた事で母親の花の女め神がみがブチ切れていたはず。娘を取り返すまでは決して春が訪れる事はない、とか世界を呪のろっていたんだっけ」

「神しん罰ばつとしては、この国のアマテラスなんかと似た系統よね」

「つまり何なんだ？」

　上かみ里さとが尋たずねると、武器だらけのミニチャイナは走りながら肩かたをすくめて、

「太陽を覆おおい隠かくし、世界全土をマイナス六〇度の雪と氷で埋うめ尽つくす神しん罰ばつって事だよん。言ってしまえば惑わく星せい規き模ぼの人じん工こう氷ひよう河が期き発はつ生せい魔ま術じゆつってトコかな」

　しれっと人じん類るい滅めつ亡ぼうの時間がやってきた。

　何事も無気力に受け流す上かみ里さとも、流石さすがに心臓がわずかに縮む。

「どうするんだ、そんなもの」

「だーかーらー今逃にげ回まわっているでしょうが」

　口笛でも吹ふきかねない調子だった。だが今すぐにでも学園都市を埋うめ尽つくしかねない白い闇やみの正体が全ぜん面めん核かく戦せん争そうの煤ばい煙えんと同じようなものだった場合、地球のどこを逃にげ回まわった所で安息の地はないはずだ。『魔ま神じん』なら恐きよう竜りゆうさえ滅ほろんだ極ごつ寒かんの中でものびのび暮らしていけるかもしれないが、生あい憎にくと人間の体はそこまで頑がん丈じようではない。

　しかし、『魔ま神じん』達たちはそもそもスケールが違ちがった。

　ミニチャイナの娘ニヤン々ニヤンは呆あきれたようにこんな補足を入れてきたのだ。

「上かみ里さとちゃんさあ、アンタそもそもどういう理由で『こっち』に来たんだっけ？」

「それは……木き原はら唯ゆい一いつの『保険』からみんなを守るために、頭の上を覆おおい尽つくしていたロケットブースターを」

　言いかけて、ネフテュスに担かつがれた上かみ里さとの声が止まる。

　嫌いやな予感がする。

「まさか」

「ねーふてゅーす。そんな訳でサポートお願いっ」

「仕方がないわね、あくび程度の『涙なみだ』なら捧ささげてあげるわ」

　言った直後に最悪の答え合わせがやってきた。

『窓のないビル』であった。二人の『魔ま神じん』はどういう理り屈くつなのか、上かみ里さとを抱かかえたままその側面へと何の気なしに足を着ける。そのまま重力を無視して地面に対して水平に立つ。

「ああ、でもブースターはこの子が壊こわしているんじゃなかったかしら」

「代わりがあれば良いんでしょ？」

　ボンッッッ!!!!!!　と娘ニヤン々ニヤンの両りよう腕うで、ぶかぶか袖そでの中身が爆ばく発はつした。凄すさまじい勢いで爆ばく炎えんを噴ふき出だす娘ニヤン々ニヤンに押おされるように、『窓のないビル』が重力を忘れる。浮うかび上あがる。飛び出す。

　発射した。

　すぐ真下の地表部分を死を弄もてあそぶ巨きよ大だいなカードと氷河期の白い闇やみが喰くらい尽つくしていくが、すでに三人は三六〇度破は滅めつに満ちた球体から解き放たれた身だ。

「っ」

　思わず傍かたわらにいたネフテュスに左手の五指でしがみついてしまう上かみ里さとだったが、

「やんっ。あら、神様に対して失礼しちゃうわね」

「その包帯があちこち解ほどけかかっているのはぼくだけのせいじゃないはずだっ」

　今現在マッハいくつ出ているかは知らない。気温や気圧についても。その辺りの難しい事は、全て『魔ま神じん』がケアしているらしい。上かみ里さとは地球の重力に挑いどみ続つづける巨きよ大だいなロケットの側面に張り付き、呼吸もできれば目も開けられる、空くう気き摩ま擦さつで全身を焼かれる事もなければ膨ぼう大だいな慣性Ｇに体を潰つぶされる事もない、ちょっと自転車で買い物くらいの感覚を維い持じできている。

「逆に、『理想送りワールドリジエクター』があったらこんなサポートは受けられなかったかもしれないのよ」

　風に嬲なぶられる銀ぎん髪ぱつを片手で押おさえながら、全身包帯のネフテュスがそんな風に言っていた。

「喪そう失しつは必ずしも後退を意味するとは限らない。あのヌァダが片かた腕うでを失う事で波は乱らん万ばん丈じようの人生を歩み、新たな力を手に入れたのと同じようにね」

「……、」

　上かみ里さとは何かを言おうとした。

　だがそこで興奮気味の娘ニヤン々ニヤンが横よこ槍やりを入れてきた。

「すごいっ、すごいよ！　ネフテュス、真上に注目!!　あははっ、何かと思えばすんごいバカがいる!!」

　訝いぶかしげに上かみ里さとはロケットの行く先へ目をやった。そういえば大たい気き圏けんに突とつ入にゆうしたら、その先の宇宙空間に投げ出されたらどうなるんだろう。そんな事を考えながら。

　チカッ、とお星様が瞬またたいた。

　甘あまかった。

『魔ま神じん』達たちの戦いでは、一秒先の安全さえ保証はされないのだ。




　一いつ瞬しゆんだった。

　ズボァッッッ!!!!!!　と。天空から地面にかけて、閃せん光こうの槍やりが落ちた。




　今も地ち球きゆう脱だつ出しゆつを目指しているロケットのすぐ傍そばだ。『窓のないビル』は核かくにも耐たえるというお墨すみ付つきらしいが、それでも当たっていれば空中分解は避さけられなかったかもしれない。

「安心しないで、娘ニヤン々ニヤン。あれは基準用の試射よ。誤差の計算が終われば次でやられるわ」

「だいじょーうぶ☆　この神様にお任せあれー」

　両手のぶかぶか袖そでから爆ばく炎えんを発するミニチャイナが、チアリーダーのポンポンよりも気軽にブースターを振ふり回まわした。

　直後にロケットの軌き道どうが生物的にうねる。天空が次々に瞬またたき、天から地へ貫つらぬくように閃せん光こうの柱が立て続けに落ちていくが、一発たりとも当たらない。ギリギリで避さけていく。

　ネフテュスはため息をついてこう尋たずねた。

「軌き道どう上じようで遊覧飛行しているの、誰だれだと思う？」

「太陽神で火の開発者、世界を創造するだけの力を持っていながらそれを全部使って情なさけ容よう赦しやなく死をばら撒まく、極きわめ付つけに上かみ里さと翔かけ流るっていう人間の生いけ贄にえに目がない神様だよ！　あはは、テスカトリポカに決まってるじゃーん!!」

「……、チッ。生いけ贄にえの強要とか、ソリが合わないわね」

「ま、無言の圧に背中押おされて王様のお墓に埋うめられちゃった集合体としてはそうだろうねえ。ステップアップのために自分で命を絶った邪じや道どうの仙せん人にんサマとしては、その辺の人間の死については割と中立なんだけど」

　すっかり無重力でミニチャイナの裾すそを辺りに漂ただよわせながら娘ニヤン々ニヤンは笑っていた。

　ふと地上に目をやって、上かみ里さとの喉のどが干ひ上あがる。

　すでに青い惑わく星せいは陸も海も区別なく一面純白に凍こおり付つき、しかもそこかしこに天の槍やりが落ちてドーム状の大だい爆ばく発はつを巻き起こしていた。縮尺を考えれば、学園都市どころか国家が丸ごと吞のみ込こまれてもおかしくない爆ばく風ふうだ。世界地図の形が丸ごと変わる有り様であった。これが『理想送りワールドリジエクター』によって隔かく絶ぜつされた時系列でなければ、今の攻こう防ぼうだけで人類全体が何度滅ほろんでいたか分からない。

　いいや、違ちがうのだ。

　本当の意味での『世界全体』を舞ぶ台たいにしているなら、神と神がぶつかって被ひ害がいが惑わく星せい一つで済んでいるのはむしろ幸運と見なくてはならないのか。

　途と方ほうもないスケールの戦いに、上かみ里さと翔かけ流るは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいていた。

「……どうするんだ、こんなもの」

「だから急ピッチで進めていますう☆」
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　午前〇時。日付が変わった。

　しかし胸元を妖あやしくはだけた死しに装しよう束ぞくの冥メイ亞アは蓮はすの華はなのように開いたスフィアから離はなれようとしない。野菜スティックに、桃もも、牛乳、アカシア一〇〇％の蜂はち蜜みつに高級品で添てん加か物ぶつ一いつ切さいなしのバニラエッセンスを加えたスムージーを相棒代わりに延々と情報戦を続けている。

　幽ゆう霊れいは眠ねむらない。

　睡すい眠みんは記き憶おくの整理の面で重視され、脳のメンテナンスのために不可欠な行こう為いともされているが、既き存そんの肉体に頼たよらない冥メイ亞アには知った事ではなかった。あるいは、多くの怪かい談だんに登場する怨おん霊りようが『一つの事』へ執しゆう着ちやくを続けるのは、そうした整理がままならなくなった弊へい害がいとでも言うのか。

　第五学区、大学構内を活用した避ひ難なん所じよ、【学会】。

　上かみ里さと翔かけ流るのためなら、何でもできる。『あの』木き原はら唯ゆい一いつに従う事さえ。

「ふん、ふん、ふん、ふーん」

　猫背気味の少しよう女じよの小さな鼻歌。ガラスのコップの中に入った緑黄色な野菜スティックの中から、キー局を仕切る長身の冥メイ亞アは細長く切って形を整えた黄色いパプリカに指を伸のばす。

　上かみ条じよう当とう麻まと烏丸からすま府ふ蘭らんを追おい詰つめるため、複数の地方局を利用した大規模デマを流して学園都市全域でトラブルを起こして、巻まき込こまれた彼かれらが『特とく殊しゆな手段』で切きり抜ぬけようとする、その痕こん跡せきを暴あばく。そうした情報戦が冥メイ亞アの担当ではあったのだが、スフィアに触ふれている内に何だかそうした効率や合理性を無視したこだわりが芽生えつつあった。

　自分の蒔まいた種は必ずしも望んだ通りに開花するとは限らない。

　噂うわさは人の口から口へと渡わたっていくごとに少しずつその形を変えていく。そしてある一点を超こえた段階で突とつ然ぜん変へん異いするように全く別の形へ脱だつ皮ぴする。

　もちろん冥メイ亞アには冥メイ亞アの目的があるため、無む秩ちつ序じよで制せい御ぎよ不ふ能のうな変異は望んでいない。許容の範はん囲いを超こえた場合は自みずからの手で新しい情報を注入して形を整え、軌き道どうを修正する。だがそれもまた完全なデータの上書きではない。何でも吞のみ込こむアメーバに色んな餌えさを与あたえて、どんな方向に伸のびていくかを確かめていくような作業に近い。

　まるで可愛かわいい我わが子こを育てている心境であった。

　肉体を持たない幽ゆう霊れいにとって、データ上の作業が代だい替たい行こう為いと化しているかどうか、冥メイ亞ア自じ身しんはあまり深く自じ己こ分ぶん析せきに踏ふみ込こんではいない。どこまでいっても彼かの女じよは幽ゆう霊れいだ。どこかに死の記き憶おくが眠ねむっており、それ故ゆえに開けてはならない蓋ふたというものが存在する。

　現在、複数のスフィア同士、学園都市全域の避ひ難なん所じよ同どう士しを繫つなぐネットワークを泳いでいる噂うわさは大きく分けて三つ。

　一つ、大熱波の正体は烏丸からすま府ふ蘭らんの私設宇宙ステーションから放たれた高出力のマイクロ波で、これは学園都市を席せつ巻けんしたエレメントの活動とも深く関かん与よしている。

　二つ、大熱波の正体は太陽風の異常であり、大元を辿たどると太陽自体の活動に大きな乱れがある。摂せつ氏し五五度から氷点下〇度近辺に留とどまらず、気温の低下には歯止めが利きかず、いずれ氷河期がやってくる。




　そして三つ。

　そもそも大熱波もエレメントも現実には発生していない。全ては学園都市上層部が実行した大規模な仮想現実プロジェクトだ。




「これはこれは……」

　煙草タバコか細長いチョコ菓が子しのように唇くちびるで野菜スティックの大根を咥くわえて弄もてあそびながら、長い黒髪を揺ゆらして。冥メイ亞アはその噂うわさに注目していた。

　有う象ぞう無む象ぞうの小こ粒つぶな話はもちろんあるが、そちらについては何もしなくても石せつ鹼けんの泡あわのように勝手に弾はじけて消えてしまう。そんな中でこの『仮想現実説』だけが根強くシャボンの泡あわを保っていたのだ。

　決して大きくないが、決して自分から弾はじけて消えない。

　冬の枯かれ山やまに投なげ込こまれた吸すい殻がらのように、どこか不気味な存在感を与あたえる火種。

（多局のライバル番組、府フ蘭ランの一手かな。でも、私わたし達たちを悪役にしないのはおかしい、か……？）

　コップの中からニンジンのスティックを取り出し、ウサギアンテナの少しよう女じよを思おもい浮うかべながら前歯で嚙かみ砕くだく。

　この噂うわさが広まりやすい背景については、何となく理解できる。

　まず第一に、全てが仮想現実であればこれまでの被ひ害がいを考えなくて済む。復旧復興に向けて何の努力もせずにただ目を覚ますだけでいつもの日々が帰ってくるのだから、すがりたくもなるだろう。

　そして第二に、そもそも大熱波のサバイバルや擬ぎ態たいする生物の形を模したエレメントとのエンカウントなど、状じよう況きようが何かとゲーム的であったのも一助となっているはずだ。

　トドメの第三に、学園都市自体の得え体たいの知れなさもある。仮想現実に関する技術が実際の所どこまで進んでいるかは知らないが、『この街ならできる』『あの連中ならやりかねない』といった漠ばく然ぜんとした空気があるのも事実だ。そしてこれは、ただただ災害に巻まき込こまれて為なす術すべもなかった多くの少しよう年ねん少しよう女じよ達たちが、明確な悪者を求めているとも言える。つまり、責任を大人おとなに転てん嫁かしたいのだ。お前まえ達たちがやらかした得え体たいの知れないプロジェクトのせいでこうなったと声こわ高だかに叫さけび、拳こぶしを振ふり上あげる事で、自じ分ぶん達たちは惨みじめに負けなかったと結果を残したいのかもしれない。

　そしてこの噂うわさが広がると現実に何が起こるか。

　もっと言えば、烏丸からすま府ふ蘭らんにはどんなメリットがあるか。

「……、にゃるほど」

　言うまでもなく、ここがバーチャルだと本気で信じるようになれば、誰だれも彼かれもが足あ搔がくのをやめるだろう。目が覚めるのを待てば良いのだから、無理に苦しい想おもいをする必要はない。そんな状態が一週間も二週間も続けば人は餓が死ししてしまうかもしれないが、表では例の『営巣部隊ユースフルスパイダー』とかいうのが闊かつ歩ぽしている。確か『秩ちつ序じよ回かい復ふくの四八時間』とかいうプロジェクトを回しているのだったか。あれから丸一日近く経過しているから、電気ガス水道など重要インフラが回かい復ふくするまで、あと二四時間程度しかない。飲まず食わずでも何とかなる時間だ。

　根も葉もない噂うわさに振ふり回まわされ、学園都市全域で同時多発的に起きる暴動を食い止める。

　これが府フ蘭ラン側がわの優先目標だった場合、確かに成立する。

　そして『全部バーチャルだった』はかなり汎はん用よう的てきだ。冥メイ亞ア側がわがどんなに巧こう妙みような作り話を連投した所で、上から被かぶせるように『でもバーチャルなんでしょ？』を繰くり返かえすだけで安易に丸まる吞のみできてしまう。なおかつ、学園都市の本当の技術レベルは誰にも分からない以上、反論材料を並べて否定するのはなかなか難しい。

（……肝かん心じん要かなめの人の命の受け皿を赤の他人の『営巣部隊ユースフルスパイダー』に任せきりにしているトコが大減点だけど。こっちから『営巣部隊ユースフルスパイダー』を叩たたいて復旧を遅おくらせればそのまんま無気力集団は餓が死ししていくって可能性を考こう慮りよしていないのかしら）

　そうしても良いいし、そうしなくても良いい。単純に大量の餓が死し者しやを出すリスクを突つき付つける他に、ここはバーチャルなんだから好き放題やろうよ、と自じ暴ぼう自じ棄きを煽あおってしまう事でも大きな暴動を誘ゆう発はつできそうだ。この噂うわさに府フ蘭ランが一枚嚙かんでいるにせよ、そうでないにせよ、いったんバーチャル説が悪玉に変異してしまえば完かん全ぜん払ふつ拭しよくは容易ではない。どこかに身を潜ひそめる連中を炙あぶり出だすには良いい機会かもしれない。

（あの暴君を去鳴サロメ達たちへ任せきりにするのも忍しのびないし、この辺りでチェックを決めるかな）

　自分で作ってばら撒まいた自作自演の噂うわさと、ネットワークの中で生まれた敵性のはっきりしない別の噂うわさ。さてこれらが結びついた時にどんな化学変化が起きるのか。くすくすと笑いながら、真っ白な死しに装しよう束ぞくの少しよう女じよは改めて細い指先で蓮はすの華はなのようにこちらへ開いたスフィア、その花弁の一枚の表面をなぞっていく。

　その直後だった。

　深夜〇時を回っているというのに、拡声器からがなり立てるような増ぞう幅ふくされた声があった。

『こちらは「営巣部隊ユースフルスパイダー」です。現在、「秩ちつ序じよ回かい復ふくの四八時間」のフェイズ三を実行中。復旧復興の妨さまたげとなる銃じゆう刀とう類るいや危険物の回収作業を実じつ施ししております。エレメントの脅きよう威いは過ぎ去りました。前述のような品はかえって皆みな様さまの身命財産に悪あく影えい響きようを及およぼすものと判断し、特別権限により一時人権を凍とう結けつしてでもこれらの回収へ乗り出した事をご理解ください』

（っ、営巣……？）

　冥メイ亞アが眉まゆを片方跳はね上あげ、しかし振ふり返かえる暇ひまもなかった。




　ゴッッッバッッッ!!!!!!　と。

　重たいレンガを積んだシックな大学校舎そのものが、薄うすく張り合わせた和紙を引ひき裂さくように大きくめくりあげられていく。




　最初、さしもの幽ゆう霊れい少しよう女じよも何が起きたのか理解できなかった。

　端はしから順に破は壊かいされ、夜空へ舞まい上あげられていく建材を見て取って、ようやく台風や竜たつ巻まきで破は壊かいされていくトタンの屋根などがイメージに浮うかぶ。

　そう、

「突とつっ、風ぷう……ッ!?」

　答えが出た直後、真っ白な死しに装しよう束ぞくの少しよう女じよ自じ身しんが数十メートルも上空へ吹ふき飛とばされる。冥メイ亞ア自じ身しんは幽ゆう霊れいを自じ称しようしているが、その存在を支えるためには『香こう炉ろ』と呼ばれる現世の物体へすがる必要がある。人の五感で感じる事のできないレベルでの低てい周しゆう波はや匂においなどをひっそりと振ふり撒まき、人の意識を不ふ安あん定てい化かさせる『香こう炉ろ』はカトンボのような形をした飛行ドローンで、冥メイ亞アは一いつ般ぱん的てきにこの傘かさの下で顕けん現げんするようにできている訳だ。

　つまり、宙を舞まう『香こう炉ろ』自じ体たいが舞まい上あげられてしまえばどうにもならない。

　ぐるぐると回り続ける幽ゆう霊れい少しよう女じよは高層ビルの屋上くらいの高さでようやくバランスを取とり戻もどす。淡い燐りん光こうを放つ人ひと魂だまじみたドローンの『香こう炉ろ』も飛行不能には陥おちいっていない。切きり込こみが入ったせいでハートのようにも見える三さん角かくの天冠がズレかかり、真っ白な死しに装しよう束ぞくがあちこちはだけて艶なまめかしい太ふと股ももや意外と大きな胸がこぼれそうになっているものの、竜たつ巻まきに巻まき込こまれた昆こん虫ちゆうや小魚などは時にエベレストよりも天高く飛ばされる事もあるらしいから、この程度で済んだのはむしろ幸いだったのかもしれない。

　が、喜んでいられるはずもなかった。

「ああもう、野菜スティックとスムージーどこ行った!?」

　ゴッ、と鈍にぶい音を立てて冥メイ亞アの顔の横を何か大きなものが突つき抜ぬけた。元々は直径二メートル大の球体で、蓮はすの華はなのように操作系を大きく開いた機材。スフィアが同じ高さを舞まっていた。ようやっと『香こう炉ろ』の挙きよ動どうを安定化させた冥メイ亞アが宙に浮ういたまま半はん透とう明めいの腕うでを伸のばすが、どうにもならない。精密機器の塊かたまりはそのまま重力に引かれて深夜の災害現場へと落ちていく。

　つられるように地上へ目をやった冥メイ亞アは、そこで奇き妙みような機材を目もく撃げきした。

　大学構内を利用した避ひ難なん所じよ【学会】だったが、その敷しき地ち外がいにおかしなものがある。直径二、三〇メートルに届く巨きよ大だいな円えん筒とう形けい。先せん端たんの平たい円の部分がゴリゴリと音を立てて高速回転している事から、最初、死しに装しよう束ぞくの少しよう女じよはトンネルを掘ほるための大規模なシールドマシンか何かと勘かん繰ぐったほどだった。

　だが違ちがう。

（巨きよ大だい送そう風ふう機き……？　風ふう洞どう実じつ験けんなんかで使うものか）

　飛行機、高速鉄道、スポーツカーなどを、実際に走らせる前に屋内実験で空くう気き抵てい抗こうを調べるための施し設せつが、いわゆる風ふう洞どう。巨きよ大だいなプロペラや真空ポンプなどを使って人工的に生み出した風を送り出す事で走行中の空くう気き抵てい抗こうを再現するためのものだが、最新式になると超ちよう音おん速そく戦せん闘とう機きや弾だん道どうミサイル用に瞬しゆん間かん風ふう速そくマッハ七に届く暴風（？）を生み出すものもあるという。

　あんなものを建物にぶつけられたら、わらの家だろうが煉れん瓦がの家だろうが同じ事だ。今さらのように【学会】側も襲しゆう撃げきに対応して自転車のタイヤチューブや金属フレームを組み合わせた巨きよ大だいパチンコなどの手製の防衛兵器を構えてはいるが……どうにもならないだろう。あの巨きよ大だい送そう風ふう機きの正面に立たされれば接近するのは至難だし、飛び道具の弾だん道どうだって安定しない。ものによっては飛ばしたはずの武器が突とつ風ぷうに負けて射手当人へ向かってくるかもしれない。

　月夜に浮うかぶ幽ゆう霊れい少しよう女じよは両手を腰こしに当て、しばし自みずからの王国が瓦が解かいしていくのを眺ながめていた。キー局とはいえ所しよ詮せんは乗っ取っただけの借り物だが、見ていて面おも白しろいものでもない。波は状じよう攻こう撃げきのアシスト役として、まだいくつか地方局扱あつかいのスフィアにはストックがあるが、何も『営巣部隊ユースフルスパイダー』の暴挙はこの一ヵ所だけで行われている訳ではないだろう。学園都市全域で展開されている場合、手持ち全てのスフィア、情報発信基地をまとめて失うリスクもある。

　ただでさえ、敵性かどうか見えないバーチャル説が不気味に胎たい動どうしている状じよう況きようだ。このタイミングで完全なネット断だちを強要されるのは避さけたい。

『敵』がどこまで知っていて暴挙に出たかは関係ないのだ。

　結果として、それが上かみ里さと翔かけ流るに捧ささげる行こう為いを阻そ害がいしたかどうか。肉体を失ってなお現世にしがみつく少しよう女じよの判断材料はそこしかない。

　そして乱れた黒髪の奥からギラギラした眼光を放ち、怨おん霊りようは低い声で呟つぶやいた。

「……誰だれを敵に回したか分かってんのか、ボンクラ」




　　　　２




　上かみ条じよう当とう麻まも上かみ条じよう当とう麻まで、ぐったりした美み琴ことを抱だき寄よせたまま、近くのビル壁かべに背中を押おし付つけて全身から気味の悪い汗あせをびっしょり浮うかび上あがらせていた。

　美み琴ことの犠ぎ牲せいで上かみ里さと翔かけ流る救きゆう出しゆつの目め途どはついたが、意識を失った彼かの女じよを放ほうってもおけない。多少時間がかかっても良いからいったん美み琴ことをカエル医者の病院へ送ってから、改めてコンテナヤードのA.A.A.を使って儀ぎ式しきを始めよう、という話になっていたはずだった。

　高校生の上かみ条じようは普ふ段だんあまり意識していなかったが、車が使えないというのも問題だ。救急車を呼ぶ事もできないし、コンテナ一いつ杯ぱいになった重工業製品を動かす事もままならない。

　そんな矢先。

　どこもかしこもピラミッドのように金属の箱が山積みされた第一一学区から美み琴ことを抱かかえて、府フ蘭ランや琉ル華カを連れて外へ出た直後だった。

　ドゴアッッッ!!!!!!　という猛もう烈れつな突とつ風ぷうが景色の全てを薙なぎ払はらう。

　直ちよく接せつ狙ねらわれているのは上かみ条じよう達たちではなく近くにあった避ひ難なん所じよのようだが、一発でもとばっちりを受ければどうなるかは言うまでもない。

『非殺傷制圧を実行中。武器を置いて投降してください。エレメントの脅きよう威いは過ぎ去りました。皆みな様さまの身命財産は「営巣部隊ユースフルスパイダー」がお守りいたします。一いつ般ぱんの皆みな様さまがこれ以上銃じゆう刀とう類るいや危険物などで身を固める必要はありません』

「非殺傷……？　今あいつら非殺傷っつったのか!?　鉄筋コンクリ製だろうが小さな雑居ビルくらいならそのままバラして吹ふき飛とばしかねない巨きよ大だい送そう風ふう機きを使っておいて!!」

「オトナの社会は何事もカテゴリなのです。狩しゆ猟りよう用ようのパチンコだって非殺傷扱あつかいで銃じゆう刀とう法ほうに引っかかりませんし。狩しゆ猟りよう用ようってデカデカと書いてあるのに」

　張り付いているビル壁かべの角、すぐそこの大通りを風速何千キロかも分からない暴風が突つき抜ぬける。バヂバヂバヂバヂ!!　と乗り捨てられた大型トラックの全面からオレンジ色の火花が散っていた。風に飛ばされないようオトナになって体重を増やし、あちこちぱつぱつになった海かい賊ぞく少しよう女じよの琉ル華カがごくりと喉のどを鳴らす。

「白い砂だ。エレメントの残ざん骸がいが突とつ風ぷうに押おされてヤスリみたいに金属を削けずっているわよ……」

「そもそも路ろ駐ちゆうの軽自動車くらいなら木の葉みたいに飛んでいくんだ。あんな危険な横断歩道渡わたれるかっ」

　かつての苦い経験から服の中に砂が入るのを嫌きらったのか、ウサギアンテナの府フ蘭ランがＶ字に開いたパーカーのファスナーを首までぴっちり閉めている。

　あれだけのゲテモノであっても基本は扇せん風ぷう機きなのか、首くび振ふりのタイミングで大通りから突とつ風ぷうが逸それたのを見て、意識のない美み琴ことを抱かかえた上かみ条じようは命からがら横断歩道へ飛び出していく。おっかなびっくりと走はしり抜ぬけ、向かいのビルの壁かべへと再び張り付く。

　攻せめ込こまれている避ひ難なん所じよの詳くわしい情報は分からないが、この真夜中でも蜂はちの巣すをつついたような騒さわぎになっているのは見て取れる。手にしているのは圧縮ポンプ付きの大おお型がた水みず鉄でつ砲ぽうが多いが、あの大熱波からの地続きなら、水を無む駄だ遣づかいするような装備で身を固めるとは思えない。

　そう言えば、府フ蘭ランや琉ル華カは水の代わりに消毒用エタノールを使って体を洗おうとして大失敗していた事を上かみ条じようは思い出す。

「……オイルやアルコールを詰つめた水みず鉄でつ砲ぽうと発火系の能力者の組み合わせか？　満足に水も確保できないって状じよう況きようなのにおっかねえな！」

「避ひ難なん所じよに名前をつけるとしたら、まんま【能力】とかだったかもしれないのです」

　何にしても多勢に無勢だ。『営巣部隊ユースフルスパイダー』の方はストレートに建物をめくり上げるほどの暴風を使いこなす。風と炎ほのおでは相あい性しようが悪い。こんな状じよう況きようで火か炎えん放ほう射しやなど使ったって、最悪、自前のバーナーで熱した空気を溜ため込こまれ、摂せつ氏し数百から数千度の突とつ風ぷうで返かえり討うちにされるかもしれない。息を吸っただけで肺まで爛ただれる死の風だ。

　無む駄だな事と知りつつも、上かみ条じようはすぐ近くの角から飛び出してきた二に丁ちよう水みず鉄でつ砲ぽうの少年の首にラリアットを決める。呼吸困難に陥おちいって目を白黒させる避ひ難なん所じよの戦士を片手一本で建物の裏へと引ひきずり込こむ。耳元で上かみ条じようは叫さけんだ。

「やるだけ無む駄だだ！　見ろ、裏手でこそこそしている影かげがあるだろ。アンタ達たちの『王』は側近と一いつ緒しよに勝手に逃にげてる、仲間を勝算のない戦いに追いやって足止めさせている間に安全にな!!」

「避ひ難なん所じよにゃ妹がいるんだっ。喘ぜん息そく持もちでろくに駆かけっこもできねえってのに、下へ手たに強能力レベル３の発火能力パイロキネシス持ってるもんだから戦力のイグニッションとして持ち上げられてる！　あんなに周りを固められちゃ持ち場を離はなれられない!!」

「冗じよう談だんだろ、土つち御み門かどのヤツじゃねえんだぞ……」

「誰だれだそいつは!?」

「ええい。ほんとに家族が大切なら妹の手を引いて今すぐ逃にげろ、抵てい抗こう戦せん力りよくの柱がなくなれば他の水みず鉄でつ砲ぽう組ぐみも撤てつ退たいせざるを得なくなるだろうしな。みんなを助けるためにみんなを裏切れ。後こう悔かいしたくなけりゃ急ぐんだ、早く!!」

　背中を叩たたいて少年を送り出し、そして美み琴ことを抱かかえたまま上かみ条じようはゆっくりと息を吐はいた。

　そして言う。

「営えい巣そう野や郎ろうの注意を集めよう。避ひ難なん所じよを勝たせるなんて無理難題は考えなくて良い、奇き麗れいに負けさせて撤てつ退たいを促うながすだけで連中の命は助かるはずだ」

「分かるけど、具体的にどうやって？」

　色々オトナではち切れそうな琉ル華カからの質問に、上かみ条じようは彼かの女じよの大きな胸の辺りを指差した。いいや、そんな風に強調してしまっている、ウェイトレスさんのサスペンダーみたいに両サイドから胸を絞しぼる革のベルト。言うまでもなく、海かい賊ぞく御ご用よう達たしのマスケット銃じゆうと火薬入りのドクロ容器、腕の骨を模した弾だん丸がんケースなどをまとめたベルトポーチだ。

「連中は俺おれ達たちの持ってる武器を狩かってるみたいだった。琉ル華カ、実際に銃じゆうを撃うつ必要はない。火薬を弾はじけさせて銃じゆう声せいを連射させているように振ふる舞まえないか。蚊か取とり線せん香こうみたいな原始的なもので良いいから、時限装置があると安全に囮おとりを作れると思うんだけど」

「なるほどね」

　言いながら、分厚い海軍コートとビキニの水みず着ぎ少しよう女じよはベルトに留とめてあったドクロ状の装薬入れの上に手を置く。その場で軽く跳はねて腰こしに留とめた容器を揺ゆすりながら、

「……火か炎えん放ほう射しやが避ひ難なん所じよの主流っていうなら、火種はその辺にいくらでもあるわよね？」

　方針は決まった。

　しかしその時、バタバタバタバタ!!　と大きなシーツで空気を叩たたくような轟ごう音おんが上かみ条じよう達たちの真上を突つき抜ぬけていった。

　思わずそちらに目をやった彼かれらは目もく撃げきする。複数の輸送用ヘリコプターが太いワイヤーを使って、トンネル掘ほりのシールドマシンじみた巨きよ大だいな円えん筒とう機き材ざいを空輸している所を。

「別働隊なのです」

「くそっ、あっちは第一一学区の方じゃないか」

　そして今の『営巣部隊ユースフルスパイダー』の行こう動どう傾けい向こうを考えると、非常に困った状じよう況きようが浮うかび上あがってくる。彼かれらは過か剰じような武器を狩かっている真っ最中なのだ。

「まずいぞ、放ほうっておくとA.A.A.も没ぼつ収しゆうされてスクラップにされちまう!!」
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　凍こごえる月夜の下、無数に聳そびえる高層ビルの一つ、その屋上にて。

　頭上をいくつもの輸送ヘリにワイヤーで懸けん架かされた大おお型がた送そう風ふう機きの『ブレスオブブレッシング』が通り過ぎていく中、くたびれた作業服を纏まとう薄うすっぺらな男がこの街の王と向かい合っていた。

「ごきげんよう、統とう括かつ理り事じ長ちよう」

「……、」

「ああ、ああ。お気になさらず。こちらの顔や名前がご記き憶おくになくても何ら構やしません。むしろ俺おれはそうした見えざる民意の代表、顔なき誰だれかであった方がありがてえ」

　それがとある公園で【裁判】の『王』に持ち上げられた挙げ句、箍たがの外れた群衆の手で私し刑けいに遭あっていた情けない男だと誰だれが分かるか。そして、その顔のない誰だれかには表も裏もない。別に実力を封ふうじて演技でやられたふりをしていた訳でもない。そこまで情けなかった男がきちんと学園都市のトップと向き合える状じよう況きよう、そこにこそ大きな意味がある。

　かつて学園都市第二位にも届かなかった偉い業ぎようは、しかし、誰だれにだって成じよう就じゆの可能性はある。何なんの変へん哲てつもない男がそれを証明してしまった。

『人間』はいつでも殺せる位置に標的を収めつつ、

「この街で何を？」

「分かってんでしょう、あんたほどの頭脳なら」

　簡単に作業服の男は言ってのけた。

「俺おれは大した駒こまじゃねえ。だから、ここで殺されようがどうしようが状じよう況きようは全く動かん。そうでもなければ面と向かって顔を合わしゃしませんよ。いいや、あんたに楯たて突つこうなんて恐おそろしい事を考えようともしなかった」

　彼かれは異形の才能が集つどった『グループ』や『アイテム』とは違ちがう。猟犬部隊ハウンドドツグや屍喰部隊スカベンジヤーのように、統とう括かつ理り事じ会かいの直属ではあってもどこか格下。例えば木き原はら一いち族ぞくなどが派手に食い散らかした後始末などに駆かり出だされる事も多い組織の人間だ。

「でも、歴史なんてなそんなどうでも良いい、些さ細さいな事が案外大きな結果をもたらす。その日が暑くなければ、雨が降らなければ、信のぶ長ながは初うい陣じんで敗北していたっつー話もありますしね」

　コップの水を溢あふれさせるのに、目め一いつ杯ぱい蛇じや口ぐちをひねる者は愚おろかだ。賢かしこい者は、表面張力ギリギリまで他人に水を注がせた上で、最後の一いつ滴てきだけを自分で落とす。それができる環かん境きようを整える事が、小者が歴史を動かせる場所に立てる唯ゆい一いつの方法だ。

　繰くり返かえすが、彼かれは十じつ把ぱ一ひと絡からげの有う象ぞう無む象ぞう。誰だれの記き憶おくにも残らない顔なき誰だれか。本来であれば、学園都市第二位の怪かい物ぶつにも成なし遂とげられなかった偉い業ぎようになど手は届かない。

　ではそもそもコップに満まん杯ぱいの水を注いだのは誰だれだったのか。

「これはあんたが自分でもたらした災わざわいだ」

　男は宣告した。

「災害対策の根幹は事後の復旧復興よりもまず事前の予よ測そく避ひ難なんこそが肝かん要よう。そういう意味じゃあんたの怠たい慢まんは罪だ。だって、あんたほどの頭脳がありゃ先読みしてしかるべきでしょ。エレメントの発生も、対たい抗こうするように学園都市全域を襲おそった不自然な大熱波も」

「……、」

「分かっていて、見み逃のがした。己おのれの目的のために。ならそれは罪だ。俺おれはあんたがコップギリギリまで注いだ水の上から、ほんの一いつ滴てきを落としたに過ぎねえ」

「なるほど。つまり」

「俺おれはあんたと違ちがって個性がねえんで、大それた野望なんて抱いだいちゃいません。復旧復興の舵かじ取とりを掌しよう握あくすれば自分好みの体制を築けるとは思っちゃいますが、それだって願うのは当たり前の事だ。誰だれもが災わざわいに脅おびえる事のない社会が欲ほしい。そのためには、まず災わざわいを見送らねえ指導者に立ってもらいてえ。そんだけです。そしてそれは何も、中身のない俺が担う必要すらねえんだ」

「……、」

「くだらねえでしょう？　でもそんなどうでも良いい事が、時に大それた野望を砕くだく亀き裂れつとなりかねん。あんたはもう少し自覚した方が良いい。世界は偉い人じんが作っていくが、そんな世界を少しずつ歪ゆがめていくのはどこにでもいる凡ぼん人じんなんだとね」

　バタバタバタバタ!!　と彼かれらの真上を複数の輸送ヘリが通過していく。水道ガス電気、常の血液が循じゆん環かんする学園都市であれば瞬またたく間まに制圧されていたであろう無ぶ骨こつな金属の塊かたまりが、ワイヤーに吊つられたままさらに数基、街へと放たれていく。

「災害なんてな迷めい信しんやジンクスの塊かたまりだ。大きな震しん災さいがあればイルカが予知した地じ震しん兵へい器きが使われた、ハリケーンが上陸すれば政府の爆ばく撃げき実じつ験けんで軌き道どうを歪ゆがめたケムトレイルの化学物質がばら撒まかれた、まるで悲ひ惨さんな状じよう況きようを劇場化したがっているかのように荒こう唐とう無む稽けいな噂うわさがばら撒まかれていく」

『ブレスオブブレッシング』。本来であれば学園都市の研究機関で危険な化学火災が発生した際、風向きを人工的に変える事で危険な煤ばい煙えんが人口密集地を冒おかすのを止めるための機材だった。しかし実際に見れば分かる通り、非殺傷の防災研究なんて書類の建前だ。そして威い力りよく過か剰じようの備品が開発されてしまった経けい緯いにこそ、顔なき誰だれかが戦うべきモノがある。

「災さい害がい環かん境きよう下かは大たい変へん危険なので武装せざるを得ない。……これだって根こん拠きよのない、立派な迷めい信しんの一つだ。なのに誰だれも振ふり切きれん。俺おれ達たちはな、アレイスター。アレを手放すためにあんたのような人間と戦っているんだよ」

　言いたい事は言い終えたのだろう。

　少なくとも『人間』はそう判断した。




　ボンッッッ!!!!!!　と。

　水っぽい何かが潰つぶれるような音が、凍こごえる屋上に炸さく裂れつした。




　悲鳴の一つもなくゆっくりと後ろへ倒たおれていく男の残ざん骸がいを、アレイスターは最後まで見送る事すらしなかった。得るべき情報はすでにない。頭部を丸ごと潰つぶしてしまって判別不能だが、顔なき誰だれかはきっと死体となっても笑っていただろう。
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　オトナな琉ル華カの黒色火薬が思った以上に効果を発揮してくれたおかげで『営巣部隊ユースフルスパイダー』の主力の注意を集め、どうやら避ひ難なん所じよの面々は無事に逃にげ切きる事に成功したようだった。

「ああくそっ、琉ル華カ！　あんなトコに『爆ばく竹ちく』投なげ込こむ必要あったのか!?　先に逃にげた『王』と側近だけ捕つかまっているじゃないか!!」

「そいつはむしろ粋いきな計らいと思って欲ほしいんだけどね」

「いえー」

　何だかパーカービキニと羽根付きの海かい賊ぞく帽ぼう子しに眼帯の少しよう女じよがハイタッチまでやっていた。上かみ里さとのヤツは一体どうやって叱しかっていたのやら、いい加減にアドバイスが欲ほしい。

　彼かれらが【能力】の避ひ難なん所じよをこっそり支し援えんしている間に何基もの大おお型がた送そう風ふう機きが第一一学区へ空輸されてしまったが、こちらはどうにもならなかった。仮に支し援えんを切り上げてそちらに集中しようとした所で、空中を行く輸送ヘリの群れなんて上かみ条じよう達たちにはどうにもならない。

　一応、無理矢理に楽観材料をひねり出すとすれば、

「……あいつら、本当にコンテナヤードをくまなく調べる気があるのかな」

「どゆことです？」

　じじじぃーっ……という金属の擦こすれる小さな音が響ひびく。ようやく突とつ風ぷう攻こう撃げきから一息ついた府フ蘭ランが首の上まで上げていたパーカーのファスナーを再び下ろしたのだ。起き伏ふくの薄うすい胸の中心からへそ下まで、眩まばゆい肌はだが覗のぞけてくる。当人は自分が振ふり撒まいている青い色いろ香かには自覚がないようで、感情の読めない瞳ひとみで小首を傾かしげていた。

「『秩ちつ序じよ回かい復ふくの四八時間』。連中が事あるごとに言っている例のアレだ。ちなみに府フ蘭ラン、今何時か分かるか」

「深夜二時前。結構経たっているのです」

「あの言い分がマジだとすると、『営巣部隊ユースフルスパイダー』に残された時間は一日くらいしかない。一方であの物ぶつ流りゆう拠きよ点てん、コンテナヤード全部を調べるとなったら何ヶ月かかるか分からないんだ。真ま面じ目めにやっていたらリミットをあっさり使い切っちまうだろうよ」

「だとすると、連中が部隊を第一一学区に送ったのって……」

「武器の没ぼつ収しゆうが狙ねらいなら、わざわざ中身を検あらためる必要はない。コンテナヤード自体を封ふう鎖さして誰だれも近づけさせなければ良い。何百何千もあるコンテナを隅すみ々ずみまで調べて潰つぶしていくよりもはるかに時間ロスは少ないはずだ」

　そう考えると、上かみ条じよう達たちがやってきた事も決して無む駄だではなかったのだ。

　むしろA.A.A.に執しゆう着ちやくするあまり第一一学区に留とどまり続つづけていたら、『営巣部隊ユースフルスパイダー』から全周を包囲されて身動きが取れなくなっていたかもしれない。

　府フ蘭ランは柔やわらかそうなほっぺたをぷくっと膨ふくらませて、

「でも、上かみ里さとちゃんを助けるためにはあのガラクタが必要なのです」

「分かってる」

　包ほう囲い網もうで封ふう殺さつされるのだけは防げたが、今度は外から破らなくては上かみ里さと救きゆう出しゆつの鍵かぎとなるA.A.A.には触ふれられない。連中の火力については先ほどの支し援えんで骨身に沁しみた。あんなもん真正面からかち合ったら太陽系の外まで吹ふき飛とばされかねない。

　だが上かみ条じようは言った。

「こっちから攻せめよう」

「兵隊ぎっしりのコンテナヤードに銃じゆう持って？　騎き兵へい隊たいのご登場でもお祈いのりする訳？？？」

　一難去って体のサイズを元に戻もどす琉ル華カに上かみ条じようは首を横に振ふって、

「そうじゃない。『営巣部隊ユースフルスパイダー』の本ほん拠きよ地ちがどこかはまだ分からないけど、連中だってキングを取られそうになれば他の駒こまで守りを固めざるを得なくなるだろ。こっちから本ほん拠きよ地ちを叩たたいて、第一一学区で遊ばせている戦力を下がらせる。それくらい焦あせらせる事ができれば、コンテナヤードの防衛線に切れ目ができるはずだ」

　府フ蘭ランと琉ル華カは顔を見合わせていた。

　それから呆あきれたように彼かの女じよ達たちは語る。

「それってつまり、目の前のスズメバチ一いつ匹ぴきが怖こわいから巣を壊こわしに行こうって言っているようなものなのです？」

「迂う回かいしているようで何一つ迂う回かいしていないわね……」

　そう、何をどうやったって結局『営巣部隊ユースフルスパイダー』との交戦は避さけられない。何だか世界の全部が上かみ里さとの帰き還かんを邪じや魔ましているような有り様だが、上かみ条じよう達たちだって退ひくに退ひけないのだ。この命はあの少年に助けられている。あの子こ達たちを頼たのむとも任されている。これ以上木き原はら唯ゆい一いつが奪うばった掌てのひらの上で踊おどらせる訳にはいかない。

　ともあれ、まずは消しよう耗もうの激しい美み琴ことの件だ。

　彼かの女じよを担かついで東とう端たんの第一一学区から第七学区の病院へと再び歩ほを進めていく。やはりあちこちでは『営巣部隊ユースフルスパイダー』による武ぶ器き回かい収しゆう騒そう動どうが起きているらしく、時折暗くら闇やみの中で建物がめくれ上がる轟ごう音おんが炸さく裂れつし、頭上をいくつもの輸送ヘリが飛とび交かっていくのが見て取れる。

「全部は助けられないのです」

「分かってる」

「分かっても行くのね!?　ああもう！」

　できる事は限られていたが、それでも追おい詰つめられていた少しよう年ねん少しよう女じよを路地裏に呼びつけたり、Ｌ字の釘くぎ抜ぬきを渡わたしてマンホールに潜もぐるよう勧すすめたり、避ひ難なんの手助けくらいなら何とかなる。

　途と中ちゆう、巨きよ大だい送そう風ふう機きの暴風で城が崩くずれていくのを何度も見かけた。

　復旧復興と称しようして住民がトタンで作ったバラックを役人側の重じゆう機きが壊こわしていくような、実利と幸福とが乖かい離りした光景であった。

　きっと瓦が礫れきを撤てつ去きよして小こ奇ぎ麗れいな道を作り、ピカピカに磨みがかれたお店が左右にずらりと並んで、そこで何があったか、どれだけの人ひと達たちが肩かたを寄せて息づいていたかなんてすぐに忘れられてしまうのだろう。

　分かりやすい怒いかりよりも、いっそ虚むなしさの方が強かった。

「くそったれ」

　片道はざっと三時間くらい。病院に辿たどり着ついた頃ころには、もう天てん蓋がいは黒というより紫むらさきやオレンジに近いグラデーションを描えがいていた。

　午前五時過ぎ。

　相変わらず泥どろのように眠ねむり続つづけている美み琴ことをカエル顔の医者に預けると、上かみ条じようはようやく一息つく。ストレッチャーに乗せられて緊きん急きゆう外がい来らい用ようの処置室へ流されていく美み琴ことを見ても実は一つも安心要素はないかもしれないが、それでも専門の医い療りよう機き関かんまで運べた事はやっぱり大きい。

　今はあの医者に任せるしかない。

　本当なら彼かの女じよが目を覚ますまでここにいたい。そうやって完全に安心というもので足場を固めてしまいたい。

　だけど、そうする訳にもいかないのだ。

　彼かの女じよが作ってくれたチャンスを、棒に振ふらないためにも。

（よし……）

　大きく息を吸って、吐はく。

　頭の中は今でも煮にえているが、針は振ふり切きっていない。大だい丈じよう夫ぶ、自分はまだやれる。無理にでもそう思おもい込こんで、上かみ条じようは処置室の扉とびらから意識して視線を引ひき剝はがす。

　やらなくてはならない事がある。

　壁かべに寄りかかり、小さな口を開けて束つかの間まの仮か眠みんを取っている琉ル華カの隣となりで、病院の廊ろう下かに直ちよく接せつ座すわり込こんでいた府フ蘭ランは手元の小さな画面を覗のぞき込こんでいた。

「……一応病院だぞ。通信機器」

「ん」

　超ちよう適てき当とうな合いの手しか返ってこなかった。

　長なが椅い子すに座すわりながら内うち股またで時折ぎゅうぎゅうとパーカーの裾すそを押おさえて伸のばすような仕草をしている所を見ると、案外足回りが寒くて眠ねむれなかったのかもしれない。テスト勉強の時には眠ねむ気け防ぼう止しのために敢あえて脚あしは冷やしておけ、といった話も耳にするし。

　一いつ緒しよになって上かみ条じようが画面を覗のぞき込こむと、ようやくパーカービキニが説明してくれる。

「輸送ヘリが飛んできた方向をみんなに調べてもらっているのです。避ひ難なん所じよ自じ体たい大分やられたみたいですが、武器を抱かかえていない、または最初の勧かん告こくで素す直なおに提出した避ひ難なん所じよはそのまま残っているみたいですし」

　言われてみればこの病院も無事だった。エレメントとは戦うのではなく、ガラス細工を利用した超ちよう音おん波ぱで『逸そらす』方向で対処していたのがプラスに働いたのかもしれない。

「そんなので分かるのか？」

「一いつ般ぱん、中立の『王おう』達たちを束ねた草の根の報告会を馬ば鹿かにしてはいけないのです。民間アプリが秘ひ匿とくされているはずの政府専用機の航路を捕ほ捉そくし続けていた例を知らないのですか」

　府フ蘭ランがやたら詳くわしいのは、ひょっとしたらもう一歩踏ふみ込こんでＵＦＯの報告会もあるのかもしれない。流石さすがに望のぞみ薄うすだとは思うが、アプリを見ながら夢を語るのは自由だ。

「結果の方は？」

　パーカービキニが画面を操作すると、地図の上にいくつもの直線的なラインが引かれていく。各地の避ひ難なん所じよの『王おう』達たちが戦せん々せん恐きよう々きようとしながら見送った輸送ヘリの目もく撃げき情じよう報ほうをまとめ、視覚化しているのだ。彼かれらも彼かれらで死活問題だから、不安の種に関する情報は少しでも欲ほしいのだろう。上下関係などないだろうに、積極的に情報をアップしてくれている。

　もちろんこの全員が全員、指名手配中の府フ蘭ランの支持者ではない。というより、パーカービキニは他人のスフィアを借りているため、自分の名前も出していないだろう。だけど、それでもキー局としての存在感はじわじわと上がっている。中立だろうが対立だろうが、多くの『王』にとって必要とされればみんな動いてくれるのだ。

　こうして眺ながめると、ある一点を中心に放射状に広がっているのが良く分かる。

　つまりその一点が『営巣部隊ユースフルスパイダー』の本ほん拠きよ地ちだ。

「第二一学区……山さん岳がく地ち帯たいか。ダムとか天文台とかがある辺りだな」

「大規模な気象台があります。ドップラー式のレーダードームを備えているなら、当然、職員や機材を自前の高出力のマイクロ波から守るための分厚い電磁波シールドも用意があるはず」

「……つまり、そこに巨きよ大だい送そう風ふう機きとか輸送ヘリとか、諸もろ々もろの兵器類が隠かくしてあったって事になるのか？　だからお前の大熱波があってもやられなかった」

「『営巣部隊ユースフルスパイダー』の母体が災害救助系だとすれば、予よ測そく避ひ難なんの意味を込こめて気象台が傘さん下かにあってもおかしくはないのです」

　どうやら決まりのようだ。

　ここを叩たたいて第一一学区のコンテナヤードを見張っている余よ剰じよう戦せん力りよくを本ほん拠きよ地ちまで下がらせる。それが包ほう囲い網もうの中にあるA.A.A.に接せつ触しよくする最短の道だろう。

「でもでも第二一学区から第一一学区までかなり距きよ離りが開いているのです。山さん岳がく地ち帯たいで騒さわぎを起こしてからコンテナヤードに向かうと何時間もかかるので、混乱が収まってしまうのでは？」

「何もリアルタイムで事件を起こす必要はないだろ、さっきだって原始的な時限装置を使って『爆ばく竹ちく』を鳴らしていたんだし。火薬を使える琉ル華カがいるなら手っ取り早い、今度は派手に爆ばく発はつさせて連中を驚おどろかそう。山さん岳がく地ち帯たいに仕し掛かけて、徒歩でコンテナヤードの近くまで向かって、そこでドカンと爆ばく発はつさせれば、第一一学区から人が出で払はらった直後に忍しのび込こめるさ」

「外げ道どう」

「何だろうな。前に観みた映画がいけなかったのかもしれない」

　A.A.A.に込こめられた魔ま術じゆつ的てきな記号を分ぶん析せきしての空くう間かん歪わい曲きよくトンネル作り自体もそうだが、何にしても核かくは海かい賊ぞく少しよう女じよの琉ル華カだ。壁かべに背中を預けて小さな口を開き、涎よだれを垂らしそうな状態で仮か眠みんを取っている彼かの女じよの存在は大きい。

　その琉ル華カが目を覚ましたのは六時過ぎだった。実質的に一時間も寝ねていない。ろくに整備もされていない瓦が礫れきと白い砂の山ばっかりの街をほとんど丸一日歩き通しだったのを考えれば、これでも浅い方だろう。

　ちなみに彼かの女じよが目を覚ました理由は辺りから漂ただよってきた美お味いしそうな匂においにあったらしい。

「ふああー……なぁにい？　お味み噌そ汁しるの匂においがする……。私、朝はトーストとサラダって決めているんだけどなあ」

　寝ねぼけているのか、口の中でもにょもにょ言いながらまだとろんとした目元を片手でごしごし擦こすっていた。

　と、いうか、

「おいキサマ」

「うん？」

「なんか今、結構簡単に黒くろ薔ば薇らの眼帯をパカパカ開け閉めしてなかったか？　何だよファッション眼帯かよ絵の道とか特に影えい響きようなかったんじゃないか！　ほんとに隻せき眼がんを貫つらぬく勇気がないなら眼帯なんかしなけりゃ良いいのに!!」

「何に怒おこっているのかいまいち見えないんだけど……」

「ファッション眼帯なんてキュロットスカートみたいなもんですからね!!」

　満足な水の確保もままならない学園都市だが、こういう時意外と役に立つのはコンビニなんかでもらえる袋ふくろに入ったお手て拭ふきだ。元からビニール袋ぶくろに入っているため、大熱波の中でも水分が飛ぶ事はない。文字通り使い捨てなのが難だが、とにかく数だけは揃そろっているので上かみ条じようなんかも顔を洗う代わりに随ずい分ぶんお世話になっていた。

　ちなみに表の段ボールハウスエリアに行ってご飯を分けてもらうと、基本的にお嬢じよう様さま達たちは食材の節約も兼かねて一いち汁じゆう一いつ菜さい制せいを採っているらしい。具だくさんの豚ぶた汁じるをメインに白米をいただき、サブとしてちょっとした野菜の漬つけ物ものがついている。

「……昨日のカレーもそうだったけど意外と野菜が豊富だよな。どこから持ってきてんだか」

「昨日と同じで能力使って冷れい凍とう保ほ存ぞんしているんじゃないですか」

「ぶっふ！　がはごほ!!　そういえば基本的に水はお嬢じよう汁じるだった!!!!!!」

「別にお嬢じようが周りの空気から水分を集めているだけであってお嬢じようの体内から直ちよく接せつ出てくる訳ではないからもうその辺どうでも良いいのではないですか？」

「何で俺おれより学園都市の流りゆう儀ぎに馴な染じんでいるんだ……」

　ひとまず特とく殊しゆな方法で汲くんできた水、という解かい釈しやくで精神的に乗り切る事を決める上かみ条じよう。バケツの代わりに念動力サイコキネシスでふわふわ浮うかばせてきたと思えば問題ない、はず。

　機械的にもそもそ口を動かしていた琉ル華カが朝食を終え、ようやっと頭の回転が平常ギアまで戻もどったのを見て取って、上かみ条じよう達たちは改めて作戦会議に移った。

　第二一学区の山さん岳がく地ち帯たいにある『営巣部隊ユースフルスパイダー』の本ほん拠きよ地ちを叩たたいて第一一学区コンテナヤードの余よ剰じよう部ぶ隊たいを引き揚げさせる。互たがいの学区は距きよ離りが離はなれているので時限装置を本ほん拠きよ地ちに仕し掛かけ、上かみ条じよう達たちが第一一学区に近づいたタイミングで爆ばく発はつするように仕向けておく。

「……時限装置だとワイヤートラップと一いつ緒しよで、起き爆ばく時じ点てんで誰だれが仕し掛かけに近づいているか読めない辺りが若じやつ干かん不安だけど、概おおむね問題ないんじゃない？」

　出発は午前七時半くらいになった。

　夜よ討うち朝あさ駆がけ、どちらの時間も逃のがしてしまったが、これ以上は待っていられない。『営巣部隊ユースフルスパイダー』が『秩ちつ序じよ回かい復ふくの四八時間』に固こ執しつしている事を考えれば捜そう索さく対たい象しようの広過ぎるコンテナヤードは包囲して放ほうったらかしが妥だ当とうだろうが、やはり彼かれらがいきなり中を検あらためる可能性も完全にゼロではないからだ。

　一秒でも早くコンテナの中身を奪だつ還かんするべきだ。

「……今日も歩きなのです」

「府フ蘭ラン、ジャンケンで勝った方が彼かれにおんぶしてもらうという方向でどうかしら」

「乗ったのです、なら勝負は風力発電のプロペラごとで」

「やめなさいよ当人無視して勝手に決めんの！　特にそこのウサギ宇宙人は機械の塊かたまり詰つめた馬ば鹿かデカいリュック背負ってんだから絶対やだよ!!　何なんだよその荷物、行商のおばあちゃんかお前は!?」

「体を小さくして体重減らすから。一〇歳さい？　五歳さい？　どれくらいなら耐えられる？？？」

「そういう問題じゃないんだよ！　おんぶしたら右手で触ふれちまうから元に戻もどるし!!」

　やいのやいの言っている間に外出する運びになってしまった。

　未いまだに美み琴ことの安否は分からないが、これ以上は長居もできない。

　と、病院の敷しき地ちを出て少し歩いた辺りで、甲かん高だかいエンジン音が耳についた。普ふ通つうの車よりも音が軽い。スクーターとか、もっと言えば草くさ刈かり機きやチェーンソーみたいな感じだ。自然と上かみ条じようの肩かたが強こわ張ばる。電気の死んだ街で好き放題エンジン音を鳴らしているのは大体『営巣部隊ユースフルスパイダー』の連中だからだ。

　しかし予測は外れた。

　直後に何台もの小さな乗り物が上かみ条じよう達たちを追おい越こしていったのだ。乗っているのは軍隊みたいな格好をした男おとこ達たちではなく、水着にコートのありふれた少しよう年ねん少しよう女じよ達たち。乗り物自体も自動車でもバイクでもなかった。えらく車高の低い、いっそオモチャのようなエンジン付きのカートだ。

　頭上を大きなヘリコプターが旋せん回かいしていた。

『「営巣部隊ユースフルスパイダー」ではヒトとモノの行き来を円えん滑かつ化かさせるため、モーターシェアリングを実じつ施ししています。学がく園えん都と市し条じよう例れい範はん囲い内ないでのみ、原付二輪と同じ扱あつかいの五〇㏄ＡＴカートのみとはなりますが、興味がおありの方は提てい携けいしている一五二ヵ所のガソリンスタンドまでどうぞ』

　改めて周囲を観察してみれば、あれだけ死んだように静せい謐ひつだった瓦が礫れきと白い砂の街に排はい気き音おんが戻もどっていた。実際には手放しで喜べるものでもないし、信号も復活していないのだから危なっかしい事この上ないが、それでも大きな交差点でいくつものカートが行き来しているのを見ると、上かみ条じようは車なんかとは縁えんがないくせに、それでも何だか感かん慨がい深ぶかいものがあった。

　カートに限らず、徒歩で街に出ている人も昨日よりずっと多い。暴動だの鎮ちん圧あつだので追い立てられているのではなく、途と中ちゆうで不格好なでぶ犬と一いつ緒しよに散歩しているおじさんから会え釈しやくもされた。

「……復旧復興自体は、ちゃんとやっているんだな」

　何だか当たり前の事を呟つぶやいてしまう。これが何らかの邪よこしまな計画をカバーしているとも思えない。強しいて挙げるならイメージアップ全体も組織戦略と言えば否定はできないだろうが、直近で分かりやすい利益を生み出すものではない気がする。

　それでも戦わなくてはならない。

　相手にその意図はなくとも、上かみ里さと救きゆう出しゆつの鍵かぎとなるオリジナルのA.A.A.を奪うばわれたままにはしておけないのだ。

　と、カトラスにマスケット銃じゆうで武装した相変わらずな琉ル華カが悪戯いたずら好ずきのような瞳ひとみでこんな提案をしてきた。

「敵に塩を贈おくられているようだけど、でも利用できるものを敢あえて利用しないのもおかしな話よね？」

「？」

「使っちゃわない、そのカート。私、中型二輪までなら持ってるし」

　そんなこんなであった。

　近くのガソリンスタンドに寄った彼かれらは、ただでさえ一人ひとり掛がけのソファくらいしかない小さなカートに三人ぎゅうぎゅう詰づめになって出発進行。というか上かみ条じようと府フ蘭ランは運転席の頭上をまたぐロールバーを摑つかんで完全に外側に飛び出している。

「怖こわい怖こわい怖こわい怖こわい怖こわいッッッ!!」

「大だい丈じよう夫ぶよー、ちゃんと車しや幅はばは計算しているから。変に飛び出た街路樹の枝とかくの字に折れた標識とかない限りは頭吹ふっ飛とばされる事もないでしょ」

「つか速いよ!!　何これ、高速道路くらい出てないか!?」

「原チャリとおんなじ五〇㏄に三人も乗せているんだからそんなに出る訳ないでしょ。車高低いから体感速度が上がっているように見えているだけよ。……ちょっと見た目の年ねん齢れい下げて総重量軽くしてみようかしら」

　とはいえ楽観もしていられないのは、ここがまだまだ復ふつ興こう途と中ちゆうの学園都市だという点だ。あちこちに瓦が礫れきや白い砂の山はあるし、風に舞まって薄うすく道路に広がった砂はスリップの素になりかねないし、そもそも信号が復活していない。挙げ句に一人乗りのカートに三人もしがみついているため、重心のバランスも何かおかしい。交差点に入るたびに命いのち懸がけで、カーブの時に小さなタイヤが嫌いやな音を立てて横よこ滑すべりする事も珍めずらしくなかった。

「すまん、ちびったら全部かかる位置取りだけど気をつけて」

「ふざけんなそんな事したら振ふり落おとすわよ!!」

　あれこれ言い合いながら、上かみ条じよう達たちはホームの第七学区を越こえて山さん岳がく地ち帯たいの第二一学区へ。

「あれ？　なんか前に来た道とは違ちがうな」

「学園都市の道路事情なんか知らないわよ。どこから山に入ろうが上まで行けば気象台でしょ」

　上りのぐねぐね道になると目に見えて分かるくらい速度が落ちて手持ちの草くさ刈かり機きみたいなエンジンも悲鳴を上げたが、どうにかこうにか征せい服ふくしていく。

「よっと」

　ダムや天文台、キャンプ場などいくつかあるランドマークへの中ちゆう継けいポイントなのか、途と中ちゆうにあった道の駅のような場所に琉ル華カはカートを停とめる。流石さすがにこんな場所まで人が行き来している事なく、辺りは閑かん散さんとしていた。ちょっとした売店や軽食のコーナーも放ほうったらかしにされている。

「これから襲おそうっていう例の気象台までエンジン音鳴らして近づく訳にもいかないし、この辺りからは歩きになりそうね」

「ぶるぶる、風でちょっと体が冷えてきたのです……」

　パーカービキニは恨うらめしそうな目でタコ焼きや焼きそばののぼりを眺ながめていたが、お店自体がやっていないのではどうにもならない。

「さっきご飯もらったばっかりだろ」

「もう九時を回っているのです。さっきではないのです」

　駐ちゆう車しや場じようにあった案内板が正しければ、気象台は山頂近くにあるらしい。琉ル華カが安全を優先したためだが、まだまだ先だ。

「海かい賊ぞくが山に入るとか勘かん弁べんしてほしいわね。船頭多くしてになっていなければ良いけれど」

「ううー……」

「おいやめろ府フ蘭ラン、俺おれを見て唇くちびるを尖とがらせるな」

「おんぶです」

「お前が疲つかれてんのはその大荷物のせいだろお！　結局お前が自分で選んだ負担を俺おれが全部背負うのかよう。そもそもしばらくご無ぶ沙さ汰ただったＵＦＯバルーンはどこ行ったんだ!?」

「あれは諸もろ々もろの事情があって今は別行動なのです。そんな訳でおんぶー」

　とはいえ、引っ付いてきた府フ蘭ランを無理に振ふり落おとすとこのまま道の真ん中で体たい育いく座ずわりして動かなくなりそうだったので、やむなく上かみ条じようは緊きん急きゆう措そ置ちを取らされる羽目に。府フ蘭ランと膨ふくらんだリュックを合わせて、何だか三さん段だん重がさねのアイスクリームみたいな格好になって峠とうげ道みちへ挑いどんでいく。

「おぐ!?　お、おう、やっぱり女の子の重さじゃねえっ」

「んむ。あったかいのです」

「そ、そ、そりゃあ何よりで」

「でも急に温められると、うう、下腹部がもぞもぞ……」

「やめてよもおーっ!!」

　普ふ通つうに考えれば水着女子をおんぶして背中に胸、両手は太ふと股ももやお尻しりとぶつかれば多少思う所はあるかもしれないのに、あまりの苦行に余計な事を考えている暇ひまが全くない上かみ条じよう。情にほだされて余計な人の悩なやみを抱かかえると身を滅ほろぼす、子泣きジジィやおんぶお化けの成り立ちを実地で学ばせていただく事に。

　アスファルトの峠とうげ道みちをただ真まっ直すぐ歩くだけだと気象台の方から車が下りてきた場合に身の隠かくしようがなくなる。周囲に手て頃ごろな茂しげみがないか常に気を配り、危き険けん箇か所しよは小走りで素す早ばやく通り過ぎるよう努めたが、それでも普ふ通つうに歩くよりずっと時間がかかった。

「あれか……」

　上かみ条じようがそんな風に呟つぶやいたのは、カートを乗り捨ててから数えても二、三時間は経たっていたはずだ。太陽はすっかりてっぺんに昇のぼっている。

「みたいなのです」

「分かったらいい加減に下りるんだ、府フ蘭ラン」

　寒々しい針葉樹の緑の中に、ウサギアンテナのお尻しりにあるのに似た、サッカーボールじみた五角形や六角形の平面をまとめて造った巨きよ大だいな球体のようなものが頭を出しているのが遠目に見ても分かる。あれが気象台だろう。その下にも背の低い、平べったい建物がいくつかあった。白っぽい鉄筋コンクリートでできているのは職員用の宿しゆく泊はく施し設せつか、あるいはドップラーレーダーが集めたデータの解かい析せき用ようか。

　海かい賊ぞく少しよう女じよの琉ル華カは三さん段だん伸しん縮しゆく式しきのレトロな望遠鏡を覗のぞき込こみながら、

「うん、いるいる。ジャケットの内側が不自然に膨ふくらんだ物ぶつ騒そうな連中が。やっぱりエンジン鳴らして近づかなくて正解だったみたいね」

「でも、昨日の夜とか街中すごい事になってただろ。あれだけのヘリとか巨きよ大だい送そう風ふう機きとかを全部平屋の建物の中に収められるとは思えないんだけど」

「だったら地下があるんでしょう。冷所暗所はエレメントの餌え食じきになりがちですが、ここはレーダードーム完備の気象台ですし……」

「？」

　一人で完結してしまった府フ蘭ランの言葉はいまいち要領を得ない。何度もねだると交こう換かん条じよう件けんでまたおんぶしろとか言い出しかねないので、上かみ条じようはさっさと本題に入る事にする。

「琉ル華カ。『営巣部隊ユースフルスパイダー』を全ぜん滅めつさせる必要はない。ヤツらが身の危険を感じてよそに回している部隊を本ほん拠きよ地ちに集結させればそれで良いいんだ。狙ねらいやすそうな場所はあるか」

「ちょっと待ってなさい……。敷しき地ちの外周に倉そう庫こやタンクがいくつかあるわね。あれなら奥おくまで潜もぐらずに何とかなりそう。人の出入りもなさそうだから誤ご爆ばくで吹ふっ飛とばして後味悪くなるような展開にもならなさそうだし」

「なら決まりだ」

　流石さすがにアスファルトの道路を歩いて堂々と真正面から近づく訳にはいかないので、落石防止用にコンクリートで補強された段差を乗のり越こえ、いったん森に入ってからゆっくりと気象台の敷しき地ちへ近づいていく。普ふ通つうに考えれば監かん視しカメラや巡じゆん回かい要よう員いんに守られた要よう塞さいの中へ誰だれにも気づかれずに潜もぐり込こむ事などいくら何でも不可能だろう。

　が、琉ル華カが見つけたのはそもそもフェンスの外にある小屋だった。

　基本的にフェンスの中を歩き、金かな網あみ越ごしに外を眺ながめている巡じゆん回かい要よう員いんはここまでやってこない。何かと高い所に取り付けがちな監かん視しカメラもまた、針葉樹の枝々に邪じや魔まされて森の中までは見通せない。そしてフェンスのすぐ外と言っても深い森の中だ。こんな所にワイヤーや赤外線で罠わなを張っても野生動物が警報を鳴らしまくるに決まっている。

「念のために森の中には例のアレを先行させておきましたけど、引っかかって見張りがわらわら確かめに来る事はなかったのです」

「府フ蘭ラン、アレって？」

　上かみ条じようが尋たずねると、森の木々の隙すき間まから真ん丸の未み確かく認にん生せい命めい体たいがぬっと顔を出した。いや違ちがう、府フ蘭ラン愛用のＵＦＯバルーンだ。

「さっき別行動って言っていたのはこのためだったのか……？」

「他にもあるけどね」

　答えたのは海かい賊ぞく少しよう女じよの琉ル華カの方だった。彼かの女じよは超ちよう低てい空くう飛ひ行こうのバルーンの側面から、テープで張ったリレーのバトンほどのガラス円えん筒とう容よう器きを剝はがして回収している。

　中に黒い粉末がぎっしり入ったものを見て、ようやく納なつ得とくした。

「……それがお手て製せい爆ばく弾だんか」

「常時お腹なかに抱かかえて持ち運ぶと、不意打ちで絵エ恋レン達たちから襲しゆう撃げきされた時が怖こわくて。ま、府フ蘭ランのバルーンなら安物のドローンと違ちがってそうそうマシントラブルで墜つい落らくする事もないでしょうし」

　念のためにいくつか予備も用意しておいたらしいが、そちらはバルーンに張り付けたままにしておくようだ。大空にバルーンを飛ばすと気づかれそうなので、ウサギグレイの乗り物には森の奥おく深ふかくで待機してもらう事にする。

　鉄筋コンクリート、というよりは塀へいに使うコンクリートブロックを積み上げて造ったと思おぼしき小屋の扉とびらにはおざなりな鎖くさりと錠じよう前まえで封ふうをされていたが、こちらについては府フ蘭ランのツールナイフが役に立った。

　が、扉とびらを開けるなり上かみ条じようは絶句する。

「何だこりゃ、プロパンのボンベだらけじゃないか。山の上まで都市ガスのパイプ引けなかったから備び蓄ちく基き地ちでも造っていたのか!?」

「好都合でしょ、それだけ大きな花火になるわ」

　言いながら、琉ル華カは着き込こんでいる海軍コートの内側からガラスでできた円えん筒とうみたいなものを取り出した。さっきバルーンから回収したものだ。太さや大きさはリレーのバトンより少し大きい程度で、中にはぎっしりと黒い粉末が詰つまっている。

「時限装置って具体的にどんなのなんだ？」

「進学就職で不利益を被こうむりたくなかったら知らない方が良いいでしょうね」

　海かい賊ぞく帽ぼう子しに眼帯の少しよう女じよがプロパン基地の中へ入っていく。レストランなんかの裏手にある灰色の大きなボンベがずらりと並ぶ一角にしゃがみ込こみ、何かをしているようだった。

　ともあれ、これで一ヵ所。

『営巣部隊ユースフルスパイダー』が敵てき襲しゆうと勘かん違ちがいして全部隊を本ほん拠きよ地ちに呼よび戻もどすまでさせるには、もっともっと派手にやる必要があるだろう。幸い、フェンス外周には他にも小屋や大きなタンクがいくつかあるようなので、ぐるりと一周回って仕し掛かけられる場所には全部仕し掛かけておいた方が良いい。

　と、そんな風に考えていた時だった。

　いきなり真後ろから衝しよう撃げきがあった。府フ蘭ランの小さな体で体当たりされた、と思った時には上かみ条じようの体もまたプロパン基地の中へと転ころがり込こんでいた。運うん動どう音おん痴ちで腰こしより高い段差を一人で登れないはずだが、やはりパンパンに膨ふくらんだリュックの分だけ変な重みがついているようだ。

「おま、府フ蘭ラン……っ」

「しっ」

　ウサギアンテナはウサギアンテナで、ドアに背を向けたまま後ろ手でそっと閉じていた。まるで金具の音も響ひびかせないよう警けい戒かいしているような。

「何だか外が騒さわがしいのです。ちょっと前までの巡じゆん回かいパターンが明らかに崩くずれている」

「えっ、森の中でお前のバルーンが見つかったとかいう話じゃないよな？」

　そしてこちらに背を向け、屈かがみ込こんで作業していた琉ル華カがわなわな小刻みに震ふるえていた。実は倒たおれ込こんだ上かみ条じようの頰ほおに海軍コートの上からでも良く分かる柔やわらかいものがぶつかり、どうやらそれはこちらに突つき出だされていた彼かの女じよの丸いお尻しりのようだったのは絶対に秘密なのだが、そういう訳でもないようで、

「……落とした」

「あん？」

「爆ばく弾だん落としたっ。あなたがいきなり後ろからぶつかってくるからっ」

　水はけの問題なのか。よくよく見れば床ゆかは一方向へわざと緩ゆるい傾けい斜しやが作ってあり、壁かべ際ぎわには鋼はがねの格こう子しを嵌はめた側そつ溝こうが走っていた。

　でもってその中に落ちていた。

　何が？　決まっている、リレーのバトンより一回り大きな、中に黒い粉末のぎっちり詰つまった例のアレである。

「琉ル華カァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ……むぐっ!?」

「しーっなのです！」

「どどどどうしよどうしよ取れないこれ手が入らないもう封ふうを切っちゃったから止められないけどどうしよう早くここ出ないと自分で仕し掛かけた爆ばく弾だんで天まで吹ふっ飛とぶ間ま抜ぬけな事態に……」

　正面に琉ル華カの尻しり、背中から覆おおい被かぶさるように府フ蘭ランの胸。前門の虎とらと後門の狼おおかみにやられちゃっているサンドイッチ男上かみ条じよう当とう麻まは、とにかくマシュマロみたいに柔やわらかいパーカービキニの掌てのひらから口を解放する。

「ぷはっ、落ち着け琉ル華カっ。第二一学区から第一一学区まで行かなきゃいけないから、リミットは何時間もあるはずだろ。それまでに外へ出れば良い！」

「でも、何だか表は結構ヤバそうな感じなのです」

「ならちょっとどけ府フ蘭ラン。お前ウサギよりコアラの方が似合っているんじゃないのか」

　揉もみくちゃになったまま上かみ条じようは這はうようにして鉄のドアに向かい、薄うすく開ける。

　外を覗のぞいてみると、確かに気象台を直ちよつ轄かつする『営巣部隊ユースフルスパイダー』の様子がおかしい。空くう襲しゆう警けい報ほうみたいなド派手なサイレンこそ鳴ってはいないが、フェンスの向こうはそれくらい蜂はちの巣すをつついたような大おお騒さわぎになっていた。膨ふくらんだジャケットの内側に手を伸のばし、黒光りする塊かたまりを取り出して何か操作している男おとこ達たちも珍めずらしくない。

「何だ？　俺おれ達たちが見つかったって訳じゃないよな」

　だとすればプロパン基地が丸ごと包囲されるか、施し設せつ全ぜん体たいから切り捨てられてＦＰＳよろしくグレネードの一発でも撃うち込こまれて大だい爆ばく発はつかだろう。まったくどうして災害救助のプロがあんなに重装備なのか不思議でならない。巨きよ大だい怪かい獣じゆうと戦う事も業務に含ふくまれているのか。

　ともあれ、大事な事がある。

「……警備の密度が上がって、しかも巡じゆん回かいパターンが見えなくなった。迂う闊かつに外へ飛び出したらすぐ見つかるパターンよね」

　琉ル華カが涙なみだ目めで語る。

「でもって格こう子しの奥おくに落ちた爆ばく弾だんのリミットは二時間三〇分。……これまでに何とかできないと、みんな揃そろって夜空に輝かがやく新しい星になる、かも？」
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「どう、して」

『窓のないビル』の直下でそんな少しよう女じよの嗄かれて掠かすれた声が振しん動どうした。

　衣服の衣きぬ擦ずれ一つが耳みみ障ざわりと感じれば首が飛ぶかもしれない『暴君』の王国だ。周りでやめるよう求めるような視線がいくつも飛んだが、レインコートの去鳴サロメはじっと木き原はら唯ゆい一いつの目を見み据すえていた。

　雪の中に長時間埋うめておいた腕うでからは感覚がなくなってしまうのと同じように、隻せき腕わんの少しよう女じよからはもう恐きよう怖ふは薄うすれているのかもしれない。

　対する唯ゆい一いつは、あまり深く考えていないかのようにあっさり答えた。

「実験ですよ」

「……？」

「私はとある事情から、先生を超こえる唯ゆい一いつの『木き原はら』にならなければなりません。ですが問題なのは、何をもって先生を超こえたと自己判断するか、という部分にありまして」

　相手に理解は求めていないだろう。

　そもそも前提となるべき情報の説明が欠落している。

「そうすると一番分かりやすいのは偉い業ぎよう、金きん字じ塔とうの達成ですが、さて、他の『木き原はら』には到とう底てい手も届かないプロジェクトは何か。これもまた、面めん倒どう臭くさいほどに大たい変へんでして」

　肩かたをすくめて彼かの女じよは続ける。

「でも、そんな中で私は見つけた」

「なに、を」

「今のあなた達たちがまさにそれなんですよ。木き原はら唯ゆい一いつから理り不ふ尽じんな命令を受け続ける事で高い壁に直面すると、やがてはその恐怖を避けるよう努力を始める。猫が浴槽で溺れたらもう水場には近づかないように。私の顔色次第で恐怖の迷路を抜けられる事にも気づいてしまうでしょうね。それってつまり、『木き原はら』らしい行動パターンの移植とも受け取れる訳ですよね？　あなたは誰だれよりも私を嫌けん悪おし、恐きよう怖ふし、忌き避ひしながら、徐じよ々じよに似通ってきている。私という異物と接し、私という異物を理解し、しかし私ともズレた存在へと」

　まるで看守と囚しゆう人じんの役に分かれて行われた有名な実験だ。

　人間は特とく殊しゆな環かん境きように投じられれば特とく殊しゆな役回りを受け入れてしまう。

　逆らえば命よりも大切なものを奪うばわれる、という恐きよう怖ふや重圧は監かん獄ごくの壁かべよりなお重苦しく少しよう女じよ達たちの心を締しめ上あげ続つづけているのだから。

「希き釈しやく拡かく散さんした『木き原はら唯ゆい一いつに媚こびて木き原はら唯ゆい一いつとなった思考』はやがて学園都市全域に及およぶでしょう。私という個体を恐おそれるあなた達たちと同じく、学園都市の住人はあなた達たちという集団、暴君の遺伝子に染まった親衛隊を恐おそれるようになっていくのですから。私とは違う誰かにね」

　悪夢のような言葉があった。

　知っても知っても苦痛と恐きよう怖ふしかない、誰だれも幸せにしない真実が続く。

「後はその繰くり返かえし、バームクーヘンや樹木の年輪のように範はん囲いを広げていけば良い。学園都市と東京都内、東京と関東地方、関東と日本列島、日本と……どこかな？　『木原』という思考はアメーバのように形を変え、私さえ驚きを感じるほど変化していくでしょう。人から人へと語り継がれていくたびに破損と肥大を繰り返していくでしょうからね」

「……、」

「つまり、地球人類全てを『木き原はらに脅おびえて木き原はらを組くみ込こんだ誰だれか』に作つくり替かえるという、言ってみれば相そう互ご監かん視し社しや会かいを超こえた相そう互ご犯はん行こう社しや会かいを作るための実験です。この私が手を汚よごしたんだから隣となりのあいつも似たような事をやっているだろう、という交こう換かん殺さつ人じんじみた安心を得る社会の実現。あなた達の中の『木原』は私そのものじゃない。それが新たな『木原』を無尽蔵に生み出す。ここまでやれば流石さすがに他の『木き原はら』が成なし遂とげた事のない偉い業ぎようと自己評価できるようになるでしょう。『異形の科学者一族』というくくりの中にいる以上、どのような『木き原はら』であっても、それがたとえ先生であっても、常にマイノリティの位置に甘あまんじていたのは事実でしょうし」

　くすくすと彼かの女じよは笑って、

「何より、六〇億なり七〇億なり地球人類全員がくまなく『木き原はら』になってしまえば、アレイスターの『原形制御アーキタイプコントローラ』も届かない。ヤツは人類を好きな形で切り分けて対立させる力がありますが、西も東も、北半球も南半球も、資本主義も社会主義も、切り分けたその全員が『木き原はら』という共通因子を抱かかえていれば同じ事です。唯一とも違う各々で作った恐怖の『木原』。切り分けているようで、切り分けられない。『木き原はら』を捨てるという事は、地球人類全員の滅めつ亡ぼうを意味する形に世界を整える。そうする事で、たとえどれだけ醜しゆう悪あくでえげつない事が起きても、もう誰だれも『木き原はら』を切り捨てられない『錆びた歯車バツドマジヨリテイ』の位置を陣じん取どる。うん、パーフェクトです。善悪で言えば悪で、好こう悪おで言っても悪でしょうけどねっ☆」
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　大前提として、この爆ばく弾だんは陽動だ。『営巣部隊ユースフルスパイダー』の本ほん拠きよ地ちで人死にを出さずに派手に爆ばく発はつを起こす事で彼かれらに襲しゆう撃げきされたと錯さつ覚かくさせ、各地に派は遣けんしていた別働隊を呼よび戻もどして防備を固めさせるための。その中にはオリジナルのA.A.A.が眠ねむる第一一学区コンテナヤードを守備する大戦力も含ふくまれている。なので無む駄だ撃うちは避さけたい。

　そしてそもそもこんな所で自じ分ぶん達たちの仕し掛かけた爆ばく弾だんを解除できず、誰だれにも気づかれずひっそりと爆ばく死しなんて絶対に嫌いやだ。きっと誰だれもが首を傾かしげる、こいつら一体何しに来たんだと。そんな末路を迎むかえるために生まれてきた訳じゃないと上かみ条じようは自分を信じてやりたい。

　そうなると当然、一刻も早く外へ逃にげてしまいたいのだが……、

「くそっ、あっちもこっちもスクランブル交差点みたいになってるぞ。あいつら、何にそんなに脅おびえているんだ」

　何度目になるか分からない。とにかく薄うすく開けた扉とびらから外の様子を確かく認にんしながら上かみ条じようは舌打ちしていた。

　府フ蘭ランは府フ蘭ランでパンパンのリュックと家いえ電でんのようなぐるぐるコードで繫つながった小さな画面に目をやりながら、

「午後二時……。何気にもう一時間経たっているのです」

「おいおいおい。ここから連中の注意をよそへ逸そらす事はできないのか？」

「琉ル華カのマスケット銃じゆうでも使って？　あるいはカトラスをぶん投げて？　何にしたって注目を浴びるのは着ちやく弾だん点てんより発射元なのです。間ま違ちがいなくヤブヘビになります」

「お前のバルーンは？　予備の爆ばく弾だん貼はりつけてなかったか」

「……それができたらさっさとやっているのです。この安物のコンクリブロックの壁かべが鋼線のネットで無理矢理補強してあるせいで、電波が弾はじかれてまともにコンタクトを取れないんですよ」

　何かと責任を感じているのか、琉ル華カはプロパン基地の壁かべ際ぎわを走る側そつ溝こうに何度もアタックしていた。四よつん這ばいになって金きん属ぞく格こう子しに手を差さし込こもうとしたり、格こう子しそのものを持ち上げようとしたりしているようだが、上う手まくいかないらしい。

「というか琉ル華カ、主しゆ観かん年ねん齢れいを制せい御ぎよして見た目の年ねん齢れい変えられましたよね。もっとちびっこになって手や指を細くすれば」

「やってるやってる。でもこれもうそういう問題じゃなさそうな……」

　四よつん這ばいになって金きん属ぞく格こう子し付つきの側そつ溝こうにトライしている少しよう女じよ達たち。というか琉ル華カは衣服はそのまんまで見た目一〇歳さいくらいになっているので、海軍コートも水着もあちこちずり落ちそうになっていて大たい変へん危あやうい。なんていうか眩まばゆい肌はだ色いろの見え方がおかしい。

　すぐそこに見えるのに、誰だれも円えん筒とう容よう器きに触ふれられない。

　業ごうを煮にやしたパーカービキニがついに立ち上がった。

「背に腹は代えられないのです……」

「府フ蘭ラン？」

「どうせ使っているのは旧きゆう式しきの黒色火薬でしょう。その辺の花火と一いつ緒しよで水に濡ぬらせば湿し気けって使い物にならなくなるはず。たとえ側そつ溝こうの奥おくまで手が届かなくても、上からおしっこでも何でも引ひっ掛かけて殺してやれば良いのです……ッ！」

「待て府フ蘭ラン！　決意の顔でしゃがむ前に女の子の尊厳の話をしよう!!」

「というか根本的に全面ガラスで覆おおっているから外からどうやったって湿し気ける事はないし」

「っ。そのカトラスを格こう子しの間に突つっ込こんで割ってしまう事はできないのですか」

「そんな衝しよう撃げき与あたえたら吹ふっ飛とぶわよ。というか、落とした時点で破は裂れつしなかっただけでも奇き跡せきだっていうのに」

「こっちは恥はじを忍しのんで英断するっつってんのにどうしていらん所でそんなにぱーふぇくとなもん作っているのですか琉ル華カ!?」

　何な故ぜか黒くろ薔ば薇ら眼がん帯たいの海かい賊ぞく少しよう女じよが目を逸そらした。肉にく体たい年ねん齢れいを元に戻もどしつつ、膨ふくらんできた胸の前で二つの人差し指をくっつけたり離はなしたり。そして真ま面じ目めな馬ば鹿かが白状した。

「……だ、だって、私が作戦の要かなめって言われていたし。みんなにそんな期待を込こめた目で見られたら、これはもう本当に頑がん張ばらなくちゃって……」

「空回りの子メンドクサイッッッ!!」

　グサリと身内のＵＦＯ少しよう女じよから刺さされてよろめいた琉ル華カの肩かたを後ろから思わず上かみ条じようは支えていた。でなければ小刻みに震ふるえる海かい賊ぞく帽ぼう子しは本当に泣き出していたかもしれない。

　そうこうしている間にも時間は進む。

「決断しよう」

　上かみ条じようはそう切り出した。

「どうやっても側そつ溝こうに落ちた爆ばく弾だんは回収できない。このまま小屋に留とどまれば自前の爆ばく弾だんで吹ふっ飛とばされるだけだ。ここはもう何をやっても変わらない」

「……うう、誰だれか私を埋うめてちょうだい。誰だれもいない湿しめった土の中に」

「卑ひ屈くつになるな琉ル華カ、お前は良くやってる」

「でも、表に出たら『営巣部隊ユースフルスパイダー』の連中に見つかって蜂はちの巣すの出来上がりなのです。派手な陽動をすればするだけ、出で処どころを調べられてヤブヘビになります」

「それが『目に見える』トラブルならな」

　上かみ条じようはゆっくりと息を吐はいて、それから小屋の中をぎっしりと埋うめる灰色のボンベを親指で指し示した。

「中身はプロパンだ。つまり空気よりも重いはず。ドアの近くまで寄せて、隙すき間まからガスを表へ送り出そう。フェンスの向こうまで流ながし込こんでから火種を投なげ込こめば良い。琉ル華カ」

「ぅふぁい？」

「泣くのはまだ早いっ。お前の鉛なまり弾だまが頼たよりなんだ。フェンスの向こうの地面に一発当てて火花を散らせ、多分それで何とかなる。だから涙なみだと鼻水を拭ふいて前を向けよ」

「ガスは目に見えないのです。散さん布ぷ状じよう況きようを測る手段がない。地形や風向き次し第だいでは気象台には流れずこの辺りに溜たまる一方で、結局自じ爆ばくで吹ふっ飛とぶだけかもしれないのです」

「もちろん。ただしこのまま放ほうっておけば一〇〇％小屋ごと大だい爆ばく破はだ。どっちが良いい？」

　そこから先は早かった。

　みんなの手で太い鎖くさりや固定具で縫ぬい止とめられていた灰色のボンベを一つ解放し、斜ななめに倒たおして、円形の底のエッジをなぞるように転がして扉とびらの方へ移動させる。大きさで言えば小こ柄がらな府フ蘭ランの背せ丈たけとほとんど同じくらいだ。分厚い耐たい圧あつ缶かんであるのも含ふくめ、見たよりもさらに重たい。

　どうにかこうにか扉とびらの近くまで寄せると完全に真横に倒たおす。効率良く重たいものを動かすため、敢あえて肉にく体たい年ねん齢れいを増やして体を大きくしたあちこちぱっつんぱっつんのアダルティ琉ル華カが開けた扉とびらの隙すき間まからホースを挿さすための金属口を表に向け、上かみ条じようはゆっくりとコックをひねっていく。

　シュウシュウという蛇へびの威い嚇かくのような禍まが々まがしい音が洩もれる。

　見えない凶きよう器きの存在感は、分かりやすいナイフや鉄てつ砲ぽうとはまた違ちがった重圧で彼かれらの胸を締しめ上あげてくる。

「や、やっぱり、変な匂においがこっちまで入はいり込こんでいない？」

「気のせいだろ」

「……うーん、鼻につくような、つかないような、なのです」

「よせ府フ蘭ラン、自己暗示にやられるぞ」

　どれくらいガスを送おくり込こめば良いのかは、正直に言って上かみ条じようにも分からない。少なすぎれば不発に終わり、多過ぎれば勢いがつき過ぎてフェンスの向こうを行いき交かう人ひと達たちを死なせてしまうかもしれない。いいや、爆ばく発はつの反動によっては自じ分ぶん達たちだって吹ふっ飛とぶリスクは否定できないのだ。

　何もかも手て探さぐりだった。

　外国で全く読めない言葉の注意書きしかないセルフのガソリンスタンドに放ほうり出だされると、人はこんな風に掌てのひら一いち面めんへびっしょり汗あせをかく羽目に陥おちいるのだろうか。

　何にせよ、こちらも悠ゆう長ちように小さな実験を繰くり返かえして経験を積んでいる暇ひまはない。プロパンのコックを指でなぞりながら、上かみ条じようは唯ゆい一いつ時間の分かるウサギアンテナに声を掛かける。

「府フ蘭ラン、時間の方は？」

「あれから三〇分経過なのです」

「噓うそでしょう、もう一時間もない訳っ？」

　嘆なげいても仕方がない。そして判断基準が分からないまま、この『一時間』が何かの節目のように思えた。上かみ条じようはコックをひねってガスの流出を止め、ドアの前から横よこ倒だおしのボンベを転がしてどかす。最初に四苦八苦していた時と比べて随ずい分ぶん軽くなった印象だった。やりすぎかもしれない、と背せ筋すじに若じやつ干かん薄うすら寒さむいものが走るが、今さらやり直しはできない。

「琉ル華カ。三〇数えたらフェンスの向こうの地面を撃うて。ある程度時間を挟はさめば最後に流れていったガスの端はしと小屋との間に多少の距きよ離りができる……と、思う。少なくとも即そく座ざに一発撃うつよりはマシなはずだ」

「本当に大だい丈じよう夫ぶなの……？」

「何にせよ、アンタのマスケット銃じゆうだけが頼たよりなんだ」

「っ」

「ああっ、琉ル華カにその持ち上げ方はまずいと学ばなければならないはずなのにです！」

　パーカービキニが何か喚わめいていたが、上かみ条じようは無視して海かい賊ぞく少しよう女じよと場所を代わった。銃じゆう撃げきの衝しよう撃げきに耐たえるためだろう、相変わらずのぱっつんぱっつんだ。

「（……あんな状態で撃うったら射しや撃げきの反動で木こっ端ぱ微み塵じんに水着破けたりしそうなのです）」

「いくら何でもそんな展開は期待しちゃダメだと思うぞ。俺おれ達たちは仲間だ」

　薄うすく開いたドアの前に立つ琉ル華カはウェイトレスのサスペンダーのようなベルトポーチに留とめてあったドクロ状の容器を片手で摑つかんで上下に振ふる。指先だけの動きで上部のキャップを外すと、一発分の火薬が計量されているようだった。洗濯用の柔じゆう軟なん剤ざいみたいなキャップだ。その黒い粉末を銃じゆう口こうから流ながし込こんで、カトラスと一いつ緒しよに差していた細い棒で踏ふみしめるように圧縮していく。

　同じく腕の骨に似たケースをスライドさせてミントタブレットみたいにまん丸の鉛なまり弾だまを取り出すと、洗い矢を使って押おし込こんだ。後は映画で良く見る大きな鉄てつ砲ぽうの構え方とあまり変わらなかった。何度もニスを塗ぬって古いバイオリンのような飴あめ色いろの光こう沢たくを放つストックを肩かたに当て、頰ほおで挟はさむようにして照準を覗のぞき込こみ、親指で火打石を組くみ込こんだ撃げき鉄てつを起こす。

　銃じゆう口こうの延長線上に意識を集中しながら、囁ささやくように大学生くらいの琉ル華カは忠告してくる。

「両耳、塞ふさいでおいた方が良いいわ」

　狭せまい密閉空間で上かみ条じようと府フ蘭ランが素す直なおに従おうとした、その時だった。




　ゴッッッガッッッ!!!!!!　と。

　一足早い大だい爆ばく発はつに、彼かれらは同時にひっくり返った。




　比ひ喩ゆ表ひよう現げんなんて話ではなかった。

　まず始めにドアの隙すき間まから外へ銃じゆう口こうを伸のばしていた琉ル華カが勢い良く奥おくへ開いた鉄てつ扉ぴに全身を叩たたかれて真後ろへ薙なぎ倒たおされた。上かみ条じようと府フ蘭ランは直ちよく接せつドアの前にはいなかったが、外から雪な崩だれ込こんだ爆ばく音おんがコンクリブロックを積んだ小屋の中を何重にも反はん響きようし、その圧に負けるように昏こん倒とうしていく。

　その場でうずくまって亀かめのようになりながら、涙なみだ目めで府フ蘭ランが色々めくれ上がりそうになっているオトナな海かい賊ぞく少しよう女じよへ何か叫さけんでいた。

「琉ル華カァ!!」

「違ちがうっ、タイミングがおかしい。爆ばく発はつの原因はガスじゃない！」

　蝶ちよう番つがいが千ち切ぎれて四角い景色が丸見えであった。爆ばく発はつしているのはプロパンを送おくり込こんだフェンスの奥おくの地面周辺ではなく、もっと奥おくにある平屋の建物の方だ。

　すると。

　まともに吹ふっ飛とばされて大の字で目を回す色気むんむんな琉ル華カの両手の中にあるマスケット銃じゆうには、まだ準じゆん備び万ばん端たんな鉛なまり弾だまと黒色火薬がそのまま残っている訳で……。

「ぅ、ん」

　呻うめく海かい賊ぞく少しよう女じよが体をねじった途と端たん、鼓こ膜まくをつんざく派手な音と共に銃じゆう口こうからオレンジ色の火花が噴ふいた。ピンボールのように何度もプロパン基地の中を鉛なまり弾だまが跳はねるが、もう肉眼で追おい駆かけられるような速度ではなかった。今度の今度こそ、上かみ条じようと府フ蘭ランは二人ふたり掛がかりでお茶目が過ぎる琉ル華カへ摑つかみかかりに行く。

「殺す気かバカヤローッ!!」

「琉ル華カを手放しで褒ほめて持ち上げた私わたし達たちにも原因はあったのです。こいつはちょっと踏ふんづけられるくらいでちょうど良いいのかもしれないです」

　そしてこうしている間にも次々異変は飛来する。

　立て続けに正体不明の爆ばく発はつがあった。右う往おう左さ往おうしている『営巣部隊ユースフルスパイダー』の連中の中には真上に銃じゆうを向けて乱射している者も少なくない。空に何かある。これ以上屋根のある場所にいても何も分からないようだった。さらに言えば、どこかの誰だれかがこれだけ注目を集めてくれているならプロパンはもういらない。

「府フ蘭ラン、琉ル華カ！」

　銃じゆう声せいや爆ばく発はつの鳴なり止やまない表へわざわざ飛び出していくだなんて、ゲリラ豪ごう雨うで間近の落らく雷らいが空気を割る中を無理矢理学校から帰るよりも心臓が縮む。だけどきっとここが最終列車だ。状じよう況きようは厳しいが、見送ってしまえばもうこれ以上のチャンスはやってこない。

　覚かく悟ごを決めて、身を低くしたまま三人で表へ飛び出す。

　ゴッ!!　と頭上を何かが横切った。ざわつく木々の枝の向こうに未み確かく認にん飛ひ行こう物ぶつ体たいが見えた。

「冥メイ亞ア……」

　ウサギアンテナがある少しよう女じよの名前を出した。

「でも、どうしてこのタイミングでなのです」

　真しん偽ぎ不ふ明めいだが自じ称しようで良ければ幽ゆう霊れい少しよう女じよ。上じよう空くう監かん視しと情報戦を得意とし、スフィア経由でも散々こちらを苦しめてくれた危険人物。

　向こうは上かみ条じよう達たちを個別に識別できていたのか、あるいは単に構造物は全て破は壊かいする腹積りだったのか。

　長考している余よ裕ゆうなどなかった。

　ついさっきまで身を隠かくしていたプロパン基地の真上に大きな塊かたまりが落ち、大量のガスボンベと愛あい情じよう爆ばく弾だんもろとも大だい爆ばく発はつを起こした。

　爆ばく風ふうに背中を叩たたかれた上かみ条じようは、冗じよう談だん抜ぬきに三メートルは飛んでいた。




　　　　７




　そもそもの順番が違ちがったのだ。

　絵エ恋レンや冥メイ亞ア達たち『旧』上かみ里さと勢せい力りよくはピンポイントで第二一学区山さん岳がく地ち帯たいの山頂にある気象台に狙ねらいを定めて襲しゆう撃げき計けい画かくを練っていたのではない。

　学園都市各所にある『営巣部隊ユースフルスパイダー』の駐ちゆう留りゆう拠きよ点てんを個別に襲おそい、撤てつ退たいする彼かれらを追おい駆かけている内に山へ入っていただけだ。

　あるいは。

　無数の古い一〇円玉をペットボトルに詰つめて赤子のようにあやす少しよう女じよが、黒こく煙えんの匂においを鼻で嗅かぎながら報告していた。

「どうせ近くのスフィアに相乗りだろうけど、やっぱり無線を奪うばうと便利だな。こちら獲冴エルザ。私の方はやり過ぎちまって壊かい滅めつだ、ここからヒントは出ない。悪いがよそを回ってほしい」

　あるいは。

　背中一面からイカやタコにも似た吸きゆう盤ばんつきの太い触しよく腕わんをいくつものたくらせる異形の美に彩いろどられた、見る者に狂きよう気きをもたらす少しよう女じよが囁ささやいていた。

「診華ミルカ。わらわは第一五学区の放送局を制圧したぞ。いくつかのヘリを喰くいそびれたのじゃ。方角を伝えるので本ほん拠きよ地ち割り出しの参考にするように」

　あるいは。

　水着にエプロンの幼な妻が、バーテンダーが使うようなシェイカーを小刻みに振ふりながら赤らめた顔を左右にゆっくりと揺ゆらしていた。

「四し精せい体たい内ない召しよう喚かんの牧納マキナですう。第四学区のビーフンストリートを制圧。巨きよ大だい送そう風ふう機きは空へ上げられる前に落としましたあ。ひっく、ただ、途と中ちゆうで頭上を横切っていった部隊は丸ごとノータッチ。第一一学区の方から西の空へ流れていったみたいですう。……きょーうはなんか血の巡めぐりが良いいなあ。さらまんだーが暴れてるう☆」

　府フ蘭ランはスフィアを通じてみんなの目もく撃げき情じよう報ほうから放射状の中心を見つけ出したが、彼かの女じよ達たちはもっと直ちよく接せつ的てきに自みずからの手で追い立てて巣穴を炙あぶり出だしていた訳である。

　そして本丸を攻せめるにあたって、彼かの女じよ達たちは大おお仰ぎような準備期間を設けない。『現代』兵器マニア───つまり時間の流れに合わせて常に範はん囲いがアップデートされる移り気な───愛燐アイリーンがおざなりに図上で駒こまを動かすと、後はその通りに周りが追従する。

　まずドローンの『香こう炉ろ』で存在を支える幽ゆう霊れい少しよう女じよの冥メイ亞アや、ジェットエンジン搭とう載さいの巨きよ大だい化かステッキにまたがって大空を飛ひ翔しようするコスプレ少しよう女じよの織雛オリビアなど空中戦力が第一波の爆ばく撃げきを敢かん行こう。続けてある程度距きよ離りを詰つめた殺さつ人じんパティシエの米璃ベリーやアスリートソルジャーの零紋レモンなどが、地上から砂さ糖とう菓が子しの投なげ槍やりやハンマー投げの競技モデルを使って放物線を描えがいて砲ほう撃げきの雨を降らせる。さらにその爆ばく音おんと衝しよう撃げき波はに紛まぎれて森を進むいっそ人じん狼ろうじみた四足移動の芽李メリーやカラクリ細工の大トカゲにまたがる雷矛ライム達たちが反はん撃げきの隙すきを許さずに問題の気き象しよう台だい敷しき地ち外がい周しゆうにある金かな網あみフェンスを踏ふみ倒たおして内部へ突とつ撃げきしていく。

「気象台のドップラーレーダーに警けい戒かい。リミッターを切って最大出力で放てば対空電磁波兵器の代わりになるわ。府フ蘭ランのステーションの廉れん価か版ばんだ。各員優先的に破は壊かいするように」

　これが本当に正しいのかどうかはおそらく誰だれにも分からない。そもそも『何をもって正しい作戦と評価するのか』はマニュアルを作る各国の都合によって変わってくる。これはそうした規格化された各国の軍隊の美お味いしい所だけをつまみ食いして組み合わせた、いわゆるマニアの意見でしかないのだから。言ってみれば空想上の最さい強きよう戦せん闘とう機きのようなもので、実地で役に立つかは不明。それでも空中分解せずにごり押おしで一定の結果を出しているのは、やはり『旧』上かみ里さと勢せい力りよくに属する一〇〇人の少しよう女じよ達たちがそれだけ異形や異能を集めた大戦力だからだろう。たとえ戦術指揮が今ある状じよう況きようから微び妙みようにズレていようが、個々の戦力は構わず目の前の敵を踏ふみ倒たおしていく。

　何な故ぜ、このタイミングで『旧』上かみ里さと勢せい力りよくは矛ほこ先さきを変えて『営巣部隊ユースフルスパイダー』を狩かり出だしにかかったのか。

「こっちは上かみ条じよう当とう麻まと烏丸からすま府ふ蘭らん、さらにはグレーになった豊と山やま琉る華かについても残らず炙あぶり出だすために情報メディアフル活用したいのに、乗っ取った避ひ難なん所じよごとスフィアを吹ふき飛とばされちゃあね」

　カトンボのようなドローンと連動して宙を旋せん回かいする長身の冥メイ亞アはそう囁ささやく。

「そもそもスフィア自体が『営巣部隊ユースフルスパイダー』が設置している仮置きだし、『王』に渡わたされた見た目の管理者権限だってあてにならない。もっと早い段階で気づいて元を断たつべきだったわ」

　木き原はら唯ゆい一いつは直ちよく接せつ的てきに標的指定していなかったが、もう関係ない。

　上かみ条じよう捜そう索さくを妨ぼう害がいする事で結果として上かみ里さとを脅おびやかすのなら扱あつかいは敵性だ。全て排はい除じよする。

　この高度と速度では、滅めつ多たな事がない限り声はよそに届かないだろう。たとえ無線を組くみ込こんでいても、そもそもシェードに守られてもいない剝むき出だしの頭ではごうごうと唸うなる風の音に邪じや魔まされるはずだ。

　しかしその滅めつ多たな事が起きた。アクロバットと呼ぶにも近すぎる、密着と呼べるほどの至近に深夜アニメのヒロインが併へい走そうしたのだ。ただし本物はお手製のジェットエンジンなんて使っていなかったような気もするが。

　えらく凶きよう暴ぼうに実体化した超機動少女マジカルパワードカナミンは言う。

「真下にご注目。そろそろ衝しよう撃げきが抜ぬけるよ、つまりは地下に温存していた学園都市のゲテモノ兵器とボス戦でえーす」

　妖あやしく胸元をはだけた幽ゆう霊れい少しよう女じよは鼻で笑った。

　すでに肉体を失っている側としては、鉛なまりの雨はさほど怖こわくない。当たり判定をゼロドットに消してしまうチートコードを使って弾だん幕まくシューティングに挑いどむようなもので、緊きん張ちよう感かんなど欠片かけらもないからだ。

　どむっ!!　という鈍にぶい爆ばく音おんがはるか地上で炸さく裂れつする。

　ドーム状のレーダー施し設せつも爆ばく撃げき完かん了りよう。これで『香こう炉ろ』として使っている人ひと魂だまじみたドローンを焼き切られる心配もほとんどない。

　だから歌うような一言があれば良い。

「望む所よ」




　　　　８




　呼吸困難が苦し過ぎて吞のん気きに気絶している余よ裕ゆうさえなかった。

　上かみ条じようは近くの木の幹にしがみつき、眉み間けんに力を込こめて、壊こわれかけた蛍けい光こう灯とうのように明めい滅めつする視界を無理矢理に復帰させる。右から左へ、こめかみを貫つらぬくような痛みが発したが、今は歯を食いしばる以外に何もできない。

　何とか両足に力を込こめて辺りを見回してみれば、海かい賊ぞく少しよう女じよの琉ル華カは地面に手足を投げ出して呻うめいていた。府フ蘭ランは背中のぱんぱんリュックが仇あだになったのか、なんか逆さにひっくり返ってジャーマンスープレックスを受けた人みたいにお尻しりを天へ突つき出だしたまま安定してしまっている。重心を無視したロボット模型の末路みたいな有り様だった。

「生きてるか、おい……。アンタら借り物なんだ、上かみ里さとへ返す前に死ぬなよ。こんなのであいつに特大の借りなんて作りたくない」

　劇的であった。

　上かみ里さと、という名前はやはり少しよう女じよ達たちにとって雪ゆき山やま遭そう難なんでのブランデーくらい効果があるのか、朦もう朧ろうとした頭を振ふって無理にでも両目をこじ開けてくれる。

　こうしている今も爆ばく音おんは続いていた。

　しかも『旧』上かみ里さと勢せい力りよくから一方的に、から状じよう況きようが変わってきた。例のシールドマシンじみた巨きよ大だい送そう風ふう機きがあちこちに顔を出し、頭上では真横のカーゴドアを開いて重じゆう機き関かん銃じゆうを突つき出だす大型のヘリが行いき交かう幽ゆう霊れいやレイヤーを追い回し始めている。

　上かみ条じようは逆さになって両足をジタバタさせている府フ蘭ランに手を貸しながら忌いま々いましげに吐はき捨すてた。

「どっちもどっちでバケモノだ。こんなトコさっさと離はなれよう」

　言うまでもないが、上かみ条じよう達たちの目的は第一一学区を包囲、駐ちゆう留りゆうする『営巣部隊ユースフルスパイダー』を本ほん拠きよ地ちに撤てつ退たいさせ、輪を切きり崩くずして、内部のコンテナヤードにあるA.A.A.を安全に確保する事だ。ここで死力を尽つくして『営巣部隊ユースフルスパイダー』と最後まで戦う事に意味はない。まして暴れ回っている『旧』上かみ里さと勢せい力りよくになんて見つからないに限る。

　見誤ってはいけない。誰だれかを倒たおせば上かみ里さと翔かけ流るが帰ってくる訳ではないのだ。今あるエネルギーを注ぐ先を間ま違ちがえればその分だけチャンスも減る。

「幸い、『旧』上かみ里さと側がわも『営巣部隊ユースフルスパイダー』も勝手にケンカしていてこっちに気づいちゃいない。これだけ派手に爆ばく発はつが起きているなら第一一学区の連中にもスクランブルが飛んでいるだろ。今の内に道の駅まで戻もどってカートでコンテナヤードまで向かおう。それで……」

　しかし幸いもクソもあるはずがなかった。

　忘れているのか、上かみ条じよう当とう麻まは基本的に不幸な人間である。

「？」

　府フ蘭ランが何かに気づいて足元へ目をやった。その動きに釣つられて上かみ条じようや琉ル華カも同じ動きをしていた。

　土の地面に何だか得え体たいの知れない亀き裂れつが何本も走り回っていた。

「おい……」

　そして気象台全域を揺ゆさぶるほどの大だい爆ばく発はつが起き、許容限界を超こえたと言わんばかりに足元の地面がまとめて砕くだけ、真下に向けて全てを吞のみ込こんでいった。

「うおおおおァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　そう、府フ蘭ランや琉ル華カは言っていたではないか。

『営巣部隊ユースフルスパイダー』はあらかじめ分厚い電磁波シールドが施ほどこされた地下に多数の次世代兵器を温存していたのではないか、と。
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「んんっ？」

　ぶかぶかの白衣を引きずる『辿たどり屋や』の鑑かん識しき少しよう女じよ・絵エ恋レンが何やら首を傾かしげていた。

　その場で屈かがみ込こみ、何やら地面に注目している。

「んんー……？？？」

「何をやっているんだか、検査キットの大半は府フ蘭ランの大熱波でやられているっていうのに」

　傍かたわらにいた『現代』兵器マニアの愛燐アイリーンが呆あきれたように声をかけるが、絵エ恋レンの興味は収まらない。

「うちは確かに最新機材を使ったガスクロマトロフィや炭素年代測定なんかが得意どす。機材なくして鑑かん識しきは成り立たん、ようく分かっとりますよ」

　何やら両手の親指と人差し指でそれぞれＬ字を作り、写真のフレームみたいな枠わくに組み合わせて何なんの変へん哲てつもない地面へ注目を続けながら、

「……ですけどあんた、検査機材には人間の感覚も含ふくまれる事を知らんのどすえ？　香こう水すい専せん門もんの調ちよう香こう師しの鼻やコンビニ弁当開発の研究者の舌。こういう機械にもできん繊せん細さいな感覚を組くみ込こんだシステムを官能検査ゆうんどすけど」

「何だかえっちな響ひびきを錯さつ覚かくするから困ってしまうわ」

「絶対音感なんてケチな事は言いません。うちは視覚、聴ちよう覚かく、嗅きゆう覚かく、味覚、触しよつ覚かく、その全てを数値化する完全官能検査機材。とはいえ、自分の頭に意図してギアを設けないとあっという間に世界がつまらなくなるオマケ付きどすけどなあ」

　そうした灰色の沼ぬまから少しよう女じよを引き上げてくれた誰だれかがいた。五感のどこでも数値化できない、おそらくは恋こいの色を教えてくれた存在。

　彼かれのためなら何でもできる。どんなに小さなリスクであっても排はい除じよできる。

「冥メイ亞ア、織雛オリビア、他、航空戦力に通達どす。別命あるまで無む線せん封ふう鎖さ、身み振ぶり手て振ぶりも覗のぞき込こまれるリスクあり。以降は事前配布のタイムテーブルで個別に動くようにしておくんなはれ」

　ぶかぶか袖そでで敵から奪うばった無線機に口を寄せ、絵エ恋レンは予言する。

『辿たどり屋や』としての数値化された感覚に基もとづいて。

「上かみ里さとはんを脅おびやかす府フ蘭ランが来とります。相手は年中無休で星空眺ながめて未み確かく認にん飛ひ行こう物ぶつ体たいを追おい駆かけとるゲテモノ。無線電波もわずかな光点の瞬またたきも捕ほ捉そくされる可能性があると考えた方がええどすからなあ」

　それから、と彼かの女じよの唇くちびるは囁ささやいた。

　まだ終わりではなかった。

「……前から府フ蘭ランと話している時はちょいと違い和わ感かんがあったんどす。まあ友達やと思うて疑いに蓋ふたをしていた部分もありましたけど、もう遠えん慮りよする必要はない。改めて考えてみれば妙みような点は色々あった」

「？」

「何で上かみ里さとはんとお話しする時にアルドステルンやコルチゾールの匂においが汗あせから滲にじんどるんどす、とかなあ。ストレス性の副ふく腎じん皮ひ質しつホルモン、ここにはとんでもない爆ばく弾だんがある。こっちも出だし惜おしみはナシでいきますえ、府フ蘭ラン」
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　さっきからメチャクチャだ。

『旧』上かみ里さと勢せい力りよくの連中が出てきてから、自分の手で何かを選んで行動している感じがしない。目の前で他人が勝手に選せん択たく肢しを選んでいくのを指を咥くわえて見ているだけの状じよう況きようがずっと続いている。

　どうにもならない事はある。

　上かみ条じよう達たちが落ちたのは学校の体育館や空港の格納庫のような、無数の鉄骨で支えられた広い空間だった。仰あお向むけのまま真上を見上げ、天てん井じようまでの高さにぞっとする。何がクッションになったか知らないが、あんな高さから落ちて良く生きているものだ。

「府フ蘭ラン、琉ル華カ……っ」

　首を振ふって起き上がると、無数の瓦が礫れきに押おし潰つぶされた鉄の塊かたまりがいくつも見えた。機械の脚あしと確実な履り帯たいを組み合わせたハーフトラックに、ずんぐりした輸送ヘリ、そして例の大おお型がた送そう風ふう機き。一つ一つでも十分な脅きよう威いなのに、それらが何かの行進でも待っているかのようにずらりと整列している。元々の照明のせいもあるかもしれないが、奥おくの方は見えなかった。

　そして覗のぞき込こんでいる場合でもなかった。

　割とすぐ近くで、作業服を着た男おとこ達たちが驚おどろいた顔でこちらを見ていた。彼かれらは落ちてきたのが無機物の瓦が礫れきだけではないと気づいた途と端たん、慌あわてたように上着の懐ふところへ手を伸のばしたが、

「っ!!　爆ばく発はつするぞお!!」

　上かみ条じようがとっさに叫さけんで頭を守るように両手を当ててその辺を転がると、ぎょっとしたように男おとこ達たちも周囲へ目をやった。押おし潰つぶされ、火花を散らす輸送ヘリなどの存在感が胸を圧あつ迫ぱくするほどに膨ふくらんでいく。

　そこへ、間近の瓦が礫れきの山から琉ル華カが飛び出した。注意が散さん漫まんになっていた男おとこ達たちへ真正面からカトラスとマスケット銃じゆうが襲おそいかかる。刃は物ものや銃じゆう器きというより、完全に鈍どん器きの使い方だった。接近戦では悠ゆう長ちように火薬や鉛なまり弾だまを込こめるより殴なぐりかかった方が早い、という哀かなしい歴史を教えてくれる光景だった。

　最初の一人は完全に不意打ち一発で昏こん倒とう。

「こいつっ！」

　残りが大おお振ぶりなナイフを取り出して複数の方向から斬きりかかろうとするも、

「よっと」

「っ!?」

　軽い掛かけ声ごえと共に、その男おとこ達たちに混乱が襲おそった。

　捉とらえたはずの血肉の感かん触しよくがない。というかいきなり標的が間合いから消えた。しかしそれも無理はないのだ。主しゆ観かん年ねん齢れいを自在に操あやつる琉ル華カは見た目の肉にく体たいを切きり替かえる事ができる。一五歳さいから一〇歳さいへ瞬しゆん時じに変へん換かんすれば手足や体の大きさも変わるから、当たり前のようにあったリーチも測り直す羽目になる。

　刃やいばの嵐あらしを潜くぐり抜ぬけた小こ柄がらな体が、今度は内から水着を破きかねない勢いで膨ふくらむ。

　長い手足を利用して体重を乗せた一いち撃げきが、混乱から立ち直る前にさらに複数の男おとこ達たちをカトラスの背とマスケット銃じゆうの銃じゆう床しようで殴なぐり倒たおして昏こん倒とうさせていく。

「安心なさい、みねうちでござる」

「琉ル華カ、仁に王おう立だちでドヤ顔の所申し訳ないのですが水着のボトムが相当危あやういのです。早くずり上げて」

「おっと」

　脅きよう威いを取り除いて一息ついた琉ル華カはへそ下に引っかかっていた水着を穿はき直なおしてから体のサイズを元に戻もどし、鈍どん器き二に刀とう流りゆうでジャグリングのように長物をくるくる回しながら、

「それからナイスアシスト。その口は海かい賊ぞく向むきだわ」

「褒ほめられてはないよな」

　そんな彼かれらをよそに、屈かがみ込こんだ府フ蘭ランが昏こん倒とうした男おとこ達たちから慣れない手つきで拳けん銃じゆうを奪うばおうとしていたようだが、こちらは制止を促うながす。映画の中では結構簡単に引き金を引いているが、少なくとも不思議そうな顔で片目を瞑つぶって銃じゆう口こうの奥おくを覗のぞき込こもうとする女の子が振ふり回まわしても良いものではないだろう。こっちの背中が危ない。

「……それで、出口はどっちだ？」

　まず階段なりエレベーターなりの場所が分からないし、特別なセキュリティロックがかかっているのか、先ほどの崩ほう落らくで潰つぶれて塞ふさがっていないか、付ふ随ずいする状じよう況きようも不明だ。こっちには率そつ先せんして戦う理由はなく、むしろ一刻も早く安全に立ち去ってしまいたかったのに、状じよう況きようがそれを許してくれない。上かみ条じようは基本的に不幸な人間だが、上かみ里さとも上かみ里さとで何か持っているんじゃないかと疑いたくなってくる。

　どこに誰だれが潜ひそんでいるかもはっきりしない中、幅はばだけで学校の校庭に匹ひつ敵てきする巨きよ大だいな空間を上かみ条じよう達たちは横断していく。出口があるとすればひとまず壁かべ際ぎわだと考え、そちらに辿たどり着ついてから奥おくを目指そうとした訳だ。

　基本的には車がいっぱいの駐ちゆう車しや場じようで暴れるのと同じ。居並ぶハーフトラックや輸送ヘリの側面にひっついて盾たてにしつつ、周りの状じよう況きようを確かく認にんし、遮しや蔽へいの裏に危険な誰だれかが隠かくれていないかも調べて、次の盾たてへと移動していく。

　そんな折だった。

　先行する上かみ条じようや琉ル華カは後ろから小さな物音を耳にした。振ふり返かえると、ウサギアンテナの府フ蘭ランが自前の機材に意識を集中しているようだった。

　家いえ電でんのようなぐるぐるコードで繫つながったカードサイズの画面からは、こんな声が音おと漏もれしている。

『ザザザ、ジジジガガ！　ふらーん、あんたの事どすから、適当な帯域で電波飛ばせば勝手に拾ってくれるものと思っておりますけどもー』

（っ、絵エ恋レン……っ？）

　上かみ条じよう達たちが同じ敷しき地ちにいる事を確信しているような口くち振ぶりだった。『辿たどり屋や』の嗅きゆう覚かくがこちらの足あし跡あとや残のこり香がを摑つかんでいるとしたら厄やつ介かいな事になる。

　それにスフィアを通じて行われてきた今までの傾けい向こうから考えれば、どんな意図が込こめられた会話なのかは明白だ。

「（……府フ蘭ランっ、スイッチを切れ！　こっちにとって得する事は何もない、俺おれ達たちを動どう揺ようさせて炙あぶり出だすのが狙ねらいだ。ひょっとしたらその音おと漏もれだって拾われているかもしれない！）」

　どれだけ効果があるかは知らないが、自然と小声になる上かみ条じよう。だが府フ蘭ランは応じない。というか、彼かの女じよ自じ身しんも小さな画面に意識を吸すい込こまれている。

『あんたがどうして「一つの流れ」から外れていったんが妙みように気になっていたんどすけども。琉ル華カの場合は、まあ、あんたってゆう感かん染せん源げんからの二に次じ被ひ害がいと見ればさほどおかしな事やおまへん。やっぱりここ、うちらの特異点は烏丸からすま府ふ蘭らんにあると思うんどすえ』

　知りたくない、だけど不安の種を潰つぶさないと気が済まない。ろくでもない事になるのが分かっているエゴサーチを止められないのと同じような心境なのか。

『ねえ、府フ蘭ラン。あんたはどうして木き原はら唯ゆい一いつの、いいや、上かみ里さと翔かけ流るの呪じゆ縛ばくに囚とらわれなかったのか。誰だれかに説得されて心を動かしたんでもない、最初の最初から心が揺ゆれなかったのか。そこを気にし始めるともう止まらなくなってくるんどすけど。なるほどなあ、言われてみればって感じで』

「……、」

『うちらはあんたが年中無休でＵＦＯ追おっ駆かけとるのは分かっています。その真しん偽ぎはどうあれ、天体や電波についてなら誰だれよりも詳くわしい。学園都市全域を大熱波に見み舞まったステーションのスペックも本物どすえ。……だけど、それはあんたの外側の装備であって、あんたの内側の「力」を見せた事にはなってまへんよなあ？』

　いいや、パーカービキニのウサギアンテナだけではなかった。

　気がつけば、上かみ条じようも琉ル華カも、誰だれも彼かれもが粘ねばついた見えない糸に囚とらわれていた。これ以上カードをめくってもどうにもならない、不利益にしか繫つながらないと分かっていても、自分から地じ雷らいを掘ほり返かえして爆ばく発はつを顔で受け止めるかのように、彼かれらはもう機き材ざい越ごしの声を止められない。

『ふらーん』

　そして『辿たどり屋や』は言った。




『あんた、実は魔ま術じゆつ師しなんと違ちがいます？　それもイギリス生まれのマスコットを不自然に溺でき愛あいしているのを考えると、「向こう」に母体を置く誰だれか。もっと言えば、そうやって科学的なＵＦＯ少しよう女じよのふりして上かみ里さと翔かけ流るの動向を監かん視ししていたか、あるいは学園都市へ誘ゆう導どうするまでに至っていたとは考えられへんかなあ？？？』
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　傍そばで耳にしていた海かい賊ぞく少しよう女じよの琉ル華カからしても、胸に重たい衝しよう撃げきの走る言葉だった。

　スパイ。

　上かみ里さと翔かけ流るの動向を探さぐるため、あるいは外部からのその行動を制せい御ぎよするための。

　しかし、冷静になってみれば『魔ま神じん』をダース単位で殲せん滅めつするほどの戦力に対し、外の人間が何ら対策を講じないというのもおかしな話なのだ。上かみ里さと本ほん人にんは自分を『どこにでもいる平へい凡ぼんな高校生』と自じ称しようしていたが、少なくとも周囲の目からはそうとは見えていなかっただろうから。

　そして今回、琉ル華カがヘッドハンティングされた件についても疑問がある。『旧』上かみ里さと勢せい力りよくの内情を知らない上かみ条じよう当とう麻まにはスカウト基準は分からないはずだ。となれば当然、誰だれを引ひき抜ぬくかについては府フ蘭ランの意見が大きく取り入れられた事だろう。

　では。

　何故、科学サイドに属するＵＦＯ少女の府蘭が、そこまで適材適所で琉華を引き抜こうと判断できたのか。もっと言えば、琉華の魔術を詳しく知る事ができたのか。

　いわずもがな、彼かの女じよ自じ身しんも魔ま術じゆつ師しであれば話は通る。

「ＵＦＯは……」

　やがて、ポツリと海かい賊ぞく帽ぼう子しに眼帯の少しよう女じよは呟つぶやいていた。

「元々、夜空に浮うかぶ妖あやしい光は不ふ吉きつの前まえ触ぶれと言われる妖よう星せいやら凶きよう星せいやらなんて呼ばれて研究されていた。宇宙人の操あやつる乗り物なんて概がい念ねんはほんの数十年の間に醸じよう成せい、上書きされただけで、同じものは何千年も前からずっと眺ながめられてきた」

「……、」

「府フ蘭ラン、あなたはそういう魔ま術じゆつ師しだったの？　星を見て先を読み、眩まばゆい光を手元の撃符タリスマンや護符アミユレツトに込こめて、任意のタイミングでチャージしておいた力を引き出す……二〇世紀初頭に栄えい華がを極きわめた、そして今となってはスタンダードの地位を手に入れた『黄金』系の!?」

　パーカービキニにウサギアンテナの少しよう女じよは答えなかった。

　上かみ条じようも上かみ条じようで気になる所はあった。海かい賊ぞく少しよう女じよと遭そう遇ぐうしたあの広場で、パーカービキニはインデックス達たちにだけ伝わる暗号を地面に描えがいて撤てつ退たいしようと提案していたのだ。でも、インデックス達たち『だけ』に伝わる暗号、というのはつまり……？　地面に描えがいていたのはいくつかの円と、その縁ふちに描えがかれた縦線や横線。まるでミステリーサークルのようだったが、ひょっとしたら違ちがった見方もできたのかもしれない。

　それこそ、古代文字や魔ま法ほう陣じんなんていう。

　ウニやイガグリのようにあちこちから飛び出したアンテナも、今となっては痛々しい。まるで美お味いしい中身を外敵から守るための不格好な棘とげのようであった。

　そして柔やわらかい身を抉えぐり出だすように、絵エ恋レンの言葉は続く。

『だとすればやっぱりうちらはあんたに任せておけまへん。分かっとりますやろ、府フ蘭ラン。もしも上かみ里さとはんの動きが外からモニターされ、決定を左右させられていたとしたら。こうして彼かれが学園都市にやってきて、無残に散った事実とて自然に発生したとは言い切れなくなってくる』

「……、」

『府フ蘭ラン、あんたの裏切りが上かみ里さとはんを殺した。あんたという異物が幸せな時代を打うち砕くだいた。今のあんたにどんな意志があるのかは知らん。あるいは、あんたは個人の意志なんぞお構いなしにうちらを引ひき裂さく破は壊かい因いん子しなのかもしれへん。あんたがどんな言い訳をした所で、結果として「魔ま神じん」どもに固こ執しつする上かみ里さとはんを動かし、鎖仁サニーや恋因レインを焚たきつけて学園都市が怪あやしいという流れを作り、実際にここまで展開を繫つなげたのはあんたの手しゆ腕わんによるものなんどすからなあ』

「───、……」

『そないなリスクを抱かかえたあんたに上かみ里さとはんの行く末は預けられへんのどす。あんたの考えなんぞ関係なく、わずかに残った細い糸を断たち切きってしまうよう調整されているかもしれへんしなあ？』

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　裏切り者。

　そう呼ばれた誰だれかは、しかし反論の一つもなかった。

　小さかった。手元の画面を覗のぞくその格好はまるで項うな垂だれているようで、つい数分前まであった生気を全く感じられなかった。それは立たち枯がれた樹木だ。立っているだけの抜ぬけ殻がらだ。予想だにもしなかった衝しよう撃げきを受けて目を白黒させている琉ル華カと違ちがい、まるでいつか来ると分かっていた終わりが今日やってきたような、そんな静かな、一人の少しよう女じよの滅めつ亡ぼうがあった。

　自分だったらどうしていたか、と琉ル華カは思う。

　もしも『彼かれ』に何か重大な事を隠かくしていて、それを暴かれてしまう日が来たら。破れかぶれで暴れ回る？　必死に懇こん願がんして関係を修復しようと足あ搔がく？　希望を失って自分の命を絶つ？　違ちがう、そうじゃない。そんなネガティブなエネルギーさえ湧わき立たたない。きっと二本の足で立ったまま、ただただ呼吸を止めて生命活動を終えていくに決まっている。

「……ぅ……」

　だから。

　一方的に雪な崩だれ込こむ災さい厄やくの声に真っ向から立ち向かったのは、力を失った烏丸からすま府ふ蘭らんであるはずがなかった。

「ぁ、う」

「もう良いい、府フ蘭ラン」

　横から告げたのは、部外者のツンツン頭だった。

　これ以上辛つらい事を耳にする必要はない。だからスイッチを切ってしまえ。そういう無意味な言葉が続くのではと、少しよう女じよ達たちは漠ばく然ぜんと考えていた。

　だが違ちがう。

　彼かれは言った。

「いつまでめそめそしているんだよ。言いたい事があるなら言ってやれよ。電波の発信位置から居場所が知れるっていうなら心配すんな、それくらい背負ってやる。それよりあそこまで言われっ放しで悔くやしくないのか。そんな訳がないだろう！」

「……？」

　パーカービキニの枯かれ木き自じ身しんが、何を言われているか分からない顔をしていた。

　ならば分かるまで伝える。少年の瞳ひとみにはそんな強い光がある。

「だってそうだろう!!　もしも誰だれ彼かれ構わず人を裏切るのが悪い事なら、あっちもこっちも八方美人で良いい顔しているヤツが信用ならないって話なら、お前はきちんと反論できるだろう!!」

「な、にを」

「思い出せ、府フ蘭ラン。自分がこれまでやってきた事を!!」

「だって、わたしは……あなたが知らないだけで、今の今まで、ずっと笑え顔がおを作りながら、上かみ里さとちゃんの隣となりで、イギリス清せい教きように密告するための……」

「違ちがうだろうが、全然違ちがう!!!!!!」

　遮さえぎるように、少年は叫さけぶ。

「そんな書類の話じゃない、立場や役職なんて話は誰だれもしてない。一番初めの発ほつ端たんなんてどうでも良いいんだよ！　実際に上かみ里さとに会ってお前はどう思った、絵エ恋レンや去鳴サロメと一いつ緒しよに笑い合っている内にどう感じた!?　それが他人に押おし付つけられた訳でもない、本物で剝むき出だしの烏丸からすま府ふ蘭らんって事なんじゃないのか。だったら！　お前の本質は所属や行為や秘密にしてきた事で決まるものじゃない!!」

　その細い肩かたを摑つかんで。

　木の洞うろのように虚うつろになった瞳ひとみを覗のぞき込こんで。

　それでも人の持つ力を諦あきらめずに、上かみ条じよう当とう麻まは真っ向から向き合って吼ほえる。




「お前は最初の最初から最後の最後まで、ずっとずっと上かみ里さと翔かけ流るの事しか考えてこなかったじゃないか！　そのためにこれだけ命を張れた烏丸からすま府ふ蘭らんのどこがブレているっていうんだ、一体誰だれを裏切ったっていうんだ!?　だから言ってやれよ、私はこの世の誰だれよりも上かみ里さと翔かけ流るを取り返したかったって！　そのためならたった一人で元の仲間全員と戦う覚かく悟ごも決めたんだって！　寒空の下を歩き回って爆ばく発はつに身を叩たたかれて、それでも歯を食いしばってここまでやってきたお前にはきちんとそう言える資格があるはずだろう、府フ蘭ランッッッ!!!!!!」




　当たり前だ。

　こんなのはわざわざ議論するほどの事でもないのだ。

　本当に府フ蘭ランがただ外部から送おくり込こまれただけのスパイで、上かみ里さと翔かけ流るを危険視していたのなら、何な故ぜ『理想送りワールドリジエクター』で消えた彼かれを取とり戻もどそうなんて考える？　危険な上かみ里さとが消えて喜ぶべきではないのか。あるいは、たとえ上かみ里さとが消えても『魔ま神じん』をダース単位で消しよう滅めつさせる右手こそ放置しておけないと思っているなら、それこそ木き原はら唯ゆい一いつに接近し、取り入るためにも『右手の持ち主が少しよう女じよ達たちの王となる』流れに乗っていたはずなのだ。でも府フ蘭ランはそうしなかった。右手の持ち主が誰だれだろうが、ずっとずっと上かみ里さと翔かけ流るを追い求めてきた。本当にできるかどうかも分からない、細い細い糸を辿たどるような道に自分の命を賭かけてでも。そんな事、イギリス清せい教きようとやらが命じているはずがないのにだ。

『旧』上かみ里さと勢せい力りよくの少しよう女じよ達たちと敵対するという事は、大元たる木き原はら唯ゆい一いつとも敵対する事を意味する。イギリス清せい教きようがどこまで『理想送りワールドリジエクター』について知っていたかは分からないが、派は遣けんされる前に散々脅おどされてきただろう。そんな恐おそろしい力と向き合ってでも、彼かの女じよは上かみ里さとを助けたいと言ってくれて、さらに行動で示してくれたのだ。

　だったら、決まっているじゃないか。

　書類上の立場や役職がどうあろうが、烏丸からすま府ふ蘭らんが誰だれにも言えず胸の中にしまっていた『本当の所属』はどこにあるかなんて、分かり切っているじゃないか!!

「お前が言わないなら俺おれが言う」

　覚かく悟ごは決まった。

　たとえ互たがいの道は交差しなくても、この少しよう女じよとは共に歩けなくても。それでも烏丸からすま府ふ蘭らんのためなら戦える。そう思える何かを見つけた。

「それで良いいなら黙だまっていれば良いし、それが嫌いやなら自分の口で話すんだ。どっちみち、起きる結果は変わらない。さあ、いい加減にスカッとケンカをしようぜ。相手が誰だれだろうが関係ない！　上かみ里さと翔かけ流るのために戦うって決めたアンタには俺おれがついてる!!」

　しばらく、パーカービキニの少しよう女じよは動かなかった。

　いいや、きっと動けなかったのだ。

　俯うつむいて画面に落としたその顔を、これ以上わざわざ下から覗のぞき込こむ必要はない。小さく震ふるえる肩かたを止め、呻うめきのような嗚お咽えつを整え、もう一度自分の口から言葉を紡つむげるようになるまで待てば良い。

　やがて少しよう女じよは顔を上げた。

　そして告げた。

「私を舐なめないでください。自分の運命くらい自分で決めるのです」

　言って、府フ蘭ランが手元の画面を指先で操作する。

　だが上かみ条じようも琉ル華カも思わず面食らった。

　彼かの女じよが呼び出したのは無線電波を使った絵エ恋レンとの短たん距きよ離り通つう信しん用ようの回線ではない。各所のスフィアを通じて広域をカバーする、災害情報用ネットワーク全域へアクセスしたのだ。

　自分で温めてきたキー局を使う。

　その発言力はもはや武器になると、何より彼かの女じよ自じ身しんが知っているはずなのに。

「どうせ告白するならケチな事は言いっこなし、届かないけど、絶対に聞こえる訳ないけど、それでも上かみ里さとちゃんに届くくらいやらないと」

　府フ蘭ランは小さく笑った。

　自みずからの力で笑えるほどに回かい復ふくした少しよう女じよが、こう宣言した。

「だから、ド派手にやってやるのです」
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　それはきっと、内情を知らない多くの人にとっては意図の分からない告白だっただろう。一度放たれてしまえば取り返しがつかなくなるほど拡散するネットワークの中に、小さな小さなキー局からこんなメッセージが投なげ込こまれた。




『私は烏丸からすま府ふ蘭らんと言います』




　そう言われても、ほとんどの人は面食らった事だろう。

　そもそも学園都市の住人ではないのだ。データベースと照らし合わせたってはっきりとした記録は出てこないのだから。




『学園都市を襲おそった大熱波は全て私の責任です。皆みなさんにはいっぱいいっぱいご迷めい惑わくをおかけしました。エレメントは高こう温おん環かん境きように弱い、彼かれらの頭を押おさえなければさらに壊かい滅めつ的てきな被ひ害がいが膨ふくらんでいた。そうは言っても釈しやく明めいはできないのです。私には罰ばつを受ける義務がある』




　だけど。

　不思議と、誰だれに言われた訳でもないのに。多くの人ひと達たちが一方へ蓮はすの華はなのように広がったスフィアの前へ集まっていた。吸い寄せられた人ひと達たちはプラネタリウムのようにドーム状に展開される映像から離はなれようともしなかった。




『それでも、もう少しだけ待ってください』




　あるいは、『王』が不在のまま秩ちつ序じよを取とり戻もどしつつある公園で。




『あと一回だけ、私のわがままを許してください』




　あるいは、一度は対立した【芸能】の避ひ難なん所じよで。




『私には好きな人がいます』




　あるいは、多くの人が身を寄せる【病院】で。

　どれだけ複雑な計算式で算出した広告効果を放っても、素人しろうとが添そえたほんの些さ細さいな短文が世界を埋うめ尽つくす事もある。

　ひょっとしたら、それが真実の持つ力なのかもしれない。絵エ恋レンが責め立てるように行った気味の悪いエゴサーチのような誘ゆう引いん力りよくとはまた違ちがった意味での。




『その人はもう絶対に戻もどってこないと言われました。どんなに努力をしても絶対に手の届かないほど遠い場所へ行ってしまったのだと。だけど、どうしても私は彼かれを助けたい。そのためなら何でもしたい』




　誰だれもが知った。

　顔も知らない少しよう女じよの事を考えた。




『この好きの気持ちは、きっと成じよう就じゆしない。たとえ彼かれを助け出しても、最初から咎とがを抱かかえていた私が幸せを摑つかむ事はありえない。でも、それでも良いい。私はもう一度、彼かれの笑え顔がおが見たいのです』




　聞き入った。

　いいや、いっそ見み惚とれていたとでも言うべきかもしれない。




『これが終わったら、どんな罰ばつでも受けるのです』




　だから、誰だれにも少しよう女じよの言葉を止められなかった。

　どこの避ひ難なん所じよの『王』も、最後の最後まで横よこ槍やりを入れなかった。

　全てのスフィアは彼かの女じよの放送をネットする事を決めた。全てがこのキー局の地方局になろうと。




『ですから、どうか』




　そして、最後の一言が放たれた。

　彼かの女じよの結論はこうだった。




『この恋を終わらせるために、私の一世一代の告白にお付き合いください。お願いします』
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　スフィアとの接続が切断された。

　上かみ条じようはゆっくりと息を吐はいて、そして言った。

「……良いいんだな？」

「ええ」

「それがお前の結論で良いいんだな、府フ蘭ラン。ッ!!　ふざけんじゃねえぞ！　そんな訳がねえだろうが!!」

「正しいか、正しくないか。優やさしいか、優やさしくないか。そういう意味でなら、あなたの言葉に乗ってしまった方が楽かもしれない」

　ゆっくりと目を細めて、一人の少しよう女じよは迷わず答えた。

「ですがこれは、男と女の話。私の事を私以上に正しく答えられる人間なんて、世界のどこにもいないのです」

「～～～っっっ、くそ!!」

　そう言われてしまえば流石さすがに反論できない。

『ベツレヘムの星』を動かした『神の右席』の右方のフィアンマから世界を守った。本物の『魔ま神じん』へ無限に連なる時間の中でひたすら挑いどみ続つづけて元の世界に帰き還かんした。だけど、そんな上かみ条じようだって色いろ恋こい沙ざ汰たの経験に自信がある訳ではない。正しいだけでも優やさしいだけでも先へ進む事ができない戦いの話なんて、いくら何でも難し過ぎる。

「府フ蘭ラン」

　と、今まで独自に距きよ離り感かんを測り続けてきたはずの純じゆん粋すいな『旧』上かみ里さと勢せい力りよくメンバー、海かい賊ぞく少しよう女じよの琉ル華カがパーカービキニの魔ま術じゆつ師しに声を掛かけた。

「……泣きたくなったら胸を貸すわ」

「後でそうするのです、思い切り。でも、今は他にやるべき事がある」

　彼かの女じよはぶかぶか袖そでから人差し指を出して、静かにそれを天に掲かかげた。

　そして烏丸からすま府ふ蘭らんは覚かく醒せいした。

「邪じや魔ま者ものは全部吹ふっ飛とばして、こんな所さっさと出てやるのです」
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　上空では、死しに装しよう束ぞくで長身の体を包む幽ゆう霊れい少しよう女じよの冥メイ亞アが両手で顔を覆おおっていた。

　彼かの女じよも彼かの女じよで無数のスフィアを結ぶネットワークの中で何が起きていたか、おおよその話は伝え聞いていた。だが今の彼かの女じよは『営巣部隊ユースフルスパイダー』の襲しゆう撃げきのおかげで自前の直ちよく接せつ操あやつれるキー局扱あつかいのスフィアがない。アシスト役として配置をお願いしていた仲間の少しよう女じよ達たちから報告を耳にするだけだ。

　そう、ちょっと目を離はなしていた隙すきだった。

　合言葉や符ふ丁ちようをメッセージの中に織り交ぜて、検けん索さくサービスと結びつければこちらの影えい響きよう力りよくがグラフィカルに表示されるはずだった。なのに、ない。全て死んでいる。いいや学園都市全域が全く別の色で染め上げられていく。

　冥メイ亞ア側がわに残っているのは、惨みじめなヤラセやサクラのスフィアだけ。まるで汚けがれた染しみのような光点だけだ。

『スフィアの中は烏丸からすま府ふ蘭らんの話題でいっぱいで、それまであった他の噂うわさはかき消されてしまっているよ！　「もう好きにして」、「女の子の恋こいなら仕方がねえか、女の子の恋こいならな!!」、「全部終わったら吞のみに行こうぜ！」、どこのスフィアを牛ぎゆう耳じる避ひ難なん所じよの「王」もそんなのばっかり!!　どうするの、ここから盛り返す!?』

『いいや、もうこの短時間で「時じ代だい遅おくれ」になってる。ここから無理に古い話題を持ち出しても感性を疑われるだけよ。情報の流れは寸断できない、レコードの針飛び状態になって悪目立ちするのは避さけないと!!』

『どうしよう、どうするの、冥メイ亞ア!?』

　ちょっと黙だまれ、と食いしばった歯の隙すき間まから思わずこぼれてしまう所だった。

　死んだ。

　泡あわのように弾はじけた。

　肉体を持たない彼かの女じよが我わが子このように注力して育てていた力ある噂うわさ達たちが、ほんの少し現場を離はなれていただけで、こうもあっさりと……。

「府フ蘭ラン……」

　ぞわり、と。

　人ひと魂だまめいた『香こう炉ろ』に支えられていた彼かの女じよの輪りん郭かくが、不自然に揺ゆらぐ。

　……だが、彼かの女じよは根本的な所を思おもい違ちがいしていたのかもしれない。これは上かみ里さと翔かけ流るを巡めぐる少しよう女じよ達たちの命を賭かけた戦いだ。であれば我わが子この事など嘆なげいている暇ひまはない。府フ蘭ランが何をしようが自分にまでは及およばない、などと考えるべきではなかったのだ。

　きっかけは、天に瞬またたく綺き羅ら星ぼしだった。

　いいや、正しくは天体ではない。




　ファンアート作品・ウサギグレイメッセンジャー。

　言うまでもなく烏丸からすま府ふ蘭らんが自作した、まだ見ぬ誰だれかへ一〇〇年越ごしに声を伝える高出力マイクロ波方式の銀河間通信ステーションであった。




　長い黒髪を揺ゆらす幽ゆう霊れい少しよう女じよの冥メイ亞アに実体はない。

　人間には聞き取れない低てい周しゆう波はや匂においをもたらす『香こう炉ろ』を使って周辺生物の精神状態を不ふ安あん定てい化かさせる事で実体しているように見せているだけだ。

　しかし。

　もしもその『香こう炉ろ』そのものが破は壊かいされたら？

「烏丸からすまふらァァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああん!!!!!!」

　嘆なげきの直後。

　全長三六〇メートルの鉄てつ槌ついが学園都市上空を薙なぎ払はらい、第二一学区山頂の気象台へ正確に落着する。間にあるもの全てを巻まき込こんで。




　甘あまい夢はもういらない。

　星空を眺ながめて虚こ空くうを漂ただよい続つづけた府フ蘭ランは地に足を着け、ＵＦＯ少しよう女じよを卒業したのであった。

















行間　三









　長い時間をかけて、地球の周りを一周した。

『窓のないビル』を使って大たい気き圏けんを打ち破るまではあっさりしたものだったが、肝かん心じん要かなめの『魔ま神じん』テスカトリポカと軌き道どう速そく度どを合わせてランデブーするまでが大たい変へんだったのだ。おかげでまんま衛えい星せい軌き道どう上じようを回って地球一周の旅を味わう事になる上かみ里さと。

　地球はすっかり白い惑わく星せいと化し、雲の代わりに膨ぼう大だいな数の白い蟲むしが渦うずを巻いていた。最初、台風か何かと思っていた上かみ里さとだったが、遅おくれてそれが巨きよ大だい極きわまるルーレット盤ばんを模している事に気づく。ひょっとしたらヌァダのマイブームなのかもしれない。

　一日の終わりに全てが元通りになると分かっていても、希望も何もない光景だ。こんなのを見たら旧ソの宇宙飛行士はなんて言葉を遺のこしただろうか。

「おっとう、いたいた☆　テスカトリポカのヤツ、すっかり安心しきってやがる」

　娘ニヤン々ニヤンが舌なめずりをしながら呟つぶやいていた。両手は腰こしに当てて大きく開いた胸を張っている。無重力でミニチャイナの裾すそが派手に揺ゆれているが気にしている素そ振ぶりもない。

　正しよう真しん正しよう銘めいの宇宙空間のはずだが、教科書に書かれていた事は全く通用しなかった。宇宙服はいらないし、隣となりの神様の言葉は普ふ通つうに耳に届くし、地球の大気に遮さえぎられない剝むき出だしの熱線や放射線なんかも全く気に留とめる必要がない。まったく『魔ま神じん』はつくづく狂くるっている。

「でも、テスカトリポカ？　そんなの一人倒たおして何になるんだ。地球はもうあんなになっているんだぞ」

「だーかーらー惑わく星せい環かん境きようを回かい復ふくさせるトコからやりなおーしっ。地球は現在色んな問題を抱かかえていますけど、中でもヤバいのはプロセルピナの作った人工氷河期。あいつがハッスルし続ける限り地球に春は訪おとずれないんだから。まずはここから何とかしましょ」

「具体的にどうやって？」

「それじゃあヒントのお時間です。テスカトリポカはとある神話でケツァルコアトルと主神の座を争って敗北した神様だよ。……まあ、あそこで浮うかんでいる大男の場合、オリジナルのケツァルコアトルと間違えられたスペイン人に対抗する意味で生み出されたテスカトリポカだったんだけど」

「娘ニヤン々ニヤン、脱だつ線せんしているわ」

「悪い悪い。そのおかげか元々の気質なのか、世界創造を実行に移す力を持っているとされながら、その力の全てを注いで人じん類るい抹まつ殺さつに走った死神だなんて呼ばれている。でーもー、この神様の象しよう徴ちようは死神だけじゃあないんだなあ。さっきわたしはこの口からきちんと話したはずだけど、きちんと覚えてる？」

「太陽、神……？」

「そ。地球はすっかり闇やみに覆おおい尽つくされていても、太陽の代わりはここにある！　ならば話は簡単!!　闇やみに閉ざされた希望なき地球へ新たな光を落としましょーう!!　テスカトリポカちゃあーんっっっ!!!!!!」

　ハッと息を吞のむような音があった。

　意外と近くを漂ただよっていた筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした男───そう、片足に円形の大きな鏡をはめた奇き怪かいな義足の男だ───に、娘ニヤン々ニヤンは一いつ切さい容よう赦しやしなかった。




　引ひっ叩ぱたいた。

　巨きよ大だいなハンマーに作つくり替かえた己おのれの腕うででもって、神様一柱を地表に向けて叩たたき落おとしたのだ。




　流星が落ちた。

　それは地球のどこかに落着すると、これまでとは比べ物にならない大だい爆ばく発はつを巻き起こす。どこが、というより地球全体が巨きよ大だいな白熱電球のように光を放つ。いっそ惑わく星せい一つが煮にえたぎって恒こう星せいに形を変えるのではないかというほど。

　娘ニヤン々ニヤンは無重力で浮うかぶ裾すそも気にせず両手を腰こしに当てて仁に王おう立だちで笑っていた。

「うーん！　世界は今日も希望の光に満ちてるねえ!!」

「……ぼくは今の今までこんな脳筋のバカどもを黒幕と勘かん違ちがいして八つ当たりしていたのか」

「あら、そろそろわだかまりも解けてきたのかしら。握あく手しゆ握あく手しゆ」

「じゃあじゃあアニバーサリーは地球を取とり戻もどしてからにしよう。再さい突とつ入にゆうスタート!!」

　ようやく極きよく端たん極きわまる寒暖が融ゆう合ごうして青い惑わく星せいがその素す顔がおを再び覗のぞかせてきたのを確かく認にんしてから、娘ニヤン々ニヤンが両手のブースターを再点火させる。ロケットの角度を調整すると大たい気き圏けん目め掛がけて突つき進すすむ。

「一体あと何回地球を壊こわすつもりなんだ」

「必要なら何度でも。あるいは永遠にかな。わたし達たちも今の今まで周りに気を使って色々溜ため込こんできたからさあ。一〇〇年一〇〇〇年くらいで鬱うつ憤ぷんを残らず搔かき出だせるとも思えないんだよね。何かのタイミングで着火すればこの通り。無限に爆ばく発はつを続ける戦争の始まり始まりー」

「……、」

「あ、別に気にしてないよ？　永遠に戦いの終わらない世界、思う存分全力を出し続けられる世界。それだってある意味じゃ理想郷の一つなんだから。まーこの辺は北ほく欧おう神しん話わとかで勉強してもらえるとありがたいんだけど……そうか、あの眼帯の泥どろ棒ぼう猫ねこは『向こう』で妖よう精せいやっているんだっけか」

　世間話を続けている暇ひまもなかった。

　ネフテュスが横から軽く上かみ里さとの体にしなだれかかり、その包帯が無ぶ遠えん慮りよにほどけていく。いいや上かみ里さとも巻まき込こむ形でひとりでに巻き直しているといった方が近い。神の肉体を内外の劣れつ化かや腐ふ敗はいから守るものだ。

　直後に落着した。

　学園都市の残ざん骸がいは最大最速のロケットの直ちよく撃げきを受けて、四方八方に引ひき裂さかれて吹ふき飛とんだ。理論上は同じ事を『向こう』でもできるかと思うと、流石さすがに背せ筋すじが凍こおる。

「さて、さて、さて」

　久しぶりに地に足を着けた娘ニヤン々ニヤンが、ぶかぶか袖そでの中で金属の軋きしんだ音を立てる。

　目に見えて分かる『魔ま神じん』は何人か。

「きーめーらーかあ。また厄やつ介かいなのが顔を出してるなあ」

「誰だれだ？」

　上かみ里さとが目をすがめて煙けむる風景の奥おくを覗のぞき込こもうとした時だった。




　視界が極ごく彩さい色しきに爆ばく発はつした。




　両手で顔を覆おおって絶ぜつ叫きようする上かみ里さとに、後から遅おくれて女め神がみ達たちの忠告が入る。

「あ、生身の人間は直視しない方が良いいよ。何の準備もなく望遠鏡で太陽眺ながめるのと一いつ緒しよで、徳が低いとそのまんま魂たましいを焼かれるから」

「まったく。あんなものが『美し過ぎて耐たえられない』だなんて、人間の感性というのもその程度なのかしらね」

　デートの途と中ちゆうで相手がよその女性に見み惚とれてしまうのを目もく撃げきしたような、そんな呆あきれた声こわ色いろだった。だが上かみ里さとはそれどころではない。

「うぐっ、うぶえっ、うぼおおうえあ……」

「ひょっとして、何なんだあれはって言ってる？　キメラだよ」

「人間の体をどれだけ磨みがいても辿たどり着つける美しさには限界があるから、ついには他の生き物の因子や構造まで取とり込こみ始はじめたナルシストで自じ己こ破は壊かいマニアの変態ね。四角四面の教会美術から解き放たれたルネサンスの反動とはいえ恐おそろしい話だわ。ちなみに声を聞いても匂においを嗅かいでも発はつ狂きようしかねないから注意なさい」

　注意してどうにかなるものでもなかった。

　眩くらむ視界の向こうで何か金属を擦こすり合あわせるような甲かん高だかい音が不ふ安あん定ていに響ひびき渡わたる。

『ぎぃんぎぃんぐわんぐわんギィンごぃんごいぃんギィンギィンごぃんぐわんギィン!!』

「あーあーはいはい世間話はまた今度ね！　久しぶりに真っ当な『鑑かん賞しよう者しや』を見つけて惜おしげもなく裸ら体たいをさらしたいのかもしんないけど、アンタみたいな変態の露ろ出しゆつ趣しゆ味みに付き合ってると上かみ里さとちゃんが自分の脳のう汁じるで溺おぼれちゃうんだってば!!」

　だばだばと滂ぼう沱だの涙なみだを流している感覚を頰ほおに受けながら、上かみ里さとの頭は疑問でいっぱいだった。ひょっとして今のあれが肉声だとでも言うのか。『魔ま神じん』同どう士しなら普ふ通つうに聞き取れるとでも。だが頭の中で反はん芻すうしようとするだけでひどい乗のり物もの酔よいのような吐はき気けに蝕むしばまれる。腹を殴なぐられたのではなく、後頭部を殴なぐられて押おし寄よせるのにも似た危険な吐はき気けの匂においだ。

「ねえネフテュス。人間の視界もこの通り潰つぶれた事だしさ、そろそろ気き兼がねなく顔くしゃくしゃにして『泣いて』ほしいんだけど」

「いやよ。変態のせいで今そういう気分じゃないもの」

「神の葬そう儀ぎで大泣きしたとかいうアンタの伝承があれば他の『魔ま神じん』の感情や集中に横よこ槍やり入れられるじゃん！　喜劇の涙なみだ、憤ふん怒ぬの涙なみだ、悲ひ哀あいの涙なみだ、そして感動の涙なみだ！　やりたい放題のジャミング仕し掛かけてよう!!」

「この私のもらい泣きが欲ほしいなら、まず鉄板の感動話を持ってきてちょうだい」

「いつもは戦場で迷子になった子こ猫ねこの話とかで滝たきのように泣くくせに!!」

　ろくに視界も確保できない中、女性らしいしっとりとした手に引かれて走らされる上かみ里さと。ようやく瞼まぶたを閉じても開いても極ごく彩さい色しきだらけだった世界が元に収しゆう斂れんされていったと思ったら、そこは暗い地下鉄トンネルであった。表の構造体は爆ばく風ふうで吹ふき飛とんでも、地下はいくらか原形を留とどめているらしい。

　娘ニヤン々ニヤンのふざけた声が聞こえてきた。

「ほらほら大だい丈じよう夫ぶ？　この場合は美術品の野や郎ろうの彫ちよう像ぞう相あい手てに勃ぼつ起きしちゃったとしても気に病やむ事はないんだよ。お姉さんはそっと胸にしまっておいてあげるから」

「その最悪な一言のおかげで現実感が戻もどってきた。……テスカトリポカといい、きみ達たちは一体いくつ太陽を抱かかえているんだ」

「何を言ってるの、あんな卑ひ猥わいな夜の華はなが天球のど真ん中に掲かかげられるようになったら世界は真っ暗よ」

　本気で女め神がみ達たちから眉まゆをひそめられた。

　実際には『真っ当な女め神がみ』である彼かの女じよ達たちの美び貌ぼうや肢し体たいのおかげで美的感覚のズレを元に戻もどしてもらった、といった方が近いのかもしれない。娘ニヤン々ニヤンもネフテュスも何やら人の死の匂においに溢あふれた『魔ま神じん』ではあるが、それでもあのキメラよりは随ずい分ぶんマシだ。あれは完全に人外の領域に突つき抜ぬけている。

　一体彼かの女じよ達たちの正しい瞳ひとみにはあれがどう映っていたのだろう。恐きよう怖ふと好こう奇き心しんがないまぜになった、まさしく禁きん忌きに触ふれるような感覚が上かみ里さとの全身を貫つらぬくが、答え合わせをしている時間もなかった。

　崩くずれかけたトンネルの奥おく。闇やみの向こうから、何かがこちらを見み据すえている。

「次から次へと」

　娘ニヤン々ニヤンが短い裾すそを舞まい上あげ、苛いら立だったように何かを蹴け飛とばした。

　地上部分から崩ほう落らくと一いつ緒しよに落ちてきていたのだろう。上かみ里さとにはそのガラクタに見覚えがあった。

「あのゴールデンレトリバーの……確か、A.A.A.」

「あら。僧そう正じようやゾンビを仕留めたっていう？」

　どこか包帯緩ゆるめなネフテュスが興味深そうに言ってミニチャイナへ視線を投げたが、血色の悪い少しよう女じよは肩かたをすくめて首を横に振ふった。

「わたしにこいつをコピーしろって？　無理無理、そもそも『魔ま神じん』の死を『魔ま神じん』の体に受け入れてどうすんの」

「結局何なんだ、そいつは」

『理想送りワールドリジエクター』なしで『魔ま神じん』を二人も完全に仕留めた、学園都市の奥おくの手て。魔ま神じんオティヌスは上かみ条じよう当とう麻まの手で殺害・抹まつ消しようまではされていない所を見ると、上かみ里さとを除けば例外中の例外だ。

「言っても分からないと思うなあ」

「なら良いいよ」

「実際問題、A.A.A.自体には大した意味は込こめられていないんだよね」

　良いいと言ったのに説明は続いた。

　もったいぶっているくせに意外と寂さびしがり屋やなのかもしれない。

「人間、アンタはシューティングゲームってやった事ある？」

「むしろ中国四〇〇〇年の神様が知ってる方が驚おどろきだ」

「あれってさ、基本的に装そう弾だん数すう無む限げんでいくらでも弾たまをばら撒まけるじゃん。まあ所しよ詮せんはゲームの話なんだけど、無理矢理理り屈くつをつけるとしたらどうすれば良いと思う？」

「……、？」

「つまりその答えがA.A.A.。木き原はら脳のう幹かんっていうゴールデンレトリバーはプレイヤーになって現場で自機を操あやつっているけど、弾たまは機体に収まっていないんだ。どこか遠い所から転送させて、常に自機を残ざん弾だんマックスの状態で維い持じし続ける。そういうものだと考えてちょうだいな」

「ワープ装置、みたいなものなのか？」

「どうだろうなあ。例えば衛えい星せい軌き道どう上じようでソーラーや重水素を使って莫ばく大だいな電気を作って、マイクロ波やレーザーの形で地上へ送ったとする。こういうエネルギーの転送はワープとは呼ばないよねえ」

　何にせよ、だとすれば話の主格は変わってくる。もちろん現場に出て弾だん幕まくシューティングの打ち上げ花火みたいな雨あられを正確に回かい避ひしながらボスと戦っていた木き原はら脳のう幹かんも桁けた外はずれだが、実際にその破は壊かい力りよくを供給していたのは後こう方ほう支し援えんに徹てつした別の誰だれかだ。ある意味、僧そう正じようやゾンビを殺したのはそいつとも言える。

「……ま、殻からに閉じこもって世界を騙だましながら『魔ま神じん』に復ふく讐しゆうするとなると、この辺が妥だ当とうな進化かなあ？　アサリの中に入ってる小さなカニみたいに歪いびつだけど」

「？」

　いまいち良く分からないレベルで勝手に納なつ得とくされてしまった。

　娘ニヤン々ニヤンはくるりとこちらへ振ふり返かえって、

「誰だれに与あたえられたでもなく、自分自身の手で何かを摑つかもうとする行こう為いはそれなり以上に大たい変へんって事さ。特に、ヤツのように挫ざ折せつだらけの凡ぼん人じんの場合はね」

「……、」

「まだ剣けん吞のんになる元気があったか、おっと」

　おどけたように言ったミニチャイナの女め神がみが言葉を切ったのは、上かみ里さとの迫はく力りよくに押おされたからではない。

　いい加減に、トンネルの奥おくの闇やみから何かが襲おそいかかってきたからだ。

　娘ニヤン々ニヤンのぶかぶか袖そでから無数の刃やいばが飛び出し、彼かの女じよはそれを闇やみ雲くもに振ふり回まわした。……ように見えた。しかし直後、まるで誘ゆう蛾が灯とうにバッタの大群が突とつ撃げきでもしたように、薄うす暗ぐらい空間に無数の火花が飛び散る。一体何を迎げい撃げきしているのか、その正体さえ上かみ里さとには捉とらえられない。

　ただ、何かの擦さつ過か音おんが耳についた。

　見れば、ネフテュスの胸むな元もとの包帯が千ち切ぎれ、褐かつ色しよくの『魔ま神じん』が片手一本を横に当てて胸を覆おおっている。

「娘ニヤン々ニヤン」

「めんごめんご」

　大して気にした素そ振ぶりもなく、

「にしても、今度は『忘れられた神』か。悲ひ惨さんだね、ラブクラフトなんかの参考資料にされたばっかりにフィクションとノンフィクションがごっちゃになって原典を忘れられた『魔ま神じん』ってのも！　確かクロウリー辺りも勝手に関連性を見み出いだされてしばらく史実研究の手が止まっていたんだっけ？　まったくナルシストの変態といいアンタといい、ここは見せたがりの露ろ出しゆつ趣しゆ味みばっかりかーっ!?」

「娘ニヤン々ニヤン、彼かれの前でハッスルしまくってる貴女に言えた義理ではないと思うわ」

　暗いから、速いから、だから見えないのではない。いくら眺ながめた所で分からないのが正解なのか。こちらもまた、人間と『魔ま神じん』では捉とらえられるものが全く違ちがうのだろう。

　ネフテュスが警告するように言った。

「娘ニヤン々ニヤン」

「ええ分かってる。よそからも続々集結中。こりゃあ孤こ立りつ無む援えんだにゃあ。そもそも終わりのない世界の中じゃ無限に闘とう争そうを続けるしかないし、神様同士ならいざ知らず、傍そばで巻まき込こまれてる人間はいつまでもは保もたんぞ」

「っ」

「私わたし達たちには本質的にあなたを救う手立てはない。だから『向こう』から引きずり上げてもらえるよう祈いのる事ね」

　片手で次々に飛来する何かを撃うち落おとしながら、娘ニヤン々ニヤンはあくまでも気軽な調子で上かみ里さとの方を振ふり返かえった。

「ところでさ、人間。聞ける内に聞いておきたいんだけど」

「何かな」

　本当に何気ない感じだった。

　もはや人間には知覚不能な激戦の中で、娘ニヤン々ニヤンは告げた。




「結局どうだった？　わたし達たちが形作った右手って」




　ちょっと前なら、これだけで万ばん死しに値あたいしていた台詞せりふかもしれなかった。いいやたとえ震ふるえる口から命いのち乞ごいの言葉が出たとしても、迷わず消し飛ばしていただろう。

　だが上かみ里さとはゆっくりと息を吐はいた。

　そして言った。

「こっちがどれだけ混乱するか考えていなかったのか」

「いやー、悪い悪い。だけどほら、わたし達たちとしてもそんな願望が横から洩もれているだなんて気づかなかったからさ。止めようがなかったんだよ」

「それに、ああいう力は人に宿るケースなんて珍めずらしいのよ。破は邪じやの剣けんとか聖なる鏡とか、大体は物品に宿る場合の方が多いでしょうに、よりにもよって日持ちもしない生体を選んでしまうとはね」

　激しい金属同士のぶつかるような音の連続の中で、娘ニヤン々ニヤンはゆっくりと目を細めた。

　これまでの嘲ちよう弄ろうとはどこか違ちがう色に、笑えみの質が変わっていく。

「確かにわたし達たち『魔ま神じん』の勝手な都合だったけど、だけど、なるべくしてこうなったとも思っている。『理想送りワールドリジエクター』には『理想送りワールドリジエクター』に見合った条件の人材でないと適合しない。だから例えば、上かみ条じよう当とう麻まが『理想送りワールドリジエクター』を手に入れるｉｆは存在しなかった。これはもう分かっているよね？」

「ああ。……褒ほめられているかどうかは分かんないけど」

「褒ほめてるよ」

　即そく答とうだった。

「もちろん、誰だれ彼かれ構わず応おう援えんしたくなるとか、現実に押おし潰つぶされて夢を失ってしまう瞬しゆん間かんがどうしても許せないとか、そういう心の動きもあったはず」

「だけど私わたし達たちは、私わたし達たちから洩もれてしまった願望にはきっとこんな適合条件もあるんじゃないかなとは思っているの。上かみ条じよう当とう麻まがそうであったように、貴方にも選ばれるべき理由がね」

「何だって？」

「だから、アンタからいきなり一発もらったのは完全に予想外だった。まあ誰だれにも迷めい惑わくをかけないこんなトコに連れてこられるなら万ばん々ばん歳ざいだったんだけどさ。でも、そんな力が洩もれているにせよ、まさか恨うらまれて殺されるとは思っていなかったんだよ」

　だって、と娘ニヤン々ニヤンは呟つぶやいてから、

「ねえ人間。アンタは確かに事あるごとに口くち癖ぐせのように言っているけどさ。どこにでもいる平へい凡ぼんな高校生であったのかもしれないけどさ」

「……、」

　いや。

　まさか、と上かみ里さとが心の中で警けい戒かいした直後、『それ』は来た。




「だけど本当は、『どこにでもいる平へい凡ぼんな高校生』なんてどこにもいない事を、アンタは誰だれよりも知っていたんじゃないのかな？」




　時間が、止まる。

　いいや、止まってしまったのは上かみ里さとの思考の方か。

「だってアンタの人生はいつだって他の誰だれかを羨うらやむような言葉ばかりで、みんながみんな自分の持っていないものを持っているように映って」

　何か重たいものが空気を攪かく拌はんするような低い唸うなりがあった。

　娘ニヤン々ニヤンがぶかぶか袖そでから両手いっぱいに大量の武具を引きずり出す。だがそれでも派手な激げき突とつ音おんと共にその華きや奢しやな体が仰のけ反ぞる。何が起きているかは上かみ里さとには見えない。いいや、理解できない。少なくともこれまでの飛び道具とは質が違ちがった。おそらく『忘れられた神』の本体がトンネルの奥おくから突とつ撃げきしてきたのだ。

　ようやく何かが見えた。

　見み目め麗うるわしい娘ニヤン々ニヤンやネフテュスとは似ても似つかない……何だ、あれは？　小さな子供が黒いクレヨンをグーで握にぎってぐりぐりと描えがいた棒人間のような、単純化を極きわめた、だからこそ不気味な存在が襲おそいかかってくる。

　しかしそれでも、娘ニヤン々ニヤンは歌うように続けていた。

「でも、そうだとするなら、他の人から見ればアンタは誰だれにも持っていないものを持っているように映っていたんじゃないのかな」

「娘ニヤン々ニヤン、それは酷こくだわ。彼かれにとっては自分の体たい臭しゆうと同じで、全くピンと来ないものでしかなかったかもしれないのに」

「だとしても、よ」

　立て続けの轟ごう音おんの中、上かみ里さとの脳のう裏りにじわりと何かが浮うかぶ。

　例えば、別の少年の右手に宿っている幻想殺しイマジンブレイカーは、打ち消すべき異能の力がなければ存在すらも証明できない。もしも上かみ条じよう当とう麻まが学園都市へやってこず、ごくごくありふれた地方で暮らしていれば、自分が能力を持っている事すら分からずに一生を終えていただろう。

「考えた事はなかった？」

　それと同じように。

　上かみ里さと翔かけ流るは何かを持っていた。『理想送りワールドリジエクター』という異能を引き寄せるほどに。だけどそれは、とてつもなくイレギュラーな状じよう況きようでなければ見えないような、そんな個性だったのだ。

「もしも、学校にテロリストが入ってきたら。もしも、路地裏で可愛かわいい女の子が不ふ良りよう達たちに絡からまれていたら。俺おれだったらこうする、僕ぼくだったらそうする。けどさ、それで実際に何とかなっちゃうのはアンタくらいのものなんだよ。そこまで正確に青写真を描ける人間はそうそういないんだよ」

　だから、力は彼かれを選んだ。

　元々持っていたものが最も輝かがやく場所こそが彼かれの住む世界だと認にん識しきし、そんな場所であれば『理想送りワールドリジエクター』という定義が存分に活いきるとみなされたから。

「どうだった？」

　娘ニヤン々ニヤンは純じゆん粋すいにそう尋たずねてきた。

　無数の刃やいばでできた扇おうぎを上下に重ね、丸い盾たてのようにしてクレヨンの一いち撃げきを防ぎながら。

「わたし達たちみたいなのはさ、ほら、神様だから。基本的に与あたえる側の存在だ。だからアンタみたいに選ばれる側の気持ちっていうのがいまいち見えない。だけどちょっとは気にしていたんだよ。わたし達たちから生まれたギフトが、どれほどアンタを振ふり回まわしていたのかってトコについてはね」

　上かみ里さとは、しばし黙だまり込こんでいた。

　やがて、彼かれは誰だれもいない世界でぽつりと呟つぶやいた。

「……こんなのじゃなかったよ」

「……、」

「特別な自分なんて言っても、そんなの学校でちょっと自じ慢まんできるくらいの力で良かったんだ。金メダルを取らなくちゃ意味がないとか言っていたけど、実際にはカラオケボックスで沈ちん黙もくを生まないくらいのちょっとした話題になれば何でも良かったんだ」

　神様の前で隠かくし事ごとなんて無む駄だなのだ。

　だから本当は、口を開かなくても良かったのだ。

　だけど言った。

　もう止まらなかった。

「どうしてそれが、本物の神様と戦うような場面でなければ輝かがやかない才能なんだ。あんなに血みどろにならなくちゃ存在さえ見えないような個性なんだっ!!　だって、そんなの、何の意味もない!!　誰だれとも共有できない！　金メダルを獲とったかどうか、オンリーワンか否いなかなんてどうでも良いいじゃないか!!　たとえどんな偉い業ぎようを成なし遂とげたって、それを誰だれにも話せないんじゃ何の意味もないじゃないか!!」

　英えい雄ゆうと戦せん闘とう狂きようは紙かみ一ひと重えだ。

　いいや、あるいは、戦せん闘とう狂きようが英えい雄ゆうともてはやされる時代こそが一番の狂きよう気きなのかもしれない。

「望んでなかったよ!!　『魔ま神じん』なんか殺したって全然実感が湧わかなかったよ！　だから首を傾かしげて実感を得るまで何度でも試ためすしかなかったよ!!　こんなのが本当に自分のやりたい事だったのかって、絵エ恋レンとか暮クレ亞アとかにすごいすごいって褒ほめられるたびに距きよ離りを感じたよ。妹の去鳴サロメがこっちに指を突つき付つけて糾きゆう弾だんしてきた時は心臓が縮んだよ！　どうしてあいつが上かみ条じよう当とう麻まの側に立っているんだって叫さけびたかったよ!!」

　惨みじめでも、情けなくとも構わない。

　そんな自分と向き合う事が、大きな意味を与あたえる時もある。

「違ちがうんだ、獲冴エルザとか冥メイ亞アとかと笑っていられるのだって、ちょっとしたキャラ弁を作るのが得意だとかカラオケが上う手まいとか、そんなので良いいじゃないか。女の子を助けるのだって、宿題を手伝うとか秘密の趣しゆ味みを知ってしまって四苦八苦するとかで良いいじゃないか。どうしてそこでドラム缶かん二本も三本も流血が飛び出すんだ。そんな所でしか輝かがやかないんだ、ぼくって生き物は!!」

　娘ニヤン々ニヤンは何かを横へ大きく弾はじいた。

　束つかの間ま自由になった両手をわざわざ腰こしに当てて、そして片目を瞑つぶった小こ悪あく魔まは言う。

「そこで悩なやめるようなら、アンタはまだ英えい雄ゆうにはなっていないよ。そこだけは安心しても良いんじゃない？」

「同じ事だろう!!　ぼくは自分を制せい御ぎよできてない！　敢あえて罪人の位置をキープし続けている『絶ぜつ滅めつ犯はん』の去鳴サロメなんかとも違ちがう!!　罪悪感なんか欠片かけらもないんだ、求められるがままに手を振ふるっているんだ。右手に特別な力があるかどうかなんて関係なかったんだ。だって、現に、ぼくはだって!!」

　歯を食いしばり。

　一番言ってはならない事を、彼かれは告白した。




「きみ達たち『魔ま神じん』を殺してきたじゃないか、何の罪悪感も抱いだかずに!!」




　うん、という声があった。

　娘ニヤン々ニヤンは両手を腰こしに当てたまま、どこか満足そうに頷うなずいた。

「ま、それだけ聞ければ殺されるだけの価値はあったかな」

「……、」

「これからもきっと、アンタの人生は輝かがやかない。というか、輝かがやいてしまうと決まって世界はこんな風になってしまう」

　再び娘ニヤン々ニヤンは両手のぶかぶか袖そでから大量の剣けんや槍やりを飛び出させる。振ふり返かえらずに真後ろに向けて無数の斬ざん撃げきを繰くり出だし、何かをオレンジ色の火花を散らして迎げい撃げきしながら、

「だとすれば、アンタはどうする。このまま神様と一いつ緒しよに異形の世界に留とどまって輝かがやき続つづけるか、それとも人間の世界に戻もどって永遠に埋まい没ぼつしていくか」

　言葉はなかった。

　しかし答えなんて分かり切っていた。

　だから。

　綱つな渡わたりのような斬ざん撃げきの嵐あらしの中でいつまでも待つ『魔ま神じん』に、上かみ里さとはこう洩もらした。

「どうせ何にもない、人を羨うらやむばかりの人生になるのは分かってる」

　それはどうしようもない泣き言で。

「何で周りのみんなが優やさしくしてくれるのか、その意味も分からずに生きていくに決まってる」

　卑ひ屈くつなまでの自己否定で。

「でも、それでも」

　だけど、ここから切きり替かわる。

　何かに反はん抗こうするように。




「ぼくはやっぱり、何度でも挑ちよう戦せんしたい。ありふれた世界の中で輝かがやける自分に!!」




『魔ま神じん』が口笛を吹ふいた。

　選せん択たく肢しは二つしかない。なのにないものねだりの三つ目が出た。

　ドガンッッッ!!!!!!　と轟ごう音おんが炸さく裂れつする。

　ミニチャイナの女め神がみが腕うでを大きく振ふってクレヨン人間を真横へ弾はじき飛とばしたのと、天てん井じよう一いち面めんが崩くずれて他の『魔ま神じん』達たちがこちらを見下ろしたのはほぼ同時だった。

　どうしようもなくみっともない言葉を耳にした。

　だけどそんな結果にこそ、娘ニヤン々ニヤンやネフテュスはどこか楽しそうな目を向ける。あるいはミニチャイナに包まれた自分のお尻しりをはたいて、あるいは全身の包帯をきつめに締しめ直なおして、そして女め神がみ達たちは告げる。

「やっぱり不完全な人間だねえ。でも、そういう本音を胸にぶち込こんでくれれば」

「ええ。こっちも本気で『泣ける』」
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　実際の所、落着がもたらした位置・運動エネルギーの総和や地表へのダメージ・影えい響きようなどがどこまで広がったのかなどについては、高校生の上かみ条じようには計算のしようがなかった。だからとにかく彼かれは、高校生の頭でも分かる結論だけを口に出した。

「やり過ぎだバカヤローッ!!　むしゃくしゃしてんなら琉ル華カのヤツが胸を貸すっつってたろ！　惚ほれた腫はれたの大おお騒さわぎだからって地球を丸ごとサンドバッグにしてんじゃねえよ!!!!!!」

「え、ええと、私が想定していたのはもっとしっとり系の泣きっていうか、そういうアグレッシブな意味で胸を貸すつもりはなかったんだけど……」

　海かい賊ぞく少しよう女じよも海かい賊ぞく少しよう女じよでハードパンチの威い力りよくに戦せん々せん恐きよう々きようとしているのか、先ほどから挙きよ動どう不ふ審しんに声が震ふるえている。

　まったく恋こいは恐おそろしい。

　辺りに散らばっていた残ざん骸がいの中から破れたメモ帳を見つけて、上かみ条じようはちょっと屈かがみ込こむ。

「何しているの」

「やるべき事を」

　ここが地下である事を忘れそうになるくらい頭上はめくれ上がっていた。そんな中、先ほどからやたらぐいぐい前へ出たがる運うん動どう音おん痴ちの府フ蘭ランを押おし留とどめ、上かみ条じようと琉ル華カが瓦が礫れきだらけの格納庫でようやく扉とびららしきものを見つける。元々は何かしらの電子ロックでもあったのだろうが、先ほどの衝しよう撃げきで歪ゆがんでドア自体が外れていた。

「すごいわね。どこまで衝しよう撃げきが抜ぬけたのかしら」

「こんな事して、その内噴ふん火かでも起きるんじゃないだろうな……」

　階段は鋼鉄製のユニットを組み合わせたような格好だったが、かろうじて原形は留とどめていた。長い長い道のりをステンレスの段差を踏ふんで踏とう破はしていく。

　府フ蘭ランがおんぶとは言わなくなった事に気づく。

　やはり変化はあったらしい。

　そして地上への扉とびらを開くと、辺りは真っ暗だった。

「……隕いん石せき衝しよう突とつで氷ひよう河が期き突とつ入にゆうとかじゃねえだろうなこんちくしょう。どっかのデマじゃねえんだぞ」

「もう五時くらいなので、普ふ通つうに陽が暮れていてもおかしくないのです。真冬ですし」

　どれが天文台でどれがステーションの残ざん骸がいなのかいまいち分かりにくい。本当にこの世は終わっていないんだろうか。ここにいたのがゲテモノ揃ぞろいの『旧』上かみ里さと勢せい力りよくや『営巣部隊ユースフルスパイダー』の連中だったから良かったようなものだ。普ふ通つうの人なら間ま違ちがいなく即そく死しである。

「みんな生きてて良かったとか言っている場合じゃないわよ。それってつまりこれからも普ふ通つうに追おい駆かけてくるって事なんだから」

　言いながら、琉ル華カは瓦が礫れきの中から例のモーターシェアリングとかいうので使われている小さなカートを引っ張り出していた。確か出で処どころは『営巣部隊ユースフルスパイダー』だったので、スペアがいくつも保管されていたのだろう。

　やはり運転は海かい賊ぞく少しよう女じよで、上かみ条じようと府フ蘭ランは横からロールバーにしがみつくような格好で乗のり込こむ。

「ごーごーなのです。がおー、全部薙なぎ払はらえーっ！」

「勝手にコクられて勝手に振ふられた上かみ里さとも災難だ……ッ!?」

　極きよく端たんに車高の低いカートでは横に倒たおしたコーヒー缶かんも乗のり越こえられないので、瓦が礫れきの中では移動も大たい変へんそうだった。傍はた目めには右う往おう左さ往おうしながらいくつもある瓦が礫れきを迂う回かいして、ようやく下りの峠とうげ道みちへ飛とび込こんでいく。

　上りと違ちがって今度は重さが味方するらしい。想像以上に加速がついて鋭するどいカーブのたびに小さなタイヤが横よこ滑すべりし、大たい変へん心臓によろしくない状じよう況きようが続く。

　キャキャキャカリカリカリ!!　と遠方から何かの遠とお吠ぼえみたいに、甲かん高だかい音が山やま彦びこを伴ともなって響ひびいてきた。山頂の方からだ。

「向こうも本格的に追ってくるぞ。後ろに注意！」

「いざとなったら私が撃うつけど、洗い矢で弾たま込こめくらいはしてくれるわよね？」

「そもそも洗い矢がどこのパーツなのかも分かんねえけど、手順ミスってもお前の指とか吹ふっ飛とばさないよな？」

　そんな風に言い合っていた時だった。




　だんっ!!　と。

　いきなり真横の斜しや面めんを滑すべり降おりて、美しい獣けものがカートへと飛びかかってきた。




　豪ごう快かいに巻いた長い縦ロールの髪かみに血の色にも似た毒々しいほど真っ赤なドレス。どこぞのお姫ひめ様さまのような豪ごう華か絢けん爛らんでありながら、四し肢しで地を踏ふみ締しめて犬歯を剝むき出だしにし、低い唸うなりと共に迷わずこちらの喉のど笛ぶえを狙ねらってくる辺りはまさしく野生。人と狼おおかみ、二つの相反する特とく徴ちようを矛む盾じゆんなく許容する少しよう女じよの名は、

「芽李メリー……ッ!?」

「むんっ!!」

　と、止まりかけた時間の中で変な声が響ひびいた。

　見れば府フ蘭ランがパンパンに膨ふくらんだリュックの側面からアンテナロッドを引ひっこ抜ぬき、それで上かみ条じようの喉のど仏ぼとけを食い千ち切ぎろうとしていたセレブな狼おおかみの横よこっ面つらを直ちよく接せつ張はり倒たおしたのであった。威い力りよくは大した事なかったが、不意打ちというのは大きかったのだろう。目測を誤った芽李メリーは高速で流れる路上を二回、三回と転ころがり跳はねて、それから何事もなかったように起き上がった。そのまま四し肢しで地を蹴けり、猛もう然ぜんとした勢いでこちらを追おい駆かけてくる。

　円を描えがくようにアンテナロッドを片手で軽く振ふりながら、府フ蘭ランは府フ蘭ランで何な故ぜだか挑ちよう発はつに入っている。

「あの進化系ターボばあちゃんめ、次は崖がけ下したに向けてホームランしてやるのです……ッ！」

「さっきから府フ蘭ランの覚かく醒せいの仕方がおかしいよ！　普ふ通つうそこはなんかしっとり大人おとなになるとかそういう感じじゃねえの!?　保健室の先生みたいに!!」

「保健室の先生にエロスを感じるのは、そこにベッドがあるからってだけでしょ。付属品に惑まどわされて本質を見失ってはいけないわ」

「違ちがうわい！　不意打ちの風か邪ぜとかで本当に弱った時に優やさしく看病してくれるあのあったかい感じに男の子は惹ひかれているんですう!!　寮りようの管理人のお姉さんに通じる部分がだ!!」

　そうこうしている内に次が来た。

　とはいえ、それは後ろから追い立ててくる人じん狼ろう少しよう女じよの芽李メリーではない。

　向こうに煽あおられ、危険な下りの峠とうげ道みちで速度を出さざるを得なくなっている間に、何か巨きよ大だいなものが上かみ条じよう達たちの頭上をまたいでいったのだ。

　そう。




　ずんっっっ!!!!!!　と大地を揺ゆさぶるのはあまりにも巨きよ大だいな人の脚あし。

　真っ白な死しに装しよう束ぞくの少しよう女じよ、冥メイ亞アが見上げるほどに膨ふくらみ肥大化を遂とげていた。




　いっそ現実を忘れる光景だった。

　感覚的にはもう自じ由ゆうの女め神がみにそのまんま追おい駆かけ回まわされているのにも等しい。

「どうなってんだ、くそ!!」

「冥メイ亞アの『香こう炉ろ』はステーション落着時にぷちっと潰つぶしたはずなのですが……」

「知らないの」

　下へ手たに速度を落とす事もできず、さらにアクセルを踏ふみ込こみながら琉ル華カが言い放つ。

「あいつは自前の『香こう炉ろ』の他に、いざって時のために自分の体たい臭しゆう自じ体たいを整えているのよ。しょっちゅう野菜スティックを嚙かんでたり甘あまったるいドリンクが手放せなかったりするのもそのため。食べるものによって匂においを変えるなんて話はどこでも聞くでしょ！」

「ヤツめ、これみよがしに野菜とか果物ばっかり齧かじって女子力アピールかましていると思ったらそんな事になっていたのですか……っ!?」

「向こうは向こうで自由に肉も魚も食べていたあなたを恨うらめしそうな目で見ていたけど気づいてなかったの？　そもそも実体を持たない幽ゆう霊れいなんて切り口一つで見え方は全く変わる。怪かい談だん話ばなしの幽ゆう霊れいのステータスなんてどうやって生まれたかの出自とどこに現れるかの場所とで決まるもんでしょ。『香こう炉ろ』は言ってみれば人工的な『名所』。光を分散させるプリズムみたいな感じだって考えて。調ちよう合ごう・配はい分ぶん次し第だいで無害な浮ふ遊ゆう霊れいから国家を揺ゆるがす御ご霊りようまでやりたい放題なのよ！」

「甘あまい匂においで体を支えて、体から甘あまい匂においを出して……。うん？　うんん？？？　何だそりゃ、卵が先か鶏にわとりが先かになってないか!?」

「だからいったん無限サイクルの永久機関が回ってしまえば冥メイ亞アは弱点不在で誰だれにも止められなくなる。神社を建てて祀まつらなくちゃならないような無敵状態をキープできるのよ」

「……あと、冥メイ亞アの全身から滲にじみ出でるのが甘あまい匂においだなんて誰だれが決めつけたのです。夢見がちな」

「いいや俺おれはたとえ敵であっても儚はかない幽ゆう霊れいの女子力を信じてる……ッ!!」

　儚はかないも何も相手は怪かい獣じゆう映えい画がのような有り様なのだが、ともあれ、あんな怪かい物ぶつに踏ふみつけられたら一発でおしまいだ。こんなカートどころか大型観光バスだって道路に張り付いて地面と見分けがつかなくなるだろう。

[image: ]

　彼かれらの見ている前で、鉄てつ塔とうのように巨きよ大だいな脚あしが振ふり子こじみた動きで振ふり上あげられる。サッカーボールを蹴ける動きだ、と思った直後にそれは来た。




　ドゴアッッッ!!!!!!　と。

　山の斜しや面めん全体が大きく削けずり取とられる。




　誰だれを、何を攻こう撃げきするとかそういう次元ではなかった。

　恐おそろしい勢いで岩がん盤ばんが砕くだけ、スーツケースより巨きよ大だいな岩の塊かたまりが雨あられと降り注いでくる。ただでさえハンドル捌さばきの難しい下りの峠とうげ道みちを、さらに右に左にと小刻みに回かい避ひ挙きよ動どうを取りながら小さなカートが爆ばく走そうしていく。

　死んだ、と。一生に一度あれば良いような経験がずっと途と切ぎれない。体感時間の変化は一回一回の死の感かん触しよくを丁てい寧ねいになぞってくれる訳ではないと気づかされる上かみ条じよう。つまり刺し激げきに慣れてくるとそのまんま素す通どおりしていく。高速で迫せまっては通り過ぎていく死のアトラクションに心の準備が追い着かない。

「冥メイ亞アめ、図ずう体たいがでかくなった事でかえって足元がお留守になっているのです」

「ああ。あの子意外と胸あるからね、猫背やめてしゃっきり立つと自分の胸で足元見えなくなって段差で転ぶし」

「ぶふっ!!　がはごほ!!」

　一部お耳みみ汚よごしの雑音が混じったが、上かみ条じようは戦線に復帰していく。

「で、でも冥メイ亞アは火力としては最大級だろ。だとしたら無む駄だ弾だまを避さけるために別の誰だれかが照準を支し援えんしてくるぞ」

「……怪あやしいのはやっぱり『辿たどり屋や』の絵エ恋レンかしら。ほとんど弾だん道どうミサイルとレーダーみたいな関係じゃない」

　やはり下りの峠とうげ道みちは速い。

　あっという間に山を下り、そして上かみ条じよう達たちを乗せたカートは学園都市の街中へと突とつ入にゆうしていく。




　　　　２




「うん」

『窓のないビル』の直下で、木き原はら唯ゆい一いつは大きく伸のびをしながらこう呟つぶやいた。

「……脅おびえるふりして私を悪役にしながら、順調に残ざん酷こくな刺し激げきに慣れてきてるな？」




　　　　３




　上かみ条じよう達たちの目的は第一一学区のコンテナヤードにあるオリジナルのA.A.A.を回収し、そこから上かみ里さと救きゆう出しゆつのための魔ま術じゆつ的てきなトンネルを作る事だ。本ほん拠きよ地ちの天文台があの有り様では、もう『営巣部隊ユースフルスパイダー』の包ほう囲い網もうも維い持じされてはいないだろう。

　電気も信号もない街を上かみ条じよう達たちは爆ばく走そうしていく。

　街の方でも本来の復旧復興とは関係なくエンジン音を鳴らして即そく席せきのレースの真ま似ね事ごとをしている連中も少なからずいたようだが、何しろこちらは勝手が違ちがう。四足移動の赤いドレスが五〇㏄とはいえエンジンのついた四輪を平気な顔で追い回し、頭上の夜空にはジェットエンジンを積んだ杖つえにまたがる魔ま法ほう少しよう女じよが、全身武器だらけの甲かつ冑ちゆう少しよう女じよは軍馬で、水着にエプロンの幼な妻も氷のブーツを履はいて道路を滑すべり、大量の野鳥の群れみたいに夜空を埋うめる一〇円玉が一転して次々降り注ぎ、挙げ句に高層ビルにそのまま匹ひつ敵てきするサイズの規格外の怨おん霊りようが真後ろから追おい駆かけてくる。これを見て、まだ黙だまって道を譲ゆずらないようならもう自殺志願とかそういう段階ですらない。根本的な学習能力が欠けつ如じよしていると言わざるを得ない。

「見た目はほとんど百ひやつ鬼き夜や行こうじゃねえか！　こんなの新しい伝説になるぞ!!」

　中でも一等危険なのは、やはり『辿たどり屋や』絵エ恋レンか。直ちよく接せつ戦せん闘とうを行うスキルはないようで、今はカラクリ細工でできたトレーラーサイズの大トカゲを操あやつる別の少しよう女じよに相乗りしながらこちらを追ってきている。このカーチェイスの中でどれだけ精度を維い持じできるかは不明だが、仮に健在なら単純に角を曲がって行ゆく方えを晦くらましても安心できない。どこまでも追ってくる事になる。さらに、冥メイ亞アのような『高こう威い力りよくだが狙ねらいは大おお雑ざつ把ぱ』な連中を束ねて命中精度を上じよう昇しようさせるとなると、放ほうっておいたら手が付けられなくなるリスクもかなり大きい。

「琉ル華カ、対策は!?」

「もうやってる！」

「府フ蘭ラン、今度は魔ま術じゆつ師しとしてのお前に尋たずねたい。鍵かぎはオリジナルのA.A.A.とカリブの魔ま術じゆつ師しだ。琉ル華カを手伝ってやれば上かみ里さとは助けられそうか？」

「失しつ恋れん宣せん言げんしてハイになった女の子を舐なめるななのです」

　そうか、と上かみ条じようは笑った。

　彼かれも覚かく悟ごを決めた。




「なら、後は俺おれが何とかしてやる」




　一体どこからまだ動く車を調達してきたのか、巨きよ大だいな黄色いスクールバスが横から交差点に突つっ込こんで来た時だった。

「出洞デボラ……このトラック野や郎ろう!!」

　海かい賊ぞく少しよう女じよが目を剝むいて叫さけぶ。喰くわれるか否いなか、ギリギリの所でカートは急カーブを切って鼻先まで迫せまる大型バスのバンパーをかいくぐっていく。

　はずだった。

　しかし同じくロールバーにしがみついていた府フ蘭ランは目もく撃げきする。上かみ条じよう当とう麻まが自分から両手を離はなし、むしろカーブで振ふり回まわされる慣性の力を利用してスクールバスの方へ突つっ込こんでいったのを。

　やたらと硬かたいフロントガラスだったらそのまま即そく死しだっただろう。

　水すい没ぼつ時じに内側から割って脱だつ出しゆつする意味でも、フロントに比べれば強度を意図して落としてある側面からとはいえ、頭から突つっ込こんだ上かみ条じようはそのまま額を割った。だが代だい償しように見合う成果を摑つかむ。ド派手な音を立ててガラスの海と共に走る凶きよう器きの中へと転ころがり込こんだ上かみ条じようは、顔面血まみれのまま運転手へと摑つかみかかったのだ。

「わっ、くそ、こいつ……ッ!!」

「悪いな。僧そう正じようからは逃にげ続つづけて後こう悔かいした。上かみ里さとの時も黙だまって見送った結果、重たいものを背負って抜ぬけ出だせない。もうああいうのは真っ平なんだ!!」

　出洞デボラの元々の腕うでっ節ぷしがどうだったかは知らないが、運転席に収まって集中している間なら大した事はできない。しがみついてやたらと大きなハンドルを無む茶ちや苦く茶ちやに回すと、あっという間に鋼はがねの塊かたまりがバランスを崩くずす。道路に向かって真横に近い格好になり、そのまま横転し、車の中も外も何もかもしっちゃかめっちゃかにして滑すべっていく。

　走る凶きよう器きに愛馬が嚙かみ付つかれないよう慌あわてて手た綱づなを引いた事で制せい御ぎよを失った甲かつ冑ちゆう少しよう女じよが落馬し、狼おおかみお嬢じようの芽李メリーがバスの横をすり抜ぬけようとした所でスクールバスの尻しりが白い砂の山に直ちよく撃げきした。不規則に車体が跳はね上あがった事で芽李メリーの予測を裏切る。超ちよう重じゆう量りようの回まわし蹴げりでも浴びたように、赤いドレスに金きん髪ぱつ縦たてロールの四足歩行が近くのビルのウィンドウをまともに叩たたき割わって奥おくへ転がっていく。

　出洞デボラとかいう運転手はとっくの昔に気絶していた。

　上かみ条じようは車内設備の消火器を摑つかむと、横転したバスの、真上に位置する窓を叩たたき割わって外へと身を乗り上げる。自分の血でどろどろ汚よごれる前まえ髪がみを片手で搔かき上あげる。まるでハードルでも飛とび越こすような格好で巨きよ大だいなカラクリ細工の大トカゲが横転したバスを飛とび越こえ、ホウキ乗りのレイヤーが頭上を突つき抜ぬけ、そして寝ねそべって運転する……確か、リカンベントだったか。ヘンテコな形の自転車乗りに向かって消火器をぶん投げた。直ちよく撃げきして白い砂の山へ突つっ込こんだ少しよう女じよから乗り物を拝借し、両手で自転車を起こす。普ふ通つうならハンドルがありそうな最前部に足で漕こぐペダルのついた、何回見たっておかしなモデルだ。見よう見まねで試ためしてみるが、格好は仰あお向むけに寝ね転ころがったまま、首だけ起こして足の爪つま先さきを眺ながめるようなものに近い。

「何だこれっ、首が痛くなりそうな自転車だな……ッ！」

　走り出しはおっかなかったが、スピードが出てしまえば普ふ通つうに安定する。しかも元々競技用のモデルだったようで、いくつもあるギアを切きり替かえていくと、下へ手たすればカートに乗っていた時よりも鋭するどく風を切っている気がしてきた。すぐそこを獣けもののように唸うなる獲冴エルザの五指が突つき抜ぬけたが、ギリギリで喉のどは無事だ。そのまま引ひき離はなす。

　そのまま先行する大トカゲに相乗りしている絵エ恋レンを狙ねらって爆ばく走そうする。

　ゴォ！　と頭上で夜気が不自然に渦うず巻まいたのはその時だった。

「冥メイ、亞ア……ッ!?」

　府フ蘭ランのステーションを目まの当あたりにした以上、流星のような、なんて表現は安易に使うべきではないかもしれない。だが真上から垂直に落ちてきた足の裏は流星だった。一いち撃げきで白い砂の山がまとめて弾はじけ飛とび、アスファルトは砕くだけ散ちり、辺りのビルは元々の免めん震しん構こう造ぞうなのかシンプルに基部をやられたのか、やたらとぎしぎし音を立てる。

『上かみ里さとくんに……』

　リカンベントが、ではなく、地面の方が跳はねている。

　特とく殊しゆな形の自転車から振ふり落おとされないようにするので精せい一いつ杯ぱいだった。

『私わたし達たちの上かみ里さとくんに、近づくなあッッッ!!!!!!』

　だが、咆ほう哮こうする怨おん霊りようの狙ねらいはやはり甘あまい。足元にいるはずの上かみ条じようが一発で踏ふみ潰つぶされなかったのは、琉ル華カの意見が正しければ意外と胸が大きくてしゃっきり立つと足元が見づらいかららしいのだが、何度もそんな偶ぐう然ぜんに頼たよっている訳にもいかない。

（琉ル華カの方も苦戦してんのか……？）

　互たがいにケータイで連れん絡らくを取り合っている訳でもなければ、カーナビに相手の位置が表示される訳でもない。それでも先行する『旧』上かみ里さと勢せい力りよくを追っていけば、先頭で逃にげ続つづける琉ル華カや府フ蘭ランのカートがどちらに向かっているかは大おお雑ざつ把ぱに読める。どう考えても第一一学区最短コースを外れていた。逃にげ回まわる間にあちこちぐるぐる回っているような感じだ。

　原チャリ同様五〇㏄のエンジンは馬力はどうあれ燃費はすこぶる良いいはずだ。そうそう簡単にガス欠には陥おちいらないだろうが、乗り手の精神力はそうとも限らない。何にしても早い内に追っ手を引ひき剝はがす必要がありそうだ。そのためには『辿たどり屋や』の存在が邪じや魔まだ。何としてもここで絵エ恋レンを排はい除じよする。

　そしてアシさえ確保してしまえば追い着くのはそう難しい事ではない。何しろ絵エ恋レン自じ身しんも先行するカートの足取りを摑つかんで追つい跡せき中ちゆうなのだ。自分でコースを選んで好き放題逃にげられない以上、追う側と追われる側のどちらが有利かは言うに及およばずである。

　猛もう烈れつな勢いで競技用のリカンベントを漕こぐ上かみ条じようの目線が先を行くカラクリ細工の大トカゲを捉とらえる。その上に乗ったぶかぶか白衣の絵エ恋レンの舌打ちがここまで聞こえてくるようだった。

「チッ!!　冥メイ亞ア、修正プラス三、ヤツの予想位置はこっちから伝えますよって……」

　言いかけた言葉が詰つまる。

　耳元の爆ばく音おんに怯ひるむように彼かの女じよは慌あわてて無線機を遠ざけながら、

「ああもう、おのれ!!　府フ蘭ランのヤツ、リュックから妨ぼう害がい電でん波ぱを……ッ!!」

　戦っているのは一人ではない。

　向こうがモタモタしている間に上かみ条じようは競技用の自転車を漕こいで大トカゲに追い着く。併へい走そうする。

「雷矛ライム!!」

　叫さけびと共に大トカゲの尻尾しつぽが振ふり回まわされた。

　真横を走っていた上かみ条じようのリカンベントがまともに弾はじき飛とばされる。普ふ通つうの形の自転車なら両足ごと金属フレームを叩たたき潰つぶされていただろう。だがここで、あのヘンテコな形が功を奏した。仰あお向むけに寝ねそべるような格好なので、真下の自転車本体を砕くだかれても上かみ条じよう本人にまで累るいは及およばなかったのだ。

　むしろダルマ落としのように空中へ取り残された上かみ条じようはそのまま大トカゲの太い尻尾しつぽの上へと落下する。

　無む我が夢む中ちゆうだった。

　振ふり落おとされないように必死になって尻尾しつぽにしがみつくが、右手の『幻想殺しイマジンブレイカー』がまともに反応した。ブレーキも何もなく、走行中の大トカゲがそのままの勢いでバラバラに分断されて冷たい道路の上へと撒まき散ちらされていく。

　白い砂の山に上かみ条じようは突つっ込こんだ。

「ち、くしょ……」

（終われるか、こんな所で。まだ何も解決していないんだ、誰だれも助けちゃいないんだ……）

　全身を打って朦もう朧ろうとする意識を無理矢理にかき集めて、もう一度起き上がる。

　暗くら闇やみの中で、同じようにもぞりと蠢うごめく小さな影かげがあった。

「……絵エ恋レン」

「何で、あんたなんどすか……」

　上かみ条じようと違ちがってまともにアスファルトの上を滑すべった絵エ恋レンの方は甚じん大だいなダメージを背負わされた事だろう。それでも、起きる。怨えん嗟さの声を口に蓄たくわえ、ギラギラと両の瞳ひとみを輝かがやかせて。決して直ちよく接せつ的てきな戦力にはなりえないはずなのに、それでも気力だけで再度立ち上がる。

「府フ蘭ランでも、琉ル華カでもない。どうしてよりにもよって、何にも知らへんあんたが……」

「知るかよ」

　ツンツン頭の少年は吐はき捨すて、

「強しいて挙げるなら、あいつらの本当の戦場はこんな所じゃないからじゃねえのか。あいつらと約束したんだ。後は全部俺おれが何とかしてやるってな。だから、面めん倒どう臭くせえ前ぜん哨しよう戦せんはまとめて俺おれが片づけてやる。府フ蘭ランと琉ル華カの二人には、思う存分上かみ里さとの方に集中してもらうためにな」

「府フ蘭ランは、うちらを騙だまし続つづけてきはった……」

「それが何だ」

「あの子が上かみ里さとはんを誘ゆう導どうしなければ、こんな事にはならへんかった!!　そんなヤツに預けられるか、命よりも大切な人の運命を!!」

「だったらなおの事、償つぐなうチャンスを与あたえなくちゃダメだろうが。仲間になりたくてもなれなかった、それでもアンタ達たちと一いつ緒しよにいる内に思わず気持ち良く笑っちまった府フ蘭ランをそのままになんかできねえだろうが!!　俺おれは上かみ里さとのヤツから頼たのまれたんだ、あの子こ達たちを頼たのむって。府フ蘭ランのヤツも言ったんだ、この恋こいを終わらせるために協力してくれって。みんなみんな大おお馬ば鹿か野や郎ろうの集まりだ、だったら俺おれも最後まで付き合うしかねえだろ。こっちはもう腹ァくくってんだ!!　今さらジメジメ湿しめった善悪論だの何だのでぐだぐだ蒸むし返かえすつもりなんか欠片かけらもねえ!!　その程度で揺ゆらぐくらいなら、ハナから府フ蘭ランを焚たきつけてテメェらにケンカなんか売ってねえんだよ!!!!!!」

　そこで、ふと、絵エ恋レンの口元が笑えみの形を作った。

　どこまでも獰どう猛もうで、敵を見る目で、しかし、確実に少しよう女じよは笑っていた。

「……やっぱり、あんたは、違ちがう」

　世界の真実よりも重要な確かく認にん事じ項こうのように、彼かの女じよは告げた。

「あんたは、どこか上かみ里さとはんと似ているようでいて、やけど、中身は全然違ちがう」

「ふざけんな。あんな野や郎ろうと一いつ緒しよにするんじゃねえ」

　戦せん闘とう向むけではないだろう。

　繊せん細さいな鑑かん識しき技ぎ術じゆつを駆く使しして後こう方ほう支し援えんに徹てつするのが本来あるべき彼かの女じよの姿だろう。

「有あり村むら絵え恋れん」

　だが、ぶかぶか白衣の少しよう女じよは一歩も退ひかなかった。

　きっと烏丸からすま府ふ蘭らんや豊と山やま琉る華かがそうであるように、有あり村むら絵え恋れんにも決して振ふり切きる事のできない想おもいが宿っているからだろう。




「推おして参りますえ!!!!!!」




　一いち撃げきだった。

　だからこそ、上かみ条じよう当とう麻まも一いつ切さいの手加減をする事を、やめた。
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　しばしの間、上かみ条じようは倒たおれた少しよう女じよへ目をやっていた。

　交差点の横手から見慣れたカートが飛とび込こんできたのはその時だった。大分先行していたと思っていたが、どうやら逃にげ続つづけている間に同じ所を回ってしまったらしかった。

「ちょうど良いいわ、乗って!!」

「助かる」

　倒たおれて動かないぶかぶか白衣から目線を振ふり切きるようにして、上かみ条じようは再びロールバーに摑つかまる。

　パーカービキニにウサギアンテナの府フ蘭ランが感情の読めない顔で忠告してくる。

「無む茶ちやし過ぎなのです」

「アンタには負けるよ」

　無表情な少しよう女じよからウサギグレイの絆ばん創そう膏こうを受け取りながら、上かみ条じようは苦く笑しようした。

　カートが再び走り出す。『辿たどり屋や』の絵エ恋レンは排はい除じよしたが、それでも完全に危機が去った訳ではない。どれだけ命中率が悪くても、当たれば一発で全ぜん滅めつしてしまうような高火力の持ち主はまだまだゴロゴロいる事に変わりはない。

「それよりどうすんだ!?　途と中ちゆう下げ車しやした俺おれを捕つかまえたって事は相当あちこちぐるぐる回ってんだろ。こんなので冥メイ亞アとか獲冴エルザとか、ゲテモノ百ひやつ鬼き夜や行こうを振ふり切きれんのか!?」

「大だい丈じよう夫ぶよ、結構時間はかかっているけどもう第七学区を抜ぬけて第一八学区に入ってる。第一一学区までそんなにかかる訳じゃない!!」

「そうじゃなくて……」

　上かみ条じようは絶句してロールバーにしがみついたまま後ろを振ふり返かえる。

『ふーらぁん……』

　ズンッッッ!!　という轟ごう音おんの主、切り込みを入れてハートのようにした三角の天冠や白い死に装束で体を包む幽ゆう霊れい少しよう女じよの巨きよ大だいな脚あしはこうしている今もこちらを追っている。ビルとビルの間を潜くぐり抜ぬけ、台風に見み舞まわれた頼たよりない雑木林のように街並み全体を揺ゆさぶりながらも、確実に。

『上かみ里さとくんを脅おびやかすなぁ!!　烏丸からすまふらぁん!!!!!!』

「あんなもん引き連れたまま上かみ里さと助ける魔ま術じゆつ儀ぎ式しきなんかできるのか!?　どういう難易度かはイメージできないけど、サッカーキックでもヘッドスライディングでも一発やられたらおしまいだろうが!!」

「上をコスプレ野や郎ろうの織雛オリビア達たちに押おさえられている以上、地上を走っての完全逃にげ切きりはどっちみち不可能に近いのです。カーチェイスで逃にげる車をヘリで追おい駆かけ回まわしているような感じですし」

　そうこうしている間に、羽根付きの海かい賊ぞく帽ぼう子しに黒くろ薔ば薇ら眼帯の琉ル華カの操あやつるカートが街の一線を越こえた。

　明らかに景色が変わる。

　有名デザイナーが手て掛がけたヘンテコな形の進学校ばかりだった街並みが、金属コンテナを山積みにしたピラミッドの群れや巨きよ大だいな鳥居にも見えるガントリークレーンの影かげへと変じていく。

　街灯がないから読みにくいが、高速で流れていく案内板には確かにこうあった。

　第一一学区。

「入っちまった……」

　依い然ぜんとして冥メイ亞アを中心とした『旧』上かみ里さと勢せい力りよくはつかず離はなれずだ。このままでは儀ぎ式しき場じようまでご案内する羽目になる。ただでさえ成功率の見えない大事な手術の日に、暴走族が病院へ雪な崩だれ込こんでくるような絶望ぶりだ。

　しかしハンドルを握にぎる、これからメスを振ふるう事になるはずの琉ル華カの顔には、ある程度の緊きん張ちようはあっても苛いら立だちのようなものは見られない。

「……こっちが何のために危険な街中をぐるぐる回ってきたと思っているの」

「？」

　だからそれは、後ろから迫せまってくる『旧』上かみ里さと勢せい力りよくの少しよう女じよ達たちを少しでも遠ざけるためではなかったのか。そして失敗しているから振ふり切きれないのでは。

　ところが予想は外れた。

「こんな五〇㏄のカートじゃ、いいえ、たとえ反重力エンジンを積んで地面から浮ういてるスーパーカーを手に入れたって、完全な意味であいつらを振ふり切きれないのは最初から分かっていた」

　琉ル華カは確かにそう言ったのだ。

「そしてコンテナヤードでの儀ぎ式しき中ちゆうに一度でも横よこ槍やりが入れば全部ご破算になる。だから、こんな所に防衛線を築いても最初からギャンブルとして成立してない。一〇〇・〇％こっちが負けるしか道が残っていないもの」

　だから、と海かい賊ぞく少しよう女じよは続けた。

　彼かの女じよの言葉はここで終わっていなかった。




「大事な儀ぎ式しきの真っ最中にカウントダウン付きの防衛線なんて作ると思った？　そんなの許すか！　一いつ瞬しゆんでも邪じや魔まされたくなければ、現場入りした一いつ瞬しゆんで全ての儀ぎ式しきが終わるように最初からセッティングしておけば良いのよ。街中走り回ってね!!」
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　そもそも『辿たどり屋や』、鑑かん識しき少しよう女じよの絵エ恋レンはどうやって先行する琉ル華カや府フ蘭ランのカートの位置を辿たどって追い回していたのか。

　絶対音感などに留とどまらず五感の全てを徹てつ底てい数すう値ち化かする完全官能検査の絵エ恋レンはこの広い世界からどんな痕こん跡せきを拾い集めてきたのか。

『ふむ、ふむ、ふむ。なるほどなあ、相当焦あせっとるのか結構色んなもんがだだ洩もれになっとりますなあ』

　和装のくせに背中一面からサンゴじみた天使の羽のようなものを大きく広げ、各おの々おのの先せん端たんから大量の糸を伸のばす雷矛ライムの操あやつるカラクリ細工の巨きよ大だいな大トカゲに便乗しながら、ぶかぶか白衣の絵エ恋レンはそんな風に笑っていたものだった。

『何が見えてんの？　排はい気きガスとかタイヤのスリップ跡こんとか？』

『それもありますけど、一番おっきいのは火薬どす。硝しよう酸さんなどの窒ちつ素そ化か合ごう物ぶつは必要性に迫せまられたせいか、特に色んな検査方法が確立された十お八は番こどすからなあ。これを嗅かぎ間ま違ちがえる事はありまへん』

　くすくすと、絵エ恋レンは笑えみの形の口元をぶかぶか袖そでで隠かくしつつ、

『あと、琉ル華カが使っとるのは時じ代だい遅おくれのマスケット銃じゆうで、大事に抱かかえとる炸さく薬やくかて骨こつ董とう品ひんみたいな黒色火薬。昔ながらの製法にこだわり過ぎたせいで雑味も個性になっとる。学園都市は何かと物ぶつ騒そうな街どすけど、でも、だからこそ、ハイテク満まん載さいのこの街でレトロな火薬の匂においはとにかく目立つ。これなら逃にがす事はありまへんえ、万に一つもな』







　ただ、絵エ恋レンは気づくべきだったのだ。

　その火薬の匂においが、アクシデントで洩もれ出でてしまったものか。あるいは先行する琉ル華カが意図して走りながら流していたものか、という事に。







　ズン!!　ドン!!　と暗い街並みを揺ゆさぶりながら、幽ゆう霊れい少しよう女じよの冥メイ亞アは勝利を確信する。相手は所しよ詮せん逃にげ回まわるだけで、距きよ離りは離はなされていない。一体どこで何をするのか詳しよう細さいは分からないが、今のままでは相手は安心して拠きよ点てんに帰って腰こしを落ち着ける事もできないだろう。こちらは細かく考える必要はない。延々追い回して叩たたき潰つぶすか、相手がミスして事故を起こすのを待てば良い。

　絶対に揺ゆるがない。

　上かみ里さと翔かけ流るを守るための行動で、死しに装しよう束ぞくの幽ゆう霊れい少しよう女じよが揺ゆらぐ事などありえない。

　だって、認めてくれたのだ。

　夜の通学路に正体不明の影かげが出しゆつ没ぼつする。皆みながその正体を知って、自分が何な故ぜ死んだのか、そもそもの本名さえ思い出せない少しよう女じよを前に、肉体を取とり戻もどしたいか、成じよう仏ぶつしたいか、その長身はバレー部か何かだったのかも、記録を洗ってみよう、色々尋たずねてくる中で彼かれだけが言ったのだ。

　そのままでも良いいんじゃないかって。

　幽ゆう霊れいは、幽ゆう霊れいのままでも構わないんだって。

　だから。

　だから、御ご霊りよう冥めい亞あは自分がやりたいと願った事から、もう逃にげない。

　そのためなら死しに装しよう束ぞくの希き薄はくな少しよう女じよは自みずからの胸元やうなじの辺りから発する『香こう』を操あやつり、自分の見え方、切り口を様々に変える。あの少年をもう一度目にする事ができるなら、その笑え顔がおを見られるなら。そんな『一番やりたい事』のためだったら、悪あく霊りようにでも怨おん霊りようにでもなってやる。

　しかしその時だった。

　ジェットエンジン搭とう載さいの魔ま法ほうのステッキにまたがる茶色の髪を短めのツインテールにしたコスプレ少しよう女じよの織雛オリビアが、もはやオリジナルの声優さえ出せなくなったと噂うわさされる初代の超機動少女マジカルパワードカナミンそのものの甲かん高だかい声こわ色いろで確かに言った。

『ちょっと待って冥メイ亞ア、何かがおかしいよ！』

『具体的に何が!?』

『この軌き道どう、この逃にげ方……きっとわざとじゃない。設定資料集にも載のっていなかった辺りを無理矢理補強するために古文書を読よみ漁あさったからぼんやり覚えてる。これって太陽の力を引き出す、一筆書きで描えがける変則的な六ろく芒ぼう星せいを軸じくにした……ッ!?』

　その声すら、最後まで続かなかった。







　そして時間は現在へ追い着く。

　先行してコンテナヤードに入った琉ル華カがハンドル片手に、空いた手で大きなマスケット銃じゆうをくるりと回す。銃じゆう口こうから弾だん丸がんや火薬を直ちよく接せつ押おし込こむ先さき込ごめ式しきの場合、真下に銃じゆう口こうを向ける事はあまり推すい奨しようされないが、今はどうでも良かった。

　おざなりにマズルフラッシュさえ出せれば。

　オレンジ色の火花で地面に引いた火薬のラインに着火できれば。

　羽根付きの海かい賊ぞく帽ぼう子しに眼帯の少女の唇くちびるが歌った。

「キックオーバーザショータイム」




　その炎ほのおの迸ほとばしりは、秒速六〇〇〇メートルの速度で街中を走り回った。




　おそらく正確に全体像を捉とらえる事は、高層ビルに匹ひつ敵てきする高さの目線を持つ幽ゆう霊れい少しよう女じよの冥メイ亞アでも難しかっただろう。真しんに絶句するべきは高空を自在に舞まうコスプレ少しよう女じよの織雛オリビアクラスだ。

　電気の死んだ真っ暗な街に、仕し掛かけ花はな火びじみたオレンジ色の軌き跡せきが次々と描えがかれていく。最さい先せん端たんの科学の街にあってはならない神秘の秘ひ奥おうの記号が刻み付けられていく。

「まずいっ、冥メイ亞ア!!　ヤツらもう上かみ里さと君くんの運命に触ふれてる!!　門である『理想送りワールドリジエクター』がなければ万に一つも成功しない。自家生産の感動話に乗るだけ乗って、彼かれの心臓を錆さびたメスで手術させるような暴挙を許すなッッッ!!!!!!」

「っ!?」

　だがそんな焦しよう燥そうなどお構いなしだ。

　先行するカートではブードゥーと海かい賊ぞくとが複雑に絡からみ付ついた琉ル華カと、ＵＦＯ少しよう女じよの殻からを脱ぬぎ捨すてた妖よう星せい、凶きよう星せいのエキスパート府フ蘭ランとが舞ぶ台たい俳はい優ゆうの役作りにも似た特とく殊しゆな精神集中法で独自の心理状態を形成している。

　彼かの女じよ達たちの唇くちびるが動く。目め一いつ杯ぱい惑わく星せいに刻み付けた変へん則そく六ろく芒ぼう星せいの振しん動どうに取とり掛かかる。




「六ろく芒ぼうの安あん寧ねいは火の大三角と水の大三角の組み合わせによる四つの段階を経て得られるものなり。しかして今は第一に結果を求めて簡略、直線にて描えがく六つの角にその秘ひ奥おうを追い求めたり。願うべきは太陽の召しよう喚かん、だがアポロンを捨てホルスに回帰せよ。失われしアレクサンドリアの大書庫にこそ世界の真なる像があると知れ!!」




　何かが、変わる。

　灰色の鉄とコンクリートで彩いろどられた街の根幹が、引ひき抜ぬかれる。




「ホルスは単なる死せる神の末まつ裔えいにあらず、世界に堆たい積せきする十字の手て垢あかを吹ふき飛とばす諸力の根源と知れ。対応、対応、対応。『知力ダアト』と『基礎イエソド』、相反する二つの頂点を持つ星を振しん動どうせよ」




　人の持つ殺意が空気を凝ぎよう固こさせるように。役作りにも似た極度の精せい神しん偏へん向こうが暗がりのコンテナヤードを制圧していく。

　その全てを静せい謐ひつな聖域へと作つくり替かえていく。




「歪わい曲きよく」




　二人の声は追おい抜ぬき追おい抜ぬかれ、また時に重なる。

　まるで互たがい違ちがいの正三角形が重なったり離はなれたりするように、その時々で異なる形、異なる意味を与あたえていくように。限られたリソースの組み合わせが無限の可能性を呼び起こしていく。




「力取り出すべき四界の別の像を、湖面に映る月の如ごとく重なる別の四界に」




　ここにいて良いのか、と上かみ条じようはそんな事さえ思うようになった。

　体も、顔も、手も洗っていない。このような汚よごれを抱かかえた状態で隔かく絶ぜつされつつある場所に立っていても良いのか、と。




「世界の手て垢あかを拭ぬぐう太陽ホルスを、神名カミサトカケルに!!」




　そうしている間にも、世界に楔くさびが打うち込こまれていく。

　消失してしまったはずの一つの名前を、もう一度、強く、刻み付けるように。




「レグバ＝アティボンはあらゆる儀ぎ式しきを管理する門にして時間すら超ちよう越えつした恐おそるべき存在なり。しかして邪悪の樹クリフオトが真しんに正しい見識の下で扱あつかわれる場合に限り裏側から世界の真実を指し示す強力な羅ら針しん盤ばんとなり得るように、二つ目の時代の呪のろいもまた諸力を分光する強きよう烈れつなプリズムとして振ふる舞まわせる事も可能。これをもって六ろく芒ぼうの星へ下ろす惑わく星せいとのラインに歪わい曲きよくを生み、記号の置ち換かんを実行する」




　分かりやすい光や音があった訳ではない。

　だがそれは上かみ条じように見えていないだけだ。例えば火薬を使って街一面に描えがき切きった魔ま法ほう陣じんを、地上にいる少年には把は握あくできないのと同じように。




「大地に刻んだ力ある星に惑わく星せいの記号を結び強化せよ」




　何かが、変わっていく。

　いいや、人の手で意図して変えていく。

　それでも少しよう女じよ達たちの力だけでは何かが足りなかったのか、ここにきて強力な隠かくし玉だまの存在が明かされる。




「記号の名はA.A.A.」




　ようやっと、素人しろうとの上かみ条じようにも分かる変化があった。

　無数に積まれたピラミッド。金属コンテナの一つが、その材質や厚さを無視して光ひかり輝かがやいたのだ。まるで船乗りに行く先を示す北ほつ極きよく星せいのように。




「それは無限に続く合わせ鏡の像のように、力ある木の年輪のように重なり合い、深しん淵えんを覗のぞく力を与あたえる。同種の記号を近づける事で共きよう振しんをもたらせ、ささやかな風が時に石橋をへし折り海へと落とすように」




　上から見れば、一体どうなっていただろう。

　それこそ合わせ鏡の奥おくを覗のぞくように、あるいは電でん子し顕けん微び鏡きようクラスにまで続くマトリョーシカに挑いどみ続つづけるように、終わりの見えない作業の果てに何か良からぬ幻げん惑わくに囚とらわれていたかもしれない。

　あるいは、その底の底、奥おく底そこ。

　分厚い壁かべを打ち破った先にこそ、引きずり上げるべきもう一人の少年が待つのか。




「エドワード＝アレクサンダー、またはクロウリーは語る。既き存そん法ほうの組み合わせによりいかなる聖典にも記されぬまだ見ぬ大だい悪あく魔まは呼び出せると。であればその方法に学べ。どこにでもあるもので世界の常識は打ち破れると!!」




　一つの名前があった。

　世界を壊こわす者、そこまでの振しん動どうをもたらす存在の名が。




「今宵こよい我らは世界に横たわる不可能を一つ駆く逐ちくする！　神名カミサトカケルを形を持って呼び起こし、四界の表層オーラム＝アッシャーへと固着せよ!!!!!!」







　その瞬しゆん間かん。

　きっと現場に居合わせた人間が思っていた事は同じだったはずだ。上かみ条じよう、府フ蘭ラン、琉ル華カはもちろん、彼かれらを追い回していた冥メイ亞アや織雛オリビア達たちだって。

　上かみ里さと翔かけ流るに帰って来て欲ほしい。

　だが消えてしまった少年が大事だったからこそ、少しよう女じよ達たちの道は分かたれた。

　自じ分ぶん達たちを置いて始まってしまった儀ぎ式しきを眺ながめ、幽ゆう霊れい少しよう女じよの冥メイ亞アやコスプレ少しよう女じよの織雛オリビア達たちは素す直なおにこう思ったのだ。




　上かみ里さと翔かけ流るには帰って来て欲ほしい。

　だけど、信しん頼らいのおけない医者に彼かれの命は絶対に預けられない。

　チャンスはたった一度しかないからこそ、そんな連中には使つかい潰つぶさせない。




　そして指示を出したのは上空から全体像を監かん視ししていたジェットエンジン付きのステッキにまたがる短めツインテールの織雛オリビアだった。

「冥メイ亞アァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　やるべき事なんて決まっていた。

　消えてしまった上かみ里さと翔かけ流るを、それでも守る。

　木き原はら唯ゆい一いつが掌しよう握あくした『理想送りワールドリジエクター』なくして事に挑いどんでも全ては失敗し、結果として千ち切ぎれかけた吊つり橋ばしは確実に落ちてしまう。だから『確実』にギリギリの現状を保つため、少しよう女じよ達たちは自分以外の希望の存在を許さない。

　眼前で実行中の魔ま術じゆつ儀ぎ式しきがどんな手順に則のつとったものか、基き盤ばんから実際に対応する道具まで全てを景色の中から分ぶん析せきするにはあまりに時間が足りない。だから高層ビルに匹ひつ敵てきする冥メイ亞アは一番目立つものを攻こう撃げきした。

　唯ゆい一いつ分かりやすい一品がある。

　コンテナヤードに広がる無数の金属の箱の中で、暗い海ですがるべき北ほつ極きよく星せいのように、たった一つだけ光を放っているもの。

　A.A.A.。

　アンチアートアタッチメント。




　咆ほう哮こうがあった。

　振ふり抜ぬかれた拳こぶしは山の中にあったコンテナ一つと言わず、金属の箱でできた山積みのピラミッドを丸ごと吹ふき飛とばした。
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「くっ……」

　目の前で起きたそれを、上かみ条じよう当とう麻まはただ見送る事しかできなかった。

　A.A.A.。街の広い範はん囲いに刻み付けた魔ま法ほう陣じんと対応した、もう一枚の鏡。無限に連なる像を作り、本来ならあり得ない共きよう振しんとやらを生み出す記号が、景色全体を抉えぐり飛とばすような一いち撃げきでもってバラバラに砕くだけ散ちっていく。

「儀ぎ式しきはどうなった？　上かみさ……ッ!!」

　質問なんて飛ばしている暇ひまもなかった。

　吹ふき飛とばされたピラミッドは空中で消えたりしない。舞まい上あげられた物体は重力に引かれて落ちてくる。走行中のちっぽけなカートなどお構いなしに、だ。

　あちこちに落ち、不自然に跳はね回まわり、時に箱自体が砕くだけて弾はじけ飛とぶ中で、海かい賊ぞく少しよう女じよの琉ル華カが必死になってハンドルを切るが、対応しきれない。鋭するどくＳ字を描えがいたカートが三人分の体重を支えきれずにぶわりと浮うかぶ。車体と地面に挟はさまれるのを嫌きらった府フ蘭ランが敢あえて自分からロールバーの両手を離はなした時、事態は決定的に動いた。

　横転した。

　視界がめちゃくちゃになった。

　自分がどこをどう転がったのか、それさえ上かみ条じようは把は握あくできない。無数のコンテナが落ちて乱雑に散らばったヤードはまるで巨きよ大だいな迷めい路ろのようだった。全身の表面が熱い。体の芯しんを見えない手で横にずらされたように気分が悪い。上かみ条じようは仰あお向むけからうつ伏ぶせになり、しばし深呼吸した。仰あお向むけのまま嘔おう吐と感かんに負けて吐はいたら抵てい抗こうできずに溺おぼれ死じぬと本気で考えた。

（何で、体を打って……吐はき気けがしてんだ、くそ。どうなってんだ俺おれの体……）

　朦もう朧ろうとする頭を振ふって、どうにかこうにか近くにあるコンテナの壁かべを摑つかむ。のろのろと身を起こす。

　府フ蘭ランはどうなった。琉ル華カは大だい丈じよう夫ぶか。

　そして彼かの女じよ達たちが進めていた魔ま術じゆつ儀ぎ式しきはどうなった。

「ああ……」

　上かみ条じよう当とう麻まには魔ま術じゆつ的てきな専門知識はない。インデックスやレイヴィニア＝バードウェイなどから説明は受けているが、それは決して身に付いた『使える』技術にまでは至っていない。だけど、そんなツンツン頭にも直感で理解できる事があった。




　だってどこにもいないのだ、上かみ里さと翔かけ流るなんて。

　それなら成功なんてしている訳がないじゃないか。




　沈ちん黙もくがあった。

　誰だれも動かなかった。

　そんな中で立たち尽つくす上かみ条じようは、ようやく同じ惨さん状じようの中に府フ蘭ランの小さな影かげを見つける。彼かの女じよは崩くずれたコンテナの壁かべに背中を預けていた。間にパンパンに詰つまったリュックがあった事は、ウサギアンテナの少しよう女じよにとっては救いだったのか。

「府フ蘭ラン、おい、府フ蘭ラン!!」

　よたよたとおぼつかない足取りで迷めい路ろの中を歩き、上かみ条じようは彼かの女じよに近づいていく。

　反応はなかった。

　彼かの女じよはただ夜空を見上げていた。

　そこに何かを探しているのか、あるいは込こみ上あげている涙なみだを堪こらえているのか。

　海かい賊ぞく少しよう女じよの琉ル華カも見つけた。

　横転したカートの近くに倒たおれていたので、エンジンが引火して巻まき込こまれないよう、両りよう脇わきに腕うでを通して遠くへ引きずり出す。

　力はなかった。

　意識はあるはずなのに、まるで死体でも運んでいるかのように重く、希望がなかった。

（……どうして）

　上かみ条じようも唇くちびるを嚙かむ。

（どうしてこうなるんだッッッ!!!???）

　何かが起こりそうだった。素人しろうとの上かみ条じようにも兆きざしのようなものは感じ取れた。きっと、本当にあと少しだったのだ。ほんのちょっと押おして、コップの中に一いつ滴てきの水を落とせば、表面張力ギリギリだった水が溢あふれていくように。世界の壁かべを打ち破れたかもしれなかったのだ。

　誰だれも上かみ里さと翔かけ流るを嫌きらっていない。誰だれもが彼かれのためを想おもって戦ってきた。なのに、これか。結局何もかもはレールの上で、上かみ里さとを助ける事もできず、右手の呪じゆ縛ばくに囚とらわれた少しよう女じよ達たちも木き原はら唯ゆい一いつの顎あごで使われ続けるしかないのか。

　どこにも光はなかった。

　A.A.A.を詰つめていたコンテナがどこに転がっているのか、もはや上かみ条じようも把は握あくできなかった。そして光を放っていたあのコンテナが沈ちん黙もくしてしまった事自体が、何かの終わりを暗示しているようにも思えた。だって、もう、手がかりがない。元々『理想送りワールドリジエクター』を使って隔かく絶ぜつされた世界へ飛ばされてしまった人間を救出するだなんて、雲を摑つかむような話だったのだ。たまたま上かみ里さとが事前にオリジナルのA.A.A.と戦っていて、『向こう』にその部品を送おくり込こんでいたから共きよう通つう項こうがあっただけなのだ。あんな偶ぐう然ぜんがそうそう何度もある訳がない。一度きりのチャンスを奪うばわれてしまった以上、ここから先どう足あ搔がいたって……。

「……、いや？」

　と、何かが頭の片かた隅すみに引っかかった。

　捨て置けない事がある。上かみ条じようは上かみ里さとと出会って、実時間でそう長い付き合いがある訳でもない。だがその間に起きた事件はどれもこれも濃のう密みつだった。その一つ一つを紐ひも解といていく。

　上かみ里さと救きゆう出しゆつの取とっ掛かかりは、本当にオリジナルのA.A.A.だけか。

　他にも何かなかったか。

　自分が関わってきた事件を全て思い出せ。

『こっち』と『向こう』、二つの世界にまたがるように置かれた共通物質。

　魔ま術じゆつの世界と極きわめて縁えんの深い何か。

「まて、よ」

　てっきり、その存在は消失してしまったと思っていた。もう二度と会う事はないと考え、意識からよそへ追いやっていた。

　だけど、同じように消失した上かみ里さと翔かけ流るを追い求めているなら。

　完全に消えたはずの人物を表おもて舞ぶ台たいに出して思考する事が許されるなら。

「ある、ぞ」

「？」

　ようやっと、虚うつろな目をした人形のようだった府フ蘭ランの首が、ことりと小さく動いた。未いまだにそこに意志の光は宿っていないけれど、次の一言が全体の運命を大きく左右する事は、ツンツン頭にも理解できていた。

「オリジナルのA.A.A.だけじゃない！　『こっち』と『向こう』の両方をまたいだ、極きわめて強力な魔ま術じゆつの記号を持つ存在は別にある!!　まだ俺おれ達たちの希望は断たたれちゃいない!!」

　だから彼かれは言った。

　その結論を。




「ネフテュスだよ!!　事前に消された九割と、パトリシア＝バードウェイの体を再構築した一割。あの『魔ま神じん』は二つの世界をまたいで存在しているんだ!!」
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　そしてどこかで頰ほおの傷を手ての甲こうで拭ぬぐいながら、褐かつ色しよくに長い銀ぎん髪ぱつの女め神がみが言った。

「あら。跡あとを濁にごさず飛ぶのはやはり難しいみたいね」
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　たった一つの言葉が、世界を劇的に変える事もある。

「「ッッッ!!!!!!」」

　上かみ条じようが与あたえた希望を受け取った瞬しゆん間かん、府フ蘭ランと琉ル華カの二人の少しよう女じよが勢い良く起き上がった。むしろ彼かの女じよ達たちの方から腕うでを摑つかまれ、落下の衝しよう撃げきで扉とびらの吹ふっ飛とんだコンテナの中へと引ひきずり込こまれる。

『後は上かみ条じよう当とう麻ま……』

　ズンッ!!　という凄すさまじい震しん動どうと共に、意外なほど近くに幽ゆう霊れい少しよう女じよの巨きよ大だいな脚あしが落ちた。明確な攻こう撃げきではないようで、同じリズムの『足音』が移動していくのが分かる。

『あいつの首さえ持ち帰れば、ひとまず現状の維い持じはできる。上かみ里さとくんを守れる……ッ！』

　向こうも向こうで、確信が取れていないのだ。仮に一度失敗に追いやったとしても、『同じ事ができる』と判断されれば府フ蘭ランや琉ル華カがここで見み逃のがされる事はないだろう。まして上かみ条じようは木き原はら唯ゆい一いつから直ちよく接せつ抹まつ殺さつを命じられている。彼かれの首を取るまでここから帰っていくとは思えない。

「まず教えて。パトリシアっていうのは『あの』パトリシアで良いいのよね」

「ああ！　サンプル＝ショゴスの件で上かみ里さとと関わった金きん髪ぱつの女の子だ。お前まえ達たちも学がく生せい寮りようを襲おそってきたから覚えているんじゃないのか。あのラストで何が起きた？　褐かつ色しよくの『魔ま神じん』が身を挺ていしてパトリシアを助けただろう!?」

「……そういえば、病院の窓からこっちを見ていたような気がするのです」

「それも間ま違ちがっていない。御み坂さかの案内で連れていかれたあの病院がゴール地点だ。第七学区だから結構距きよ離りがあるぞ。それでもやるか!?」

　異論なんてある訳がない。

　わずかでも希望があるなら摑つかむより他ない。

「A.A.A.とネフテュスとでは大分込こめられている記号が違ちがうのです」

「類感の他に感染も混じりそうだしね。でもクロウリーはエジプトとも根の深い魔ま術じゆつ師しよ。イシス、オシリス、ホルスの秘ひ奥おうとどうにか結び付ける事ができれば、そこを糸口に……」

「なあ」

　素人しろうとの上かみ条じようには情報の価値は仕分けできない。とにかく本物の『魔ま神じん』とやり取りした内容をそのまま投なげ込こんでみる事にする。

「ネフテュスのヤツは、前に自分には泣なき癖ぐせがあるような事を言っていた。オティヌスなんかは確固たるシステムではなくその場その時の気分で人間に肩かた入いれするからおっかないなんて話もしていたけど、これってなんか神様の特性とかと関係してんのか？」

「オシリスの葬そう儀ぎの泣き女……ッ!!　琉ル華カ、これならです!?」

「結構遠回りになるけど、でも、何とか繫つなげられるわね。クロウリーにとってオシリスはそのものよりも『死』という記号の方が重視されるから。上里くんを引きずり出すべき死の沼。葬そう送そうにまつわるネフテュスなら街に張はり巡めぐらせた六ろく芒ぼう星せいとの共きよう振しんを狙ねらえる!!」

　となると、問題なのはどうやって第七学区の病院まで戻もどるか、という点だ。コンテナの山を吹ふき飛とばされた時にカートも横転し、使い物にならなくなっている。

「このコンテナヤードに琉ル華カにも動かせる車はないのですか？　物流の拠きよ点てんだっていうならトラック、クレーン車、フォークリフト、色々あると思うのです」

「私が持ってるのはあくまで中型二輪よ。重心も内輪差もメチャクチャな大おお型がた特とく殊しゆなんてトラック野や郎ろうの出洞デボラくらいしか乗り回せないでしょ。カートみたいな感覚でハンドル握にぎったら最初のカーブでひっくり返るって」

「それ以前に自分でばら撒まいた大熱波のマイクロ波を忘れてんのか。仮に車が乗り捨ててあったとしても、普ふ通つうの車なんか動かないよ。電子系を全部やられていて」

「ならどうするのです!?　絵エ恋レンがダウンしたとはいえ、上を織雛オリビア達たちに取られている状態なんです。徒歩や自転車で振ふり切きれるような状じよう況きようじゃないはずなのです!!」

　それを言うならたとえカートが無事であっても同じ事だ。空中戦力の織雛オリビアを振ふり切きれるような速度がなければ、第七学区の病院まで『旧』上かみ里さと勢せい力りよくを引き連れる羽目になりかねない。今度はガラクタ同然だったオリジナルのA.A.A.ではなく、病室やパトリシアがあんな目に遭あいかねない。

　どうする。

　そんな風に全員で思案していた、その時だった。




　ばた、ばた、ばた、ばた!!　と。

　空気を割るような大きなローター音が真上を通り過ぎていった。




　輸送用の大型ヘリコプター。機き能のう停てい止しした街の中で生きているエンジンを使える存在は限られている。あれだけの騒さわぎをかいくぐってきたなら、連想するのは一つだけだった。

「『営巣部隊ユースフルスパイダー』!?　生き残っていたのなら大人おとなしくしていれば良いのにです!!」

「いや気象台にトドメ刺さしたのは府フ蘭ランのステーションなんだけどな」

　やはり本ほん拠きよ地ちを破は壊かいされた後では装備の調達もままならないのだろう。これまでと違ちがって『旧』上かみ里さと勢せい力りよくとの拮きつ抗こうした戦いになっていない。コンテナヤードのあちこちに着陸を試みてはいるが、飛とび交かう魔ま法ほう少しよう女じよの織雛オリビアなどに撃うち落おとされている率が圧あつ倒とう的てきに高い。

　そして『営巣部隊ユースフルスパイダー』の目的自体、ただ無む秩ちつ序じよな乱戦という訳ではないようだった。

　黒こく煙えんを噴ふいて高度を落とす輸送ヘリの一機から、拡声器を通してこんな言葉が飛んでくる。

『立たち往おう生じようしているようなら手を貸す!!　アシが必要ならどこの機でも良いいからとにかく飛び乗れ!!』

　そのヘリ自体が姿勢を保っていられず、ピラミッドの裏手へと不時着していった。

　上かみ条じよう達たちは顔を見合わせて、

「私わたし達たちを誘さそい出だすためのブラフなのです？」

「それにしては損そん耗もうが多くて無む駄だな手ではないかしら」

　上かみ条じようは扉とびらの壊こわれたコンテナから表に顔を出して、あちこちに投光器の光を落とす輸送ヘリを見上げていた。

　そして言った。

「行ってみよう」

「罠わなだったらどうするのです？」

　上かみ条じようは答えなかった。そのまま外へ一歩踏ふみ出だしたツンツン頭に、パーカービキニの府フ蘭ランと海かい賊ぞく帽ぼう子しに眼帯の琉ル華カもついてくる。

　高層ビルじみた威い容ようで両りよう腕うでを振ふり回まわす冥メイ亞アやジェットエンジンを駆く使しした空くう中ちゆう格かく闘とう戦せんで相手を翻ほん弄ろうする織雛オリビアを中心にして、コンテナヤードは地じ獄ごくの様相を呈ていしていた。対する『営巣部隊ユースフルスパイダー』の方も側面から開いたカーゴドアから重じゆう機き関かん銃じゆうを伸のばして散発的に応戦しているが、本気で相手を倒たおすというよりは注意を自分の方に向けているといった感じだ。倒たおされる事も織おり込こみ済みで時間を稼かせいでいる。一機でも多くをコンテナヤードに下ろし、そこで誰だれかを待つために。

　一いつ瞬しゆん、走る上かみ条じよう達たちの頭上から投光器の眩まばゆいライトが落ちたが、舞ぶ台たい演えん劇げきのように留とどまらず、すぐによそへ逸それた。自じ分ぶん達たちが注目すれば敵にも伝わると判断したのかもしれない。

　撃うつ気があるなら光源を固定し、そのまま重じゆう機き関かん銃じゆうの掃そう射しやに移っていたはずだ。でもそうなっていない。

「？　どうなっているの？」

　琉ル華カが眉まゆをひそめる中、上かみ条じよう達たちはようやっと開けた場所に降りていた輸送ヘリへと近づいていく。開いたカーゴドアからは、重じゆう機き関かん銃じゆうに張り付いた男が身み振ぶりでこちらに手招きしていた。

「早くしろ、早く!!」

　訳が分からないまま雪な崩だれ込こむように三人が身を乗り上げると、真上のローター音が跳はね上あがっていく。不ふ安あん定ていな動きで床ゆか全ぜん体たいが揺ゆれ、ぶわりと機体が浮うかぶ。

　身を乗り上げ、床ゆかに倒たおれ伏ふしたまま、上かみ条じようはこう尋たずねた。

「投げ捨てていたメッセージを読んだのか？」

「ああ、『本気で解決する気があるなら協力しろ』ってメモ書きだろ。ガキのたわ言かと思っていたが、直後にあのステーションの落着だ。今のこの最悪な状じよう況きようの主導権の一角を担になっているのはようく教えてもらったよ、くそったれ!!」

　それに、と重じゆう機き関かん銃じゆうのグリップを握にぎるガンナーは夜空に目をやりながら呟つぶやいた。

「あいつから話は聞いてる。美び少しよう女じよでもなければ金持ちでもない、そんな小こ汚ぎたないおっさん一人助けるために暴徒の群れの中に飛とび込こんできたガキどもがいるってな」

「？」

「公園で会った男の顔も名前も思おもい浮うかばねえか。でもそれくらいでちょうど良いい、かえってアンタの善性が良く分かる話だ。ああ、そうそう」

　最後に付け加えたのは、上かみ条じように向けてではなかった。

　ガンナーは傍かたわらにいた府フ蘭ランの方を見て告げたのだ。

「アンタの『告白』も聞いてたよ。化学火災でも生物災害でもお呼びがかかれば突つっ込こんでいくが、ありゃあ俺おれ達たちにもできる事じゃねえ」

　言葉は通じる。同じ舞ぶ台たいに立てる。

　狙ねらってやった事ではないけれど、何の作戦もなかったけれど。それでもここまで状じよう況きようを繫つないだのは一人の少しよう女じよが勇気を振ふり絞しぼった結果だったのだ。

「……俺おれ達たちが言う『解決』ってのは、アンタ達たちが考えているのとは少し違ちがうかもしれないぞ」

「何でも良いい。今のこの学園都市に光を取とり戻もどせるなら。この街を見ろ、完全に死んで真まっ暗くら闇やみだ！　これをどうにかして、電気ガス水道全部取とり戻もどせるならどんな理り不ふ尽じんでも吞のみ込こんでやるさ!!　俺おれ達たちはそのための『営巣部隊ユースフルスパイダー』なんだ！　良いいか、お前まえ達たちのクリスマスを瓦が礫れきの中で送らせたりはさせないからな!!」

『秩ちつ序じよ回かい復ふくの四八時間』。その目標達成のために彼かれらがやってきた事は手放しで喜べない。暴徒と化した少しよう年ねん少しよう女じよに容よう赦しやなく高圧放水を浴びせて高こう架かの上から突つき落おとし、巨きよ大だい送そう風ふう機きで武器を隠かくし持もつ避ひ難なん所じよを建物ごとめくり上げるようにして破は壊かいしていったのは今でも覚えている。

　だけど根幹にあるのはその想おもいだったのだ。一刻も早く学園都市を元の形に戻もどしたい。そのためにあらゆる汚よごれ役やくを買って出る。彼かれらもまた、学園都市を守る側の人間だったのだ。

　だから、彼かれらは本ほん拠きよ地ちの気象台をやられた事への報復よりも、まず騒さわぎの元げん凶きようとなる『旧』上かみ里さと勢せい力りよくの鎮ちん圧あつを優先した。その鍵かぎを握にぎる上かみ条じよう達たちと接せつ触しよくするため、自みずからを囮おとりにして撃うち落おとされながらもこうして輸送ヘリに乗せる事へ成功させた。

　彼かれらは上かみ条じようを裏切らない。

　少なくとも、上かみ里さと翔かけ流るの生せい還かんが混乱収束に結びつく限りは。

「行き先は第七学区南部のデカい病院だ！　そこまで辿たどり着つけば全部片かたがつく!!」

　即そく座ざにパイロットの方にも伝えられ、ぐんっ、と加速がつく。

　狙ねらいを悟さとらせないためか、またも複数の同型機が別々の方向へと流れていく。

「それから……」

　ズンッ!!　という轟ごう音おんが響ひびいた。

『まだやる気？　まだ諦あきらめないのか、ふらぁん!!』

　ほとんど世界全体を揺ゆさぶるように炸さく裂れつする声に、パーカービキニの少しよう女じよが唇くちびるを嚙かんだ。

「諦あきらめるものか……」

　だが言う。

　小さな少しよう女じよからの、改めての宣戦布告を。

「……上かみ里さとちゃんの未来を諦あきらめるものか！　たとえもう二度と交わる事はなくても、絶対に想おもいは実らないって分かっていても、それで諦あきらめたりなんかするもんかなのです……っ!!」

　上かみ条じようも上かみ条じようで、自じ分ぶん達たちを追ってくる者を明確に意識する。

　改めて言い直す。




「それから、あいつらを振ふり切きって黙だまらせない限り！　この街の混乱は終わらない!!」
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　追っ手も追っ手で、思わぬ状じよう況きようを前にフル回転で頭を使っていた。

　ジェットエンジンを使って大空を舞まいながら、コスプレ少しよう女じよの織雛オリビアが問いかける。

「どうする冥メイ亞ア、まだ状じよう況きようは終わっていないようだけど！」

「どっちみち上かみ条じよう当とう麻まの首をもらわない事には『暴君』のオーダーを叶かなえられない。やるしかないでしょ、上かみ里さとくんを助けるなら!!」

　だって幽ゆう霊れいの『今』を認めてくれたんだ。そのままで良いいよと存在自体を後あと押おししてくれたんだ。だから御ご霊りよう冥めい亞あはここにいられるんだ。

　だったら。それなら。

　どんな悪あく霊りようにでもなる。怨おん霊りようにでも化けられる。

　高層ビル大にまで肥大化したとはいえ、ハートに似た布や妖あやしくはだけた死しに装しよう束ぞくの冥メイ亞アは地上を進む存在だ。大空を我わが物ものとする織雛オリビアはまた違ちがった視点で状じよう況きようを眺ながめていた。

「例の魔ま法ほう陣じん、こっちで壊こわしちゃうっていうのは？」

「ヤツらがそれに気づかなかったら、壊こわれた機材を使って上かみ里さとくんの手術に入るって事よね。そういう意味じゃあ機材より医者を殺さないと安心は得られない。道路の魔ま法ほう陣じんなんてどうでも良いい、とにかく使い手を徹てつ底てい的てきに追い回すのよ!!」

　その獲え物ものにしたって問題だ。

　ほとんど捨て身でコンテナヤードに降り立った多数の輸送ヘリは、今、再びバラバラの方角に向けて去っていく。どこに上かみ条じよう当とう麻まや府フ蘭ラン達たちが乗のり込こんでいるかは不明。いいや、ひょっとしたら複数の輸送ヘリに分乗している可能性さえ考えられる。

「どうするの!?」

「一番確実な手を使いましょう。全部落とす!!」
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　あくまで一いつ般ぱん的てきなヘリの最高速度は時速三、四〇〇キロ程度とされている。それでも五〇㏄のカートと比べれば段だん違ちがいだし、ヘリは地形を無視して最短で航路を採れるため、時間のロスは圧あつ倒とう的てきに少なくなるはずだ。

　しかし。

　それでも、ステッキの中にジェットエンジンを組くみ込こんだコスプレ少しよう女じよの織雛オリビアを振ふり切きれない。こうしている今も魔ま法ほうの光こう弾だんでも模しているのか、赤や青の光を花火のように放つ曳えい光こう弾だんを立て続けにばら撒まいてきている。

「くそっ!!　あいつは大空でも泳いでんのか!?」

　重じゆう機き関かん銃じゆうを操あやつるガンナーが側面のカーゴドアから身を乗り出して応戦しているが、銃じゆう弾だんの雨は複雑に折れ曲がるように夜空を飛とび交かう魔ま法ほう少しよう女じよを捉とらえきれない。

　さらに、

『オンユアマーク』

　そんな幻げん聴ちようを耳にしたような気がした。

　とっさに上かみ条じようが身を乗り出して銃じゆう撃げきを続けるガンナーの肩かたを摑つかんで機内に引ひっ張ぱり込こんだ、その直後だった。




　ゴッッッ!!!!!!　と。

　開いたカーゴドアから飛とび込こんできた誰だれかが、そのまま反対側のドアをぶち抜ぬいて貫かん通つうしていった。




　爆ばく圧あつと化した暴風に鼓こ膜まくを破られるかと思った。

　命いのち綱づな代がわりのベルトで機内に体を固定していたはずのガンナーだったが、今のでごっそりそのベルトを断たち切きられていた。

　そして機内でへたり込こむ府フ蘭ランが、一歩離はなれた視点から目もく撃げきしたものを口に出していた。

「……く、暮クレ亞ア!!　あんの植しよく物ぶつメガネ、偽ぎ装そうA.A.A.を纏まとったままカムバックしてきやがったのですか!?」

　確か、木き原はら唯ゆい一いつ襲しゆう撃げきの際にはA.A.A.の技術が拡散していると焦あせらせるため、複数の植しよく物ぶつを使ってガワだけ作っていたはずだ。つまり兵器としての機き能のうはなく、あくまで植しよく物ぶつ性せいアルコールの燃ねん焼しようで空を飛べる、くらいのものでしかないのだが……。

「それにしたってこだわり過ぎなんじゃねえのか、どいつもこいつも!!」

「というか今、きちんと両手をグーにして前へ突つき出だしていたわね、暮クレ亞アのヤツ」

　風通しの良くなった輸送ヘリから外へ目をやれば、メガネを掛かけた植しよく物ぶつ少しよう女じよとステッキにまたがる魔ま法ほう少しよう女じよとが複雑に絡からみ合あって、再びこちらを狙ねらってきた。さっきはたまたまカーゴドアを貫つらぬかれたが、あんなのを何度も喰くらったらヘリが空中分解してしまう。とはいえ、ガンナーが重じゆう機き関かん銃じゆうをばら撒まくくらいでは捉とらえ切きれない。

　このままではやられる。

　とっさに上かみ条じようは叫さけんだ。

「高度を落とせ!!　通りの壁かべに寄せろお!!」

　ぐんっ!!　と慣性の力が加わって重力を忘れそうになる。左右のカーゴドアが大きく開いた状態で命いのち綱づなもなしだ。いつ外に放ほうり出だされるか分かったものではない。だがそんな無む茶ちやな操縦が、かろうじて体当たり前にリクエストを達成した。

　舌打ちの音が聞こえるようだった。

　ヘリを貫かん通つうした後にビル壁かべに直ちよく撃げきするのを避さけるためか、本当にギリギリのラインでジェットエンジン搭とう載さいのコスプレ少しよう女じよが鋭するどく軌き道どうを変える。

　だが暮クレ亞アはそのまま突つっ込こんで来た。

　軌き道どう変へん更こうした短めツインテールの織雛オリビアとの衝しよう突とつを避さけるために躊ちゆう躇ちよしていなければ、その一発で輸送ヘリは爆ばく破はされていただろう。わずかに目測を誤った暮クレ亞アは寄より添そっていたビルの分厚い強化ガラスを突つき破やぶっていく。

　そしてお構いなしだった。

　突つき破やぶった先の高層オフィスをさらに高速で飛行し、数々の書類や液えき晶しようモニタを吹ふき飛とばし、輸送ヘリと並へい行こうに舞まう。

「あいつ……ッ!?　この状じよう況きようでメガネをくいくいしてやがったのです!!」

「まったく垢あか抜ぬけた園芸部員は恐おそろしいわね。カメラの前でポーズを決めるのが生いき甲が斐いのレイヤーが霞かすんで見えるとか世界は一体どうなっているの」

　別の窓をぶち破って再び暮クレ亞アが夜空へ解き放たれる。基本的に生身の人間の織雛オリビアと違ちがって、暮クレ亞アは胴どう体たいを真っ二つにされても再生する植しよく物ぶつ細さい胞ぼうで構成されている。多少のダメージなどものともしないのだろう。

「どうせ死なないならいっそ安心できるだろ。だったら突つき破やぶれないような分厚い壁かべを押おし付つけてやれば良いんだ」

　パイロットが意図を汲くんだのか、さらにヘリの高度が下がる。完全に飛行機械としてのアドバンテージを捨てていた。地面すれすれ、明かり一つない道路に沿って時速四〇〇キロで突つき進すすみ始はじめたのだ。

　当然後ろからステッキにまたがる織雛オリビアや植しよく物ぶつブースターを噴ふかせる暮クレ亞アが追ってくるが、今度は先ほどと違ちがって慎しん重ちようだった。無理もない、時に歩道橋の真下を潜くぐり、時に高こう架かの上へ乗り上げるようにして、ほとんど掠かすめる格好で飛び続けているのだ。先ほどの分厚い強化ガラスを叩たたき割わった暮クレ亞アも十分に常識の埒らち外がいにあるが、流石さすがに鋼鉄やコンクリの塊かたまりと正面衝しよう突とつしながら飛行を維い持じするのは困難なのだろう。

　が、極きよく端たんに高度を下げる事は別の脅きよう威いを浮うかび上あがらせる。

　轟ごう!!　と彼かれらの真上を何か重くて巨きよ大だいなものが通とおり越こしていった。カーゴドアから眺ながめたそれは、まるで直径数十メートルに及およぶ巨きよ大だいなほうき星のようにも見えた。

　だが違ちがう。

　あれは、

「冥メイ亞ア……の人ひと魂だま!?」

　琉ル華カの叫さけびと共に、進行上に巨きよ大だいな塊かたまりが落ちる。それは瞬またたく間まに真っ白な死しに装しよう束ぞくの少しよう女じよへ組み変わると、鉄てつ塔とうじみたサイズの平手打ちが右から左へフルスイングされていく。

「うおおおおおああああああああああああああああああああああああああああッッッ!!!???」

　名前も知らないパイロットの絶ぜつ叫きようがあった。

　機体をわずかに上げて巨きよ大だいな指と指の間を潜くぐり抜ぬけ、はだけた死しに装しよう束ぞくの両足の隙すき間まをトンネルのように通過していく。

　府フ蘭ランがぽつりと呟つぶやいた。

「やっぱり和装だとはいていないみたいです」

「っ!?」

　ガンナーが慌あわてて背後を振ふり返かえったが、すでに通り過ぎた後だ。真しん偽ぎのほどは分からなかったようだ。標的を喰くいそびれた巨きよ大だいな怨おん霊りようが、再び五体を崩くずして流星じみた人ひと魂だまに姿を変えていく。

　追いすがるような怨おん霊りようから、先行して執しゆう念ねんにまみれた声が飛んでくる。

『渡わたさないぞ……、上かみ里さとくんは絶対に渡わたさない!!』

「いつからあなたのものになったのです。私は上かみ里さと翔かけ流るの呪じゆ縛ばくを引ひき千ち切ぎり、解き放つ！　彼かれは巨きよ大だいな引力だけじゃない、きちんと私わたし達たちは自分の意思で離はなれる事もできて、でも、だからこそ、あなた達たちは自分の意思でそうしてくっついているんだって彼かれに教えてあげるのです!!　そうすれば、それだけで、きっと心の枷かせも外せるからっ!!」

『……っ、何で、あなたが、そんな!?　それであなたは何を得るっていうの!!』

「これがどんな結末になろうが、もう私は彼かれの傍そばにはいられないのです!!　でも、彼かれのためになる事だってできる！　それくらいのわがままは通させてもらうのです。冥メイ亞ア、あなたが何だろうが私の恋こいの終わりだけは邪じや魔まさせない!!!!!!」

　振ふり回まわされっ放ぱなしの上かみ条じよう達たちだが、流れに任せるままにしておけない。そういうのは僧そう正じようの時も上かみ里さとの時も散々後こう悔かいしてきた。これ以上あんな結末は許さない。

「どうにかしよう。第七学区の病院まであんな化ばけ物もの達たちを連れていけるか。コンテナヤードの二にの舞まいになっちまう！」

「ですが具体的にどうやって!?　織雛オリビアも暮クレ亞アもまともな銃じゆう撃げきじゃ弾たまは当たりませんし、自分の体たい臭しゆうを反はん魂ごん香こうに変えて自己の存在を維い持じし続ける冥メイ亞アは永久機関の領域に片足突つっ込こんでいます。あんなの倒たおせる方法なんて思いつかないのです！」

「……それ、前から気になっていたんだ」

　上かみ条じようはポツリと呟つぶやいてから、

「なあ琉ル華カ、アンタ前に言っていたよな。冥メイ亞アは体たい臭しゆうを細かく調整するために食べ物にも気を配っていて、野菜スティックばっかり齧かじって甘あまったるいドリンクを手放せないって」

「正確な配はい分ぶんなんて冥メイ亞ア本人以外分からないわよ。ベジタリアンとスイーツ馬ば鹿かを足して二で割ったって感じだったと思うけど」

「けっ、女の子のカラダの正体が果物と砂さ糖とうの練り物だと思ったら大おお間ま違ちがいなのです」

　ツンツン頭はさらに思案し、それから激しく揺ゆれる機内でも構わずカーゴドアから身を乗り出した。

「どうしたの!?」

「そうなると、口か。何とかなるかもしれない」

　上かみ条じようは振ふり返かえらず、電気の死んだ暗い街へ注視を続けながら、

「どこか、どこかに……窓のないビルは……」

「木き原はら唯ゆい一いつの根城ですか？　確かに第七学区のどこかだった気はするのですけど」

「そっちの方じゃない!!」

　叫さけぶ上かみ条じようだったが、そこで再び巨きよ大だいな妖よう星せいじみた人ひと魂だまが輸送ヘリの真上を追おい抜ぬいていった。暮クレ亞アや織雛オリビアを警けい戒かいするあまり高度を高くできないため、結局道路の制約にほとんど縛しばられたままだ。天空を自在に舞まう側からすれば追うのは容易たやすいだろう。

　そして前方、冥メイ亞アが落ちてハートに似た三さん角かくの天冠と死しに装しよう束ぞくの少しよう女じよを形作っている辺りへ目をやった。闇やみの中で影かげの形を取って街の像を浮うかび上あがらせている、そのビルの壁へき面めんに印字された大きな文字列を読み上げていく。

「Ｈ５５２Ｍ。あれなら間ま違ちがいない!!」

　上かみ条じようがカーゴドアから伸のびた重じゆう機き関かん銃じゆうへ手をやったのを見て、慌あわてて本職のガンナーが取りついた。

「撃うち方を教えろ!!」

「今の冥メイ亞アはドローンの『香こう炉ろ』に頼たよっていないわ。物理的な攻こう撃げきじゃあれは倒たおせない!!」

「そんなの関係あるか、良いいからこいつで火を噴ふくんだよお!!」

　結果、ほとんど二に人にん三さん脚きやくに近い格好になった。命いのち綱づな代がわりのベルトがないため機体が斜ななめに傾かたむけばそのまま外へ放ほうり出だされる危険な状じよう況きようで、ほとんど進行方向上にあるのっぺりとしたビルの壁へき面めん目め掛がけて、サイドのカーゴドアから無理矢理に狙ねらってガンナーと二人ふたり一いつ緒しよに引き金を引いていく。

　一発一発が、いわゆる対物ライフルと同じサイズの馬ば鹿かデカい弾だん丸がんだ。狙ねらいの定まらない大おお雑ざつ把ぱな掃そう射しやでも次々に壁へき面めんに握にぎり拳こぶし大だいの風穴を空けていき、そこから亀き裂れつが広がり、繫つながって、ぼろりと壁かべ全ぜん体たいが剝はく離りしていく。アイスピックを突つき刺さして窓に三角形の穴を空ける方法と似ていたかもしれない。

　だがそもそも巨きよ大だいに膨ふくれ上あがった冥メイ亞アそのものに直ちよく撃げきさえしていない。

『そんなもので……そんな小こ手て先さきで、上かみ里さとくんを想おもう私わたし達たちが止まるものかあっっっ!!』

「っ!!」

　府フ蘭ランが何かリュックから飛び出たカードサイズの端たん末まつ画が面めんを指先で操あやつり、今までどこかを漂ただよっていたＵＦＯバルーンを幽ゆう霊れい少しよう女じよの方へ差し向けたりもした。海かい賊ぞく少しよう女じよの琉ル華カが貼はりつけておいた爆ばく薬やくの予備があったはずだが、そちらも不発。冥メイ亞アの腕うでの一ひと振ふりで薙なぎ払はらわれ、傍かたわらのビルの壁かべを吹ふき飛とばすに留とどまる。

　長い黒髪に死しに装しよう束ぞくの幽ゆう霊れい少しよう女じよも気に留とめず、今度はより低高度を狙ねらい撃うちにするため、サッカーボールを蹴けるようにその足を後ろへ振ふり上あげ、振ふり子このようなタメを作る。一発もらえばランドマークの電でん波ぱ塔とうさえへし折りかねない力を蓄たくわえて。

　ガンナーが叫さけぶ。

「どうすんだ!?」

「もう終わってる」

　間かん髪はつ入いれずに返ってきたその言葉は、誰だれもが望み、しかし決して耳にできるとは思っていなかっただろう。ガンナーどころか府フ蘭ランや琉ル華カまでもが息を吞のんでいる。

「冥メイ亞アはわざわざ自分の食べるものを調整してまで細かく匂においに気を配っていた。その正確な配合は分からないけど、かき乱すだけなら簡単だ。何しろ化学部とかの話じゃ匂においにも赤青緑の原色みたいな基き本ほん臭しゆうってのがあって、それを使えば他の繊せん細さいな匂においを上から塗ぬり潰つぶしてしまう事もできるんだから」

　ヘニングの仮説では薬やく味み、花か香こう、樹じゆ脂し、果か実じつ、腐ふ敗はい、焦しよう臭しゆうの六種。

　アモーレの仮説では樟しよう脳のう、麝じや香こう、花か香こう、薄はつ荷か、（薬品としての）エーテル、刺し激げき、腐ふ敗はいの七種。

　視覚や味覚と違ちがって明確に分類が終わっていないのは、それだけ匂においという感覚が複雑だかららしい。例えば同じ嗅きゆう覚かくの研究をする神経生理学ではそもそもこの基き本ほん臭しゆうの存在を否定しているし、根本的に何な故ぜそんな匂においを感じ取るのか、原因の部分については二種を除いて解明もされていない。

「だから大熱波でまともに水が使えない中では散々お世話になったよ。贅ぜい沢たく品ひんだったから、持ち合わせがない時は出で涸がらしのコーヒーフィルターや紅茶のティーパックを探して回る羽目にもなったがな」

　つまりは。

　上かみ条じよう当とう麻まの狙ねらいは。




「狙ねらったのは窓のない、作物を育てるための農業ビル。それもハーブ系のＨにミントのＭの表記のついた嗜し好こう品ひん専せん門もんだ!!　何しろ一棟とう丸々ミントの塊かたまりなんだ。電源が落ちて中身は全部枯かれていようが、風穴空けて弾だん丸がんですり潰つぶせばさぞかし濃のう密みつな匂においをばら撒まいてくれるだろうさ。アンタがそれを口や鼻から吸すい込こんだら、最適なバランスで整えていたインセンスとやらはどうなるだろうな!!」




　幽ゆう霊れいの実在や真しん偽ぎは不明だが、少なくとも冥メイ亞アに実体はない。彼かの女じよは人の五感の外にある低てい周しゆう波はや匂においを使って精神を不ふ安あん定ていにさせる事で、それが『見える』環かん境きようを作る事で初めて実体化を遂とげている。言ってみれば色のない光をプリズムに通して様々な色に分光させるような感じで、自分好みの色、顔を呼び出していると言っても良い。それこそ、華きや奢しやで儚はかない少しよう女じよから、最強無敵の戦力に至るまで。

『な、あ？』

　それが狂くるわされればどうなるか。正確無比に光を分けるプリズムへハンマーを振ふり下ろされたら。当然、仕し掛かけを作った彼かの女じよ自じ身しんにも光がどう散乱するか把は握あくできなくなってしまう。

　ぼごんっ!!　と御ご霊りよう冥めい亞あの美しい顔が不自然に膨ふくらんだ。

　高層ビルに匹ひつ敵てきするほど肥大した怨おん霊りようの体が、自己の維い持じに追い着かなくなってしまっている。自みずからの肉を自みずからの骨で食い破っていくが如ごとく、次々にその輪りん郭かくが崩ほう壊かいしていく。

『がみ、ざっ……』

　踏ふみ止とどまれば、安静にすれば、再び形を取とり戻もどすチャンスもあったかもしれない。

　だけど。

　たとえ死して肉体を失ってでも、彼かの女じよもまた恋こいする少しよう女じよの一人だった。

『……のっ、だめに。だったら私は、だったら何でもオ!!!!!!』

　止まるはずがなかったのだ。彼かの女じよは最後まで己おのれを貫つらぬいた。

　不自然に崩くずれかけたまま、サッカーボールのような蹴けりを大通り一面突つき抜ぬけるように放とうとする。それだけ彼かの女じよも譲ゆずれなかったのだ。上かみ里さと翔かけ流るの運命を、自分の認めなかった他人に委ゆだねてしまう事が。ここには悪者なんていなくて、でも、誰だれも彼かれもが方法を間ま違ちがえていた。

　ヘリから身を乗り出し、上条は思わず右の拳を握り締める。

　これ以上追いすがるというのなら、飛ぶ事すら頭をよぎる。

　しかし、やはり。

　もう保もたない。崩くずれながらの一いち撃げきは、自分で振ふった足を引ひっこ抜ぬく羽目になった。まるでブランコで勢いをつけて靴くつを飛ばすような格好で、巨きよ大だいな脚あしが放物線を描えがいていく。

　輸送ヘリはギリギリの所でそれを避さけ、さらには破は壊かいされた農業ビルに寄りかかるような格好で真横へ倒たおれていく死しに装しよう束ぞくの少しよう女じよの真下を潜くぐり抜ぬけ、間かん一いつ髪ぱつの所を通過していく。

　だが後続にその恩おん恵けいは得られなかった。

「あっ!?」

　まずジェットエンジンを搭とう載さいしたステッキにまたがる短めツインテールの沢さわ井い織おり雛びあが飛んできた巨きよ大だいな脚あしとの接せつ触しよくを嫌きらって急きゆう旋せん回かいしたが間に合わず、肩かたを掠かすめてそのまま錐きり揉もみ状態に。

　さらに追いすがる田た妻づま暮くれ亞あは形を失って倒たおれ込こむ冥メイ亞アに間に合わず、岩がん盤ばん崩ほう落らくに巻まき込こまれるような格好で押おし潰つぶされていく。

　もう追つい撃げきは怖こわくない。

　地上も地上で複数の少しよう女じよ達たちがこちらを狙ねらって追おい駆かけているのかもしれないが、高度を上げて全力で突つき進すすむ輸送ヘリには追い着けないはずだ。

　上かみ条じよう当とう麻まは思い出す。あの時、病院の窓辺に立ったパトリシアはどこに見えたか。

「っ、八階の右から一三番目の窓だ!!　着陸している時間は惜おしい。府フ蘭ラン、琉ル華カ、そのまま飛べェェェええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!」
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「……？」

　何だか外が騒さわがしい。

　ベッドの上で身を起こしていた小さな金きん髪ぱつの少しよう女じよが窓の外へ目をやった。

　直後にそれは起きた。




　容よう赦しやなく高所の窓を叩たたき割わる大だい音おん響きよう。




　輸送ヘリの方もほとんど神かみ業わざだった。まるでドリフトターンで縦じゆう列れつ駐ちゆう車しやに挑いどむカースタントのように、真まっ直すぐ病院の窓へ向かってギリギリの所で急きゆう旋せん回かいし横づけしたのだ。元からカーゴドアは吹ふき飛とばされ、命いのち綱づな代わりのベルトで体を固定もしていなかった少しよう女じよ達たちにとっては決定的な挙きよ動どうだった。

　膨ぼう大だいな慣性に振ふり回まわされ、覚かく悟ごを決める暇ひまもなく外へ投げ出される。

　二人して勢い良く窓を叩たたき割わり、そして中の病室へと転がっていく。

「っづ！」

　海かい賊ぞく少しよう女じよの琉ル華カが呻うめいて起き上がるが、そこで待っていたのは予想外の光景だった。

「……何よ、自信満々に言っておいて誰だれもいないじゃない。あいつ部屋を間ま違ちがえたの？」

「いや、そういう計らいなのかもしれないのです」

　同じくよろよろと立ち上がった府フ蘭ランは、緩ゆるく握にぎった手ての甲こうで壁かべを軽く叩たたいた。まるで隣となりの部屋の病人の存在を確かめているかのように。

　サンプル＝ショゴスやカニバリゼーションの赤い毛皮を目まの当あたりにした時点で、すでにあの少しよう女じよは世界の真実から目を逸そらせなくなっているかもしれない。ネフテュスという『魔ま神じん』から血肉を分けてもらった段階で、神秘から己おのれを切きり離はなせなくなっているかもしれない。

　だけど、だからといって、率そつ先せんしてひけらかす必要は特にない。

　そんな気持ちもあったのかもしれない。

「どうせ薄うす壁かべ一枚なのです」

「そうね。これくらいなら儀ぎ式しき場じようの中にまとめて収めてしまえるでしょう」

　二人の少しよう女じよは向かい合う。

　A.A.A.とネフテュスの残ざん滓し。扱あつかう記号が違ちがう以上細部を詰つめ直なおす必要はあるが、すでに大おお枠わくは繰くり返かえした事だ。気負う必要はない。彼かの女じよ達たちならできる。

　息を吸って、吐はく。

「……ありがとうです、琉ル華カ。ここまで付き合ってくれて」

　そしてにっこりと笑って、烏丸からすま府ふ蘭らんは戦友でありライバルでもあったもう一人の少しよう女じよに向けて、こんな風に宣言した。




「さあ、この恋を終わらせましょう」
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　その知らせを受けて、『窓のないビル』の直下に佇たたずんでいた木き原はら唯ゆい一いつの運命もまた、決まった。

「……、」

「……、」

「……、」

　先ほどまでの空気は一変していた。直ちよく衛えいとして配備されていた少しよう女じよ達たちは、しかしもう、彼かの女じよの命令に従う義理は一つもない。かつ、木き原はら唯ゆい一いつがわざわざ直ちよく衛えいとして選せん抜ばつしていた群れだ。その戦力は計り知れない。だからこそ、立場が変わってしまえば状じよう況きようは一八〇度大きく転てん換かんし、絶体絶命に陥おちいってしまう。

　まるでイソギンチャクと共生していたはずのクマノミが何かの手て違ちがいで喰くわれてしまうように。

　自分を守るために固めていた無数の刃やいばが、視線が、その圧が、木き原はら唯ゆい一いつの全周をぐるりと取り囲んでいく。

「なるほど、なるほど、なるほどねえ」

　大して興味がないように、白衣にビキニの唯ゆい一いつは呟つぶやいていた。

　そんな彼かの女じよの前に、片手一本しかない『絶ぜつ滅めつ犯はん』の去鳴サロメがゆらりと立つ。いいや、彼かの女じよだけではない。彼かの女じよと同等の異形と異能が、同じように距きよ離りを詰つめてくる。

　捕ほ食しよく者しやの顎あごの中で、極大の邪じや悪あくは一つの実験を終えた顔でこう言った。




「これでゲームセット、か」

[image: ]








行間　四









　どこかの誰だれかは言った。

「おや、もう行くんだね。ま、こっちは気にしないで」

「多分このまま永えい劫ごうに終わらないけど、これもこれで楽しめるものね」

　そして別の誰だれかは答えた。

「ああ、みんなが呼んでる」








終章　あるいは疑念こそ真理は宿る　Bet_Time,Red_or_Black.









　明け方の話だった。

『こちらは「営巣部隊ユースフルスパイダー」です。「秩ちつ序じよ回かい復ふくの四八時間」を達成した事を皆みな様さまに宣言いたします。我々の学園都市は帰ってきました。どうかご安心して学業勤労に励はげんでください』







　拡声器を通して響ひびき渡わたるそんな声を、上かみ条じよう当とう麻まは耳にしていた。

「痛い痛い痛い痛い！　嚙かむなっ、馬ば鹿か嚙かむなよインデックス!?」

「何やら訳知り顔で失しつ踪そうした挙げ句にようやく人を駅前まで呼び出したかと思ったらそのまま行ゆく方えを晦くらましてもう一山とか、とうまは色々と自分の人生を思い返してみた方が良いいと思うんだよ……」

「何この静かな怒いかりっ？　何かの一線を越こえてしまったのか!?」

「……そしてそのすっぽかしには私も含ふくまれていた事を忘れるなよ人間？」

「ぎにゃーっ!?　神様まで変な嚙かみ癖ぐせ覚えてんじゃねえよ耳たぶ千ち切ぎれるわーっ!!」

　ようやく全ての出来事に解決の目め途どがついて、ふらふらの体で避ひ難なん所じよの学校まで戻もどってみれば、待っていたのは説明不足がもたらした数々の悲劇であった。

　吹ふき寄よせは（大きな胸を下から持ち上げるように）両手を組んだまま呆あきれたように、

「全部自じ業ごう自じ得とくよね……」

「どんな業ごうを背負うたらあんな得がやってくるのか説明してくれへん!?　ひょっとしたら周りがあんなんやからカミやんの暴走が止とどまる所を知らへんかもしれへんやん!!」

　大きく息を吐はいているのは、スクール水着で奮ふん闘とうしていた秋あき川かわ未み絵えやビクビクウサギなども同じようだった。

「ともあれ、これで帰れるー……」

「未み絵えちゃんも今回は良くやったはずなのですがね！」

「冗じよう談だんじゃないよやっぱり重役の椅い子すはお姉ちゃんに譲ゆずってあたしはさっさと帰って寝ねるよ」

　生徒会室の面々が敷しき地ちの外へ向かった事で、避ひ難なん所じよで固まっていた生せい徒と達たちも何かの区切りを迎むかえたらしい。恐おそる恐おそるといった感じでフェンスの外へと踏ふみ出だしていく。

　途と中ちゆうの道では別の学校の生せい徒と達たちとも鉢はち合あわせた。

　カエル顔の医者の病院から出てきたのだろう、常盤ときわ台だい中ちゆう学がくのお嬢じよう様さま達たちだ。

　その中に見知った顔を見つけて、上かみ条じようは頭を齧かじられたまま片手を上げる。

「うおーっす……」

「ん」

　御み坂さか美み琴ことだ。

　彼かの女じよはツンツン頭の背中にしがみついている少しよう女じよと肩かたに乗っている妖よう精せい（？）を怪け訝げんな目で追おい駆かけた後に、

「そっちも学がく生せい寮りように帰るトコ？」

「冷蔵庫の中とか炊すい飯はん器きの中とかすげー心配だけどな。まあでも、ドアを開けたらいきなりはぐれエレメントとかがこんにちはしなけりゃこの際何でも良いいか……」

　上かみ条じようはゆっくりと息を吐はいてから、

「それよりお前の方こそ大だい丈じよう夫ぶなのか。呪じゆ詛そだか何だか知らねえけど、ようは病やみ上あがりなんだろ。それこそ風か邪ぜと同じで早く暖かくして寝ねちまった方が良いいんじゃねえのか」

「えっ、ちょ、近い！」

「んー、熱とかは大だい丈じよう夫ぶか……。ただ右手で触さわっても何かが変わるような感じじゃねえんだよな。結局この段階になると体力つけて休むくらいしかできる事はないのかね」

「だ、だ、だから、近いって、言ってんでしょおッッッ!!!!!!」

　目を瞑つぶって両手で突つき飛とばすまでは良かったが、掌てのひらから紫し電でんが迸ほとばしっていたのはいただけない。飛とび跳はねたのは上かみ条じよう一人に留とどまらなかった。肩かたには妖よう精せい、背中にはシスターがしがみついていた事実を忘れてはならない。

　そして揉もみくちゃになったお団だん子ご達たちを見て、美み琴ことの目線が冷えた。

「……やっぱり何がどうあっても平常運転みたいねえ……」

「うえっぷ、げほっ。お前の情じよう緒ちよ不ふ安あん定ていさは思し春しゆん期き反はん抗こう期きとして受け流す用意はできているが、それにしたって元げん凶きようが何を言ってやがるんですかねこの野や郎ろう……」

　路上に転がる上かみ条じようが不ふ安あん定ていでか細い声を上げるが、仁に王おう立だちの美み琴ことはあんまり堪こたえた素そ振ぶりもなく、

「私は『外』の寮りようだからそんなに心配してないけど、『学まなび舎やの園その』の『中』の寮りようの子こ達たちは大たい変へんそうなのよね。校舎もあんなになっちゃったし、ここから先はしばらく力仕事で復旧復興になりそうだわ」

　常盤ときわ台だい中ちゆう学がくの惨さん状じようを思い出し、そこからの連想があった。

　A.A.A.。

　そして何かしら関連があると思おぼしき、不可解な鼻血の存在。

「おい御み坂さか……」

「やっぱりもうしばらくお世話になるしかないのかしら。今度は軍用兵器じみたものじゃなくて、土木関係のアタッチメントなんかを取とり揃そろえて……」







　拡声器を通して響ひびき渡わたるそんな声を、上かみ里さと翔かけ流るは耳にしていた。

　薄うす暗ぐらい明け方の街にぽつぽつと電気が点つくのにつられて、あちこちでスポーツの国際大会のような大だい歓かん声せいが響ひびき渡わたっていた。耳だけでなく肌はだで地面を揺ゆさぶる震しん動どうを感じ取り、彼かれは深く深く息を吐はいていた。

　自分以外の人間の息い吹ぶきを感じる。

「何にしても一段落どすえ。ほんとにあんたが目の前で消えてしまった時はどうなる事かと思っとりましたけど」

「今回ので上かみ里さとさんの特性みたいなものが分かってきましたよね。ぶっちゃけ首輪をつけるか足首にＧＰＳかなーこれはー？」

「よせって暮クレ亞ア。そういう風に窮きゆう屈くつにしちまうから大将はどっかよそへふらふら行っちまうんだろうが」

　今でこそ和わ気き藹あい々あいと笑え顔がおで話しかけてきてくれる少しよう女じよ達たちだが、『戻もどってきた』当初はそれはまあひどい有り様だった。冗じよう談だん抜ぬきに殺される所であった。感かん極きわまった水着にエプロンのキッチンドランカー幼な妻・牧納マキナにフライパンでどつかれた所までは良いい。ざく切りキツネ耳少しよう女じよの獲冴エルザに一〇円玉がしこたま詰つまったペットボトルで殴なぐられるのもまあ当然だろう。だが植しよく物ぶつ少しよう女じよ暮クレ亞アの蔦つたで全身を搦からめ捕とられ、『絶ぜつ滅めつ犯はん』の去鳴サロメが声もなくカッターナイフの刃はをバリボリと嚙かみ砕くだいて力を蓄たくわえ、トラック野や郎ろうの出洞デボラが馬ば鹿かデカいトレーラーを使って二〇トンのコンテナを引きずり回しながら交差点を曲がってきた段階で真しん剣けんに死を覚かく悟ごした。一いつ瞬しゆん、悪あく趣しゆ味みな『魔ま神じん』達たちが生せい還かんに見せかけた幸せな地じ獄ごくでも作って放ほうり込こんできたのかと本気で疑いそうになるくらいであった。

　上かみ里さとはつい癖くせで首の横に手を当てて首を鳴らそうとして、しかし手首から先がない事を思い出す。

「どうしようかね、これ。やっぱり義手にするべきかなあ」

「ちょっと待った大将！　去鳴サロメの独どく壇だん場じようになんかさせないぞ！」

「そうですよ。いっそもっと格好良いのにしましょうよ」

「ドリルとか!!」

「パイルバンカーとか!!」

　やいのやいの好き勝手言い合っているが、当のサイボーグ妹去鳴サロメは大きく前へ出てこない。全ぜん裸らにレインコートという大たい変へん攻こう撃げき的てきな格好をした彼かの女じよは彼かの女じよで、今まで見た事もなかったクーラーボックスを肩かた紐ひもで提さげていた。

　中身は当然、決まっている。

「どうしようかね、これ」

「今のぼくに縫ぬい合あわせるとまた消し飛ばされそうだからね。かと言ってよそ様に預ける訳にはいかないし、しばらくそうやって保存しながら、力を消去する方法を探して回るしかないのかな」

　それは暗に、『魔ま神じん』への復ふく讐しゆう一いつ本ぽん道みちを突つき進すすんでいた、その他に何も見えていなかった、そんな時代からの卒業を示し唆さしていた。

「ところで……」

「なに、クソ馬ば鹿かお兄ちゃん」

「いや、何でもないよ」

　もう一度だけ、上かみ里さとはクーラーボックスへと目をやった。

　取とり戻もどしたのは良いい。木き原はら唯ゆい一いつのような人間が悪用に走る前に決着をつけられたのは喜ぶべき事だ。

　だがどうやって取り返したのか。

　簒さん奪だつ者しやは一体どうなったのか。

　少しよう女じよ達たちの笑え顔がおの中に、答えはない。

「しっかし冥メイ亞アのヤツ、あれだけどろどろぐちゅぐちゅの状態から良く元に戻もどったよねえ」

「かえって学園都市製のパーツで『香こう炉ろ』作り直したからツヤツヤしているくらいですし。それを言うなら芽李メリーじゃないですか」

「あいつすばしっこいから捕つかまえるの苦労したよ。誇ほこり高たかきニホンのオーカミの魂たましいを受うけ継ついでるとか何とか言ってるけどあいつこそもう首輪つけないとダメだ。『営巣部隊ユースフルスパイダー』とかいう連中の車のサイレンに反応して屋上で遠とお吠ぼえしていたからたまたま見つけられたようなものを」

「誰だれか府フ蘭ラン見かけていません？」

「コスプレ少しよう女じよが接せつ触しよく事じ故こで肩かたやったって話聞いたんどすけど」

「そろそろカナミンから他に移るって言っていたし、かえって喜んでいるんじゃね？　ほら病びよう弱じやく少しよう女じよの何だっけ、ブームになってるじゃん。あいつどこまでも本格仕様だからキャラになり切って腕うで吊つる場合はほんとに金かな槌づちで骨を砕くだきかねないし」

「つか、絵エ恋レンも絵エ恋レンで意外と頑がん丈じような作りしているよね」







　……。

　……。

　……。







　木き原はら唯ゆい一いつはこんな話をしていた。

『私は先生を超こえる唯ゆい一いつの「木き原はら」にならなくてはなりません。ではそれを証明するための偉い業ぎようとは何か。色々考えていました』

　彼かの女じよは最初から一〇〇人の少しよう女じよ達たちなど見み据すえていなかった。

　もっと別のものと戦っていた。

『結果、やっぱり分かりやすいのは数の占有かなあと。私わたし達たちのような「木き原はら」が特別な存在ではなくなる。六〇億なり七〇億なり全員が「木き原はら」になる。そこまでやってしまえば、「原形制御アーキタイプコントローラ」とやらで私わたし達たちを管理するアレイスターも途と方ほうに暮れる事でしょう。何しろ、少数派を押おし潰つぶす格好で定義を歪ゆがめるあの管理方法は、人類全てが「木き原はら」になってしまえば使えなくなるんですし、皆の心に芽生える木原は唯一とも違い、共通の倒し方も使えない』

　であれば、勝利も敗北もない。

　あるいは、特とく殊しゆな右手で少しよう女じよ達たちを縛しばり付つけ、独り歩きした恐怖によって唯一さえ見た事のない『木原』を世に解き放っても良いし。

　あるいは、もっと別の方法で彼女達が元々持っていた残虐性を引き出しても構わない。







　そしてもう一つ小話を。

　上かみ条じよう当とう麻まと上かみ里さと翔かけ流るは別わかれ際ぎわに、実はこんな話をしていた。

『ぼくについてきた人ひと達たちは、右手の力なんかに操あやつられていた訳じゃない。こそばゆいけど、きっともっと違ちがう理由で一いつ緒しよにいてくれたんだろう。もうその部分を否定するつもりはないよ』

　淡あわく笑っていた上かみ里さとだったが、当然、それだけで終わる訳ではない。

　続けて彼かれはこう切り出してきたのだ。

『だけど、暮クレ亞アが植しよく物ぶつに近かったり、琉ル華カがブードゥーと海かい賊ぞくを結びつけてレグバ＝アティボンとやらの魔ま術じゆつを使えるようになったりしたのはやっぱりおかしいと思う。何かがねじれている。そっちについては、右手の影えい響きようも少なからずあったんじゃないかなって』

『……、』

『だとすれば、きみの周辺でも同じような歪ゆがみは存在するのかもしれない』

　上かみ里さとは確かにそう言った。

『でも一方で、きみの周りにあるものはきみの常識で説明できるもののはずだ。つまり、ぼくとは違ちがって周りの人ひと達たちに伝でん染せんしていくような歪ゆがみじゃないんだ』

　歪ゆがみ。

　上かみ里さと勢せい力りよくを築く力の根幹。

『だとすれば、その歪ゆがみはどこにあるんだろう』

　彼かれを支える異形や異能に匹ひつ敵てきする。

　そんな、『何か』の存在。

『見えないだけで存在する歪ゆがみ。それについて、きみは少し真しん剣けんに考えてみた方が良いいのかもしれないね』







　上かみ条じよう当とう麻まと上かみ里さと翔かけ流るの道は分かたれた。

　であれば、そのどちらにもつかなかった少しよう女じよが迷まよい込こんだのは、一体何の道みちか。

　烏丸からすま府ふ蘭らんはようやく息い吹ぶきを取とり戻もどし始めた街の中を、一人ぼっちでとぼとぼと歩いていた。

　消失した上かみ里さと翔かけ流るを取とり戻もどすため、死力を尽つくして戦う。

　だけどその結果として、彼かれと共に歩く事は永遠に叶かなわない。

　自分で決めた道だった。

　科学に根差したゲテモノのＵＦＯマニアで、首筋に自みずからチップを埋うめ込こんで力を増ぞう幅ふくさせる『原石』系能力者。そういう触ふれ込こみで今の今まで皆みなを騙だまし続つづけてきた、イギリス清せい教きよう所しよ属ぞくの魔ま術じゆつ師し。その胸中がどうあれ、犯おかした罪からは逃にげられない。元々、学園都市がこうなった責任は後で取るとも宣言していた事もある。

　幸せは遠い。

　それを求めてもいない。

　だから。




「ああ。結末ならこの辺りがちょうど良いいだろう」




　行き場のない少しよう女じよの前に、誰だれかが立った。

　男性にも女性にも、子供にも大人おとなにも、聖人にも罪人にも見えるその『人間』は、喜き怒ど哀あい楽らくのどれでも説明のできない顔で裏切り者を見み据すえていた。

「最初から、こうなる事を望んでいたのです？」

「だとすれば、もう少しスマートに決めているさ」

　歴史に記された表層レベルでも少し調べてみれば分かると思うが、アレイスター＝クロウリーという人間が何かに成功した例ためしはほとんどない。彼かれは幼少から挫ざ折せつ続つづきの人生を歩み、正道では真実を摑つかめないと達観して裏うら街かい道どうの魔ま術じゆつを齧かじり、やがてはその世界最大の魔ま術じゆつ結けつ社しやの中でさえ、大きな内ない紛ふんを起こすいくつかの火種の一つとして取り上げられている。

　咎とがなき娘むすめは倒たおれ、愛する妻は壊こわれた。

　万ばん人にんと叡えい智ちを分け合うはずだった僧そう院いんは病人への対処を誤ったおかげで空中分解した。

　よって、彼かれは自分の人生が最初から思い通りにならない事を知っている。知った上で、あらゆる危難が訪おとずれても最終的には一本の道に収しゆう斂れんするよう全てを組くみ込こんでいる。それこそが『計画プラン』と呼ばれる一連のフローチャートであり、内実を知らぬ者からは決して修正のできない悪夢の運命のように見える事だろう。

　最初から恵めぐまれ、その現状に疑問を抱いだかぬほど満たされた者は、そもそも魔ま術じゆつなど目指さない。

　胸に刻んだ魔ま法ほう名めいとは、いつだってその人物の欠落を埋うめるカサブタや古傷として浮うかび上あがっているものだ。

「上かみ里さと翔かけ流るか御み坂さか美み琴ことか。この辺りの選せん択たくで、もう一つの短縮ラインが見えてきた。表面上はこの二つを追いながら、実際には表に出ない別の獲え物ものを追う線だ。それはローラ＝スチュアートと直ちよく接せつ繫つながり、『理想送りワールドリジエクター』のような存在を隠いん匿とくしつつ密ひそやかに誘ゆう導どうし、木き原はら唯ゆい一いつの暴走も含ふくめて学園都市へ甚じん大だいな被ひ害がいをもたらすに至った……つまり、君のような因子を炙あぶり出だすための方策だ」

「……、」

「別に警けい戒かいしなくても良い。これは完全に行き当たりばったりの拾い物だ。一〇〇〇年前から全て仕し込こみを終えていた絶対なる計画通りですとは言わないよ。人の世とは醜しゆう悪あくなほどに善悪どちらも私の足を引っ張り、しかしその全てを正の方向へ転てん換かんすれば大願は成じよう就じゆする。生命の樹セフイロトも邪悪の樹クリフオトも、扱あつかい方かたさえ間ま違ちがえなければ人に秘ひ奥おうの知識を授さずけるようにね」

「私を、どうするつもりなのです」

「支し払はらったものに見合う結果を出す。一連の流れの中で最も痛手を被こうむったのは、学園都市をエレメントが埋うめ尽つくした事でもなければマイクロ波の大熱波が電子機器の大半を破は壊かいしてしまった事でもない。……そもそもこの私が、垂直の船を降りて表へ出てしまった事だ。高くはついたが、代わりにイギリス清せい教きようの最大主教アークビシヨツプと直ちよく接せつ繫つながった間かん諜ちようを手中に収められたのは非常に大きい。表向きの『必ネ要セ悪サのリ教ウ会ス』などいくら締しめ上あげても答えは出ないが、君は少々勝手が違ちがうようだからな」

　過ぎ去った時間と、そこにいた人々の顔を思おもい浮うかべた。

　烏丸からすま府ふ蘭らんという震しん源げんから発せられる振しん動どうが彼かれらに届くか否いなかを考えた。

「……断る、と言ったら？」

「最初から期待はしていない。仮に君が君自身の秘密を話せないような細工を施ほどこしていたとして、記き憶おくと人格を切り分けてしてしまえばセキュリティは機き能のうしなくなる。あの内ない紛ふんの頃ころは良く手を染めたよ、叡えい智ちのストックが戦力と直ちよく接せつ結びついた時代だからね」

　つまり、頭ず蓋がい骨こつを切り開いて直ちよく接せつ電極でも刺さすのか。

　あるいは脳みそそのものをいくつかのブロックに分け、生せい命めい維い持じや人格構造に関する部分を捨ててしまうのか。

「ふ」

「何か？」

「いえ、ここに来てアブダクションにキャトルミューティレーションとは、なかなかＵＦＯ少しよう女じよには似合いの末路かなと思いまして」

　自身が魔ま術じゆつ師しであると看破されなければ、カムフラージュは何でも良かった。にも拘かかわらず夜空の星に新たな友人の影かげを求め続けたのは何な故ぜだったか。

（ああ……）

　科学と魔ま術じゆつの板いた挟ばさみにされて。大切な人やその仲なか間ま達たちに偽いつわりの笑え顔がおを向け続けるのに疲つかれ果はてて。誰だれも彼かれも薄うすく広くその影えい響きようから逃のがれられない小さな惑わく星せいにうんざりして。どこから遠くへ連れていってほしかったと、そんな幼よう稚ちな願いの結けつ晶しようだったのかもしれない。

　共に上かみ里さと翔かけ流るの事を思いながら、しかし全く別の少年と行動していた時に感じていたものだって、そんな感覚だったのかもしれない。自分が良く知るルールの外にいる存在、それでいて共通の言語で語り合える誰だれか。そういう存在を追い求めていたのかもしれない。

（……つまり、私は、善よき相談役が欲ほしかったってだけなんですか）

　誰だれにも言えない悩なやみを打ち明けて。

　それでも良いいんだよと認めてくれて。

　誰だれかと対立してしまった時は仲直りする方法を一いつ緒しよに考えてくれて、それでも駄だ目めなら一いつ緒しよにケンカをしてくれる、そんな存在が。

　だけど、遠い。

　そんな存在は、助けに来ない。

　烏丸からすま府ふ蘭らんの物語は上かみ里さと翔かけ流るを助けた段階で終わっていて、後は蛇だ足そく。であればやはり、終わってしまった存在の悲鳴が誰だれかに聞かれる事もないのだろう。

　そういう風に達観していた。

　つもりだった。

　なのに。




　パン!!　パパン!!　と。

　そんな府フ蘭ランの思おも惑わくを無視して、状じよう況きようが大きく動く。それも乾かわいた銃じゆう声せいという形で。




　驚おどろいた顔で目を見開いたのは、何もパーカービキニの少しよう女じよだけではなかった。

　横合いから襲おそいかかった複数の鉛なまり弾だまに、陽炎かげろうのように立っていた実体を摑つかめない『人間』が、当たり前のようにくの字に折れた。緑色の手しゆ術じゆつ衣いに風穴が空き、そこから一歩遅おくれておびただしい量の鮮せん血けつが溢あふれ出でる。そんな極ごく々ごく自然な事が、府フ蘭ランには全く信じられなかった。緑色の血が噴ふき出だした方がまだしも納なつ得とくできたかもしれなかった。

「お」

　何かを呼びかけようとした『人間』の口から、やはり赤黒い血がこぼれる。

　府フ蘭ランもつられて音源へ目をやっていた。

　そちらにいたのは学ラン姿で短い金きん髪ぱつに薄うすい青のサングラスを掛かけた、高校生くらいの少年だった。油断なく拳けん銃じゆうを構え、しかし合理や効率とはかけ離はなれた言葉を放つ。

「これも予想通りか？　あるいは予想できていなくてもいずれ収しゆう斂れんされる『計画プラン』の範はん囲い内ないか？　答えてみろよアレイスター、お前の口から!!」

「……、そうか」

　府フ蘭ランには見えない位置で、彼かれらは点と点を繫つなげていく。

「あの、バーチャル説も」

「この瞬しゆん間かんに立ち会うために、スフィアでオレが群衆を操あやつった。陰かげに隠かくれて進むためにな」

　土御門は恐ろしく冷え切った声で、

　「お前は妹の舞まい夏かを助ける名目でオレと契けい約やくしていた。だけど実際にはエレメントの時も大熱波の時も何ら手を打たなかった。潮時だよ、アレイスター。アンタの出番はここまでだ。ありふれた家族の情に吞のまれてここで死ね」

　込こみ上あげる鮮せん血けつを口元で押おさえ込こみ、『人間』は何も持たない掌てのひらをサングラスの少年へ突つき付つける。

　だがそこで『人間』の動きが止まる。

「『原形制御アーキタイプコントローラ』、人間を善にも悪にも好にも悪にも切り分けられる悪夢のようなお前の集大成。だけど残念だったな、オレは元々魔ま術じゆつサイドと科学サイド、どっちにも籍せきを置いた多重スパイだぞ。オレをどっちに傾かたむけて特性を奪うばおうが、もう半分がお前を殺す。魔ま術じゆつ師しと能力者、どっちの顔で殺して欲ほしいか言ってみろ」

　さらに立て続けの銃じゆう声せいがあった。

　手しゆ術じゆつ衣いの『人間』はそのまま崩くずれ落おちたが、舌打ちしたのは金きん髪ぱつにサングラスの少年の方だった。

「烏丸からすま府ふ蘭らん。アンタが上かみ里さと翔かけ流るのコントローラだな。今も接続しているかどうかは知らないが」

「あなた、は？」

「土つち御み門かど元もと春はる」

　早口で彼かれは答える。

　まるで何かに急せかされているかのように。

「学園都市に送おくり込こまれたイギリス清せい教きようのスパイだったが、逆にイギリス清せい教きようの情報を学園都市にも売っていた。言ってみれば、上条当麻版の烏丸府蘭みたいな存在って事さ」

「……、」

「アンタがそうして破は綻たんしたように、こっちもこっちで破は綻たんしてる。アレイスターのヤツ、義理の妹の身み柄がらを守る約束をしていたのに実際には全く動かなかった。さっきも言ったがここらが潮時、撤てつ退たいの良いいタイミングだ。とはいえ舞まい夏かのヤツは世界の真実を何も知らない。パンピーの妹を連れて裏うら街かい道どうを逃にげ続つづけていたんじゃあいつが倒たおれちまう。組織的な支し援えんを求められるとしたらどこか。ちょうど良いい時にアンタが顔を出してくれた」

「イギリス清せい教きようの力を、借りるのです？」

「向こうも向こうで一ひと筋すじ縄なわにゃいかないが、少なくとも学園都市にいるよりはマシだろうしな。何にせよ、アンタみたいにローラと直ちよく接せつ繫つながった人間とコンタクトが取れたのは僥ぎよう倖こうだった。アンタは俺おれと妹の命いのち綱づなだ。だからアンタを取り巻く問題はオレが何とかする。言い方は悪いが交こう換かん殺さつ人じんみたいなものさ。オレがアンタを助けてアンタがオレを助ける。お互たがいの長所を活いかそう、どうぞよろしく」

　差し出された手を摑つかんでも良いのかどうか、府フ蘭ランには判断できなかった。

　そして相手も待たなかった。

「それよりさっさとここを離はなれよう。いつまでも留とどまるのはまずい」

「じ、銃じゆう声せいを聞き付けて機き能のう回かい復ふくした警備員アンチスキルが駆かけ付つけてくるからです？」

「馬ば鹿か野や郎ろう」

　パンパン!!　とさらに銃じゆう声せいが響ひびいた。

　明らかに彼かれは倒たおれた『人間』の頭を狙ねらい、そして実際に赤黒い穴が複数空いていた。

　にも拘かかわらず、

「こんな怪かい物ぶつ野や郎ろうがあっさり死ぬ訳ないだろ。追おい詰つめられているのはオレ達たちの方なんだよ」

　ウサギアンテナの少しよう女じよの背せ筋すじに、明確な悪お寒かんが走る。

　土つち御み門かどの言っている事が分からないから、というのは正しい。ただし恐きよう怖ふと困こん惑わくの矛ほこ先さきは彼かれには向いていない。

　倒たおれて動かないはずの亡なき骸がら。

　だというのに、緑色の手しゆ術じゆつ衣いの全身から、見えざる瘴しよう気きのようなものが溢あふれ出でるのを確かに感じ取ったからだ。

　つまりは、殺意。

　どこに何発風穴を空けられようが関係ない。こいつはすぐにでも再起動し、そしてこれ以上ないくらい明確な災わざわいを振ふり撒まく。府フ蘭ランには予言のレベルでそれが分かってしまう。

　賽さいは投げられたのだ。

　世界は理解不能の論理で埋うめ尽つくされた。まるで宇宙人と会話しているようだ。だけど自分のルールで説明のできないものを目まの当あたりにした時、府フ蘭ランの心の中に芽生えたのは希望だった。どの道、自分の持っている手札をどう切っても乗のり越こえられる状じよう況きようではなかったのだ。そうなると必然、世界のブラックボックスにこそ活路がある。

　宇宙人の手を摑つかめ。

　彼かれらの船に乗れ。

「烏丸からすま府ふ蘭らんです」

「土つち御み門かど元もと春はる」

　拳けん銃じゆうを制服のズボンのベルトに挟はさんだ男と共に現場を離はなれる。

「でも具体的にどうするのです？　私の通信機器を使えばバックに控ひかえているイギリス清せい教きようとも連れん絡らくはつきますが、即そく応おうですぐさま学園都市内部に増ぞう援えんを送おくり込こめるほどではありません。組織の力をあてにできる状じよう況きようではないのです」

「思春期の少しよう年ねん少しよう女じよを一ヵ所に集め、独自の教えを広めて、薬やく物ぶつ投とう与よも辞さない方法で叡えい智ちへの接近を試みる。学園都市はアレイスターにとってのテレマの再来だ。こんな王国で個人が正せい攻こう法ほうを使ったって乗り切れるものか」

「ですからどうすれば」

「警官とのカーチェイスじゃ普ふ通つうにやってもパトカーやヘリなんてほとんど振ふり切きれない。でも美術館の中に車ごと突とつ撃げきすれば話は別だ。ヤツらは周りへの被ひ害がいを恐おそれて身動きが取れなくなる」

　土つち御み門かどと名乗った誰だれかはあっさりと答え、

「ようは、アレイスターにとって絶対に壊こわして欲ほしくないものを盾たてにすれば良いのさ。極大の特異点で、次に手に入れる事ができるのはいつになるのか全く予測がつかない何か。アレイスターが後ご生しよう大だい事じに抱かかえた『計画プラン』とやらの根っこにあるもの」

「それは？」

「アンタはもう見ているはずだ」

　ゆっくりと息を吐はいて。

[image: ]

　そしてプロの中のプロはこう告げた。

「上かみ条じよう当とう麻ま。困った時はクラスメイトに相談だにゃー☆」







　何にも知らなかった。

　これで終わりだと思っていた。

　流石さすがに今日くらいは学校も臨時休校で一日中泥どろのように眠ねむっていられると、そのツンツン頭は本気で信じていた。

　だが忘れてはならない。

　上かみ条じよう当とう麻まは根本的にどうしようもなく、不幸な人間なのだ。




「やー、帰ってきた帰ってきた」

「ただいまーなんだよ……。私はもう疲つかれたあ……」




　朗ほがらかな笑え顔がおであった。

　彼かれらはまだ、五秒後の運命を知らない。








あとがき









　一冊ずつお買い上げの皆みな様さまはお久しぶり、まとめ買いの皆みな様さまは初めまして。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　これで新約も一七冊目となりました。今回は上かみ里さと翔かけ流るを軸じくとした物語に終しゆう止し符ふを打つための内容となっています。右手の持ち主こそが少しよう女じよ達たちの王となる。そんな呪のろいのような状じよう況きようを打破すべく、上かみ条じようと府フ蘭ランを軸じくとした混乱下の学園都市での逃とう避ひ行こうをテーマにしています。

　前の一六巻と違ちがって、今回はバトルの組み方を意識して変へん更こうし、状じよう況きように流されるのではなく上かみ条じようが自分から拳こぶしを握にぎって突つっ込こんでいく描びよう写しやを多く出してみました。本来であれば助ける必要のない人間をどれだけ助けられるのか、というのが今回自分に課した作品テーマ。言ってしまえば大元の上かみ里さと翔かけ流るも一〇〇人の少しよう女じよ達たちもその中に含ふくまれます。どちらも私の好みなのですが、皆みな様さまはどちらが琴きん線せんに触ふれましたでしょうか。







　府フ蘭ランについては、今でこそＵＦＯＵＦＯと簡単に口に出せるけど、その言葉がなかった頃ころにはなんて呼ばれてどういう風に扱あつかわれていたんだろう、という所から膨ふくらませていったキャラクターです。ウサギアンテナはイラストのはいむらさんからのアイデアですが、彼かの女じよのキャラを示す記号として月のウサギという『見かけの存在』も非常にアリだな、と思いまして。

　夜空に浮うかぶ妖あやしい光を見て何か大きな事件が起きると脅おびえ、遠く離はなれた惑わく星せい（魔ま術じゆつサイドの言い方だと月や太陽なんかも含ふくんでしまいますが）から降り注ぐ目に見えない何かを手元に収める事で特別な知識を得て、活用できる存在になる……。こうして輪りん郭かくを確かめていくと、占うらないの結果に応じて護ご符ふを作るのも特別な機材を使ってＵＦＯと交信を試みるのも実は根っこはあんまり変わっていないんじゃないかなあ、と。







　彼かの女じよもそうですが、今回は上かみ里さと勢せい力りよくの女の子達たちの何人かについては、苗みよう字じを公開しています。これでまた受ける印象が変わってくるかも？

　上かみ里さと勢せい力りよく多過ぎて名前を覚えられないよ！　と感じた方もいらっしゃるかも。ただ、上かみ条じよう当とう麻まの知り合いはその何倍にも膨ふくらんでいる訳で。この辺りも今回の実験要素の一つでした。

『営巣部隊ユースフルスパイダー』については逆に、ストーリーの根幹に関わるにも拘かかわらず、顔や名前も含ふくめてほとんど情報を開示しない方向でまとめて、上かみ里さと勢せい力りよくとの対比を取っています。全員揃そろって希き薄はくな感じが逆にある種の存在感を与あたえられないかなと。当たり前の事を当たり前に考えて、そして躊ちゆう躇ちよなく行動に移る顔なき誰だれか。あるいは右手に特別な力が宿る事なく順当に成長した場合の上かみ里さと翔かけ流るに近いのかもしれません。







　扱あつかうオカルトについてはＵＦＯという不思議な語感を踏ふみ台だいにしつつ、クロウリーの六ろく芒ぼう星せいなど、魔ま術じゆつについてはベーシックな方向に回帰してみました。幽ゆう霊れい少しよう女じよの冥メイ亞アにしても反はん魂ごん香こうという名前だけなら誰だれでも聞いた事があるようなものを使いつつ、プラズマ説電磁波説などに続くここ最近の科学的（？）解決法である低てい周しゆう波は不ふ安あん定てい説せつなんかも持ち出しています。やはりこのまぜこぜな感じがシリーズの魅み力りよくなのかな、と。







　今回は色々なものを吹ふっ切きる話、という形で書き進めてみました。例えば上かみ条じようなどは、僧そう正じようや上かみ里さととぶつかってもやもやしていたものを片かたっ端ぱしから吐はき出だしてしまう、という感じで。一方、上かみ条じようの他にも主に府フ蘭ランから上かみ里さとに向けたアンサーなどでもテーマを踏とう襲しゆうしています。彼かの女じよやその周辺を通す事で、奇き怪かいで異質に見えていた上かみ里さと勢せい力りよくについて吹ふっ切きり、親和性を持っていただけないかなあと。可愛かわいく見えたのなら幸いなのですが。

　とはいえ、やはり彼かれらは上かみ里さと勢せい力りよく。最後の最後の結末は敢あえて明かしませんでしたが、『彼かの女じよ』の生存説と死亡説については是ぜ非ひとも皆みな様さまに語り合っていただきたい所です。







　イラストのはいむらさんと担当の三み木きさん、小お野の寺でらさん、阿あ南なんさんには感謝を。今回はとにかくキャラクターのバリエーション！　かつての天あま草くさ式しきを超こえる面めん倒どう臭くささだったと思われます。最後までお付き合いいただき本当にありがとうございました。

　そして読者の皆みな様さまにも感謝を。ヒロインがたくさん出てくる事が逆に高い負ふ荷かを生む。上かみ条じよう当とう麻まと上かみ里さと翔かけ流るの関係については普ふ段だんよりもさらに実験色が高く、ひょっとすると喉のど越ごしの面でお手間をおかけしてしまったかもしれません。それでも見た事のない上かみ条じよう当とう麻まやその仲なか間ま達たちの一面に驚おどろき、楽しんでいただけたのなら、これ以上の事はございません。




　それでは今回はページを閉じていただいて。

　次回もまたページを開いていただける事を願いつつ。

　この辺りで筆を置かせていただきます。




　失しつ恋れん少しよう女じよ、という新たな領域をどう開かい拓たくすべきかで持て余し中


鎌かま池ち和かず馬ま　





















新しん約やく とある魔ま術じゅつの禁書目録インデックス⑰








鎌かま池ち和かず馬ま





電撃文庫





2016年12月9日　発行





ver.002





©2016 KAZUMA KAMACHI





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『新約 とある魔術の禁書目録⑰』

2016年11月10日　初版発行





発行者　青柳昌行

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










装丁者／荻窪裕司（META＋MANIERA）












本書は書き下ろしです。

この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/cover.jpg
eh

¢

o

152t [EVE





item/image/p157.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/p433.jpg





item/image/allcover-001.jpg
»-12-75

(4

il L)

& ;
s ) <520 BVEBERTED:
Wik L 2w IHED .

B | BIRE— ORI,
iR LB (L) o
KRB FIIGE IS |

SEHROEE R S— b Y R AR

2 na e
SRS

ARSION [l MBEREENS
RNDD, EIICIHINEI B N

<37, SOISHBRRICTN D75
TEVNERAICBNG S — 7> D= KIS
LTHE UL,

NEWDPET o ZOfED.
ATEMLTRRD D LGED Skl
T L U LIS B
J DI I
T, st

Sd, R AR BEORL
WAGEE I, ZOPIEG R
i,

AFALHIODDEKA
EROKBET, HELEREHNTEDET,

BxHEE NN





item/image/p030.jpg





item/image/p221.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		contents



		序章　あるいは前提こそ結論を含む　to_the_Girl's_ABYSS.



		第一章　あるいは遮断こそ拡散へ至る　Gray_City.



		第二章　あるいは逃走こそ逆襲を得る　Social_Network_Slayer.



		第三章　あるいは孤独こそ集団に勝る　Engage_U.F.O.



		第四章　あるいは禁忌こそ安寧を掴む　Salvage_XXX.



		終章　あるいは疑念こそ真理は宿る　Bet_Time,Red_or_Black.



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p457.jpg





item/image/titlepage.jpg
AFAP- B HEXD





item/image/p342-p343.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
%
2

iy

IS0 D =
A SR O S TR0
THBBRRIS | <° NSRS OSRTRN B2 Th— B —
ﬁﬂ“@l#lﬂlb?ﬁ%ﬂ@m@# \ e

/ﬁﬁ%

S BT NERIS A E S
< MBHERNC N 2~ VESVHXRWEROAKN AN






item/image/p373.jpg





item/image/kuchie-004.jpg
1< IEFCHIER W | (|~
I-HEHSHIRIC

IS QERETA) 2 i HE A
SO RDORHP LI/
BEenzuEsase<| D /)

UK ON o0 - AL S TIERIE T 4%°
IR [FAUSRB R ocoeonQee s9KTS-ceeee

5
LS [RER (rbAANSvR-) | VRO
[ BB (—axoininn—) | WL T [ B8 O\ |

SEERAR (R0 RE)






item/image/p204.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
102 .,

36§5V‘4?§i
436,

contents

HBVIRAIR I ZRmE AL
H B VITERT Z ZPHANE S
HEORBEZ 2 HBEHS
B BV 2 2 HEHIC 5

HENVRERI T RRLWY

L DAV ZHARBES

(wo)ESE

\ (WS EH ] O BB NGHEH AT > | S [S¥Eka] \
[—~NEFANEANFTIICY | ZF>

Designed by Hirokazu Watanabe(2725 Inc.)

oSN P RSN T TR |





item/image/kuchie-003.jpg
40 LIBK 31310 13- I D0 o [RRIEH D (vPANDIYR—) | WATEE L o
l!ﬁﬁ&ﬂ@tﬁgﬁfiﬂkibthE

* BHEI LK S HRL O S IEDOL 0K






